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Ⅰ　研究の背景と目的

近年、生活習慣病とよばれる食生活をはじめとする生活習慣の乱れを原因とする疾患が増加して
いる。特に若年女性においては極端なやせが将来的に糖尿病、高血圧、骨粗鬆症等の生活習慣病を
惹起することが知られるようになり、超高齢社会である我が国において、若年女性の体格を考える
ことは、将来の高齢者の健康や生活習慣病予防のために取り組むべき課題である。しかしながら、
依然、痩せ＝美しいという風潮は存在し、正常体重または痩せでありながら、さらに痩せようとす
る女性が多く、社会問題となっている。また、本学においては、毎年 4 月に全学園において健康診
断を行っているが、附属小学校・附属中学校・附属高等学校・大学全ての学年において、身長は全
国平均より高く、体重は全国平均よりも低い。すなわち、やせ傾向が強いことがわかる。大学では、
健康診断に基づき、BMI16.6未満を痩せ、BMI27以上を肥満とし、健康相談に呼び出しているが、
やせの学生は肥満の学生に比べて、自分の体重への問題意識が低く、呼び出しに応じなかったり、
自分の体重に満足している傾向がある。

現代の日本社会は健康や美容への意識の高まりを背景に、健康維持や生活習慣病予防および美容
に関する情報が溢れている。しかしながら生活習慣病の患者数は減少するどころかますます増加し
ており、これらの情報の中には極端な食事制限や医学的根拠が不明瞭なものも多く問題である。

厚生労働省による平成25年国民健康・栄養調査 1 ）では日本人の20～29歳女性でやせ（BMI ＜
18.5）の割合は21.5％であり性・年齢階級別で最も高い。一方、肥満（BMI ≧25）の割合は10.7％
である。1980年からの推移をみるとやせおよび肥満はともに増加傾向にあり、すなわち適正な
BMI の者が減少している 2 ）。よって若年女性への食事指導をはじめとした健康教育の必要性が高
い。

女性のやせは栄養不足や生活習慣病との関連など本人の健康を損なう恐れがある上に、やせの女
性の子供は低出生体重であることや、その子の将来の生活習慣病の発症リスクとなることなど、次
世代のリスクにもつながる可能性が示唆されている。また、痩せることを強く望み、食事を極端に
制限してしまうことは神経性食欲不振症などの疾患の誘因にもなり、心身ともに悪影響を及ぼす。
本人と次世代の子の健康増進のために、若年女性の適正体重維持のための栄養教育が必要だと言え
る。そこで本研究では若年女性に対する望ましい健康栄養教育のあり方を検討するための課題を抽
出することを目的に、はじめに女子大学生を対象に若年女性の健康問題であるかくれ肥満、ボディ
イメージの歪み、冷えを取り上げ、食生活習慣や体格との関連等の実態調査をおこなった。次に、
附属高等学校と中学校の養護教諭とともに思春期の女子の健康栄養教育の在り方について検討する
ことを目的に、高校生と中学生を対象に生活習慣や健康意識に関する実態調査を行った。さらに本
研究の実施、結果をもとに、新たに中学校では健康に関する教育活動が始まっている。本稿では、
本研究課題の中で行った調査研究活動の主なものについて報告する。
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Ⅱ　女子大学生における食生活と健康問題に関する実態調査

研究 1 ．女子大学生の体組成に関する実態調査

1 ）はじめに
現代の日本社会は健康や美容への意識の高まりからダイエットへの関心が高まっている。とりわ

け若年女性のやせ願望は強く、結果としてやせの割合の増加が問題となっている。メディアに露出
する女性の多くがやせており、『やせ＝美しい』というボディイメージから、標準体重またはそれ
以下でありながら太っていると感じ、ダイエットを行っている女性が多い傾向にある。また、マス
コミによるダイエットに関する情報が錯綜し、その中には極端な食事制限や医学的根拠が不明瞭な
ものも多く、その信憑性は疑わしい。このように不必要な、あるいは誤ったダイエットを行うこと
によって女性の健康への影響が懸念される。

低体重または普通体重であるが体脂肪率が高い、いわゆる『隠れ肥満』の者の割合が増加してお
り20代女性の 3 ～ 4 割という高頻度でみられることが報告されている 3 ） 4 ）。日本人の若年女性にお
ける隠れ肥満では HDL コレステロール値の低値傾向やトリグリセリド値が高値傾向であることが
報告されており 5 ）、すでに隠れ肥満が身体に生理的影響を及ぼすことがわかっている。

近年、生活習慣病患者の増加および患者の若年化が問題視されている。生活習慣病の発症には内
臓脂肪の蓄積による内臓脂肪組織の機能変化が寄与していると言われていることから、我々は若年
女性においても体脂肪率の高い隠れ肥満の者は内臓脂肪が蓄積されており、将来の生活習慣病につ
ながるのではないかと推測した。しかし、若年女性の内臓脂肪についての研究は少なくその詳細は
不明である。そこで本研究では若年女性の内臓脂肪量を含めた身体計測を行い、若年女性における
隠れ肥満と内臓脂肪との関連について検討した。また、食事調査や生活習慣調査をあわせて実施し、
隠れ肥満の形成因子の検討も行った。

本研究では将来の健康状態に影響を及ぼす若年女性のやせおよび隠れ肥満と身体状況や食習慣、
生活習慣の関連を明らかにするため、体脂肪率に着目した標準群・隠れ肥満群の比較と、BMI に
着目した標準群・やせ群の比較を行った。特に未だ詳しいことがわかっていない隠れ肥満および若
年女性の内臓脂肪蓄積の実態に重点を置いて検討を行った。

2 ）対象と方法
①研究対象

本学の食物学科管理栄養士専攻 2 、 3 、 4 年次の学生計51名に調査を実施した。参加を申し出た
対象者には調査内容の説明を行い、文書による同意・承諾を得たのち調査を実施した。

②調査期間
調査票の配布：平成26年10月10日（金）
身体測定と調査票の回収：平成26年10月23日（木）、30日（木）
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③倫理的配慮
個人情報保護法に基づき個人データは厳重に管理した。対象者には使用した個人情報は他に漏れ

ることがないように厳重に管理すること、研究に承諾できない場合には拒否が可能であることを説
明し、了解を得た。なお、本研究は日本女子大学倫理委員会の承諾を得て行われた。

④調査方法
対象者には事前に『エクセル栄養君 FFQg Ver.3.5食物摂取頻度調査票』および『FFQg・食習

慣アンケート』［建帛社］、さらに体組成や食習慣に影響を及ぼすと考えられる項目を追加した調査
票を配布し、調査当日までに各自記入してもらった。調査当日に記入内容を確認し、不備があった
場合には聞き取りを行った。調査当日は身体計測を行った。

⑤調査項目
Ａ．身体計測
・In Body3.0（ 8 点接触型電極型、インピーダンス法）

体重、除脂肪量、体水分量、細胞内液、細胞外液、体脂肪率、体脂肪量、部位別水分分布、ウエ
スト・ヒップ比、部位別インピーダンス値

・内臓脂肪測定装置 Dual Scan　HDS-200（デュアルインピーダンス法）
内臓脂肪面積、腹部皮下脂肪レベル

Ｂ．生理検査
・AGE reader CU 終末糖化生成物測定器（蛍光分光方式）終末糖化生成物
・Oligo Scan（吸光光度法）体内のミネラル、有害金属
・ASTRIM FIT（近赤外分光画像測定法）ヘモグロビン推定値
・超音波踵骨測定装置 A-1000（超音波測定法）骨密度
・オムロンデジタル自動血圧計 HEM-1000（間接法・自動式）血圧

Ｃ．食物摂取頻度調査
食物摂取頻度調査には『エクセル栄養君 FFQg Ver.3.5食物摂取頻度調査票』を使用した。これ

は吉村らにより作成され、最近の 1 ～ 2 ヶ月間程度のうちの 1 週間を単位として、食物摂取量
（portion size）と摂取頻度（food frequency）から食品摂取量・栄養素摂取量を推定するものである。
食品群別に分かれた29の食品グループと10種類の調理方法から構成された簡単な質問により、日常
の食事の内容を評価する調査である。被験者に負担を強いずに、再現性、妥当性を確保することが
できる。

Ｄ．アンケート調査
アンケート調査には 2 種類のアンケートを用いた。
・エクセル栄養君 FFQg Ver.3.5食習慣アンケート

エクセル栄養君 FFQg Ver.3.5に収録されている食習慣に関するアンケートで、Ⅰ運動や健康に
関する質問、Ⅱ食行動に関する質問、Ⅲ食態度に関する質問、Ⅳ食意識に関する質問の 4 項目で構
成されるアンケート用紙である。上記の食習慣アンケート以外で体組成や食習慣に影響を及ぼすと
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考えられる項目について、自作のアンケートを作成した。ダイエット経験や月経、食べる速さ、就
寝時間などの質問項目を作成した。

⑥統計解析
統計ソフト IBM SPSS（Statistics 22）を用いて統計分析を行った。 2 変量の関係は Pearson お

よび Spearman の相関係数により検定を行った。また、隠れ肥満群・標準群・やせ群の 3 群間比較
では一元配置分散分析で Tukey により検定を行った。ノンパラメトリック検定では Kruskal-wallis
の検定を行い、群間に差があるものでは、Mann-Whitney の検定を行い、Bonferroni の不等式によ
る修正を行った。また、標準群・隠れ肥満群および標準群・やせ群の 2 群間比較では Student の t
検定を行い、ノンパラメトリック検定では Mann-Whitney の U 検定を行った。生活習慣アンケー
トおよび自作アンケートはクロス集計と χ 2 検定を行った。有意水準は危険率 5 ％（p ＜0.05）と
した。

3 ）結果
①対象者背景

被験者の年齢と身体測定結果、BMI による分類を示した（Fig.1-1　研究 1 対象者の基礎情報）。

②標準群・隠れ肥満群の比較～体脂肪率による検討～
Ａ．群分け

現在、明確な隠れ肥満の定義は定められていない。そこで、本研究では体脂肪率を測定した
InBody における標準範囲18％以上28％未満を用いた 6 ） 7 ） 8 ） 9 ）10）11）12）。これらは先行研究におい
て女性の平均値が23％としており、その± 5 ％を標準範囲と定めている。また、InBody はその他
の体脂肪率測定方法において現在のところ、最も信頼性が高く、ゴールデンスタンダードとされる
DEXA 法と高い相関を示すことが報告されている。

対象者の基礎データ
本学食物学科管理栄養士専攻の学生

2年生 11名
3年生 33名
4年生 7名 計51名

BMIによる分類 人数

肥満 BMI≧25 1名
ふつう 18.5≦BMI<25 38名
やせ BMI<18.5 12名

被験者データ（平均±S.E.）
年齢（歳） 20.6±0.12
身長（cm） 159.5±0.56
体重（kg） 50.2±0.85

BMI 19.7±0.30
体脂肪率(％) 23.6±0.63 このうち

18.5以上22未満 32名
22以上25未満 6名

平成26年10月23・30日実施

Fig.1-1　研究 1 対象者の基礎情報
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本研究では BMI で普通体重にあたる、BMI18.5以上25未満のうち、体脂肪率が18％以上28％未満
の人を標準群、28％以上の人を隠れ肥満群と定義した。被験者51名のうち、標準群が29名、隠れ肥
満群が 9 名となった。（Fig.1-2　研究 1 かくれ肥満群分け、Table1-1　研究 1 被検者の基礎データ）

Ｂ．身体測定
隠れ肥満群では体重、BMI、体脂肪率において有意に高値を示した。年齢、身長、筋肉量、除脂

肪量、内臓脂肪面積では 2 群間に有意差はみられなかった。

Ｃ．生理検査
終末糖化生成物、Hb 推定値、骨密度、収縮期血圧、拡張期血圧では 2 群間に有意差はみられな

かった。

標準群 かくれ肥満群

18.5以上25未満

体脂肪率
28％未満

体脂肪率
28％以上

群分け

Inbody3.0で測定

Fig.1-2　研究 1 かくれ肥満群分け

標準群
（n=29）

隠れ肥満群
（n=9） 検定

年齢（歳） 20.4±0.85 20.6±0.83 n.s.

身長(cm) 159.6±3.63 157.7±3.86 n.s.

体重(kg) 50.5±4.56 54.4±3.29 p<0.01

BMI 19.8 ±1.14 21.9±1.29 p<0.01

体脂肪率(%) 23.3±2.41 30.3±1.88 p<0.01

各群の基礎データ

平均±S.E.

Table1-1　研究 1 被検者の基礎データ
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Ｄ．Oligo Scan による測定
隠れ肥満群においてナトリウム、カリウム、銅が有意に低値を示した（p ＜0.05）。他のすべての

項目において 2 群間に有意差はみられなかった。

Ｅ．食物摂取頻度調査
『エクセル栄養君 FFQg Ver.3.5食物摂取頻度調査票』によって得られた結果のうち、算出された

すべての栄養素と食品群を比較た。カルシウム摂取量は隠れ肥満群が有意に低値を示した。エネル
ギーおよびその他の摂取量については 2 群間に有意差はみられなかった。

Ｆ．アンケート調査
『エクセル栄養君 FFQg Ver.3.5身体活動調査アンケート、食習慣アンケート』のクロス集計を

行った結果を抜粋して示した。健康づくりのための身体活動基準2013にて推進されている 1 週間に
4 エクササイズ以上の活発な運動を行っている人の割合は隠れ肥満群において低値傾向にあった。
また食べる速さ、間食・欠食の頻度、満腹になるまで食べる人の割合は隠れ肥満で高かった。それ
以外の外食の頻度と夜 9 時以降の食事をする頻度においては有意差がみられなかった。（Fig.1-3　
生活習慣・食習慣調査結果）

Fig.1-3　生活習慣・食習慣調査結果
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4 ）考察
本研究の被験者51名のうち BMI25以上の肥満に属する人が 1 名いたが、解析の精度向上のため

除外して解析を行った。
先行研究 3 ） 4 ）においては若年女性全体の30～50％が隠れ肥満という報告があるが、本研究の被

験者のうち隠れ肥満の人は17.4％と少なかった。被験者は食物学科の学生であり、健康への関心が
高く、知識を有しており、個々で健康管理を行っている人が多く比較的隠れ肥満が少ない結果と
なったのではないかと考えられた。

身体測定結果において隠れ肥満では BMI と体重が有意に高値を示した。BMI が高いほど体脂肪
率が高いと推測もできるが、隠れ肥満の中には体脂肪率が高くても BMI が低い傾向（BMI18.5以
上20未満）の人、さらに標準群で体脂肪率が標準で BMI が高い傾向（BMI23.5以上25未満）の人
もみられたため、本研究の隠れ肥満群の特徴はただ単に BMI が高いことに限ることではないと考
えられる。

体脂肪率は隠れ肥満群で有意に高値を示したのに対して、筋肉量や除脂肪体重、内臓脂肪面積に
は有意差はみられなかった。内臓脂肪測定では標準偏差が大きく、個人差が大きいことが推測され
る。本研究ではこの他に内臓脂肪面積の四分位での解析も行ったが、身体測定、食事調査等に有意
差はみられなかった。先行研究13）においてエストロゲンが内臓脂肪および皮下脂肪の蓄積を抑制
するという報告がなされており、本研究で内臓脂肪に有意差がみられなかったことは、エストロゲ
ンが関与しているのではないかと考えられる。若年女性ではエストロゲンの働きが強く、体脂肪の
蓄積を抑制しているが、ライフステージを経るごとにエストロゲンが減少すれば、若年に比べて体
脂肪が蓄積する可能性が考えられる。皮下脂肪においては内臓脂肪測定装置 Dual Scan によって
測定された皮下脂肪レベル以外に測定は行わなかった。この皮下脂肪レベルは腹部皮下脂肪量を大
まかに設定されたレベルに分類するもので、正確な皮下脂肪量の測定値は記録されない。これらの
事から今回の研究で皮下脂肪量の検討にこの皮下脂肪レベルの値を用いるのは不適切であると考え
た。よって、体脂肪率に有意差が見られる一方で内臓脂肪面積や筋肉量、除脂肪体重に有意差が見
られなかったということから隠れ肥満群では皮下脂肪量が多いと推測した。

食物摂取頻度調査ではエネルギーおよび炭水化物、たんぱく質、脂質の三大栄養素に有意差はみ
られず、平均値を比較すると隠れ肥満群は低値を示した。肥満は過剰のエネルギーや脂質の摂取が
原因の 1 つであるため、隠れ肥満においても同様の傾向が見られるのではないかと推測したが、本
研究ではその関係性は認められなかった。また、カルシウム摂取量において隠れ肥満群において有
意に低値を示した。先行研究14）15）16）17）18）においては、体脂肪率高値の人で食事性カルシウム摂取
量が少ないとされており、本研究でも同様の結果を得ることができた。これはカルシウムの摂取量
が減少すると副甲状腺ホルモンの分泌が増加し、それによって脂肪が蓄積しやすくなるという機序
の関与も考えられる。

また食品群別エネルギー摂取量でみると、総エネルギー摂取量や菓子類以外の食品群では隠れ肥
満群が標準群に比べて低値を示したのに対し、菓子類では高値を示した。よって、隠れ肥満群は標
準群よりも菓子類でエネルギーを摂取しているといえる。菓子類は糖質、脂質ともに割合が高いも
のが多く、体脂肪が蓄積されやすい食品群である。加えて野菜の摂取量は隠れ肥満群は標準群より
も少ない傾向であった。野菜はビタミンが多く含まれ、代謝の補酵素として重要な役割を果たし、
食物繊維も豊富であることから肥満予防のために 1 日350g を摂取することを厚生労働省が推奨し
ており、本研究においても野菜摂取量の減少と体脂肪率の増加との関連が示唆された。野菜摂取量
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は標準群においても目標の350g に達していなかったため若年女性全般への野菜摂取量の増加も望
まれる。よって、菓子類の摂取と野菜摂取量の減少が隠れ肥満の食事の問題点として挙げられる。

運動習慣アンケートにおいては過去 1 ヶ月の運動時間の回答を得て集計し、健康づくりのための
身体活動基準2013で推進されている 4 エクササイズ／週以上の人を運動習慣ありと定義し解析を
行った。運動習慣のある人の割合は標準群で59％であるのに対し、隠れ肥満群では22％となり低値
傾向を示した。運動は消費エネルギー量を増やし、筋肉量の増加による基礎代謝量の増加につなが
り肥満および生活習慣病の予防や治療には重要な因子である。

生活習慣アンケートにおいては隠れ肥満群は、欠食頻度や満腹まで食べる者、食べる速さが速い
と感じている人が多いことが挙げられた。満腹まで食べることや欠食があると、 1 回の食事で必要
エネルギー以上の摂取につながり、一度に多くのエネルギーを摂取すれば脂肪への蓄積が大きくな
る。また食べる速さが速い場合、血糖が上昇して満腹を感じるころには既に食べ過ぎている可能性
が高い。早食いと体脂肪率が高値であることの関連も報告されている19）。本研究ではエネルギー摂
取量に有意差はみられなかったが、このような脂肪の蓄積が促進される食習慣が体脂肪率高値を誘
発している可能性が示唆された。

一般に先述のような隠れ肥満の運動習慣および食習慣は肥満や生活習慣病患者によく見られる習
慣であったが、身体測定結果や生理機能検査結果で差が見られなかった点に関して、現時点では若
年であることや先述のような生活習慣の継続期間が数年と短いことから体組成や検査値などに影響
していないと考えられる。しかし、これらの習慣を今後長期にわたって継続した場合には生活習慣
病へとつながる可能性が高いと考えられる（Fig.1-4 研究 1 まとめ）。大学生は特に生活習慣や食
習慣が変化する時期であり、現段階での生活習慣および食習慣の是正が今後の健康状態に重要であ
り、栄養教育のさらなる向上が望まれる。

引用文献
1 ）	 厚生労働省：平成25年国民健康・栄養調査結果の概要
2 ）	 厚生労働省：平成24年国民健康・栄養調査報告書

隠れ肥満

まとめ

20代

生活習慣病等
リスク増加

体脂肪が蓄積しやすい生活習慣

Fig.1-4　研究 1 まとめ
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研究 2 ．女子大学生のボディイメージに関する調査

1 ）はじめに
現代の日本社会では、メディアにより作られた「やせ＝美しい」という風潮から、標準体重また

はそれ以下であるのにもかかわらず、やせ願望を持っている者が増えている。特に若年女性におけ
るやせ願望は根強く、平成26年度国民健康栄養調査 1 ）では、20歳代の女性のやせの割合は、17.4％
で性・年齢階級別で最も高い。

標準体重またはそれ以下の者がやせ願望を持つことは、不必要なダイエットに繋がる。また、マ
スコミによるダイエットに関する情報の中には極端な食事制限や医学的根拠が不明瞭なものも多い
ため、誤ったダイエットにつながる可能性も高い。これらの不必要・誤ったダイエットは、低栄養・
特定の栄養素の不足・やせを引き起こす（Fig.2-1　研究 2 背景）。

若年女性の低栄養・特定の栄養素の不足・やせは、月経不順・無月経・貧血などを引き起こし、
現在の本人の健康を損なう恐れがある上に、将来、骨粗鬆症などの生活習慣病を引き起こす原因と
なる。さらに、低出生体重児の増加や子の生活習慣病の発症など次世代のリスクにもつながる重大
な問題である。また、痩せることを強く望み、食事を極端に制限してしまうことは神経性食欲不振
症などの疾患の原因にもなり、心身ともに悪影響を及ぼす。

ボディイメージとは、一般的に自分の身体について思い描いた心像、あるいは視覚的イメージか
ら自己をとらえたものであるが、自分の体に対するイメージ・自分の身体に対する主観的な評価・
理想の体型など、その使い方によって様々な意味を持つ。本研究では、ボディイメージという言葉
を「思い描いた体型の像」という意味で使用する。

やせ願望は自分の認知しているボディイメージと理想のボディイメージとのズレによって生じる

メディアによる
「やせ＝美しい」という風潮

やせ願望をもつ

不必要なダイエット・間違ったダイエットに
つながる可能性↑

理
想
の
ボ
デ
ィ
イ
メ
❘
ジ

実際の
体型

自分の
ボディ
イメージ

やせ願望
助長

乖離

Fig.2-1　研究 2 背景
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とされている 2 ）。そのため、やせ願望を助長させる原因として、理想のボディイメージが細いシル
エットであるという事の他に、自分の認知しているボディイメージを実際の体型よりも過大評価、
つまり痩せているにも関わらず太っていると思い込んでしまう事があげられる。自分の認知してい
るボディイメージは、自分の身体に対する主観的な評価であり、性・人種・社会的要因・心理的特
性の影響を受けることが知られている 3 ）－ 6 ）。

先に行われているボディイメージの調査は、約10段階の絵によるシルエットチャート法や BMI
の区分と自己評価の差などがほとんどであるのに対し、本研究では本学家政学部被服学科の佐々木
准教授のグループによって開発されたボディイメージ評価プログラム 7 ）を使用した。このボディ
イメージ評価プログラムでは、実際の体型と自分の認知しているボディイメージとのズレ（体型認
知の歪み）と自分の認知しているボディイメージと理想のボディイメージとのズレ（体型の不満足
度）を測定した。このボディイメージ評価プログラムは、健康な若齢女性を対象とした、シルエッ
トチャート法を拡張したものであり、従来の質問紙による身体サイズや身体各部位に対する満足
度、関心度などを問う方法や体重を使った評価方法よりも若年女性のボディイメージをより正確に
測定することができる。

今回我々は、やせ願望についてボディイメージの点から探り、さらに、身体状況や食生活、生活
習慣との関連を明らかにすることを目的に調査・研究を行った。食生活、生活習慣の調査は食事摂
取頻度調査及びボディイメージに影響することが報告されている項目（身体活動、ダイエット経験、
月経の状況、理想とする体重など）を中心に作成し実施した。

2 ）対象と方法
①研究対象

本学の食物学科以外の 3 、 4 年次の学生計61名に調査を実施した。参加を申し出た対象者には調
査内容の説明を行い、同意・承諾を得たのち調査を実施した。被験者の学部の内訳を Fig.1に示し
た。

②調査期間
調査票の配布：平成27年10月 6 日（火）～ 9 日（金）
身体測定と調査票の回収：平成27年10月21日（水）、22日（木）

③倫理的配慮
個人情報保護法に基づき個人データは厳重に管理した。対象者には使用した個人情報は他に漏れ

ることがないように厳重に管理すること、研究に承諾できない場合には拒否が可能であることを説
明し、了解を得た。なお、本研究は日本女子大学倫理委員会の承諾を得て行われた。

④調査方法
対象者には事前に『エクセル栄養君 FFQgVer.3.5食物摂取頻度調査票』および『FFQg・食習慣

アンケート』［建帛社］と自作のアンケート用紙を配布し、調査当日までに各自記入してもらった。
調査当日に記入内容を確認し、不備があった場合には聞き取りを行った。調査当日は身体計測を
行った。
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⑤調査項目
Ａ．身体計測

身長、体重、体脂肪率、筋肉量、内臓脂肪面積、腹部皮下脂肪レベル、握力は研究 1 と同様に測
定した。

三点測定は背筋を伸ばした自然な体位で、左右のかかとをつけ、つま先を自然に開いて直立し、
肩に不自然な力を入れないで、頭部は耳眼水平位に保ち、上肢を自然に下垂した状態を基本姿勢と
し、胸囲・腹囲・下腿最大囲をメジャーで測定した。

（Clothing Construction　日本女子大学被服構成学研究室より）

Ｂ．ボディイメージ
ボディイメージの調査には、水野彩・佐々木一茂著の『若齢女性のボディイメージを評価するコ

ンピュータプログラムの開発と検証』の論文に記載されているボディイメージ評価プログラムを使
用した文献。被験者は97段階ある人体モデルを参考に、現在の体型に最も近いもの（現状イメージ）
と理想の体型に最も近いもの（理想イメージ）を選択する。この際、痩せから肥満に変化していく
場合と肥満から痩せに変化していく場合の 2 回測定を行い、選択したものを平均した（Fig.2-2　
研究 2 ボディイメージの測定方法）。

各対象者の身体サイズ（胸囲、腹囲、下腿周囲長）が現状イメージとどのくらいずれているかを
「体型認知の歪み」と定義し、各部位における長さの差（現状イメージの胸囲・腹囲・下腿周囲長
の合計－対象者の胸囲・腹囲・下腿周囲長の実測値の合計）として算出した。この際、コンピュー
タ上の人体モデルの身長は約158cm であり、対象者によっては自らの身長と大きく異なる場合が
あったため、各部位の実測周囲長をそのまま体型知覚の歪み評価に用いるのではなく、身長で補正
をした値を使用した。値が正である場合には自己体型を過大評価していると解釈し、値が負である
場合には自己体型を過小評価していると解釈した（Fig.2-3　研究 2 体型認知の歪みと体型の不満

ボディイメージの測定方法

日本女子大学 紀要 家政学部
若年女性のボディイメージを評価するコンピュータプログラムの開発と検証 水野彩・佐々木一茂 著

●ボディイメージの選択 ●三点測定

選択 測定

97段階変化

現在の体型に
最も近いイメージ

理想の体型に
最も近いイメージ

胸囲
腹囲

下腿周囲長

Fig.2-2　研究 2 ボディイメージの測定方法
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足度の定義、Fig.2-4　体型認知の歪みの求め方）。
また、現状イメージが理想イメージとどのくらいずれているかを「体型の不満足度」と定義し、

各部位における長さの合計の差（現状イメージの胸囲・腹囲・下腿周囲長の合計－理想イメージの
胸囲・腹囲・下腿周囲長の合計）として算出した。体型の不満足度指標については、値が正である
場合には理想体型よりも太っているという不満がある（やせ志向である）と解釈し、値が負である
場合には理想体型よりもやせているという不満がある（増量志向である）と解釈した。

Ｃ．生理学検査
血中ヘモグロビン推定値は【ASTRIM FIT（近赤外分光画像測定法）シスメックス社製】、骨密

選択した理想の体型
（理想のボディイメージ）

選択した現在の体型
（自分のボディイメージ）

体型の
不満足度

実際の体型

体型認知の歪み

Fig.2-3　研究 2 体型認知の歪みと体型の不満足度の定義

＝“体型認知の歪み”

日本女子大学 紀要 家政学部
若年女性のボディイメージを評価するコンピュータプログラムの開発と検証 水野彩・佐々木一茂 著

自分の体型を実際の体型よりも太く認識

自分の体型を実際の体型よりも細く認識

正の場合

負の場合

－
現在の体型に近いと思う

ボディイメージの
胸囲・腹囲・下腿周囲の長さの合計

三点測定で計測した
胸囲・腹囲・下腿周囲の

長さの合計

Fig.2-4　体型認知の歪みの求め方
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度（スティフネス値）は【超音波踵骨測定装置 A-1000（超音波測定法）GE ヘルスケア・ジャパン
社製】、収縮期血圧、拡張期血圧は【オムロンデジタル自動血圧計 HEM-1000（間接法・自動式）
オムロン社製】を用いて測定した。

Ｄ．食物摂取頻度調査
食物摂取頻度調査には『エクセル栄養君 FFQgVer.3.5食物摂取頻度調査票』を使用した。

Ｅ．アンケート調査
エクセル栄養君 FFQgVer.3.5食習慣アンケートに加え、ボディイメージや食習慣に影響を及ぼす

と考えられる項目について、ダイエット経験や月経、理想体重などの質問項目を作成した。

⑥統計解析
統計ソフト IBM SPSS（Statistics 22）を用いて統計分析を行った。 2 変量の関係は Pearson お

よび Spearman の相関係数により検定を行った。また、体型認知の歪みおよび体型の不満足度の 2
群間比較では、正規性のある項目に関して t 検定により、正規性のない項目に関して Mann-
Whitney の U 検定により検定を行った。生活習慣アンケートおよび自作アンケートはクロス集計
と χ 2 検定を行った。有意水準は危険率 5 ％（P ＜0.05）とした。

3 ）結果
（ 1 ）全体
①ボディイメージ測定

体型認知の歪みの差の合計は20.0±1.2cm、体型の不満足度の差の合計は16.4±1.2cm であった。
それぞれの分布を示した（Fig.2-5　研究 2 体型認知の歪みと体型の不満足度の分布）。体型認知の
歪みと体型の不満足度の間に関連は認められなかった。

②身体測定とボディイメージ
18～29（歳）女性の参照体位は、身長158.0cm、体重53.1kg であり、今回の対象者は標準よりも

身長が高く、体重が軽い集団であった。また、体脂肪率の InBody における標準範囲は18％以上
28％未満であり、標準であった。

体型認知の歪みと身体測定結果は、相関およびその傾向の見られたものはなかった。また、体型
の不満足度と身体測定結果は、体型の不満足度は体重・筋肉量・BMI・胸囲・腹囲・下腿周囲長と
正の相関を示し、体脂肪率は正の相関の傾向が見られた。

③生理学検査とボディイメージ
被検者全体について、骨密度は基準値よりも高く、血中 Hb 推定値、血圧においては、基準値内

であった。
体型認知の歪みと生理学検査結果、体型の不満足度と生理学検査結果には相関およびその傾向が

見られた項目はなかった。
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④食物摂取頻度調査とボディイメージ
『エクセル栄養君 FFQgVer.3.5食物摂取頻度調査票』によって得られた結果について、食事摂取

基準（2015年版）18～29（歳）女性の基準値と比較すると、主にカルシウム・マグネシウム・鉄・
マンガン・ビタミン A・ビタミン E・食物繊維が不足していて、食塩と脂質が過剰であった。体型
認知の歪みは、その他の野菜・ナトリウム・マグネシウム・亜鉛・銅・ビタミン B₆・パントテン酸・
食塩の摂取量と負の相関を示し、体型の不満足度は身体活動レベル計算値と正の相関を示し、油脂
類・エネルギー・たんぱく質・脂質・炭水化物・カリウム・リン・亜鉛・ビタミン E・ビタミン
B₁・ナイアシン・パントテン酸・飽和脂肪酸・一価不飽和脂肪酸・多価不飽和脂肪酸・食物繊維・
n- 3 系不飽和脂肪酸・n- 6 系不飽和脂肪酸の摂取量と負の相関を示した。また、体型認知の歪みは、
穀物・エネルギー・たんぱく質・炭水化物・リンの摂取量と負の相関の傾向が見られ、体型の不満
足度は、卵類の摂取量に正の相関の傾向が見られ、菓子類・ナトリウム・マグネシウム・鉄・ビタ
ミン B₆・葉酸・コレステロール・食塩の摂取量に負の相関の傾向が見られた。
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（ 2 ）体型認知の歪みによる検討～歪み低値群・歪み高値群の比較～
本研究において、被験者全員が体型認知の歪みの差の合計が正の値だった。そこで本研究ではボ

ディイメージの測定から計算した体型認知の歪みの値を中央値で分け、群分けを行った。
本研究では、歪みの差の合計が1.16cm 以上21.04cm 以下の人を歪み低値群、21.36cm 以上

38.50cm 以下の人を歪み高値群と定義した。
被験者61名のうち、歪み低値群が31名、歪み高値群が30名となった（Table2-1　体型認知の歪

みによる群分け）。
生理学検査結果について、血中 Hb 推定値、骨密度、収縮期血圧、拡張期血圧では 2 群間に有意

差はみられなかった。
『エクセル栄養君 FFQgVer.3.5食物摂取頻度調査票』により評価した結果について、算出された

すべての栄養素と食品群を比較した。エネルギーおよびその他の栄養素の摂取量については 2 群間
に有意な差は見られなかった。

（ 3 ）体型の不満足度による検討～満足群・不満足群の比較～
現在、ボディイメージを用いた体型の不満足度の尺度に明確な定義は定められていない。そこで、

本研究ではボディイメージの測定から計算した不満足度を四分位に分け、一番値の低かった群を満
足群とし、その他の 3 群を不満足群として群分けを行った。

本研究では第一四分位群（Q 1 ；≦10.0）を満足群、第二四分位群以上（Q 2 - 4 ；＞10.0）を不
満足群と定義した。被験者61名のうち、満足群が16名、不満足群が45名となった（Table2-2　体
型の不満足度による群分け）。

4 ）考察
本研究において、体型認知の歪みの値は全員が正の値であったことから、全員が自分の体型を過

大評価しており、自分の体型に対する認識が歪んでいることが示された。また、BMI25以上の肥満
者がいないのに関わらず、体型の不満足度の値は正である者が多く、やせ願望を持っている者が多
いことが示された。今回の調査では、体型認知の歪みと体型の不満足度に相関がみられなかったこ
とから、体型の不満足度（やせ願望）是正には、体型認知の歪みの矯正だけでなく、理想のボディ
イメージを標準体型に矯正することも重要であることが示唆された。理想のボディイメージはメ

 

 差の合計(cm) 人数 
歪み低値群 1.16≧, ≦21.04 31 名 
歪み高値群 21.36≧, ≦38.50 30 名 
 

 
Table2-1　体型認知の歪みによる群分け

 

 差の合計(cm) 人数 
満足群 -6.6≧, ≦10.0 16名 
不満足群 10.2≧, ≦44.5 45名 
 

 
Table2-2　体型の不満足度による群分け
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ディアにより作られた「やせが美しい」という風潮の影響を受けている。若年女性への栄養教育だ
けでなく、こうした環境を改善することも、やせ願望是正に必須であることが示された。

また、先行研究にて女子大学生でボディイメージや食行動について季節変動は認められなかった
という報告があるが、露出が増える季節にやせ願望が起こりやすくなることが考えられ、今後季節
を変えての調査も検討していきたい。

食物摂取頻度調査の被検者善太の結果について、食事摂取基準（2015年版）8 ）18～29（歳）女性
の基準値と比較すると、主にカルシウム・マグネシウム・鉄・マンガン・ビタミン A・ビタミン E・
食物繊維が不足していて、食塩と脂質が過剰であった。

カルシウムは、99％は骨及び歯に存在し、残りの約 1 ％は血液や組織液、細胞に含まれていて、
血液中のカルシウム濃度が低下すると、副甲状腺ホルモンの分泌が増加し、主に骨からカルシウム
が溶け出し、元の濃度に戻す。したがって、副甲状腺ホルモンが高い状態が続くと、骨からのカル
シウムの溶出が大きくなり、骨の粗鬆化を引き起こす。骨密度のピークは20代前半でその後は年齢
とともに減少するため、早期に積極的な摂取が望まれる。

マグネシウムは、長期にわたる不足が、骨粗鬆症、心疾患、糖尿病のような生活習慣病のリスク
を上昇させることが示唆されている。鉄の慢性的欠乏は鉄欠乏性貧血を引き起こす原因となる。ま
た、倦怠感や頭痛、易疲労感といった症状を引き起こすため、日常生活に支障をきたす可能性も考
えられる。ビタミン A は、発育促進、肌の健康の維持、視覚の暗順応に関わったり、さらにのど
や鼻などの粘膜に働いて細菌から体を守ったりなどの役割を持っている。ビタミン E には抗酸化
作用があり、体内の細胞膜の酸化による老化や、血液中の LDL コレステロールの酸化による動脈
硬化など、生活習慣病や老化と関連する疾患を予防することが期待されている。食物繊維は、便の
量を増やして便秘を防ぐほか、心筋梗塞、糖尿病、肥満などの生活習慣病の予防に役立つことが報
告されている 9 ）。

これらの栄養素の不足の原因として、野菜、特に緑黄色野菜の摂取不足があげられる。今回の食
品群別摂取量の結果は緑黄色野菜とその他の野菜を合わせた平均値が216g であり、健康日本2110）

で目標とされている350g と比べるとかなり少ない。野菜には、ビタミン・ミネラル・食物繊維の
ほか、ポリフェノールやカロテノイドなどの健康増進効果が期待される機能性成分が含まれる。が
ん、高血圧、心臓病、メタボリックシンドロームのリスクを下げるという報告11）－14）もあり、積極
的な摂取が望まれる。

脂質の過剰摂取は、食生活の欧米化にともない増加しており、肥満・生活習慣病の原因になって
いる。また、食品群別摂取量の結果より、菓子類の摂取過多が、脂質の過剰摂取の一因であると考
えられる。菓子類の摂取量に関しては、欠食の回数の増加に伴い増加するという報告15）がある。
欠食や食事内容の乏しさにより不足したエネルギーを補うためや空腹感を満たすために摂取してい
る可能性が示唆された。適切な内容と量の食事を 1 日 3 回食べることが重要である。

また、食塩の過剰摂取は高血圧や胃がんなどのリスクを高める。若年の間から減塩を行い、習慣
化させておくことが大切である。

本研究では若年女性のボディイメージをより詳細に検出する方法を用い、ボディイメージの歪
み、体型の不満足度の測定を行った。対象者の身体計測の結果より、自分を実際以上に太っている
と感じていることや、やせや標準体重にもかかわらず体型に不満を持っていることが明らかになっ
た。このことは健康維持のための正しい食生活や生活習慣を乱す要因になっている可能性があり、
若年女性の将来の健康を考えていくうえで、是正する必要がある課題である。本研究では、ボディ



21

若年女性に対する効果的な健康栄養教育プログラムの開発

イメージの歪みや体型の不満足度を中央値で分け、それぞれ歪み高値群または低値群、不満足群ま
たは満足群に分けて検討を行っている。今後、食事摂取状況や食事や健康に対する意識、生活習慣
などについて、 2 群の違いを検討し、健康教育の在り方について考える情報として発信していきた
い。
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研究 3 ．女子大学生の冷えに関する実態調査

1 ）はじめに
冷え性（または冷え症）は、特に手や足の先などの四肢の一部が異常に冷えているような感覚が

自覚される状態のことである。しかし、病態として定義は確立しておらず、統一された診断基準も
ないため、医学界、特に西洋医学界では漠然とした概念として捉えられている 1 ）。

冷えの自覚は特に女性に多く見られる。女子大学生においては、冷えを自覚するものの割合は半
数程度にのぼるとも言われており 2 ）、冷えによる不眠など様々な支障をきたしている場合がある。
また、冷えの自覚を有するものでは月経随伴症状が強い、頭痛や肩こりなどの不定愁訴が高頻度で
見られるなどの報告も見られるため 3 ）、命にかかわる病態ではないものの、看過できない健康問題
であると考えられる。

冷えを自覚する要因について、身体組成、体格、生活リズム、人種、食生活など、様々なものが
関連因子として挙げられているが 4 ） 5 ）、統一した見解はいまだ得られていない。よって今回は、こ
れらの因子に加えて身体活動量や安静時代謝量など独自の項目を加え、冷えの自覚有無との関連に
ついて調査した。

冷え自覚を有する原因がいまだ判明しない一方で、四肢末端等の皮膚表面温が低下する・若しく
は回復する機序については、以下のような仕組みがあると考えられている。

ヒトの体はホメオスタシスが働いており、深部体温を一定に保つための機構がある。寒冷環境下
におかれた際に皮膚血管を収縮させ、血流量を減少させることにより耐熱放散を抑制する反応もそ
の一例である 6 ）。これを一次的血管収縮と呼び、全身の血管に分布している動静脈吻合（AVA）
と呼ばれる装置が、寒冷刺激に反応し収縮することで引き起こされるが、四肢末端では体幹部と比
較して動静脈吻合の分布が多く 7 ）、特にこの反応が強く起こりやすいと考えられる。

この反応の結果として、血流量が減少した部位の皮膚表面温は低下するが、過冷却及び血流不足
による凍傷などの障害を防ぐために、血管収縮の 5 ～10分後に AVA の収縮が周期的に解除される
反応が起こることが知られている。この反応は二次的血管拡張または Cold-induced vasodilation

（CIVD）と呼ばれ、皮膚表面温度の低下した局所の組織の血流を回復させる働きがある 8 ）。
寒冷刺激を受けた際の手指表面温の変動がこれらの一次的血管収縮・二次的血管拡張によって影

響を受けると考えられることから、今回の調査では、冷え自覚者および非自覚者の寒冷負荷時の手
指表面温を観察することで、冷え自覚と手指血管収縮の影響についても考察した。

2 ）対象と方法
①研究対象

本学の食物学科の 3 、 4 年次、および大学院家政学研究科の学生計39名に調査を実施した。参加
を申し出た対象者には調査内容の説明を行い、同意・承諾を得たのち調査を実施した。

②調査期間
調査票の配布：平成28年11月 7 日（水）、 9 日（金）、14日（水）、16日（金）
調査票の回収：平成28年11月随時
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③倫理的配慮
個人情報保護法に基づき個人データは厳重に管理した。対象者には使用した個人情報は他に漏れ

ることがないように厳重に管理すること、研究に承諾できない場合には拒否が可能であることを説
明し、了解を得た。なお、本研究は日本女子大学倫理委員会の承諾を得て行われた。

④調査方法
測定日には身体測定・生理学検査・安静時代謝量測定・冷水負荷を伴う手指表面温測定・ボディ

イメージ調査を行った。測定当日は全員検査着を着用した。
また、対象者には事前もしくは事後に『エクセル栄養君 FFQgVer.3.5食物摂取頻度調査票』およ

び『FFQg・食習慣アンケート』［建帛社］、『国際標準化身体活動質問票 IPAQ 日本語版 Long 
version』9 ）、『冷え性調査用問診票（寺澤変法）』10）を配布し、調査当日までに各自記入してもらった。
加えて身体活動量計を貸与し、 7 日間の活動量データが取得できた時点で回収した。調査当日に記
入・記録内容を確認し、不備があった場合にはその場で聞き取りを行った。

⑤調査項目
Ａ．身体計測

体重、筋肉量、体脂肪量、体脂肪率、体水分量は研究 1 と同様に行った。三点測定、ボディイメー
ジ調査は研究Ⅱ- 2 と同様に、水野彩・佐々木一茂著の『若齢女性のボディイメージを評価するコ
ンピュータプログラムの開発と検証』の論文に記載されているボディイメージ評価プログラムを使
用した。

Ｂ．生理学検査
血中ヘモグロビン推定値、腋下温、収縮期血圧・拡張期血圧を測定した。それぞれの測定には

ASTRIM FIT（近赤外分光画像測定法、シスメックス社製）、ET-C231P（テルモ社製）、オムロン
デジタル自動血圧計 HEM-1000（間接法・自動式、オムロン社製）

Ｃ．安静時代謝量測定
少なくとも15分間安静にしたあと、一定に室温を保った室内で安静座位にて呼気ガス分析を行っ

た。測定値が安定した 5 分間の平均値を用いて、安静時代謝量、呼吸商を算出した。メータマック
ス 3 B（呼気ガス分析法、コールテックス社）を用いた。

Ｄ．手指表面温測定
初めに両手の表面温をサーモカメラにより測定した。
続いて、右手のみ 4 ℃の冷水に30秒間浸水させる冷水負荷を行い、負荷後の両側手指表面温を 1

分ごとに測定した。なお、いずれの測定も発泡スチロール板の上に手の甲を上に向けて乗せ、各側
中指爪の付け根から 2 - 3 mm 体幹側に寄った点の表面温を 3 点測定し、平均値をとることで表面
温の測定結果とした（Fig.3-1　研究 3 手指表面温の測定方法）。

また、両側手指において温度回復率、および CIVD の強さの指標となる CIVD INDEX を算出し
た。算出方法は先行研究に倣った11）。測定には InfReC G100EX（赤外線サーモグラフィ、日本ア
ビオニクス株式会社製）を用いた。
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Ｅ．食物摂取頻度調査、FFQg・食習慣アンケート
研究 1 、 2 と同様に行った。

Ｆ．国際標準化身体活動質問票 IPAQ（日本語版）
International Physical Activity Questionnaire（通称：IPAQ〈アイパック〉）とは、身体活動量

計を用いずに身体活動量を評価するための問診票である。歩行、スポーツ、庭仕事などの特定の身
体活動について、それぞれ「一回当たり何時間行うか」「週に何回行うか」を答えることによって、
一週間当たりの「身体活動による消費エネルギー量」が算出できる。今回は活動量計の値の補助的
な指標として扱った。

Ｇ．冷え性調査用問診票（寺澤変法）
「冷え性調査用問診票」とは、冷え症の定義の明確化に向け , 富山医科薬科大学の寺渾が作成し

た問診票である。今回は、この問診票に関西鍼灸短期大学の坂口らが更に 5 項目を付加した、さら
に精度の高い問診票を用いた。

全部で24の質問から構成されており、 1 ～ 5 の 5 段階で回答する（ 1 が“全くあてはまらない”、
5 が“よくあてはまる”）。回答した番号の合計を被験者のスコアとし、120点満点でスコアが高い
ほど冷え症状が強いと判断する。

また、24問の中には 6 つの重要項目と 7 つの参考項目が含まれており、寺澤によると重要項目 1
つ以上該当、もしくは参考項目 2 つ以上該当する者は冷え性であると診断することができる。今回
は冷え症診断のためでなく、冷えの強さを客観的に示す手段として用いた。

Ｈ．身体活動量測定
日常的な身体活動量を測定するために、加速度センサーつき身体活動量計にて平均的な 7 日間の

消費エネルギー量、脂肪燃焼量、活動時間、歩数、歩行距離を測定した。測定には、CALORISM　
AM-140（ 3 軸加速度センサー、タニタ社製）を用いた。

←このまま
分間測定した。

冷
水
負
荷
あ
り

冷
水
負
荷
な
し

Fig.3-1　研究 3 手指表面温の測定方法
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⑥統計解析
統計ソフト IBM SPSS（Statistics 22）を用いて分析を行った。
2 変量の関係は Pearson および Spearman の相関係数により検定を行った。
また、身体測定・生理学検査・安静時代謝量測定・冷水負荷を伴う手指表面温測定・ボディイメー

ジ調査の結果、および食物摂取頻度調査・食習慣アンケート・IPAQ・冷え症調査用問診票・身体
活動量測定の結果に関しては、冷え自覚あり群と自覚なし群の 2 群間比較を行った。統計処理は、
正規性のある項目に関して t 検定により、正規性のない項目に関して Mann-Whitney の U 検定に
より検定を行った。生活習慣アンケートおよび自作アンケートはクロス集計と χ 2 検定を行った。
有意水準は危険率 5 ％（P ＜0.05）とした。

⑦事後フォローアップ
対象者にはすべての測定結果およびエクセル栄養君 FFQgVer.3.5成績表を作成し、返却した。

3 ）結果
（ 1 ）全体
①冷え自覚について

被験者の冷え自覚有無について、Fig.3-2　研究 3 冷え自覚の状況に示した。
被験者39名中22名が冷えの自覚を有しているとの回答であった。

②冷え症状の強さについて
客観的に冷え症状の強さを示す指標として、冷え性調査用問診票（寺澤変法）を用いた。全被験

者の平均値は、120点満点中66.9点であった。

③身体測定結果について
身体測定結果を Table.2に示した。18～29（歳）女性の参照体位は、身長158.0cm、体重53.1kg

であり、今回の対象者は身長が標準程度、体重がやや軽い集団であった。また、体脂肪率の

自覚あり
名

自覚なし
名

被験者全体の
５６％が
冷え症の自覚あり

Fig.3-2　研究 3 冷え自覚の状況
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InBody における標準範囲は18％以上28％未満であり、標準であった。

④生理学検査結果について
生理学検査結果は血中 Hb 推定値、血圧において、基準値内であった。

⑤安静時代謝量測定結果について
呼気ガス分析法により測定した安静時代謝量測定結果をに示した（Table3-1　研究 3 安静時代

謝量測定結果）。

予測安静時代謝量の算出には、身長・体重から算出した体表面積（m2）を用いた。
食事摂取基準2015年度版12）によると、18歳～29歳の女性の基礎代謝基準値は22.1（kcal/kg/ 日）、

平均的な基礎代謝量は1110（kcal/ 日）であることから、安静時代謝量が基礎代謝量のおおむね1.2
倍であるとすれば、18歳～29歳の女性平均的な安静時代謝量はおよそ1330kcal 程度である。この
値と今回の結果を比較すると、予測値はやや標準値より低くなったが、実測値は高い値を示した。

また、安静時代謝量と除脂肪体重は強く相関するといわれるが、今回の実験では相関は見られな
かった。

⑥手指表面温について
冷水負荷を行った負荷側手指温は冷水負荷によって大幅に低下し、その後徐々に回復した。一方、

冷水負荷を行っていない非負荷側手指温については大きな変動はないが、冷水負荷前と比較すると
やや表面温の低下が見られた。

負荷側の温度回復率は負荷10分後で11％、20分後で39.1％となり、類似条件下で行われた先行研
究と比較して低い値となった12）。

⑦食物摂取頻度調査結果について
『エクセル栄養君 FFQgVer.3.5食物摂取頻度調査票』によって得られた結果のうち、算出された

すべての栄養素・食品群について、食事摂取基準（2015年版）18～29（歳）女性の基準値と比較す

 
 平均値±標準偏差 

除脂肪体重(kg) 37.9 ± 3.20 
除脂肪体重/身長(kg/m) 24.0 ± 1.79 

体表面積(m^2) 1.5 ± 0.08 

予測 RMR（kcal） 1283 ± 94 

RQ 0.80 ± 0.08 
実測 RMR （kcal） 1556 ± 215 
RMR/体重 30 ± 3.5 
RMR/BSA 1032 ± 122 

 
 

Table3-1　研究 3 安静時代謝量測定結果
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ると、主にカルシウム・マグネシウム・鉄・マンガン・ビタミン A・ビタミン C・食物繊維が不足
しており、脂質が過剰であった13）。また、食品群別摂取量について、FFQg 収載の食品群別摂取基
準（平均値）と比較すると、いも類、緑黄色野菜、きのこを含むその他野菜類、魚介類、乳類、果
実類の摂取は基準量より少なく、肉類、菓子類の摂取は多かった。

⑧身体活動量測定結果について
『国際標準化身体活動質問票 IPAQ（日本語版）』および加速度計付き活動量計から調査した身体

活動量について、「身体活動による消費エネルギー」（各被験者の一日の消費エネルギーから基礎代
謝量を除いた値）は377±308kcal であり、個人差が大きかった。基礎代謝量に関しては、活動量
計により算出された値を用いた（Table3-2　研究 3 身体活動量調査結果）。

（ 2 ）冷え自覚の有無による検討～自覚あり群・自覚なし群の比較～
①群分け

被験者39名のうち冷えの自覚を有していると回答した22名を冷え自覚あり群とし、冷えの自覚を
持っていないと回答した17名を冷え自覚なし群とした。

②冷え症状の強さについて
『冷え性調査用問診票』の調査結果において、冷え自覚あり群では、自覚なし群と比較して総合

スコアが有意に高値であった（73.7±18.7、58.1±15.7、P ＜0.05）。また、問診票を考案した寺澤氏
が「冷えの中心的な症状を最もよく表している」とした質問群である重要項目（ 8 ～13）において
各問ごとにスコアを比較すると、 6 問すべての問いで冷え自覚あり群が有意に高値となった。これ
より、冷え症の自覚を持つものはそうでないものに比べ、より強い冷え症状を有していることが示
された。サーモグラフで測定した冷え自覚なしと自覚ありの温度変化の例を Fig.3-3　研究 3 手指
温の変化に示した。

 平均値±標準偏差 
IPAQ により算出した 
身体活動による消費エネルギー

（kcal/day） 
377 ± 308 

活動量計により算出した 
身体活動による消費エネルギー

（kcal/day） 
529 ± 125 

脂肪燃焼量(g/day) 24.1 ± 39.82 
歩数（歩/day） 10057 ± 2563 
走行距離（km/day） 0.8 ± 1.14 

歩行距離(km/day) 9.1 ± 11.65 

活動時間（分/day） 295 ± 68 

睡眠時間（時間/day） 6.2 ± 1.31 
 

 
Table3-2　研究 3 身体活動量調査結果
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③身体測定結果について
身体測定結果を群別に示した。身長、骨量において両群間に有意差は見られなかった。一方、体

重、BMI、体脂肪量、体脂肪率においては、冷え自覚あり群が自覚なし群と比較して有意に低値を
示した。筋肉量は、冷え自覚あり群が低値傾向を示した（Table3-3　研究 3 身体測定結果）。

④生理学検査結果について
収縮期血圧、拡張期血圧、血中ヘモグロビン濃度、腋下温において両群間に有意差は見られな

かった。一方、手指表面温において、冷え自覚あり群が有意に低値を示した。

⑤安静時代謝量測定結果について
安静時代謝量と相関するとされる除脂肪体重（LBM）およびその身長補正値は、冷え自覚あり

群が有意に低値を示したが（P ＜0.05）、安静時代謝量には両群間に有意差は見られなかった。また、
安静時代謝量の体表面積補正値、呼吸商に関しても、両群間に有意差は見られなかった。

• 冷え自覚なしの例（手指温回復良好者）
＜冷水負荷前＞ ＜負荷後 分＞ ＜負荷後 分＞

• 冷え自覚ありの例（手指温回復不良者）
＜冷水負荷前＞ ＜負荷後 分＞ ＜負荷後 分＞

Fig.3-3　研究 3 手指温の変化

 自覚あり群 自覚なし群 ＊P<0.05 

身長(cm) 157.9 ± 3.8 157.3 ± 4.6  
体重(kg) 49.3 ± 5.2 53.6 ± 3.9 ＊ 
BMI 19.8 ± 1.8 21.7 ± 1.6 ＊ 
筋肉量（kg） 34.8 ± 3.2 36.7 ± 2.7 P=0.060 
体脂肪量（kg） 12.9 ± 2.8 15.2 ± 2.6  
体脂肪率（%） 25.6 ± 3.6 28.0 ± 3.5 ＊ 
骨量 （ｋｇ） 2.2 ± 0.1 2.3 ± 0.1  
体水分量(kg) 25.5 ± 2.3 26.9 ± 2.0  

 
 
Table3-3　研究 3 身体測定結果
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4 ）考察
①対象者全体における冷え自覚および冷え症状の状況について

冷え自覚者は全体の半分以上に上り、少なくとも今回の調査集団においては、冷えは一般的な健
康問題であることが示された。また、「手足の冷えによる不眠などで悩んでいるが、自分が冷え症
に該当するかわからず、特に対策もしていない」という者もおり、「冷え症」が疾病として明確に
成立しておらず、基準も不明確であることで、そのような問題が起こっている可能性が考えられる。
問診票の結果によれば、冷えによる不眠は今回の問診票の結果に依れば 3 割以上の者が自覚してお
り、また冷えがある者は軽度な寒冷環境において作業効率が低下するという報告もあり15）、これら
の問題を防ぐためにも冷え対策が必要であることが示唆された。

②食物摂取頻度調査（全体）について
食事摂取基準（2015年版）18～29（歳）女性の基準値12）と比較すると、主にカルシウム・マグ

ネシウム・鉄・マンガン・ビタミン A・ビタミン C・食物繊維が不足していて、脂質が過剰であっ
た。

カルシウムは、99％は骨及び歯に存在し、残りの約 1 ％は血液や組織液、細胞に含まれていて、
血液中のカルシウム濃度が低下すると、副甲状腺ホルモンの分泌が増加し、主に骨からカルシウム
が溶け出し、元の濃度に戻す。したがって、副甲状腺ホルモンが高い状態が続くと、骨からのカル
シウムの溶出が大きくなり、骨の粗鬆化を引き起こす。骨密度のピークは20代前半でその後は年齢
とともに減少するため、早期に積極的な摂取が望まれる。

マグネシウムは、長期にわたる不足が、骨粗鬆症、心疾患、糖尿病のような生活習慣病のリスク
を上昇させることが示唆されている。鉄の慢性的欠乏は鉄欠乏性貧血を引き起こす原因となる。ま
た、倦怠感や頭痛、易疲労感といった症状を引き起こすため、日常生活に支障をきたす可能性も考
えられる。ビタミン A は、発育促進、肌の健康の維持、視覚の暗順応に関わったり、さらにのど
や鼻などの粘膜に働いて細菌から体を守ったりなどの役割を持っている。ビタミン C には、壊血
病を防止するだけでなく、心臓血管系の疾病 予防効果ならびに抗酸化作用があり、生活習慣病と
関連する疾患を予防することが期待されている。食物繊維は、便の量を増やして便秘を防ぐほか、
心筋梗塞、糖尿病、肥満などの生活習慣病の予防に役立つことが報告されている12）。

これらの栄養素の不足の原因として、野菜の摂取不足があげられる。今回の食品群別摂取量の結
果は緑黄色野菜とその他の野菜を合わせた平均値がおよそ210g であり、健康日本21で目標とされ
ている350g と比べるとかなり少ない。野菜には、ビタミン・ミネラル・食物繊維のほか、ポリフェ
ノールやカロテノイドなどの健康増進効果が期待される機能性成分が含まれるため、冷えとの関連
の有無に関わらず、積極的な摂取が望まれる。

また、今回の調査で見られた脂質の過剰摂取は、食生活の欧米化にともない増加しており、肥満・
生活習慣病の原因になっていると考えられている。また、食品群別摂取量の結果より、肉類もしく
は菓子類の摂取過多が、脂質の過剰摂取の一因であると考えられる。菓子類の摂取量に関しては個
人差が大きく、過剰摂取とは言い切れない者も多かったものの、適切な内容と量の食事を 1 日 3 食
食べることが重要である。

また、今回全体の傾向として見られた「野菜の摂取不足」「菓子類の摂取過多」は昨年度の調査
でも同様の傾向が見られた。これらの傾向が将来的な健康問題につながる可能性もあり、大学生の
食生活に対しての健康・栄養教育が必要である可能性が示唆された。
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③冷え自覚の有無による検討～自覚あり群・自覚なし群の比較～
まず、冷え自覚あり群の身体的な特徴として、体重・BMI・体脂肪率が低値であった。このこと

より、痩せ型体形、体脂肪の少ない体形では、体温を保持しにくくなる・冷えを感じやすくなる可
能性が考えられた。

また、身体活動量、食品群別摂取量、冷水負荷後の手指表面温の解析から、冷えの自覚と関連す
る可能性がある因子を検討中である。

冷えは特に女性に多くみられる症状であり、不眠、頭痛や肩こりなどの不定愁訴、さらには作業
効率の低下にもつながる症状である。冷えの自覚の改善に向けて、食生活や身体活動などの視点か
らのアプローチを検討すべく、さらに解析を進めていきたい。
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Ⅲ　思春期の女子における健康問題に関する実態調査

1 ）はじめに
近年の情報化及び少子高齢化に伴う社会環境やライフスタイルの変化は、子供たちの身体的活

動・遊びの減少、食生活の変化、睡眠時間の減少、自覚症状及び不定愁訴（明白な器質的疾患がみ
られないのに、さまざまな自覚症状を訴える状態）や疲労感の増加など様々な形で顕れてきており、
さらに心身の健全な発達にも深刻な影響を及ぼしている。

こういった変化による影響の一つとして、小児期における肥満と思春期やせの発現割合の増加も
問題視されている。小児肥満は成人同様、生活習慣病の発症が見られ、子どもの頃から動脈硬化は
進行する。特に年長児の肥満ほど大人の肥満に移行しやすいことがわかっている 1 ）。対して思春期
のやせは栄養の不足からホルモンの異常をきたし、体重だけでなく身長の伸びも止まったり、二次
性徴が来ず無月経になったりすることもある。思春期は骨形成において重要な時期であるが、この
時に栄養やホルモンが不足すると骨密度が低くなり、若年での骨粗鬆症のリスクを高める 2 ）。この
ように、成長期における肥満ややせは成人期での疾病にも繋がり、さらに妊娠期では肥満ややせが
子の発育や健康にも影響を及ぼす 3 ）。本学園においては、学校保健統計報告書による全国の平均と
比較して、小学校高学年から、中学生、高校生、大学生までの各年代で、身長は高く、体重はむし
ろ軽い傾向にあり、すなわち「やせ」傾向が強いことが、1998年～2001年にかけて行われた総合研
究所研究課題「学園における一貫教育の必要性と効果の検討」4 ）において報告されている。本研究
においても、対象集団を肥満度％に基づき群分けすると、86.6％（104人）が標準（－20％～＋
20％）、9.2％（11人）が痩身傾向（－20％以下）、1.8％（ 4 人）が肥満傾向（20％以上）であり、
全国平均（3.32％）5 ）よりも痩身傾向の出現頻度は高い。

学童期や思春期は生活習慣の形成が行われる時期である。肥満ややせをはじめとする様々な健康
問題の改善及び予防には、この時期に規則正しい生活習慣や正しい知識を身につけるために、問題
点を是正する必要がある。そこで、本研究では、食事、睡眠、健康意識に特に着目し、女子中学生
が抱える健康問題の要因及びその関連性を検討した。調査は、生徒自身の体型認識や健康情報源な
どに関する質問項目と、「食習慣」「運動・生活習慣」「健康への意識や考え」の 3 つを軸にした自
記式質問紙により実施した。
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研究 4 ．食生活と自覚症状に関する検討

1 ）対象と方法
①研究対象

本学の附属中学校の 2 年生計252名に自記式質問紙調査を実施した。

②調査期間
調査票の配布：2017年 7 月10日
調査票の回収：2017年 7 月18日

③倫理的配慮
研究対象者に、研究の主旨、本研究以外でデータを使用しないこと、無記名であること、研究に

承諾できない場合には拒否が可能であること、参加しない場合でも不利益がないこと、対象者に使
用した個人情報は他に漏れることがないように厳重に管理すること、研究成果の公表等について、
調査票への回答・提出を以って研究への参加の同意とみなすことを文書で説明した。なお、本研究
は日本女子大学倫理委員会の承諾を得て行った。

④調査方法
対象校の養護教諭、クラス担任を通じて対象者に研究説明書と自記式質問紙調査を配布してもら

い、保護者および本人の自由意思により協力に同意した者のみ、回答後返却してもらった。提出は
期限までに各クラスに設置した提出用封筒に提出してもらった。

作成した調査票は無記名であり、回収した回答済みの調査票については養護教諭またはクラス担
任にランダムにナンバリングをしてもらうことで個人の特定が不可能となるようにしてから解析を
行った。

⑤調査項目
・食習慣や食習慣に対する考えについての質問

食事の時刻や欠食、孤食、食品ごとの摂取頻度、理想的な食事、間食について　等
・運動・生活についての質問

運動頻度、運動時間、睡眠時間、通学時間　等
・健康についての質問

身長体重、体型の認識、ダイエット経験、健康に関する情報源、自覚症状　等

⑥統計解析
統計ソフト IBM spss（statistics22）を用いて分析を行った。 2 変量の関係は、質的変数同士ま

たは質的変数と量的変数の場合にクロス集計及び Pearson の χ 二乗検定を行った。なお表頭項目と
表側項目が 2 値ずつの場合には Fisher の直接確立法によって検定を行った。量的変数同士の場合
には spearman の相関係数により検定を行った。有意水準は危険率 5 ％（p ＜0.05）とし、度数が
5 以下の結果は棄却した。結果は平均値±標準偏差で示した。
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⑦対象校への解析結果の提供
本研究の解析結果は、中学校で行われる健康講話の資料として活用してもらうべく、養護教諭に

情報提供した。

2 ）結果
①全体
Ａ．食習慣や食習慣に対する考えについての質問
・食事をする時刻を教えてください。

平日朝食時刻は 6 ：30± 0 ：24であった。平日昼食時刻は12：44± 0 ：11であった。平日夕食時
刻は19：27± 0 ：53であった。休日朝食時刻は 8 ：48± 1 ：09であった。休日昼食時刻は12：38±
0 ：44であった。休日夕食時刻は19：11± 0 ：54であった。

・食事を抜くことはありますか？（Fig.4-1　研究 4 欠食の状況、Fig.4-2　研究 4 朝食の欠食理由）
「ほぼ毎日」「週 3 ～ 4 回程度」「週 1 ～ 2 回程度」「ほとんどしない」「まったくしない」の 5 択で、

「全くしない」が約半数を占めた。朝食、昼食、夕食では朝食の欠食率が最も高く、理由は、「時間
がないので仕方なく」が最多、次いで「食べるより寝ていたい」が多かった。

・朝食を抜くことはありますか？
「あり」「なし」の 2 択で、「あり」が35％と 1 ／ 3 以上を占めた。

・昼食を抜くことはありますか？
「あり」「なし」の 2 択で、「あり」が 9 ％であった。

・夕食を抜くことはありますか？
「あり」「なし」の 2 択で、「あり」が昼食と同率で 9 ％であった。

・食事をするとき 1 人ですることはありますか？
「いつも 1 人」「時々ある」「ほとんどない」の 3 択で、「時々ある」が83人、「ほとんどない」が

時間がないので仕方なく 

食べるより寝ていたい 

食欲がない 

習慣になっている 

なんとなく 

ダイエットのため 

食事ができていない 

Fig.4-2　研究 4 朝食の欠食理由

欠食の頻度

ほぼ毎日 3%

週3～4回 4%

週1～2回 9%

ほとんどしない

32%

全くしない 52%

あり 36%

なし

64%

朝食欠食

Fig.4-1　研究 4 欠食の状況
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82人であった。

・食事は満腹になるまで食べることが多いですか？
「はい」「いいえ」「どちらともいえない」の 3 択で、「はい」が最多で78人であった。次いで、「ど

ちらともいえない」が60人であった。

・主食主菜副菜の揃った食事をしていますか？
「はい」「いいえ」「どちらともいえない」の 3 択で、朝食では「いいえ」が最も多かった。昼食・

夕食では「はい」がそれぞれ 7 割・ 8 割を占めた。

・一品料理（丼もの、麺類など）を食べる頻度はどのくらいありますか？
「ほぼ毎日」「 2 ～ 3 日に 1 回程度」「週に 1 回程度」「ほとんど食べない」の 4 択で、「週に 1 回

程度」が97人と半数以上を占め、次いで「 2 ～ 3 日に 1 回程度」が51人であった。

・大豆や豆腐・納豆などの大豆加工品を食べる頻度はどのくらいありますか？
「ほぼ毎日」「週 4 ～ 5 回」「週 2 ～ 3 回」「週に 1 回」「ほとんど食べない」の 5 択で、「週 2 ～ 3

回」が61人と最多で、次いで「週 4 ～ 5 回」が36人であった。

・乳製品（牛乳・ヨーグルト）を食べる頻度はどのくらいありますか？
「ほぼ毎日」「週 4 ～ 5 回」「週 2 ～ 3 回」「週に 1 回」「ほとんど食べない」の 5 択で、「ほぼ毎日」

が92人と半数以上で、次いで「週 2 ～ 3 回」が30人であった。

・果物を食べる頻度はどのくらいありますか？（ 1 回量をりんご半分やみかん小 2 個として）
「ほぼ毎日」「週 4 ～ 5 回」「週 2 ～ 3 回」「週に 1 回」「ほとんど食べない」の 5 択で、「ほぼ毎日」

が69人と最多で、次いで「週 2 ～ 3 回」が33人であった。

・海藻やきのこを食べる頻度はどのくらいありますか？
「ほぼ毎日」「週 4 ～ 5 回」「週 2 ～ 3 回」「週に 1 回」「ほとんど食べない」の 5 択で、「週 2 ～ 3

回」が56人と最多で、次いで「週 4 ～ 5 回」が42人であった。

・ご家族との食事について、当てはまるものがあれば教えてください。（複数回答可）
「家族から食に関する知識やマナーを口頭で聞く」「家族と食事の為の買い物に一緒に行く」「家

族と一緒に料理を作る」「料理教室や食に関するイベントに連れて行ってもらう」「その他」の 5 つ
の項目で、「家族から食に関する知識やマナーを口頭で聞く」が15人で最多であった。しかし、い
ずれにも回答しなかった者が135人であった。

・平日の学校や部活がある日の昼食はどのように用意していますか？（複数回答可）
「お弁当（家族の方が用意）」「お弁当（自分で用意）」「コンビニなどのお店で購入」「食堂」「購

買部」の 5 つの項目で、「お弁当（家族の方が用意）」が最多で週 4 回であった。次いで「食堂」が
週0.7回であった。
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・‌前の質問で「お弁当（家族の方が用意）以外」と答えた方に質問です。どのようなことに意識し
て昼食を用意していますか？ 1 ～ 5 位までを記入してください。

「好み」「値段」「量」「栄養バランス、」「エネルギー量」「その他の栄養素」の 6 つの項目で、 1
位で「好み」が最多、 2 位で「値段」が最多、 3 位で「量」が最多であった。

・ごはんなどの穀類をしっかり食べていますか？
「しっかり食べている」「少ないと思う」「食べないことが多い」の 3 択で、「しっかり食べている」

が156人と殆どであった。

・野菜を食べようと心掛けていますか？
「いつも心掛けている」「時々心掛けている」「あまり心掛けていない」「全く心掛けていない」「ど

ちらともいえない」の 5 択で、「いつも心掛けている」が85人と半数近くを占めた。次いで、「時々
心掛けている」が66人であった。

・野菜料理を 1 日に何皿食べますか？（おひたし小鉢 1 杯、生野菜サラダ 1 皿、具たくさんの汁物
1 杯に相当する量を 1 皿の目安として）

「 5 皿以上」「 3 ～ 4 皿」「 1 ～ 2 皿」「ほとんど食べない」の 4 択で、「 1 ～ 2 皿」が85人と半数近
くを占めた。次いで、「 3 ～ 4 皿」が62人であった。

・魚料理と肉料理ではどちらが多いですか？
「魚料理」「肉料理」「ほぼ同じ」の 3 択で、「肉料理」が109人と半数以上を占めた。次いで、「ほ

ぼ同じ」が52人であった。

・塩分を控えようと心掛けていますか？（ラーメンの汁は残す、醤油はつけすぎないなど）
「いつも心掛けている」「時々心掛けている」「あまり心掛けていない」「全く心掛けていない」「ど

ちらともいえない」の 5 択で、「時々心掛けている」が66人で最も多かった。次いで、「あまり心掛
けていない」が46人であった。

・薄味のものと濃い味のものではどちらが好きですか？
「薄味」「どちらかというと薄味」「どちらかというと濃い味」「濃い味」「どちらともいえない」

の 5 択で、「どちらかというと濃い味」が61人で最多であった。次いで、「どちらともいえない」が
35人であった。

・てんぷらやフライなどの揚げ物や油を多く使った炒め物など、油を多く使った料理をよく食べま
すか？

「よく食べる」「時々食べる」「あまり食べない」「ほとんど食べない」の 4 択で、「時々食べる」
が91人と半数以上を占めた。次いで、「あまり食べない」が41人であった。

・脂身の多い肉（牛肉や豚肉、皮つきの鶏肉、挽肉、ベーコンなど）をよく食べますか？
「よく食べる」「時々食べる」「あまり食べない」「ほとんど食べない」の 4 択で、「時々食べる」
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が87人と半数程度であった。次いで、「あまり食べない」が37人であった。

・あなたにとって理想的な食事とは、どのようなものですか。第 1 ～ 3 位を（　　）内に記入して
ください。

「同じ献立に偏らない食事」「品数の多い食事」「好きなメニューの食事」「おいしさにこだわった
食事」「豆腐や納豆など植物性たんぱく質の多い食事」「油分控えめの食事」「ダイエットに良い・
太らないように配慮した食事」「有機野菜や遺伝子組み換えなしの食材で作っている食事」「見た目
や盛り付けに配慮した食事」「必要な栄養を満たした食事」「その他」の11項目で、延べ人数で最も
多かったのは「おいしさにこだわった食事」の97人であった。次いで90人が「同じ献立に偏らない
食事」、76人が「必要な栄養素を満たした食事」と回答した。

・上記でお答えいただいた「理想的な食事」について、どのくらい実践しようと心がけています
か？

「いつも心がけている」「時々心がけている」「あまり心がけられていない」「ほとんど心がけてい
ない」「どちらとも言えない」の 5 択で最も多かったのは「時々心がけてい」るで65人であった。
次いで「あまり心がけていない」が49人であった。

・現在の自分の食事状況は良いと思いますか？
「大変良い」「良い」「どちらともいえない」「やや問題がある」「問題が多い」「よくわからない」

の 5 択で「良い」と回答した者が84人と約半数であった。次いで「どちらでもない」が32人であっ
た。

《間食について》
・どのくらいの頻度で食べますか？
「ほぼ毎日」「週に 3 ～ 4 日」「週 2 日以下」の 3 択で約半数の82人が「ほぼ毎日」と回答した。「週

に 3 ～ 4 日」と回答したのは50人「週 2 日以下」は39人であった。

・間食によって他の食事に影響を与えることがありますか？（食事の時間をずらす食事の量を減ら
す　など）

「ある」「たまにある」「ほとんどない」「ない」「わからない」の 5 択で「ほとんどない」が62人
であった。次いで「ない」が59人となった。

・間食の量は適量だと思いますか？
「適量」「ほぼ適量」「適量ではない」「わからない」の 4 択で「ほぼ適量」が70人で 4 割を占めた。

次いで「適量」が59人となった。

・どこで食べることが多いですか？（複数回答可）
「自宅」「外食店」「その他」の 3 択で129人が「自宅」と回答し96％を占めた。

・だれが用意（購入もしくは調理）していますか？（複数回答可）
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「自分」「家族」「友人」「その他（貰い物など）の 3 択で99人（57％）が家族と回答した。次いで
自分が54人であった。

Ｂ．運動・生活についての質問
・日常的な運動の頻度と時間を教えてください。（週当たり 1 回の時間）具体的な内容を教えてく

ださい。※通学時間は含まない。
運動頻度は平均3.1±2.1回となった。また 1 回の時間は平均1.5±1.85時間であった。また週当た

りの総運動時間は平均228.17分であった。具体的な内容として最も多かったのは「部活」で74人、
次いで習い事が36人であった。この内、部活と習い事両方を記入した者は13人であった。

・平日（学校がある日）の平均的な睡眠時間は何時間くらいですか？（Fig.4-3　研究 4 平日の睡
眠の状況）
平均6.5±1.0時間であった。

・平日（学校がある日）の平均的な起床時刻、寝る時刻を教えてください。
起床時刻は平均 6 ：10± 0 ：02となった。就寝時刻は平均23：21± 0 ：14となった。

・休日（学校がない日）の平均的な起床時刻、寝る時刻を教えてください。
起床時刻は平均 8 ：19± 0 ：06となった。就寝時刻は平均22：53± 0 ：13となった。

・あなたは今の生活において、睡眠が十分足りていると思いますか？
「足りている」「不足している」「よくわからない」の 3 択で「不足している」が80人で約半数を

占めた。次いで足りているが50人となった（Fig.4-4　研究 4 睡眠の状況）。

・通学の所要時間はどのくらいですか？
平均65.9±24分となった。

睡眠は足りているか

足りている 34%

不足している 47%

よくわからない 16%

無回答 3%

Fig.4-4　研究 4 睡眠の状況
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Fig.4-3　研究 4 平日の睡眠の状況
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Ｃ．健康についての質問
・あなたのおよその身長と体重を教えてください。

平均身長は156.2±4.94cm となった。平均体重は44.1±5.51kg であった。

・自分の体型についてどう思いますか？
「太っている」「やや太っている」「適正」「やや痩せている」「痩せている」の 5 択で「適正」が

最も多く69人で約 4 割を占めた。次いでやや太っているが55人であった。

・今までにダイエットをしたことはありますか？
「はい」「いいえ」の 2 択で」「はい」と回答した者は23人、「いいえ」と回答した者は141人であっ

た。経験ありの者にはダイエットを「開始した時期」「始めた理由」「実際の方法」「結果」を回答
してもらった。

・現在ダイエットをしていますか？
「はい」「いいえ」の 2 択で「はい」と回答した者は25人「いいえ」と回答した者は138人だった。

はいと回答した者にはダイエットを「開始した時期「始めた理由」「実際の方法」「目標」を回答し
てもらった。

・現在の体重について今後どうしていきたいと考えていますか？
「痩せたい」「現状維持」「太りたい」「特に考えていない」「その他」の 5 択で、「最も多かったの

は「痩せたい」85人であり約 5 割を占めた。次いで「現状維持」が50人で約 3 割であった。また理
由を併せて記入してもらった。

・自分の適正体重の算出方法（身長（m）×身長（m）×22）を知っていますか？
「はい」「いいえ」の 2 択で、知っている者は48人、知らない者は122人であった。適正体重の算

出方法は約 3 割が認知していた。

・自分の適正体重を守っている、または守りたいと思いますか？
「はい」「いいえ」の 2 択で「はい」と回答した者は131人、「いいえ」と回答した者は40人となっ

た。約 7 割が適正体重を守っている・または守りたいと回答した。

・健康や栄養に関する情報を得るように心がけていますか？
「はい」「いいえ」の 2 択で「はい」と回答した者は82人、「いいえ」と回答した者は87人どぁった。

ほぼ半数ずつに分かれたが、心がけていない者が僅かに多かった。

・健康や栄養に関する情報はどこで得ていますか？（複数回答可）
「テレビ」「雑誌・本」「家族・親戚」「友人」「食育教室・イベント」「学校の授業」「学校での配

布物や掲示物」「インターネット」「その他」の 9 項目を設け、最も回答数が多かったのは「テレビ」
で85人となった。次いで「学校での授業」が77人「家族・親戚」が64人であった。
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・以下の項目について、ご自分に当てはまるものはありますか？
「食欲がなく体重が増えにくい」「どきどき・めまい・息切れをすることがある」「よく眠れない」

「布団に入ってもなかなか寝付けない」「朝起きるのがつらい（または起きられない）・寝覚めが悪
い」「疲れやすく元気のないことが多い」「急に立ち上がるとめまいをすることがある」の 7 項目を
設け」「当てはまる」「たまに当てはまる」「当てはまらない」の 3 択で回答してもらった。「当ては
まる」と「たまに当てはまる」の延べ人数が最も多かったのは「朝起きるのがつらい（または起き
られない）・寝覚めが悪い」であった（122人）。次いで「急に立ち上がるとめまいをすることがある」
が97人、「どきどき・めまい・息切れをすることがある」が72人であった。

・健康に影響を与えるものはなんだと思いますか？ 1 ～ 3 位までを記入してください。
「運動」「食事」「睡眠」「ストレスなど心理的要因」「その他」の 4 択で 1 位で最も多かったのは「睡

眠」67人、次いで「食事」50人となった。一方延べ人数で最も多かったのは「食事」154人、次い
で「睡眠」152人であり、食事と睡眠が重要と考えている者が多かった。

・興味のある健康問題はありますか？（複数回答可）（Fig.4-5　研究 4 興味のある健康問題）
「肥満」「痩せ」「貧血」「月経不順」「疲労」「睡眠障害」「その他」の 7 項目を設け、最も回答数

が多かったのは「疲労64人、次いで「睡眠障害」50人、「肥満」36人であった。

②自覚症状
Ａ．自覚症状の有無
「朝起きるのがつらく寝覚めが悪い」「急に立ち上がるとめまいをすることがある」「疲れやすく

元気のないことが多い」「どきどき・めまい・息切れすることがある」「布団に入ってもなかなか寝
付けない」「食欲がなく体重が増えにくい」の 6 つの自覚症状について、「当てはまる場合」「たま
に当てはまる場合」は回答してもらった。この回答を、「当てはまる・たまに当てはまる群」と「当
てはまらない群（無記入）」の 2 群に分けたところ、「当てはまる・たまに当てはまる群」が最多で
あるものが「朝起きるのがつらく寝覚めが悪い」で、26（％）であった。次に、「急に立ち上がる
とめまいをすることがある」20（％）、「どきどきめまい息切れすることがある」15（％）、「布団に

疲労

30%

睡眠障害

23%肥満

17%

貧血

15%

痩せ

9%

月経不順 6%

興味のある健康問題

Fig.4-5　研究 4 興味のある健康問題
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入ってもなかなか寝付けない」13（％）、「疲れやすく元気のないことが多い」12（％）、「よく眠れ
ない」 9 （％）、「食欲がなく体重が増えにくい」 5 （％）となった（Fig.4-6　研究 4 自覚症状の
状況）。

Ｂ．食習慣との関連
ア．朝起きるのがつらく寝覚めが悪い

朝食欠食「あり」群（P=0.008）、乳製品の摂取頻度「週 1 」「週 2 ～ 3 回」「週 4 ～ 5 回」群（P
＝0.016）、海藻きのこの摂取頻度「ほとんど食べない」「週 1 回」「週 4 ～ 5 回」群（P ＝0.018）、
現在の自身の食事状況「どちらともいえない」「やや問題がある」群（P ＝0.013）、間食による食
事の影響「ある」「たまにある」群（P ＝0.016）において有意に高値を示した。また、乳製品の摂
取頻度を「ほぼ毎日」と「週 4 ～ 5 回・週 2 ～ 3 回・週 1 回・ほとんど食べない」の 2 郡に分けた
ところ、「週 4 ～ 5 回・週 2 ～ 3 回・週 1 回・ほとんど食べない」群（P ＝0.000）で有意に高値を
示した。脂身の多い肉の摂取頻度も「良く食べる・時々食べる」と「あまり食べない・ほとんど食
べない」の 2 群に分けたところ、「あまり食べない・ほとんど食べない」群（P ＝0.043）で有意に
高値を示した。

イ．急に立ち上がるとめまいをすることがある
朝食欠食「あり」群（P ＝0.010）、朝食の主食・主菜・副菜「揃えていない」群（P ＝0.043）、

孤食頻度「いつも 1 人」「時々 1 人」群（P ＝0.000）で有意に高値を示した。また、乳製品の摂取
頻度を「ほぼ毎日」と「週 4 ～ 5 回・週 2 ～ 3 回・週 1 回・ほとんど食べない」の 2 群に分けたと
ころ、「週 4 ～ 5 回・週 2 ～ 3 回・週 1 回・ほとんど食べない」群（P ＝0.010）で有意に高値を示
した。

ウ．どきどきめまい息切れすることがある
孤食頻度「時々ある」群（P ＝0.000）、現在の自身の食事状況「どちらともいえない」「やや問

題がある」群（P ＝0.038）、間食による食事の影響「ある」「たまにある」群（P ＝0.008）におい

26%

20%

15%

13%

12%

9%

5%

朝起きるのがつらい・(または起きられない)、寝覚めが悪い
急に立ち上がるとめまいをすることがある
動悸・めまい・息切れをすることがある
布団に入ってもなかなか寝付けない
疲れやすく元気がない事が多い
よく眠れない
食欲がなく体重が増えにくい

自覚症状

あり

87%

なし

13%

内訳

Fig.4-6　研究 4 自覚症状の状況
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て有意に高値を示した。また、欠食頻度を「週 1 ～ 2 回・週 3 ～ 4 回・ほぼ毎日」と「ほとんどな
い・全くない」の 2 群に分けたところ、「週 1 ～ 2 回・週 3 ～ 4 回・ほぼ毎日」群（P ＝0.011）で
有意に高値を示した。

エ．布団に入ってもなかなか寝付けない	
夕食の主食・主菜・副菜「揃えていない」群（P ＝0.037）、一品料理の摂取頻度「 2 ～ 3 日に 1 回」

群（P ＝0.023）、ごはんなどの穀類の摂取頻度「少ないと思う」群（P ＝0.018）、理想の食事の実
践「あまり心掛けていない」「全く心掛けていない」「どちらともいえない」群（P ＝0.005）にお
いて有意に高値を示した。また、欠食頻度を「週 1 ～ 2 回・週 3 ～ 4 回・ほぼ毎日」と「ほとんど
ない・全くない」の 2 群に分けたところ、「週 1 ～ 2 回・週 3 ～ 4 回・ほぼ毎日」群（P ＝0.004）
で有意に高値を示した。

オ．疲れやすく元気のないことが多い
休日朝食時刻が「遅い」群（P ＝0.012）、朝食欠食「あり」群（P ＝0.007）、昼食の主食・主菜・

副菜「揃えていない」「どちらともいえない」群（P ＝0.032）、現在の自身の食事状況「どちらと
もいえない」群（P ＝0.000）、間食による食事の影響「ある」群（P ＝0.035）において有意に高値
を示した。また、欠食頻度を「週 1 ～ 2 回・週 3 ～ 4 回・ほぼ毎日」と「ほとんどない・全くない」
の 2 群に分けたところ、「週 1 ～ 2 回・週 3 ～ 4 回・ほぼ毎日」群（P ＝0.028）で有意に高値を示
した。

カ．よく眠れない
朝食欠食「あり」群（P ＝0.040）、朝食の主食・主菜・副菜「揃えていない」群（P ＝0.026）、

夕食の主食・主菜・副菜「揃えていない」群（P ＝0.030）、ごはんなどの穀類の摂取頻度「少ない
と思う」群（P ＝0.019）、現在の自身の食事状況「どちらともいえない」「やや問題がある」群（P
＝0.011）において有意に高値を示した。また、欠食頻度を「週 1 ～ 2 回・週 3 ～ 4 回・ほぼ毎日」
と「ほとんどない・全くない」の 2 群に分けたところ、「週 1 ～ 2 回・週 3 ～ 4 回・ほぼ毎日」群（P
＝0.028）で有意に高値を示した。

キ．食欲がなく体重が増えにくい
朝食欠食「あり」群（P ＝0.012）、昼食欠食「あり」群（P ＝0.002）、魚と肉料理では「肉料理

が多い」群（P ＝0.005）、自分の理想の食事を「いつも心掛けている」「あまり心掛けていない」群
（P ＝0.041）、間食による食事の影響「ある」「たまにある」群（P ＝0.025）において有意に高値を
示した。また、欠食頻度を「週 1 ～ 2 回・週 3 ～ 4 回・ほぼ毎日」と「ほとんどない・全くない」
の 2 群に分けたところ、「週 1 ～ 2 回・週 3 ～ 4 回・ほぼ毎日」群（P ＝0.002）で有意に高値を示
した。

Ｃ．運動・生活との関連
ア．朝起きるのがつらく寝覚めが悪い

平日起床時刻が「遅い」群（P ＝0.003）、平日就寝時刻が「遅い」群（P ＝0.001）、休日起床時
刻が「遅い」群（P ＝0.015）、休日就寝時刻が「遅い」群（P ＝0.047）、睡眠が不足「している」
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群（P ＝0.015）、睡眠時間「 8 時間未満」群（P ＝0.034）、睡眠時間「7.5時間未満」群（P ＝0.034）
において有意に高値を示した（Table84～87）。

イ．急に立ち上がるとめまいをすることがある
平日就寝時刻が「遅い」群（P ＝0.002）、休日就寝時刻が「遅い」群（P ＝0.090）において有意

に高値を示した。

ウ．どきどきめまい息切れすることがある
平日就寝時刻が「遅い」群（P ＝0.037）、休日就寝時刻が「遅い」群（P ＝0.029）、睡眠時間「 7

時間未満」軍（P ＝0.033）、睡眠時間「6.5時間未満」軍（P ＝0.032）で有意に向値を示した。

エ．布団に入ってもなかなか寝付けない
平日就寝時刻が「遅い」群（P ＝0.002）、睡眠時間「7.5時間未満」群（P ＝0.048）で有意に高値

を示した。

オ．疲れやすく元気のないことが多い
平日就寝時刻が「遅い」群（P ＝0.002）、睡眠が不足「している」群（P ＝0.000）において有意

に高値を示した。

カ．よく眠れない
平日就寝時刻が「遅い」群（P ＝0.001）、休日就寝時刻が「遅い」群（P ＝0.040）、睡眠が不足「し

ている」群（P ＝0.007）において有意に高値を示した。

キ．食欲がなく体重が増えにくい
平日起床時刻が「遅い」群（P ＝0.028）、平日就寝時刻が「遅い」群（P ＝0.009）において有意

に高値を示した。

Ｄ．健康との関連
ア．朝起きるのがつらく寝覚めが悪い

全ての項目で有意差は見られなかった。

イ．急に立ち上がるとめまいをすることがある
貧血興味「あり」群（P ＝0.003）、睡眠障害興味「あり」群（P ＝0.011）において有意に高値を

示した。

ウ．どきどきめまい息切れすることがある
情報源が「友人である」群（P ＝0.002）、情報源が「食育教室ではない」群（P ＝0.039）、情報

源が「インターネットである」群（P ＝0.013）、健康に影響を与えるもの第 2 位が「睡眠」群（P
＝0.033）、健康問題について肥満興味「あり」群（P ＝0.013）、痩せ興味「あり」群（P ＝0.009）、
貧血興味「あり」群（P ＝0.014）において有意に高値を示した。
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エ．布団に入ってもなかなか寝付けない
情報源が「友人である」群（P ＝0.020）、健康問題について睡眠障害興味「あり」群（P ＝0.004）

において有意に高値を示した。

オ．疲れやすく元気のないことが多い
健康問題について睡眠障害興味「あり」群（P ＝0.048）において有意に高値を示した。

カ．よく眠れない
健康問題について睡眠障害興味「あり」群（P ＝0.000）において有意に高値を示した。

キ．食欲がなく体重が増えにくい
不健康やせ興味「あり」群（P ＝0.019）において有意に高値を示した。

3 ）考察
本研究では若年女性に多い自覚症状 7 項目について、食生活、食品の摂取頻度、生活（運動と睡

眠）、健康に対する意識の調査項目との関連を検討した（Table4 調査項目と自覚症状の有無の関
連）。

①朝起きるのがつらく寝覚めが悪い
この自覚症状は、他の自覚症状に比べて健康に関する質問項目との関連は少なかったが、食習慣

および生活との関連は多く見られた。なかでも、乳製品の摂取頻度や海藻きのこ類の摂取頻度など、
食事内容とも関連を示したことは特徴的である。

最も関連を強く示した項目は「乳製品の摂取頻度」で、「ほぼ毎日」群は自覚症状なし、「週 4 ～
5 回・週 2 ～ 3 回・週 1 回・ほとんど食べない」群で自覚症状ありであった。回答の「 1 回」を摂

調査項目/自覚症状
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食習慣

朝食欠食 ** ** ** ** **
現在の食事状況の

認識 ** ** ** **

間食による
食事への影響 ** ** **

欠食頻度 ** ** ** ** **

運動
生活

平日就寝時刻 ** ** ** ** ** ** **
休日就寝時刻 ** ** ** **
睡眠は十分か ** ** **

健康 睡眠障害への興味 ** ** ** **

→食事および睡眠との関連が大きい ＊＊：p<0.05

Table4　調査項目と自覚症状の有無の関連
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取量120g と仮定すると、「ほぼ毎日」以外の回答では推奨量を満たさない。そのため、推奨量を満
たすことが自覚症状の軽減に繋がることが示唆された。

他の自覚症状と同様、朝食欠食や睡眠時間などの生活リズムの改善に加え、食事内容の見直しも
必要である。

②急に立ち上がるとめまいをすることがある
この自覚症状は、他の自覚症状に比べて睡眠との関連が少なかった。
最も関連を強く示した項目は「孤食頻度」で、「いつも 1 人」「時々 1 人」群で自覚症状ありであっ

た。次いで、貧血興味「あり」群で自覚症状ありであった。立ちくらみは貧血の自覚症状であるこ
とからも、本調査でこの自覚症状を回答した生徒らは貧血である可能性が高い。

貧血を予防する食事を 1 人の時でも用意できるよう、食品選択などの教育が必要である。

③どきどきめまい息切れすることがある
この自覚症状は、他の自覚症状に比べて健康に関する質問項目との関連が多く見られた。
特に、健康に関する情報源においては「友人である」「インターネットである」「食育教室ではな

い」群と自覚症状あり群で関連が見られたが、他の自覚症状とはほとんど関連は見られなかったた
め、特徴的であると言える。また、興味のある健康問題においては「肥満・痩せ・貧血」の 3 つと
関連が見られたため、健康への興味関心が高いと分かる。動悸は貧血の自覚症状であることから、
回答者らは実際に貧血である可能性も考えられる。

食習慣においては、現在の自身の食事状況「やや問題がある」群、間食による食事の影響「ある」
「たまにある」群、欠食頻度「週 1 ～ 2 回・週 3 ～ 4 回・ほぼ毎日」群において有意に高値を示し
たことから、食生活が乱れている可能性、そしてそれを自覚していることが考えられる。加えて、
孤食頻度「時々ある」群が最も強く関連を示したことから、 1 人で食事を用意する際、乱れた食事
になってしまっていることも考えられる。

自身の健康や食生活に興味関心を持ってはいるが、正しい情報や方法を学べていない可能性があ
るため、健康でいられる食事がどのようなものか、などの情報提供が必要である。

④布団に入ってもなかなか寝付けない
この自覚症状は、食生活・睡眠において関連を示し、健康に関する質問項目との関連は少なかっ

た。
睡眠については、平日就寝時刻が「遅い」群、睡眠時間「7.5時間未満」群で有意に高値を示し、

健康問題については睡眠障害興味「あり」群において有意に高値を示した。睡眠が足りていないこ
とやそれを問題と感じていることが分かる。

また、食生活に関しては、欠食頻度が「高い」群だけでなく、夕食の主食・主菜・副菜「揃えて
いない」群、一品料理の摂取頻度「 2 ～ 3 日に 1 回」群、ごはんなどの穀類の摂取頻度「少ないと
思う」群など、食事内容とも関連を示したが、それを問題視しているという結果は見られなかった。

食生活・睡眠・健康は個別の問題ではなく、相互に作用していることを周知する必要がある。

⑤疲れやすく元気のないことが多い
この自覚症状は、（ 4 ）同様、健康に関する質問項目との関連は少ないが食生活・睡眠において
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関連を示し、睡眠が足りていないことやそれを問題と感じていることが分かる結果が得られた。
食生活に関しては、欠食頻度が「高い」群、昼食の主食・主菜・副菜「揃えていない」群に加え

て、休日朝食時刻が「遅い」群、間食による食事の影響「ある」群など、食事のリズムに関する項
目とも関連を示した。

食事のリズムが規則正しくないと体内時計が乱れるため、時差ぼけと似た症状が引き起こされる
など体に悪影響を及ぼすことが知られている。そのため、食生活・睡眠・健康が相互に作用してい
ることに加え、体内時計の重要性の周知が必要である。

⑥よく眠れない
この自覚症状は、他の自覚症状に比べて睡眠との関連が強く見られた
平日就寝時刻が「遅い」群、休日就寝時刻が「遅い」群、睡眠が不足「している」群、健康問題

について睡眠障害興味「あり」群との関連が見られ、夜更かしにより睡眠不足になってしまい、そ
してそれを問題視していることが分かる。

食生活に関しては、欠食頻度が「高い」群、朝食欠食「あり」群、朝食の主食・主菜・副菜「揃
えていない」群、夕食の主食・主菜・副菜「揃えていない」群、ごはんなどの穀類の摂取頻度「少
ないと思う」群と関連を示した。現在の自身の食事状況「やや問題がある」群と関連を示している
ことから、このような食生活を問題視していることも分かる。

眠気を誘発するホルモンであるメラトニンを産生するには、トリプトファンやナイアシン・ビタ
ミン B 6 ・葉酸など種々の栄養素が必要である。かつ、メラトニンは朝日を浴びた約15時間後に生
成されるため、朝食の重要性が分かる。

このように、食生活・睡眠・健康が相互に作用していること、特に、バランスの良い朝食が睡眠
に大きく影響を与えることの周知が必要である。

⑦食欲がなく体重が増えにくい
この自覚症状は、食生活・健康に関する質問項目において関連を示した。
食生活は、欠食頻度が「高い」群、朝食欠食「あり」群、昼食欠食「あり」群において有意に高

値を示したことから、食べる量が少ないことが考えられる。
健康問題に関しては、不健康やせ興味「あり」群と関連を示したことから、自身の体質に危機感

を感じていると考えられる。
欠食が及ぼす影響や、エネルギーの上手な摂り方を教育する必要がある。

4 ）総括
自覚症状との関連が多く見られた群は、朝食欠食「あり」群・現在の食事状況に「問題があると

考えている」「どちらともいえない」群・間食が食事に影響を「与えている」群・欠食頻度が「高い」
群（週 1 ～ 2 回以上）・平日就寝時刻が「遅い」群・休日就寝時刻が「遅い」群・睡眠「不十分」群・
睡眠障害「興味あり」群であった。

よって、思春期における体調と食事および睡眠の間には、関連があることが示唆された。
朝食欠食「あり」群においては、欠食をしてしまう理由として最も多く挙げられたのが「時間が

ないので仕方なく」「食べるより寝ていたい」というものであった。これが示すものはつまり「朝、
十分な準備時間が取れるよう早起きすることが出来ない」「睡眠が足りていない」ということであ
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る。これらを裏付ける結果として、自覚症状を訴える生徒らに、睡眠「不十分」群と睡眠障害「興
味あり」群が多く、普段から睡眠不足を感じている事が分かる。実際に、10代女性の平均睡眠時間
は7.5時間であるのに対し、生徒らの平日の平均睡眠時間は6.5時間と約 1 時間程度短い。この睡眠
不足は早起きによるものではなく、夜更かしによるものであることが平日就寝時刻が「遅い」群・
休日就寝時刻が「遅い」群より分かる。実際に、起床時刻においては10～14歳女性の平均が 6 ：38
であるのに対し生徒らの平均は 6 ：10、就寝時刻においては10～14歳女性の平均が22：24であるの
に対し生徒らの平均は23：21であり、 1 時間の差は夜更かしによることが明確である。こうした睡
眠不足の結果が朝食欠食率に繋がっている。

加えて、自覚症状を訴える生徒らに、間食が食事に影響を「与えている」群が多いことからは、
朝食欠食による空腹を間食で埋め、それが昼食や夕食の時刻および食事量に影響を与えている可能
性が考えられる。こうした生活リズムの崩れは自律神経の乱れを引き起こすと言われており、自律
神経の乱れは睡眠の質をも悪くするため、悪循環となる。

これらの結果より、食事と睡眠は密接に関係しており、相互に作用していることが分かる。
また、自覚症状を訴える生徒らに、自身の現在の食事状況を「問題があると考えている」「どち

らともいえない」群が多いという結果から、食事に関して正しい情報は持っているが、実践には行
動に移せていないということが読み取れる。睡眠においても、自覚症状を訴える生徒らは睡眠障害
興味あり群が多いことから、現在の睡眠の状況が正しくないという自覚は持っていると言える。そ
のため生徒らに対しては、現在の教育に加えて、睡眠による影響の周知や、実際に睡眠時間を増や
すための具体的な改善方法の提示、周囲の環境整備が必要である。
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研究 5 ．朝食の内容と健康に関する情報源の取得に関する検討

1 ）対象と方法
①研究対象

本学の附属中学校（日本女子大学附属中学校）の 2 年生計286名を対象とした。

②倫理的配慮
研究対象者に、研究の主旨、本研究以外でデータを使用しないこと、研究に承諾できない場合に

は拒否が可能であること、参加しない場合でも不利益がないこと、対象者に使用した個人情報は他
に漏れることがないように厳重に管理すること、研究成果の公表等について、調査票への回答・提
出を以って研究への参加の同意とみなすことを文書で説明した。なお、本研究は日本女子大学倫理
委員会の承諾を得て行った。

③調査方法
自記式質問紙を作成し、対象校の養護教諭・クラス担任を通じて対象者に研究説明書と共に配布

してもらい、保護者および本人の自由意思により協力に同意した者のみ回答後返却してもらった。
提出は期限までに各クラスに設置した提出用封筒に提出してもらった。

作成した調査票の一部は記名式であり、回収した回答済みの調査票については養護教諭が個人情
報の切り離し作業を監督し、個人が特定されないように処理をしてから、解析を行った。

④調査項目
・食習慣や食習慣に対する考えについての質問

朝食の内容、家族との食に関するコミュニケーション、欠食、孤食　等
・睡眠についての質問

睡眠時間、起床・就寝時刻、自身の睡眠に対する充足感　等
・健康についての質問

体型の認識、ダイエット経験、健康に関する情報源、自覚症状　等

⑤統計ソフト
統計ソフト IBM spss（statistics22）を用いて分析を行った。 2 変量の関係は、質的変数同士の

場合にクロス集計及び Pearson の χ 二乗検定、残渣分析を行い、質的変数と量的変数の場合は t 検
定を行った。

なお表頭項目と表側項目が 2 値ずつの場合には Fisher の直接確率法によって検定を行った。量
的変数同士の場合には spearman の相関係数により検定を行った。有意水準は危険率 5 ％（p ＜0.05）
とし、度数が 5 以下の結果は棄却した。結果は平均値±標準偏差で示した。

⑥事後フォローアップ
対象校の養護教諭に、2018年 6 月に結果の速報を提出し、中学校 2 年生向けの保健講和で生徒及

び保護者に結果を提示した。
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2 ）結果
①全体

アンケートを配布した286人のうち、アンケートの回答及び提出があったのは133名であった。（回
答率46.5％）

Ａ．食習慣や食習慣に対する考えについての質問
・食事をする時刻を教えてください。

平日朝食時刻は 6 ：31± 0 ：25であった。平日昼食時刻は12：41± 0 ：14であった。平日夕食時
刻は19：21± 1 ：12であった。休日朝食時刻は 8 ：39± 1 ：02であった。休日昼食時間は12：41±
0 ：44であった。休日夕食時間は19：11± 0 ：44であった。

・普段の朝食の内容について、食べているものと頻度について教えてください。
1 ）主食（ご飯、パン〈菓子パン含む〉、麺、シリアル等）の食べる頻度はどのくらいですか。

平日では「ほぼ毎日食べる」「週 2 ～ 3 回食べる」「週 1 回以下」の 3 択を設け、最も多かった
回答は、「ほぼ毎日食べる」が125人で95％を占めた。次いで「週 2 ～ 3 回食べる」が 5 人、「週
1 回以下」が 2 人であった。休日では「ほぼ毎回食べる」「あまり食べない」の 2 択を設け、「ほ
ぼ毎回食べる」が123人で96％であった。

2 ）主菜（肉・魚・卵・大豆〈豆乳を含む〉）の食べる頻度はどのくらいですか。（Fig.2）
平日では「ほぼ毎日食べる」「週 2 ～ 3 回食べる」「週 1 回以下」の 3 択を設け、最も多かった

回答は、「ほぼ毎日食べる」が92人で70％を占めた。次いで「週 2 ～ 3 回食べる」が22人、「週 1
回以下」が17人であった。休日では「ほぼ毎回食べる」「あまり食べない」の 2 択を設け、「ほぼ
毎回食べる」が104人で82％であった。

3 ）副菜（野菜、海藻、きのこ類）を食べる頻度はどのくらいですか。
平日では「ほぼ毎日食べる」「週 2 ～ 3 回食べる」「週 1 回以下」の 3 択を設け、最も多かった

回答は、「ほぼ毎日食べる」が78人で61％を占めた。次いで「週 1 回以下」が29人、「週 2 ～ 3 回
食べる」が21人であった。休日では「ほぼ毎回食べる」「あまり食べない」の 2 択を設け、「ほぼ
毎回食べる」が80人で65％であった。

4 ）汁物を食べる頻度はどのくらいですか。
平日では「ほぼ毎日食べる」「週 2 ～ 3 回食べる」「週 1 回以下」の 3 択を設け、最も多かった

回答は、「ほぼ毎日食べる」が51人で40％を占めた。次いで「週 1 回以下」が41人、「週 2 ～ 3 回
食べる」が36人であった。休日では「ほぼ毎回食べる」「あまり食べない」の 2 択を設け、「あま
り食べない」が66人で54％であった。

5 ）果物（100％果汁・野菜ジュース、スムージーを含む）を食べる頻度はどのくらいですか。
平日では「ほぼ毎日食べる」「週 2 ～ 3 回食べる」「週 1 回以下」の 3 択を設け、最も多かった

回答は、「ほぼ毎日食べる」が60人で46％を占めた。次いで「週 2 ～ 3 回食べる」が42人、「週 1
回以下」が30人であった。休日では「ほぼ毎回食べる」「あまり食べない」の 2 択を設け、「ほぼ
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毎回食べる」が69人で54％であった。

6 ）乳製品（チーズは含めない）を食べる頻度はどのくらいですか。
平日では「ほぼ毎日食べる」「週 2 ～ 3 回食べる」「週 1 回以下」の 3 択を設け、最も多かった

回答は、「ほぼ毎日食べる」が69人で54％を占めた。次いで「週 2 ～ 3 回食べる」が37人、「週 1
回以下」が24人であった。休日では「ほぼ毎回食べる」「あまり食べない」の 2 択を設け、「ほぼ
毎回食べる」が88人で69％であった。

7 ）菓子類（清涼飲料水等を含む）を飲む頻度はどのくらいですか。
平日では「ほぼ毎日食べる」「週 2 ～ 3 回食べる」「週 1 回以下」の 3 択を設け、最も多かった

回答は、「週 1 回以下」が64人で半数を占めた。次いで「ほぼ毎日食べる」34人、「週 2 ～ 3 回食
べる」が30人であった。休日では「ほぼ毎回食べる」「あまり食べない」の 2 択を設け、「あまり
食べない」が87人で67％であった。

・食事を抜くことはありますか？
「ある」「なし」の 2 択で、「ある」が16％であった。

・上記の質問で「ある」と答えた方は以下の質問にお答えください。
1 ）週にどのくらい食事を抜くことがありますか？

平日では、1 回が 3 人、2 回が 5 人、3 回が 1 人、4 回が 1 人、5 回が 2 人だった。休日では、
1 回が 7 人、 2 回が 4 人だった。
2 ）抜くことがある食事に〇印を、理由を右枠から選び、番号を記入してください。（複数回答可）
「朝食」が21人、「昼食」が 1 人、「夕食」が 3 人だった。
理由は、「①習慣になっている」「②時間がないので仕方なく」「③食欲がない」「④食べるより

寝ていたい」「⑤食事が出来ていない」「⑥ダイエットのため」「⑦なんとなく」の 7 択で、朝食
では①が 4 人、②が10人、③が 6 人、④が 6 人、⑥が 1 人、⑦が 1 人だった。昼食では②が 1 人、
夕食では④が 1 人、⑥が 1 人だった。

・食事をする時一人ですることはありますか？
平日と休日に分け、さらに「いつも一人」「時々ある」「ほとんどない」の 3 択を設けた。平日で

は「ほとんどない」が最も多く、85人で64％となった。次いで「時々ある」が36人、「いつも一人」
が 7 人であった。休日も「ほとんどない」が最も多く、97人で73％となった。次いで「時々ある」
が25人、「いつも一人」が 4 人であった。

・食事は満腹になるまで食べることが多いですか？
平日と休日に分け、さらに「はい」「いいえ」「どちらでもない」の 3 択を設けた。平日では「は

い」が最も多く、70人で53％となった。次いで「どちらでもない」が39人、「いいえ」が18人であっ
た。休日も「はい」が最も多く、84人で63％となった。次いで「どちらでもない」が30人、「いいえ」
が12人であった。
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・ご飯などの穀類はしっかり食べていますか？
「しっかり食べている」「少ないと思う」「食べないことが多い」の 3 択で「しっかり食べている」

が111人で84％を占めた。次いで「少ないと思う」が16人であった。

・‌�主食（ごはん、パン、麺、シリアルなど）を 1 日にどのくらい食べますか？（おにぎり 1 個・食
パン 1 枚で 1 つ、ごはんお茶碗 1 杯で1.5つ、うどん・そば 1 杯で 2 つを目安としてお答えくだ
さい）

「 7 ～ 5 つ」「 4 ～ 3 つ」「 2 つ以下」の 3 択で、「 4 ～ 3 つ」が102人で77％を占めた。次いで、「 7
～ 5 つ」が21人、「 2 つ以下」が 6 人であった。

・ご家族と食事について、あてはまるものがあれば教えてください。（複数回答可）
「家族から食に関する知識やマナーを口頭で聞く」「家族と食事のための買い物に一緒に行く」「家

族と一緒に料理を作る」「料理教室（お菓子教室は除く）や食に関するイベントに連れて行っても
らう」「その他」の 5 択を設け、最も多かった回答が「家族から食に関する知識やマナーを口頭で
聞く」が94人で全回答の中で約半数を占めた。次いで「家族と食事のための買い物に一緒に行く」
が55人、「家族と一緒に料理を作る」が35人であった。

・平日の学校や部活がある日の昼食はどのように用意していますか？（複数回答可）
「お弁当（家族の方が用意）」「お弁当（自分で用意）」「食堂」「購買部」「その他」の 5 項目を設け、

「お弁当（家族の方が用意）」が84％で最も多く、次いで「食堂」が12％であった。

・‌�前の質問で「お弁当（自分で用意）」「食堂」「購買部」「その他」を答えた方に質問です。どのよ
うなことを意識して昼食を用意していますか。 1 ～ 3 位までを記入してください。

「好み」「値段」「量」「栄養バランス」「エネルギー量（カロリー）」「その他の栄養素（ビタミン、
ミネラル、食物繊維など）」「特に意識していない」「その他」の 8 項目で、 1 位で「好み」が最多、
2 位・ 3 位で「量」が最多であった。延べ人数で最も多かったのは、「好み」で61人、次いで「量」
が54人、値段が36人であった。

・‌�あなたにとって「健康的な食事」はどのようなものですか。第 1 ～ 3 位を（　　）内に記入して
ください。

「同じ献立に偏らない食事」「様々な食品を使っている食事」「野菜の多い食事」「必要な栄養素を
満たした食事」「たんぱく質（肉・魚・豆腐など）の多い食事」「油分控えめの食事」「炭水化物（ご
飯・パン・麺など）を制限した食事」「その他」の 8 項目を設けた。延べ人数で最も多かったのは「必
要な栄養素を満たした食事」の100人であった。次いで、「野菜の多い食事」が82人、「同じ献立に
偏らない食事」が70人、「様々な食品を使っている食事」60人であった。

・‌�上記でお答えいただいた「健康的な食事」について、どのくらい実践しようと心がけています
か？

「いつも心がけている」「時々心がけている」「あまり心がけられていない」「ほとんど心がけてい
ない」「どちらとも言えない」の 5 択で、「時々心がけている」が最も多く50人で38％を占めた。次
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いで「いつも心がけている」が41人「あまり心がけられていない」が22人であった。

・現在の自分の食事状況は良いと思いますか？
「大変良い」「良い」「どちらともいえない」「やや問題がある」「問題が多い」「よくわからない」

の 6 択で、「良い」が54人と最も多く、次いで「大変良い」「どちらともいえない」が共に24人であっ
た。

・‌�上記の質問で「やや問題がある」「問題が多い」を選んだ方は理由をお答えください。（複数回答
可）

「食事量が多い」「食事量が少ない」「野菜が足りない」「間食が多い」「食事時間が不規則」「食事
を抜いてしまう」「好き嫌いが多い」「コンビニやスーパーで買った総菜が多い」「その他」の 9 項
目を設け、最も多かった回答が「間食が多い」で11人であった。次いで「好き嫌いが多い」が 9 人、

「野菜が足りない」が 7 人となった。

Ｂ．睡眠についての質問
・平日（学校がある日）の平均的な睡眠時間は何時間くらいですか？

平均6.8±1.1時間であった。

・休日（学校がない日）の平均的な睡眠時間は何時間くらいですか？
平均8.9±1.3時間であった。

・平日（学校がある日）の平均的な起床・就寝時刻を教えてください。
起床時刻は平均 6 ：07± 0 ：32となった。就寝時刻は平均23：17± 0 ：54となった。

・休日（学校がない日）の平均的な起床・就寝時刻を教えてください。
起床時刻は平均 8 ：25± 1 ：12となった。就寝時刻は平均23：10± 0 ：52となった。

・あなたは今の生活において、睡眠が十分に足りていると思いますか？
「足りている」「不足している」「よくわからない」の 3 択で「不足している」が55人で最も多く、

約 4 割を占めた。次いで「足りている」が37人となった。

Ｃ．健康についての質問
・自分の体型についてどう思いますか？
「太っている」「やや太っている」「適正」「やや痩せている」「痩せている」の 5 択で、「適正」が

67人で約過半数だった。次いで、「やや太っている」で30人だった。

・今までにダイエットしたことはありますか？（現在進行形を除く）
「はい」「いいえ」の 2 択で「はい」と回答した者は19人、「いいえ」と回答した者は104人であっ

た。「はい」と回答した者にはダイエットを「行った時期」「期間」「理由」「方法」を回答してもらっ
た。（Table5-1　過去のダイエットに関する回答）
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・現在ダイエットをしていますか？
「はい」「いいえ」の 2 択で「はい」と回答した者は20人、「いいえ」と回答した者は108人であっ

た。「はい」と回答した者にはダイエットを「開始した時期」「理由」「方法」「目標」を回答しても
らった。（Table5-2　現在のダイエットに関する回答）

いつ 理由 方法 目標

中学生になる前 周囲に太っていると言われたから 未回答 ～３ｋｇ減量、５～１０ｋｇ減量

中学生になる前 自分が太っている・太ったと感じたから その他 ３～５ｋｇ減量

中学１年生秋～冬、中学２年生春～夏 未回答 食事制限（夕食抜き、ご飯抜きなど）、その他 ５～１０ｋｇ減量

中学生になる前 周囲に太っていると言われたから 食事制限（夕食抜き、ご飯抜きなど） ～３ｋｇ減量、３～５ｋｇ減量

中学２年生春～夏 周囲に太っていると言われたから 未回答 ～３ｋｇ減量、３～５ｋｇ減量

中学２年生春～夏 周囲に太っていると言われたから ストレッチ ３～５ｋｇ減量、具体的には決めてない

中学生になる前 周囲に太っていると言われたから その他 ５～１０ｋｇ減量

中学２年生春～夏 自分が太っている・太ったと感じたから ご飯の量を減らす ５～１０ｋｇ減量、具体的には決めてない

中学２年生春～夏 未回答 食事制限（夕食抜き、ご飯抜きなど）、その他 ～３ｋｇ減量、５～１０ｋｇ減量

中学生になる前 習い事やイベントのため 食事制限（夕食抜き、ご飯抜きなど）、お菓子をやめた ～３ｋｇ減量、３～５ｋｇ減量、具体的には決めてない

中学２年生春～夏 習い事やイベントのため 未回答 ～３ｋｇ減量、５～１０ｋｇ減量

中学１年生秋～冬 未回答 その他 ～３ｋｇ減量、５～１０ｋｇ減量

中学１年生秋～冬、中学２年生春～夏 周囲に太っていると言われたから その他 ５～１０ｋｇ減量

中学１年生秋～冬 周囲に太っていると言われたから その他 ３～５ｋｇ減量

中学生になる前 習い事やイベントのため その他 服を理想的に着こなせるようになるまで

中学２年生春～夏 自分が太っている・太ったと感じたから その他 ３～５ｋｇ減量、服を理想的に着こなせるようになるまで

中学生になる前 自分が太っている・太ったと感じたから その他 ３～５ｋｇ減量、５～１０ｋｇ減量

中学１年生春～夏 自分が太っている・太ったと感じたから 食事制限（夕食抜き、ご飯抜きなど） ５～１０ｋｇ減量

中学１年生秋～冬 周囲に太っていると言われたから その他 ３～５ｋｇ減量、５～１０ｋｇ減量

中学２年生春～夏 周囲に太っていると言われたから その他 ５～１０ｋｇ減量

いつ 期間 理由 方法

中学生になる前 ～１か月 習い事やイベントのため 食事内容の見直し（間食をやめる、野菜を多く食べるなど）

中学生になる前 １～３か月 自分が太っている・太ったと感じたから 運動

中学１年生秋～冬、中学２年生春～夏 未回答
周囲に太っていると言われたから、自分が
太っている・太ったと感じたから。

食事内容の見直し（間食をやめる、野菜を多く食べるなど）

中学生になる前 ～１か月 自分が太っている・太ったと感じたから 運動

中学２年生春～夏 ～１か月 習い事やイベントのため 運動

中学２年生春～夏 ～１か月 自分が太っている・太ったと感じたから 運動、ストレッチ

中学生になる前 ～１か月 自分が太っている・太ったと感じたから 食事内容の見直し（間食をやめる、野菜を多く食べるなど）

中学２年生春～夏 １～３か月 自分が太っている・太ったと感じたから
食事内容の見直し（間食をやめる、野菜を多く食べるなど）
ご飯の量を減らす

中学生になる前 ３～６か月
周囲に太っていると言われたから、自分が
太っている・太ったと感じたから、習い事
やイベントのため

運動、お菓子をやめた

中学２年生春～夏 ３～６か月 習い事やイベントのため 運動

中学１年生秋～冬 未回答
自分が太っている・太ったと感じたから、
習い事やイベントのため

食事内容の見直し（間食をやめる、野菜を多く食べるなど）

中学１年生秋～冬、中学２年生春～夏 ～１か月 自分が太っている・太ったと感じたから 食事内容の見直し（間食をやめる、野菜を多く食べるなど）

中学１年生秋～冬、中学２年生春～夏 ～１か月 自分が太っている・太ったと感じたから 食事内容の見直し（間食をやめる、野菜を多く食べるなど）

中学１年生秋～冬 ～１か月 自分が太っている・太ったと感じたから 運動

中学生になる前 ３～６か月 自分が太っている・太ったと感じたから 食事制限（夕食抜き、ご飯抜きなど）

中学２年生春～夏 １～３か月 自分が太っている・太ったと感じたから 運動

中学生になる前 １～３か月 自分が太っている・太ったと感じたから 運動、食事内容の見直し（間食をやめる、野菜を多く食べるなど）

中学１年生春～夏 １～３か月 周囲に太っていると言われたから 食事内容の見直し（間食をやめる、野菜を多く食べるなど）

中学１年生秋～冬 ～１か月 自分が太っている・太ったと感じたから 運動、食事内容の見直し（間食をやめる、野菜を多く食べるなど）

中学２年生春～夏 ～１か月 自分が太っている・太ったと感じたから 食事内容の見直し（間食をやめる、野菜を多く食べるなど）

Table5-1　過去のダイエットに関する回答

Table5-2　現在のダイエットに関する回答
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・‌�現在の体重について今後どうしていきたいと考えていますか？理由も併せて選択してください。
（複数回答可）
「痩せたい」「現状維持」「太りたい」「特に考えていない」「その他」の 5 択で、最も多かったのは、

「痩せたい」68人であり、全回答の中で約半数を占めた。次いで「現状維持」が47人であった。
理由は「太っている・痩せていると感じるから」「スタイルがよくなりたいから」「（部活などで）
動きを機敏にしたいから」「健康になりたいから」「体重に興味がないから」「ありの
ままでよいと思うから」「その他」の 7 項目を設け、「太っている・痩せていると感じるから」「ス
タイルがよくなりたいから」が共に47人で最も多かった。次いで「（部活などで）動きを機敏にし
たいから」が26人であった。

・健康や栄養に関する情報を得るように心がけていますか？
「はい」「いいえ」の 2 択で「はい」と回答した者は57人、「いいえ」と回答した者は73人であり、

心がけていない者の方が多かった。

・健康や栄養に関する情報はどこで得ていますか？（複数回答可）
「テレビ」「雑誌・本」「家族・親戚」「友人」「食育教室・イベント」「学校の授業」「学校での配

布物・掲示物」「インターネット」「その他」の 9 項目を設け、最も回答数が多かったのは「テレビ」
で78人であった。次いで「家族・親戚」71人、「学校の授業」47人「学校での配布物・掲示物」31
人であった。

・‌�下記の自覚症状について、当てはまるもの、たまに（または少し）当てはまるものを記入してく
ださい。

「食欲がなく、体重が増えにくい」「どきどき・めまい・息切れがすることがある」「よく眠れない」
「布団に入ってもなかなか寝付けない」「朝起きるのがつらい（または起きられない）」「疲れやすく
元気のないことが多い」「急に立ち上がるとめまいをすることがある」の 7 項目を設けた。「当ては
まる」「たまに（または少し）当てはまる」項目をそれぞれ記入してもらった。「当てはまる」「た
まに（または少し）当てはまる」の延べ人数が最も多かったのは「朝起きるのがつらい（または起
きられない）」61人だった。次いで「急に立ち上がるとめまいをすることがある」46人、「疲れやす
く元気のないことが多い」29人、「布団に入ってもなかなか寝付けない」27人であった。

・健康に影響を与えるものは何だと思いますか？ 1 ～ 3 位までを記入してください。
「運動」「食事」「睡眠」「ストレスなどの心理的要因」「その他」の 5 択で、 1 位が最も多かった

のは「睡眠」55人、次いで「食事」43人となった。また、延べ人数が最も多かったのも「睡眠」
126人、次いで「食事」118人となり、睡眠と食事が重要と考えている者が多かった。

・身体の疲れを感じていますか？
「毎日疲れを感じる」「時々疲れを感じる」「あまり疲れを感じることはない」「疲れを感じること

はない」の 4 択で、「時々疲れを感じる」が最も多く67人で約半数を占めた。次いで「毎日疲れを
感じる」が40人で疲れを感じている者が多かった。
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・冷えを感じることはありますか？
「よく感じる」「時々感じる」「あまり感じない」「まったく感じない」の 4 択で「あまり感じない」

が最も多く43人で32％を占めた。次いで「時々感じる」が38人であった。

・興味のある健康問題はありますか？（複数回答可）
「肥満」「痩せ」「貧血」「月経不順」「疲労」「睡眠障害」「その他」の 7 項目を設け、最も回答数

が多かったのは「疲労」58人、次いで「肥満」31人、「貧血」23人であった。

Ｄ．健康診断における結果
・身長

平均身長は155.6±4.98cm であった。

・体重
平均体重は45.7±7.49kg であった。

・Hb.
平均 Hb 値は13.2±0.97であった。

・Ht.
平均 Ht 値は41.6±2.52％であった。

②朝食の内容
ア．朝食の内容による群分け（Fig.5-1　研究 5 朝食の内容）

調査票の質問項目「普段の朝食内容について、食べているものと頻度について〇をつけてくださ
い」の回答について以下のように群分けを行った。
①平日において、主食と主菜の摂取頻度について両方とも「ほぼ毎日」と回答
②休日において、主食と主菜の摂取頻度について両方とも「ほぼ毎日」と回答

平日
主食なし

人
欠食
人

主食のみ
人

主食副菜
人

主食主菜
人

主食主菜副菜
人

主食主菜副菜
人

主食主菜
人

主食副菜
人

主食のみ
人

主食なし
人

欠食
人

休日

＝ ＝

Fig.5-1　研究 5 朝食の内容
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③平日において、主食と主菜の摂取頻度について両方とも「ほぼ毎日」と回答し、かつ副菜または
汁物の摂取頻度について「ほぼ毎日」と回答

④休日において、主食と主菜の摂取頻度について両方とも「ほぼ毎日」と回答し、かつ副菜または
汁物の摂取頻度について「ほぼ毎日」と回答

人間の体には体内時計と呼ばれるものが備わっており、 1 日単位で睡眠や体温、血圧やホルモン分
泌などが規則正しく変化する。この一日周期を概日リズムと呼ぶ。人間の概日リズムは本来25時間
であるが、朝目覚めてから日を浴びることで、視床下部の視交叉上核に存在する体内時計の中枢で
はリズムの補正が行われる。一方で、朝食は消化器に刺激を与えることで末梢において体内時計を
整える役割を担っている。不規則な生活によって体内時計が乱れると、睡眠障害や肥満、免疫機能
の低下を引き起こされてしまう。それゆえ体内時計を整えるには、朝日を浴び、朝食をしっかりと
ることが大切であるとされ、近年朝食の摂取を促す取り組みが全国で行われている。この背景に加
え、朝食において糖質のみを摂取する場合では、主食と副食を摂取する場合と比較して、「日中の
体温が上昇しにくい」「疲労度が強くなる」「集中力・作業量が減少する」といった報告もされてい
る 5 ） 6 ）。そこで本研究では、エネルギー源となる食品を多く含む主食とその代謝に必要な栄養素の
給原となる主菜を最低限摂取するべき朝食として①、②群を、さらに理想的な朝食の形として③、
④群を設定し、朝食の内容および摂取頻度と、女子中学生の生活習慣や健康に対する意識の関連を
検討した。

算出した結果、①「当てはまる群」91人「当てはまらない群」41人、②「当てはまる群」103人「当
てはまらない群」25人、③「当てはまる群」78人「当てはまらない群」54人、④「当てはまる群」
83人「当てはまらない群」45人となった。また、①～④の当てはまる群を総称して、「朝食摂取群」
とした。

特に③の平日において、主食と主菜の摂取頻度について両方とも「ほぼ毎日」と回答し、かつ副
菜または汁物の摂取頻度について「ほぼ毎日」と回答した群について、食習慣、睡眠、健康に関す
る質問項目との関連をクロス集計と χ 二乗検定及び t 検定により解析した（Table5-3　研究 5 平日
の朝食内容と食習慣に関する質問項目との関連、Table5-4　研究 5 平日の朝食内容と睡眠・健康
に関する質問項目との関連）。

イ．食習慣との関連
χ二乗検定の結果、「③平日に主食と主菜、副菜または汁物をほぼ毎日摂取する」に「当てはま

る群」において、欠食「なし」（P ＝0.024）、平日に満腹まで食べる（P ＝0.001）、家族から食に関
する知識やマナーを聞く「当てはまる」（P ＝0.004）、現在の食事状況について「大変良い」（P ＝
0.016）と回答した割合が有意に高値であった。一方で、「当てはまらない群」では、欠食「あり」（P
＝0.024）、平日に満腹まで食べる「いいえ」（P ＝0.001）、休日に満腹まで食べる「いいえ」（P ＝
0.055）、家族から食に関する知識やマナーを聞く「なし」（P ＝0.004）と回答した割合が有意に高
値であった。

平日の欠食頻度（P ＝0.023）において「当てはまる群」が有意に低値を示し、休日の欠食頻度（P
＝0.037）においても「当てはまる群」が有意に高値を示した。

平日学校がある日の昼食について、「家族が用意したお弁当を食べる」頻度において「当てはま
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る群」が低値傾向を示し（P ＝0.087）、「食堂で購入する」頻度において「当てはまる群」が高値
を示す傾向（P ＝0.076）があった。

健康的な食事として「油分控えめの食事」の選択頻度（P ＝0.059）において「当てはまる群」が
高値を示す傾向があった。

ウ．睡眠との関連
平日の平均的な睡眠時間において「当てはまる」群が有意に長かった（P ＝0.008）。
平日の平均的な就寝時刻において「当てはまる」群が有意に早い時刻を示した（P ＝0.023）。

質問項目 群 平日
ほぼ毎日食べる それ以外

睡
眠

平日睡眠時間 長い 短い

平日就寝時刻 早い 遅い

健
康

自分の体型をどう思うか 適正

過去ダイエット なし あり

現在ダイエット なし あり
今後の体重をどうしたいか 現状維持

痩せ興味 なし あり
**：p<0.05 *：0.05≤p<0.10

Table5-4　研究 5 平日の朝食内容と睡眠・健康に関する質問項目との関連

質問項目 群 平日
ほぼ毎日食べる それ以外

食
習
慣

欠食 なし あり

平日欠食 低頻度 高頻度

平日孤食 ほとんどない ある

平日満腹まで食べるか はい いいえ

休日満腹まで食べるか はい いいえ

穀類をしっかり食べているか 食べている 食べていない

家
族

食に関する知識やマナーを聞く 当てはまる 当てはまらない

一緒に料理を作る 当てはまる 当てはまらない

現在の食事状況はどうか 大変良い
**：p<0.05 *：0.05≤p<0.10

Table5-3　研究 5 平日の朝食内容と食習慣に関する質問項目との関連
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エ．健康との関連
χ二乗検定の結果、「当てはまる群」において、過去にダイエット経験「なし」（P ＝0.075）、今

後の体重についての選択理由として体重に興味がないからを選択したもの（P ＝0.074）、情報源が
「家族・親戚」（P ＝0.077）と回答したものの割合が高値傾向であった。また、自覚症状の内、疲
れやすく元気のないことが多いに「当てはまらない」（P ＝0.030）と回答したもの、健康問題につ
いて痩せに興味「なし」（P ＝0.088）と回答したものの割合が高値であった。一方、「当てはまら
ない群」においては、過去にダイエット経験「あり」（P ＝0.075）、今後の体重についての選択理
由として体重に興味がないからを選択したもの（P ＝0.074）、情報源が「家族・親戚でない」（P ＝
0.077）と回答した割合が高値傾向であり、自覚症状の内、疲れやすく元気のないことが多いに「当
てはまる」（P ＝0.029）、健康問題について痩せに興味「あり」（P ＝0.084）と回答したものの割合
が高値であった。

③情報源
ア．情報源による群分け

調査票の質問項目「健康や栄養に関する情報はどこで得ていますか？（複数回答可）」の回答で
ある「テレビ」「雑誌」「家庭・親戚」「友人」「食育教室・イベント」「学校での授業」「学校での配
布物・掲示板」「インターネット」「その他」のうち、「食育教室・イベント」「学校での授業」「学
校での配布物・掲示板」を選択したものは65人であり、「学校情報活用群」とした。選択しなかっ
たのは66人であり、「学校情報非活用群」とした。
「学校情報活用群」と「学校情報非活用群」でクロス集計とχ二乗検定、ｔ検定を行った。

イ．睡眠との関連
「学校情報活用群」において、平日の平均的な就寝時刻が早い傾向（P ＝0.057）が認められ、休

日の平均的な就寝時刻が有意に早かった（P ＝0.044）。

ウ．健康との関連
χ二乗検定において、学校情報活用群は、情報源がインターネット「いいえ」（P ＝0.007）との

回答割合が高く、肥満度「やせ傾向」（P ＝0.064）である割合が高値傾向であった。一方、学校情
報非活用群では情報源がインターネット「はい」（P ＝0.007）と回答したものの割合が有意に高値
であった。
「学校情報活用群」において、肥満度は有意に低く（P ＝0.024）、体重が低値を示す傾向（P ＝

0.062）が認められた。

3 ）考察
①朝食の内容と健康習慣との関連

朝食を毎日摂取している生徒は129人（N ＝132）で、摂取頻度は97.7％である。平成22年度児童
生徒の食生活等実態調査結果では、毎日朝食を摂取する中学生女子は87.3％であり、全国と比べて
朝食の摂取頻度がかなり高いことがわかる。しかしながら、朝食の内容によっても脳の活性や日中
の体温の上昇など疲労度や作業量が変わると言われており 6 ）、摂取頻度だけでなく内容も重要と
なっている。
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朝食の内容と生活習慣および生活習慣に関する意識を検討した結果、以下のことが抽出された。

Ａ．‌�「欠食・孤食が少ないと回答」、「家族との食事を通してのコミュニケーションがあると回答」
した生徒では朝食の内容が充実している傾向があり、家庭における食環境が朝食の内容とかか
わる。

Ｂ．‌�朝食の内容が充足しない一因として、「就寝時刻・起床時刻が遅いこと」「睡眠時間が短いこと」
がある。

Ｃ．‌�朝食の内容が充足していない群では、ダイエット経験がある・自身を太っていると考える生徒
が多い。

Ｄ．朝食が充足している群のほうが、自覚症状がない生徒が多い

Ａ．‌�朝食摂取群の方が欠食や孤食の頻度が少なく、家族から食に関する知識やマナーを聞く、一緒
に料理をすることがある生徒が多い。さらに、朝食摂取群の方が満腹まで食事をすることが多
いと回答する傾向にあるが、今回の調査からも弧食と満腹まで喫食する頻度に関連が見られ
る。したがって、朝食の内容は家庭の食環境を反映すると推測できる。
実際、中学生で食事を自分自身で用意する割合は少なく、家族の誰かが用意する場合がほとん
どであり、家庭内での生徒の食事は調理者に決定権があることが多い。食事やその環境、マ
ナー・知識に対して関心のある家庭の方が朝食の内容についても配慮していることが示唆され
た。
また、生徒自身の食習慣の評価や心掛けについても関連が見られた。朝食摂取群の方が現在の
食事状況を「大変よい」または「よい」、健康的な食事の実践について「いつも心掛けている」

「時々心掛けている」と回答し、健康に影響を与える要因として「食事」を選択する頻度が高
かった。このことから、朝食が充足している生徒では、昼食、夕食についても生徒自身が「よ
い」と評価できる食事内容であり、日ごろから健康的な食事を摂れているまたは摂取を心がけ
ていることが推測できる。朝食を摂取する者は、食に対する意識が高く、野菜類や魚類の摂取
量が多いことが報告されており 7 ）、本研究でも同様に、朝食の内容が日々の食品選択をはじめ
とする食に対する意識と関連することが示唆された。
朝食の内容と食習慣の関連についての検討から、家庭での食環境が生徒の食習慣や意識に大き
な影響を与えることが分かった。孤食は共働き世帯や習い事・塾に通う中学生の増加に伴い問
題視されるようになり、第 3 次食育推進基本計画においても、共食の回数の増加を目標として
設定されている 8 ）。生徒自身だけではなく、家庭全体に対して、食に対する意識を高めること
ができるようなアプローチをしていくことが大切であるといえる。

Ｂ．‌�朝食摂取群の方が睡眠時間が長く、就寝時間・起床時間が早い傾向が見られた。朝食を充足さ
せることができない要因の 1 つとして、起床時間が遅く朝食を食べる時間がない可能性が考え
られる。中学生朝食の内容が充足していない群の方が休日の睡眠時間が長い傾向があり、ゆっ
くり朝食をとることができるだろう休日であっても食事よりも睡眠を優先してしまうのかもし
れない。対象校では、遠方から通う生徒も多く、通学時間が睡眠時間を短縮させる要因となっ
ていると考えられる。昨年同校で実施された調査でも、通学時間の平均は片道65.9±24分で、
同県の平均時間（往復57.0分）を大きく上回っていた 4 ）。さらに、全国平均と比較して、平日
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の起床時刻は早いが（対象校 6 ：07、10～14歳平均 6 ：38）が就寝時間が遅い（対象校23：
17、10～14歳平均22：24）、朝食の摂取時刻は同年代の平均より早いが（対象校 6 ：31、10～
14歳平均 6 ：50）夕食時刻は遅い（対象校19：21、10～14平均18：59）9 ）という特徴がある。
夕食の摂取時刻や就寝時刻が遅いと、朝食欲がない、眠くて朝食を食べることができないとい
うことが起こりがちである。夕食の時刻の見直しや、就寝時刻を早めて余裕をもって起床する
習慣をつけることで、朝食の内容を充実させる大きな要因となるはずだ。

Ｃ．‌�朝食の摂取は脳の働きにも大きく関わり、欠食をする人の方がいらいらしやすい傾向にある。
思春期は身体的・精神的成長により自身の体型に対する考え方や感情がゆらぎやすいことか
ら、朝食の不足による精神の不安定さが体型の認識に影響を及ぼすことは十分に考えられるこ
とである。朝 6 時半までに起床し、しっかり朝食を摂取して、排便後に登校することが学校の
楽しさに重要であることも報告されている10）。
朝食は体のリズムを整える因子として非常に重要であり、欠食は体内リズムを乱すため太りや
すい体へと導いてしまう。したがって朝食欠食は、精神面への影響や肥満の一因となることで、
体型についての誤った認識や不必要なダイエットを招く恐れがあることが示唆された。

Ｄ．‌�「疲れやすく元気のないことが多い」という項目で、朝食摂取群において当てはまる群の方が
自覚症状を有する者が少ないという結果を得た。今回群分けでは、効率の良い糖質代謝という
観点からビタミン B 群の給源となる主菜を必須としているが、この結果から改めて朝食にお
ける主菜摂取の重要性が示唆された。
また、体内リズムが狂うと、日中ぼーっとする、食欲が出ない、布団に入っても寝付けないと
いった症状が現れる。今回の研究でも「布団に入っても寝付けない」「よく眠れない」といっ
た項目と関連が見られ、朝食の摂取が睡眠と関連していることも示唆された。

朝食の内容と健康習慣に関する様々な項目を解析したが、特に着目したいのは家庭での食環境と
のかかわりである。ライフスタイルの変化により、近年弧食および個食が増加しており、それを問
題視する声も上がっている。さらに、家庭の食環境は子供の今後の食に対する姿勢に大きな影響を
及ぼすと言われており、健康的な食習慣の形成のためには家族の協力が不可欠である。つまりは、
朝食の内容を充実させることの大切さや効果を、生徒自身だけでなく家庭に対しても伝えていく必
要がある。さらに、就寝時間、起床時間においても、早寝・早起きを家族が支援し、ゆっくりと朝
食を摂れる環境を作っていくことが望まれる。文部科学省においても平成18年度より、幼児期から
の基本的生活習慣の確立を目指して「早寝早起き朝ごはん運動」を推進している12）。

また、朝食の内容がダイエット経験や体型の認識と関連があることも大変興味深い結果となっ
た。対象校では肥満度による分類で「痩せ（肥満度－20％以下）」に属する生徒は9.2％で全国平均
3.69％と比較して多く 5 ）、肥満度の平均値も低いにも関わらず、痩せたいと考える生徒が過半数を
占める。そして、朝食の内容が充足していない生徒の方がその傾向が強い。これは朝食の内容が精
神的な安定と関連していることが推測され、生徒が快活に学校生活を送るためにはしっかりとした
朝食の摂取が重要であることが示唆された。

したがって、生徒の心と体の健やかな成長を促すためには、朝食や睡眠を見直し生活リズムを整
えるよう、生徒及び家庭に呼びかけることが重要であると結論付けた。
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②情報源
近年、健康ブームが到来し、健康に関する情報が飛び交う。また現代では中学生であってもス

マートフォンやインターネットを駆使し、様々な分野の情報を得ることができるようになった。し
かしながら、身体的にも精神的にも発達途中である時期に、誤った情報を得、それを実践すること
は十分な発育に影響を及ぼしかねない。中学生の健康に影響を及ぼす要因の一つとして、情報の取
得および活用と健康との関連を検討した結果、就寝時刻が遅い生徒の方が、学校外からの情報を得
やすくなる可能性があることが抽出された。

平日・休日ともに就寝時刻が遅い原因として、「SNS などの影響で夜遅くまでスマートフォンを
使用している」という意見が対象校の保健委員による『生活習慣アンケートについて』であった。
また文部科学省の調査13）より中学生において携帯電話・スマートフォンとの接触時間（ゲーム除
く）が長い子供ほど、就寝時刻が遅いことがわかっている。内閣府の調査14）によると中学生のス
マートフォン利用率は58.1％（インターネット利用率は54.6％）と年々増加傾向にある。またスマー
トフォン・いわゆる格安スマートフォン・子供向けスマートフォン・携帯電話の契約が切れたス
マートフォンのいずれかを利用すると回答した中学生は92.4％（インターネット利用率は85.2％）
であった。このように多くの中学生が当たり前のようにスマートフォンやインターネットを使用し
ている中で、簡単に情報を手にできることが学校情報を活用しない理由であると考えられる。

今回の調査でも健康や栄養に関する情報をインターネットから得ていると答えた生徒が学校情報
活用群で少なく、学校情報非活用群で多い結果となった。情報をいつでも手に入れられることで学
校から発信される情報の価値が薄れてしまっているのではないだろうか。自身で情報収集すること
によりスマートフォン等の利用時間が延び、就寝時刻の遅れに繋がるという悪循環を生んでいる。

学校からの情報を生徒自身の問題としてとらえてもらえるようなアプローチをし、ネットの情報
の不確かさや正しい情報の得方を伝える必要があるだろう。

また、ダイエット行動を起こす頻度・痩せ理想の内面化（メディアにより、痩せていることをよ
いと考える）・身体不満（自分の体型にどの程度不満があるか）のすべての項目においてネット利
用時間が長い群で高いこと、一方でテレビの視聴時間は関与しないことも報告されている。また、
雑誌を購読している群で痩せ理想の内面化・ダイエット行動を起こす頻度が高いことが報告されて
いる15）。

このことからインターネットや雑誌で見受けられる「痩せている方が綺麗である」というイメー
ジや「ダイエット特集」が中学生女子のダイエットへの興味関心・経験に繋がるのではないかと考
えられる。また、自分で調べて手にした情報に影響を受けやすいと推察できる。

一方的に話をするだけではなく、調べ学習といったアクティブラーニングを取り入れ生徒が主体
的に健康的な体型・食習慣・生活習慣を学ぶ環境を整え、適切なボディイメージを認識してもらう
必要がある。

今回の調査では「健康や栄養に関する情報はどこで得ていますか？（複数回答可）」の質問項目
において学校情報活用群と非活用群の 2 群に分けたが、本来では対象者全員が学校で同じ授業や配
布物を受けているはずである。このことから学校情報非活用群の生徒は学校からの情報を自己のも
のとして認識していないと考えられる。対象校の養護教諭の先生から「生徒自身が答えたアンケー
トを題材にした講和では、自身の問題として捉えてくれた」とお話があり、学校からの情報の重み
を理解してもらうことが重要であると言える。
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また、インターネットにおけるダイエットに関する情報は、基本的には成人に向けたものである
ため、中学生に向けたものではないことを周知してもらい、第二次成長期である中学生にとってい
かにダイエットが悪影響を及ぼすかを学ぶ機会が必要であるだろう。

4 ）総括
今回、食事・睡眠・生活環境などの生活習慣が肥満や痩せ、自覚症状、ボディイメージの歪みと

いった健康問題と関連があるという仮説の元、検証を進めた。昨年の研究では思春期における体調
は、食事と睡眠が密接に関係しており、これらが相互に作用していることや自覚症状を訴える生徒
において自覚があっても改善への行動に移せていないことが推察された。そこで今回のアンケート
調査では昨年に加えて体内リズムを整えるという点から、朝食に着目し、朝食内容について詳細に
質問を行い、エネルギー源摂取が可能である「主食・主菜群」、理想的な食事として「主食・主菜
＋副菜・汁」群について平日、休日に分けて比較した。また、近年ではスマートフォンの普及や
SNS の流行により中学生がインターネットからの情報をより身近に手放せない環境が生まれてい
ることから情報源についても新たに注目した。

朝食摂取群において家族から食に関する知識やマナーを聞く、家族と一緒に料理を作る、家族と
食事のために一緒に買い物に行くといった家族と食に関するコミュニケーションの機会がある生徒
が多いことが分かった。

これらの結果から、思春期における健康問題は、生徒自身の意識改善や正しい知識も必要である
が、学校や家庭の協力が不可欠であるといえる。中学生は、自身で食事を作る機会も少なく、食事
内容の選択や食事への意識は家庭に委ねられる部分が大きい。食に関するコミュニケーションがと
れている家庭において食事内容の充実が見られることから、家族の食に対する意識や行動が生徒の
食生活に反映しているといえる。学校は、生徒自身の問題意識を高め、正しい知識を伝えるととも
に、家庭へのアプローチが必要である。

さらには平日朝食主食・主菜＋副菜・汁群において平日睡眠時間がともに長く、平日就寝時刻も
早かった。平日の朝食内容の充実と睡眠時間や就寝時刻は相互に関わっており、食事と睡眠におけ
る関連が前回と同様に見られた。また学校情報活用群においても平日就寝時刻が早かった。

また、生徒全体の肥満度は－4.4、ダイエット経験ありの人が多い学校情報非活用群でも－1.6と、
マイナスの値であることから全国平均より対象校の生徒は、痩せている。減量は必要ないと言える
だろう。しかし朝食内容が充実していない生徒において、ダイエット経験がある人が多い傾向が見
られた。

また、結果には述べていないが、自覚症状を訴える生徒では朝食内容が不足しがちであり、食事
内容が健康問題の要因の一つになっていることがわかる。さらに朝食内容の充実や正しい情報の認
識が適切な睡眠や不必要なダイエット経験の減少と関連しており、これらが生活リズムや正しい体
型認識を導くと言える。適切な睡眠時間や朝食が 1 日の体のリズムを整えるとともに、心理的な充
足感に結び付くことで自尊心の向上や正しい情報の識別が可能になりボディイメージの是正に繋が
るだろう。
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今後にむけて

附属校中学校生徒を対象にした研究のⅢ - 1 、Ⅲ - 2 については附属中学校、附属高等学校の養
護教諭と共同で研究を行った。研究結果について、2017年度、2018年度の公開研究会において、結
果の活用について話し合いを行った。中学校では本調査結果を既に中学校での保健講話で生徒、保
護者にフィードバックしており、その時の反応、さらには今回の共同研究を今後、どのように活用
していくか、以下のような意見交換が行われた。

中学校養護教諭より
保健講話で結果速報を伝えたところ、中学生は、自分たちの睡眠時間が全国平均に比べて短いこ

と、それに伴い疲労感などの自覚症状が出ていること、また、全国平均に比べて身長は高く、体重
は軽い傾向にあるにも関わらず、自分の体型は適正であると考える人が多いこと、などに気が付い
たようだ。その後、保健委員会を開いて、調査結果について話し合ったところ、中学生から以下の
ような意見が聞かれた。

・体型を気にしている人が多い
・夜遅くまでスマホを使用するなどにより睡眠不足があると思う
・全国平均に比べて就寝時刻が遅くて起床時刻が早く、睡眠不足を感じる人が多い
・睡眠不足から身体の疲れやめまいなどが起こるようになるので、睡眠が大事だと思う
・食生活が大きく乱れている人は、アンケート上は少ない
・‌�全国平均に比べて身長は高めで体重は軽めなものの、自分の体型は適正だと考える人が半分ほ

どいる
・休日の方が、朝食を食べる割合が高いということに驚いた
・ダイエット経験者、今後痩せたいと考える人が意外と多いと思った
・毎日体に疲れを感じている人が多かった
・‌�朝食を食べたほうが良いとわかっているのに食べていないという人が少なくなかったので驚い

た
・‌�就寝時刻が12時を過ぎる人が多いなと思ったが、友人に聞くと 2 時くらいまで起きていること

があり、授業中に眠くなってしまうと思った
・‌�ご飯は食べていても、汁物などは食べていない人が多く、バランスの良い食事をとっていない

のではないかと考えた。理想的な食事は必要な栄養を満たした食事という回答だったことも裏
付けていると思う

・�‌健康に影響を与えるものを答える質問では、「睡眠」が多かった。しかし、睡眠時間の短さが
なかなか改善できない状況にある

・興味のある健康課題として、疲労がとても多い
・�‌平日、 1 人で食事をする人が多いためか、平日に食事を満腹になるまで食べることが少ない、

という人の割合が高かった
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・アンケート結果から、生活習慣が学校生活にとても影響を与えていると感じた

その後、アンケート結果を受けて、保健委員会で取り組むべき活動方針について検討した。まず
は自分たちの健康問題や課題を調べて明確にし、それを発信していくことと、学校における様々な
機能を利用して啓発をしていくことが中学校保健委員会で取り組む目標となった。
具体的な内容としては、

・�‌今回のアンケート結果や研究論文を読み込んで、今回の調査からどのようなことが分かったの
かを、中学生自身がまとめ、文化祭で発表する

・�‌浮かび上がった問題や課題について、図書委員会と情報共有して、本校の生徒にお勧めの図書
を紹介してもらう機会を作る

・�‌朝礼やポスター掲示、日々の清潔検査の時などに、課題や問題意識をもって取り組んでいくよ
うにしたい

・来年度は、今年度の実績を元に、自分たちで生活習慣アンケートを作成して実施していきたい
大学生の先輩達に調べてもらった自分たちの健康に関わる情報を、次は自分たちの手で発展させ

ていきたいと夢を膨らませている様子が見受けられる。自らの問題を考え、学び、行動に移すこと
ができるような教育活動の一つとして、中学校では、今回の調査を今後も大いに活用したい。

大学側からは、この意見をもとに、このような調査・研究を行うための手順を中学生にもわかり
やすく伝えられないか、と調査実施の流れを説明するリーフレットを作成し中学校保健委員会に提
供した（Fig.6）。
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Ⅳ　おわりに

女性のやせ傾向は、年々、若年化している。今回の研究でも、中学生時代より、やせに関する願
望が強いこと、自分の体型を正しく認識できていないことが明らかになった。この傾向は、大学生
でより顕著となり、かくれ肥満や冷えなどの病態に繋がっている。

若年女性の健康教育は、女性が生涯を健康に過ごすための基盤となる。自分自身の健康を管理す
る能力を身につけることは、自己実現や社会での役割を担うために欠かすことはできない。本研究
により早い時期から自分の健康について関心を持たせ、正しい情報を提供する必要性が示された。

謝辞
本研究を進めるにあたり、ご協力いただいた附属中学校、附属高等学校の教職員各位、家政学部

食物学科、佐藤・東田研究室の卒研生に深謝いたします。
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ダンス史に残るマスターピース
再現プロジェクト…

「再現」を媒介した
ダンスの美学的研究の可能性

Reproduction Project of Masterpieces of Dance:

Research Possibilities of the Aesthetics of Dance through the Medium of “Reproduction”
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はじめに

本論考は、総合研究所（研究課題64）主催で実施された「ダンス史に残るマスターピース再現プ
ロジェクト」の二年間にわたる研究の成果を報告するものである。

本研究の目的は、タイトルにあるようにダンス史において傑作とされている作品を肉眼視すると
ともに、そのための「再現」とはどのようなものであるべきかを理解し、また実際に再現を試みる
過程でどのような困難と実りがあるのかを調査することである。

2016年度にはロイ・フラーの「サーペンタイン・ダンス」の再現を試みた。2017年度にはイヴォ
ンヌ・レイナーの『トリオ A』の再現とそこから得たものを発展させる創作的ワークショップの
実施を検討し、実現させた。

第一部の理論編で私たちは、ダンスの美学的研究とはどのような課題を有するものであり、また
その研究にとって「再現」とはどのような意義があるのかを明確にするとともに、その困難さも確
認する。

第二部の実践編で私たちは、2016年度と2017年度の二回の調査をどのように実施し、そこでどの
ような成果と課題を得たのかについて考察してゆく。

また付録として、2017年度に共同研究者を務めてくれた振付家・ダンサーの神村恵による論考、
また2017年度の研究会で開催された「映像にはダンスの何が写っている／いないのか？濱口竜介と
考える映像とダンスの関係・映像／身体を媒体に生まれる社会の形」というイベントにおける座談
会の内容を掲載する。
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ダンス史に残るマスターピース再現プロジェクト　「再現」を媒介したダンスの美学的研究の可能性

第一部　理論編

第一章　ダンスの美学的研究と「再現」
1 ．私たちはダンスを見ているとき何を見て何をしているのか

この理論編では、本プロジェクトの研究対象と私がそれを吟味する美学的研究が何を扱うもので
あるのかを明らかにしておきたい（プロジェクトの過程やその最中やその後に考察したことは実践
編にまとめる）。その上で、このプロジェクトが選択する「再現」という研究方法についてもその
原理を検討しておく。

研究対象について
本プロジェクトが研究対象とするのは、舞台芸術としてのダンスである。そう限定する理由は、

私の研究分野がとくにそこに集約されているからである。ダンスは人類史において古くから営まれ
てきた活動である。お祭りや芸能としてのダンスは、それ独自のあり方を有しており、本プロジェ
クトではそれを扱わない。舞台芸術としてのダンスは、主としてバレエの分野で発展していった。
すなわち、17世紀ごろからフランスやイタリアにおいて始められ、18世紀には確立されたものであ
る。舞台芸術としてのダンスの特徴は、それが劇場で踊られるというところにある。劇場は、舞台
空間と客席のある空間に確然と分けられ、両者は容易く融合しない。そのことは、劇場につどう人
間を「ダンサー」と「観客」とに振り分けることに寄与する。それまで、宮廷の舞踊であれ、民衆
の村祭りの踊りであれ、踊りというのは、人を踊る者にも踊りを見る者にもしてきた。人は踊りな
がら踊りを見てきたのである。そうした慣習から離れて、踊りを「見るもの」として際立たせてき
たのが劇場である。それは、見るという行為を洗練させる（洗練された観客を生む）と同時に、見
るに値する高度な技量を有するダンサーや優れた振り付けや踊るコンセプト作り出す振付家を生む
ことにもなる。本プロジェクトが「ダンス史に残るマスターピース」の「再現」を試みるというこ
とは、そうした劇場でのダンスという環境が生み出した傑作と言われてきたものにアクセスし、そ
の作品の理解を深めることを目的のひとつにしている。

ダンスの美学的研究について
さて、その作品の理解という点にも関わることであるが、本プロジェクトではダンスを美学的に

研究する。これは、ダンスを美学（感性の学）として問題にすることであり、ダンスを踊る者の内
官で生じていることの問題として、またダンスを見る者の内官で生じていることの問題として扱う
ことを意味している。それは踊る者の立場からであれ、見る者の立場からであれ、「体験」という
ものがもつ質を研究の対象にするということである。

ダンスはその本質を問えば、身体の運動のなかにある何かである。この本質の特性を捉えようと
するならば、ダンスの美学的研究において、大きな困難を引き起こすことになる。ダンスには打ち
上げ花火のようなところがある。ダンサーの身体を通して、踊られた瞬間にダンスは発生し、生ま
れた瞬間に消えしまう。この特徴は舞台芸術に共通のものかもしれない。絵画や彫刻は、制作され
た直後からその存在は永続する。文学もそうだろう。舞台芸術はそうはいかない。
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記録されれば、この問題は解決されるのだろうか。映画は、演劇をフィルムに記録したものであ
る。そうすることで映画はその存在が永続的なものとなる。ただし、しばしば通念として「映像に
はダンスは残らない」とも言われる。それが一体どういう言説であり、実際どういう問題として捉
えるべきであるのかは、本研究の過程で取り上げ、考察したので、ここでこれ以上は触れない。

舞台芸術は映画のように、その内実を永続させることができない。とはいえ、演劇には戯曲があ
る。戯曲をベースにすることで、記録されていない部分を補完することはある程度は可能かもしれ
ない。ダンスにも記譜法が考案されることもある。ただし、演劇に比較してもはるかにダンスは、
後に議論するように、その場で生じていることが重要である。

ダンスには、それを記録するメディアがない。あえて言えば、ダンサーの身体はそのダンスを記
録し、「踊れ」と言われれば、その踊りを再現することができる。しかし、ダンサー抜きでは、そ
れは叶わない。そして、ダンサーであれば誰でもよいというわけにもいかない。ある作品を美学的
に研究したければ、その踊りを踊ることができるダンサーが必要となる。もしそれが、あるダン
サーによってのみ実現できるものであるならば（ダンス研究は、しばしばそのような事態に遭遇す
る）、そのダンサーなしには、そのダンスを「体験」することはできない。もしそのダンサーが死
んでしまったら、あるいは致命的な怪我をしたり、老化したり、身体上の制限を被ってしまったら、
そのダンスは永遠に「体験」することはできない。このことを問い詰めてゆくと、極端な結論が引
き出される。あの日あの時のあの場所でのダンスは、その時その場で生まれつつ消え、二度と再現
されることはない。あの日のあの時のあの場所でのダンスは、そこに集ったダンサーと観客だけが
体験したものであり、そこに居合わせなかった人間には、永遠に（どう頑張っても間接的にしか）
触れることができない。

ダンスにはある種の「秘私性」が含まれている。もちろん、そのことがダンスに独特の価値を付
与しているということでもある。その日その時その場所に集うこと、そのことがそれ自体として独
自の魅力となる。そして、もちろん、この「秘私性」がダンスという存在の特殊なあり方を示して
おり、その限り、これを無視することはできない。ただし、その点を強調し、潔癖主義的にそれ以
外の可能性を排除していくと、ダンスの研究は頓挫し、ダンスの教育は拒まれる。何より、ダンス
が公共的な存在となる余地はなくなってしまう。生まれた瞬間に消えてゆくダンスの存在を無視す
ることなく、しかし、そこから漸次的に離れて行くことになるとしても、その本質を部分的に含ん
だ「再現」の可能性を見出すことで、この困難を乗り越えて、ダンスの「体験」を研究できないか。
本研究はその方向へと歩みを進めようする試みである。

ダンスの体験とは何をどのように体験することなのか
さて、ではダンスの体験とはどのようなものであるか。それを事前に明らかにしておきたい。そ

の質を「再現」を通して研究するのであるから、あらかじめ同定するものではないかもしれないが、
しかし、どのような質を引き出すものであるかをビリヤードの「的」のようなものとしてある程度
は定めておかないと何を「再現」するべきかがはっきりしてこない。何人かの体験やダンス観を残
されたテキストから概観してみたい。

例えば、モダンダンスの黎明期に活躍し、モダンダンスの基礎を形成した一人であるイサドラ・
ダンカンを取り上げてみたい。彼女の踊りを目にした観客の一人は、こう証言している。

はじめて私がイサドラ・ダンカンを観た時、彼女はグルックの《イフィゲニア》の音楽に合わ
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せてカーネギー・ホールの舞台で踊っていた。私は、自分自身と彼女とが同一のものであるそ
れのみを描写することができる状態を経験した。まるで私自身が、その舞台上で踊っているか
に思えたのである。これは知的なプロセスではなく、彼女のとるあらゆる動きの中で彼女が絶
対的に正しいのだという、批評的認識でもない。彼女を見つめていて、私自身の表現したい衝
動が解放されるのを知ったという感じなのである 1 ）。

この観客は、ダンサーが踊るのを見ながら、自分が踊っている錯覚を体験している。いや、この体
験をただ「錯覚」と呼んでしまってよいものか。客席に身を沈めているという意味では、観客の身
体は踊っていない。しかし、観客はダンサーとともに確かに踊っているのである。そのとき彼女の
身体は運動感覚（キネステジア）を発揮している。目の前のダンカンの動きは彼女の運動感覚を引
き出すトリガーの役目を果たしている。すべてのダンスがこのような役目を果たすものとは言えな
いとしても、ダンス体験の主要な要素と想定することはできるだろう。

本プロジェクトで取り上げるロイ・フラーは、ダンカンと同時期のダンサーである。後に私はフ
ラーに独特の光（色）と衣装の重なりが与える独特の感覚について本プロジェクトの「再現」を通
して検討することになるが、ダンス一般の特徴として理解できる彼女の発言を取り上げてみたい。

ダンスとは何か？　それは動き。
動きとは何か？　感覚の表現。
感覚とは何か？　印象によって生み出される人間身体のなかの反応あるいは心によって知覚さ
れる考え 2 ）。

フラーは、ダンサーとは身体の運動を通して観客に身体と心の反応を与えるものである、と考える。
先のダンカンを見た観客の意見からでは出てこなかったものに「心によって知覚される考え」とい
うポイントがある。この点と連続性があると考えられる哲学者スパーショットの見解を見ておこ
う。「私たちがダンスを見ている時に私たちが見ているものとは、以下の三つの事柄のうちの一つ
である。つまり、それはひとかたまりの意味であり、踊る際にダンサーたちが生み出すひとかたま
りの意味である。あるいは、それはひとかたまりの記号であり、意味を具体化する活動中のダン
サーたちから抽出されたひとかたまりの純粋な意味の運搬者である。またそれは実際に関係の中に
ある諸実在としてのそして意味あるものの関係の中にある諸記号としてのものないし人の統合体で
ある。またただ実際の人がことをなしている時に、実在の空間で実在の運動を作り出した時に、私
たちはダンスを見ることができる。」3 ）

主として1960年代から70年代にかけて暗黒舞踏という名の独自なダンスを作り出し、牽引して
いった土方巽は、ダンサーと観客との関係を次のように説明する。

五体が満足でありながら、しかも、不具者でありたい、いっそのこと俺は不具者に生まれつい
ていた方がよかったのだ、という願望を持つようになりますと、ようやく舞踏の第一歩が始ま
ります。びっこになりたいという願望が子供の領域にあるように、舞踏する人の体験の中にも
そうした願望が切実なものとしてあります。びっこの犬が人眼を避けて逃げるのを、子供が石
や棒で追跡して、壁板のあたりに追いつめて、やたらに叩きのめしているのを見ますと、わた
くしはある種の嫉妬を犬に感じます。なぜなら、得をしているのは犬の方だからです。犬が人
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の子を誘惑して、場所柄もわきまえず、あらん限りの姿態をさらしているからです。ある種の
犬は腹の中から腸などを垂らして、それをやっているのです。4 ）

「びっこの犬」とそれを石や棒で追跡する「子供」の喩えで土方は、観客とダンサーの関係を捉える。
ダンカンを見た観客がダンカンとともに自分も踊っているように感じるような（本当はダンカンの
ように踊れるわけではないにも関わらず、故にかりそめの）同等性を生み出すのとは相当異なる非
対称性が、この観客とダンサーの間に生じている。とはいえ、ダンサーが観客を何らかの行動へと
駆り立ててしまう誘惑性を帯びていると考える点では、ダンカンと土方のダンス観は、そう遠くな
いとも言えよう。自由闊達に自分の身体を制御し、躍動するダンスとは対極的に、土方のダンス（舞
踏）は「腹の中から腸などを垂らし」た「犬」のようになって、観客を誘惑する。「あらん限りの
姿態をさらす」とも言われるように、これは切羽詰まった切実な身体の危機的な状態であり、単に

「見せる」というものではなく、（とはいえここで語られるダンサーはあくまで「五体が満足」なの
だから、作為を含みつつ）見られる状態を生み出すものである。観客はそこで、切実な状態となっ
たダンサーの身体を見ないわけにはいかなくなるというのが、土方の想定するダンス体験なのであ
る 5 ）。

土方は「見える」という点から自らのダンスを作り出す芸術家であった。「見える」ことは、単
に観客にとってのことだけではなく、ダンサーにとっても踊りの本質的な出来事であった。土方が
残した未発表草稿には、次のようなテキストがある。

1 、見えることが「くさる」地点からしか姿をあらわさぬもの
　見えることが見えるものの中にとけてしまい
2 、肉体それ自体が滅びていくが故に形をもつという異次元的な思想が舞踏にあった
3 、見えることが腐る地点からしか姿をあらわさぬもの、本当に生命を開くことは、屍になる

ことにむしろ似ている。6 ）

土方の踊りのメソッドには、身体の動きのトリガーとなるイメージをダンサーが心においておき、
そのイメージに動機付けられて身体が動き出してしまうというアイディアが含まれていた。そのイ
メージとなるものはときにハンス・ベルメールやアンリ・ミショーなどの絵画に描かれた身体フォ
ルムであった。こうした絵画を例にすれば、ダンサーは「見えるもの」（絵画に描かれた身体）を
目の前にして（物理的に目の前でなくても心のなかでそのイメージを思い浮かべるのでもよいだろ
う）、そのイメージに体を沿わせてゆく。この体を沿わせることを、土方はここで「見えることが

「くさる」」とか「肉体それ自体が滅びていくが故に形をもつ」とかの表現で指し示そうとしている。
それは、社会的な規範や約束事に日々絶えず縛られてしまっている状況から身体を解放し、別種の
身体性（土方はそれを「屍」と呼ぶ）を獲得するために行われるのである。このテキストはさしあ
たりダンサーのなかで起こることとして記述されている。けれども、これを観客のなかで起こるこ
とと捉えるならば、ダンカンやフラーが考えている観客とダンサーとの関係と、そこに起こってい
る鏡面的な性格という点では似たところがあると言うことができるだろう。「見る事と云う事と鏡
―これはつながっている」7 ）という言葉を、土方は残している。見ることをめぐるこうした体験は、
単なる知識としてダンスを把捉している間は理解できないものである。見る者が自分の身体を介在
させてはじめて実感的に獲得しうるものに違いない。
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ポスト・モダンダンスとも称される1960年代以降に生まれた一連の前衛的なダンスでは、ダンカ
ンやフラーが前提にしていた運動感覚を観客のうちに引き出すような体験とは別の体験が目指され
ていた。例えば、イヴォンヌ・レイナーは、彼女の作品『トリオ A』を見る観客が「見ることの
困難（difficult to see）」を感じるよう、振り付けを行なったと明かしている。2017年度の研究で、
レイナーの『トリオ A』を研究対象にするにあたり、彼女が既存のダンスに対して「否定」の姿
勢を表明していたことを私たちは確認していった。その否定は、これまで確認してきた見る者の運
動感覚に訴えるようなダンスの体験に対しても向けられた。「見ることの困難」とはその端的な表
現と捉えることができるであろう。けれども、その否定のダンスに対しても、私たちは何かを体験
する。そこでの体験の内実とは、感じることの困難さなのかもしれないし、そうやって困難さを生
み出す知的な戦略の味わいなのかもしれない。

2 ．ダンスの美学的研究と記録（再現）の問題
以上、20世紀の主要なダンスのいくつかを取り上げてダンスの体験の内実を取り上げてみた。パ

フォーマンスが研究者の目の前で生じない限り、以上のような美学的研究の対象となる体験は生ま
れない。そのパフォーマンスが原理上、その日その時その場所につどった者のみがアクセスできる
ものであるとすれば、その制約から解放される「再現」の方途を模索するのは、ダンスの美学的研
究を志す場合、必然的なことと考えられる。

ダンスを再現する方法には大きく二つが考えられる。ひとつはダンサーの身体を用いる方法とダ
ンサーのパフォーマンスが記録された動画・写真を用いる方法である。後者は前者の存在を前提に
していると言える。ダンサーがいなければ、いまのところそれを記録する映像メディアがあったと
してもダンスを記録することはできない（ただし、すでに例外は生まれている。人間のダンサーが
不在であっても、例えば、MMD（MikuMikuDance）8 ）などの 3 DCG ソフトウェアがあれば、プ
ログラミングによってキャラクターの 3 D モデルを画面上で踊られることは可能である。またのち
に触れるようなロボットやアンドロイドを踊らせるということも試みられている。現時点では人間
のダンサーと見間違えるほどに性能が高まっているとは言えないとしても、その精度が今後向上す
ることで、人間のダンサー抜きでダンスを生み出す創造的な振付家が生まれることだろう。本論で
は、しかし、これらの方法での「再現」の可能性についてはこれ以上扱わない）。次章で「再現」
の方法を扱う前に、ダンサーと映像という二つの媒体（メディア）の特性についてあらかじめ考察
しておきたい。

身体という媒体（メディア）の特性
身体とはひとつのメディア（媒体）である。メディアが情報（多様な意味合いを含めてこの語を

用いる）の発信者と受信者をつなぐものであるとすれば、身体とは日常的な意味でも、芸能・芸術
のパフォーマンスの分野の諸事象を鑑みても、そのような役割を担っているメディアと言える。こ
のメディアの特徴を、映像メディアとの比較を通して明らかにしてみたい。

ひとつは、身体は年をとるということがある。身体は成長し、老化する。フィルムやレコード盤
なども経年変化する。色あせ、ノイズが発生する。ただし、データがデジタル化している現在、そ
の管理・保存でのデータ消滅の可能性などはあるものの、物理的な経年変化は生じにくくなってい
る。身体はそれと比べると、ひとつの身体があるダンスを踊れる時期というものが決まっている。
20才で名ダンサーとなった身体も80才で同じ踊りは踊れない。
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またひとつは、身体の記録は容易にデータ交換ができないということがある。映像データは、
フィルムの焼き増しをすれば、ほぼ同一のデータをいくらでも増やすことができるし、それによっ
て多くの人々にその記録を知らせることができる。身体の場合、一人が習得したもの（ダンス）を、
別の一人に教えることは簡単ではない。そこにはまた、習得能力の違いや理解の違いも生じる。比
喩的に言い方になるが、ダンサーの身体は、オフライン状態になったパーソナルコンビューターの
ように映ることがある。彼の身体に内蔵しているものを、別の身体にデータ送信することが容易で
はないのである。

またひとつは、身体には個体差があるということである。iPhone の画面に個体差があれば、そ
れは故障であり、欠陥である。しかし、人間の身体は正常な iPhone の画面のように同一ではない。
身体というメディアは、言語的、記号的コミュニケーションのメディアとして活用されるときには、
そのような不便をあまり感じないものであるが、ダンスのような緻密な表現のメディアとして活用
されるとき、その能力差は目立ってくる。この能力差は、有能なエリート的ダンサーと無能な踊れ
ない素人という能力格差として顕在化する場合もあれば、この踊りはこのダンサーでしか踊れない
といった唯一無二性として顕在化する場合もある。後者はダンサーとダンスが密接していて分離で
きないという状態である。こうなると、このダンスの記録保存の期限は、このダンサーが踊れるま
でということになる。翻ってみれば、誰もが踊れる簡易な振付というのは、記録（より的確には継
承）という観点から見ると適切な形式なのであり、盆踊りのようなものの振付は、そのような適切
さを有するものとして見ることができるだろう。

またひとつに、身体は自らを反省する機能を自らのうちに有している。映像メディアの場合、記
録の作業中にカメラを作動させるが、そのとき、カメラを制御する人間とは切り離されている。作
業中に切り離された二つのものが合わさっているとも言えるけれども、作業が終われば、カメラと
カメラマンは分離し、一体性は解消される。ダンスのメディアである身体は、それを制御する知的
な能力と絶えず接触した状態にある。そして、ダンサーはダンスを「再生する」（実際に踊ってみる）
際に、踊っている自分を反省し、吟味し、ときに賞味・鑑賞さえしている。映像は、一旦撮影され
てしまえば、そのデータをそのまま再生することになる。再生の際に、ライブで制御を行うことは
原則としてありえないわけである。他方で身体は、その場でパフォーマンスを生み出す。そうであ
る分、この「再生」では、毎回その内容に変化が生じるのである。その特徴として、多数の「再生」

（同一の振り付けを実践した複数のパフォーマンス）が存在する場合に、決定的なヴァージョンは
どれなのかが判然としない、という問題を引き起こす。

最後にあげるのは、ダンサーの身体というメディアからの情報を観客の身体が受け取るという点
であり、発信と受信を同類のメディアが行うという特徴である。踊る身体と見る身体との間には、
しばしば、共鳴的な関係が生まれる。運動感覚（キネステジア）と呼ばれるが、踊る者の身体動作
が見る者の身体に直接訴えかけ、意識的ではない身体動作を引き出す。この感覚が生じるかどうか
は、ダンスを見る体験にとって重要な側面がある。他方、映像メディア（動画）を通してダンスを
見る場合に、この感覚が見る者の身体に生じないために、ダンスを見ている感覚に乏しいと訴える
ことは、よくあることである。だからと言って、映像メディアに映ったダンスでは、見る者を踊り
に全く駆り立てることができないかといえば、そのようなことはないはずである。マイケル・ジャ
クソンやフレッド・アステアのダンスを肉眼で見たことがないのにも関わらず、私たちは彼らのダ
ンスを称賛することができる。映像にもダンスは映るはずである。また近年、テレビ受像機やコン
ピューター・モニターの解像度が飛躍的に高まっており、そうした進歩がある地点まで達すると、
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実物に見紛うクオリティの映像が生まれるかもしれない。そうなったときに、今取り上げている隔
たりは極端に縮まることになるかもしれない。とはいえ、肉眼でダンスを見る場合と、映像を媒介
してダンスを見る場合とでは、明白な質的違いがあると考える傾向は、現在のところ、相変わらず
強力である。ダンスを収めた映像メディアはあくまでも何があったかの記録であって、鑑賞に堪え
るものではないと、舞台芸術分野の多くの関係者は捉えており、映像メディアを通して、積極的に
自分のダンス表現を発信しようと考える機運は、高まっていない。

「再現」の持つ問題
以上のような特徴が指摘できる身体と映像という二つのメディアであるが、身体が一次的なもの

で、それを記録する映像が二次的なものであることは自明であっても、映像は不要ということには
ならないだろう。身体の記録と再生には独特の難しさがある。経年変化を起こし、データの交換が
容易ではなく、個体差がある。これらのどれをとっても、「再現」する際のオーセンティシティの
同定を難しくさせる要素と言えるだろう。映像メディアには、先に述べたような、運動感覚を喚起
することが難しいという問題がある。とはいえ、映像に記録することによって、細部を何度も視聴
し検討することができ、再現の手がかりを得ることができる。その点で、間違いなく、補完的な役
割を期待することができる。

ところで、「再現」の忠実性というものには、決定的な困難がある。あるソロのダンス作品を作っ
たダンサー本人が踊るダンスであっても、その日の調子によって、出来不出来がある。この日のダ
ンスでは、この作品の上演として不十分ということがある。また、どの日のどの回の上演が正統的
なものであるのか、真摯に検討すればするほど、その決定は困難なものになるだろう。同じダンス
は二度とないのである。厳密に考えてゆけばゆくほど、「再現」というものは不可能な行いである
と結論せざるをえなくなる。

他人の振り付けたダンスを誰かが踊る場合は、「再現」の忠実性という点でさらに問題が生じる。
第二部で取り上げるように、私たちはロイ・フラーのダンスを再現する際に、ダンサーの柊アリス
に協力を仰いだ。彼女がフラーのダンスを踊る際、いつも考えさせられるのは、これはフラーのダ
ンスの再現であると同時に、フラーのダンスの再現を試みる柊アリスのダンスでもある、というこ
とだった。フラーのダンスであると同時に柊アリスのダンスでもあるということは、フラーのダン
スを曇りなき状態で再現しえないということである。この限界は、（先に述べたようなプログラミ
ングによるアニメーションのキャラクターによる再現であれば、この曇りは解消されるかもしれな
いけれども）消し去ることはできない 9 ）。

理論的には無限に遠ざかる点を追求すべきかもしれないけれども、実際にはどこかで平行線が交
わるポイントを置かざるをえない、そうした遠近法の消失点になぞらえるならば、再現とは、理論
的には再現する対象を追求すればそれだけ延々と厳密に捉えようとすることになるけれども、実際
にはどこかでこうした傾向を再現するといった曖昧で、厳密な再現とは言い難いとしても、対象の
再現とある程度言いうる範囲を定めて進めてゆくほかないものである。その意味では、功利的な方
法論を設定しておく必要があるだろう。「再現」の方法を検討する次章で、この点について考察を
深めてゆきたい。
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第二章　「再現」という方法

1 ．ダンスの美学的研究における「再現」という方法について
構成論的アプローチとの比較　「構成論的アプローチ」とは何か

ダンスを美学的に研究するためのダンスの「再現」について、どのような問題があるのかをあら
かじめ検討しておいた。次に検討するべきは、以上の課題を踏まえた上での方法の検討である。し
かし、ダンスの再現に関して、とくにそれを研究の方法として取り入れることに関しては、ダンス
研究はまだ十分な方法的検討がなされているとは言い難い。

そこで私は、工学的研究分野で「構成論的アプローチ」10）と呼ばれる「再現」を用いた研究方法
に注目したい。それがどんな方法であるのか、またその発想をダンスの美学的研究に取り込むとし
たら、工学的研究分野で起きていることとどのような相違が想定できるのかを、ここで考察してお
きたい。

構成論的アプローチの典型的な定義を探すならば『知性の原理　身体性に基づく構成論的アプ
ローチ』のロルフ・ファイファーとジョッシュ・ボンガードによる「作ることによって理解する

（understanding by building）」方法論がそれであると言えるであろう。人工知能を通して知能を研
究する彼らにとって、構成論的アプローチと対極なものとは、彼らが「古典的アプローチ」と呼ぶ
ものである。それは人間の知能を研究する際に、人間の脳とその中央集権的な処理に注目し、人間
の思考とそのプロセスを計算機によって模擬するというやり方である。そのアプローチによって
は、チェッカーやチェスなどの形式的なゲームやエキスパート問題解決システムなどの研究が進め
られる一方で、「どうやって歩き、走り、自転車に乗り、ダンスを踊るのであろうか。常識とはいっ
たい何で、日常の自然言語をどのように理解することができるのであろうか」といった問いに答え
ようとするならば、「脳について考えるだけでなく、知能エージェントの身体と脳がどのように実
世界と相互作用するかを考えなければならない」11）と彼らは考える。すなわち、彼らが構成論的ア
プローチとして重視しているのは、人間が環境との相互作用のなかに生きているということであ
り、知能を考える上での脳に限定されない身体という存在である。

古典的アプローチの場合、常識は「車は妊娠しない」「物体は（普通）空を飛ばない」「コップを
落とせば割れる」などの「命題」として捉えられる。この立場によれば、こうした命題としての常
識を集積し、推論のルールと組み合わせることで常識は表現できると考える。これに対して、構成
論的アプローチは「表象なき知能」「推論なき知能」として知能を見る立場であり、その際に、身
体がどのように時々刻々と変化する環境との相互作用のなかにあるのかを、人間の自然な知能のあ
り方に迫れると考える。より具体的には「構成論的な方法論とは、実際に物理的エージェント（実
ロボット）を作ることによって、知能の性質について多くを学ぶことができるということを意味し
ている。」12）つまり、彼らはロボットという身体をこしらえ上げる（ロボットによって人間の身体
を「再現」する）ことで、環境と相互作用する身体を観察し、研究することを可能にしているので
ある。

日本のロボット研究者の石黒浩も研究方法に「構成論的アプローチ」を取り入れる一人である。
「このような『先にまずロボットやアンドロイドを作ってみて、そこから人間を知る』というアプ
ローチを、『構成論的アプローチ』と呼ぶ。今後の脳科学や認知科学は、この構成論的なアプロー
チを取り込みながら、ロボット工学とより密接な関係を持っていくことになると私は考えている。
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その意味でも、『ロボットやアンドロイドは人間を映し出す鏡』なのである。」13）前述したような環
境と相互作用する身体というポイントと類似していると思うのだが、構成論的アプローチにとくに
石黒が期待するのは、ロボットやアンドロイドに「人間らしさ」を認識してしまう人間の認識の仕
方がこの方法によって浮き彫りになることである。

ところで、石黒のアンドロイドは、非常に精巧に作られているものの、私たちがそれを（一瞬は
そう思い込むことがあるとしても）人間の身体と見間違えてしまうほどではない。その意味では、
人間そっくりのアンドロイドを作ることを「再現」と呼ぶとしても、それは完璧な再現と言えるほ
どではない。それでも、その効果として、私たちはそこに「人間らしさ」を見てしまうことがある。
アンドロイドによって、そのトリガーになっているのは何かを知ることができる。例えば、自分の
娘とそっくりのアンドロイドを作った際、「遠目に見れば、自分の娘にしか見えない」14）アンドロ
イドを抱きかかえるようとして「その頬に顔を近づけると、娘のにおいがした」15）というエピソー
ドを、石黒は紹介している。ファイファーとボンガードの議論が主として認識主体となるロボット
についてである一方、石黒は主として人間の認識客体となるロボットやアンドロイドについて議論
する。石黒にとって「再現」的方法は、再現対象が人間化することだけではなく、再現対象を人間
がどう認識するかを知るのに益するものなのである。ロボットが人間を映す「鏡」というのは、そ
ういう意味である。

石黒があげる再現的アプローチのもうひとつの意義は、こうである。「僕がロボットにこだわっ
ているのは、ロボットは再現性なんですよ。要するに「人間らしいものをつくりました」と言った
ときに、絵や芸術だと「あんたしか描けないじゃん」てことになる。でも、ロボットだったらコピー
できるでしょ、と。絵でももちろんコピーできるんだけれども、絵は動かないし、その一枚だけだ
から。でも、ロボットはいろんなことをやってくれるわけで、それをコピーできるということは、
いわば構成的な科学というか、説明で再現性を与えるんじゃなくてできあがったもので説明性を担
保するような、新しい科学になるだろうなと思ってる。」16）石黒がここで指摘しているひとつのポ
イントは、認識の共有可能性である。ロボットは再現可能である。このことが意味しているのは、
ロボットの反復（複製）可能性だけではなく、ロボットによる認識の脱個別化である。

ダンスという一芸術の再現に向かう私たちにとってさらに興味深いのは、石黒がここで「絵や芸
術」とロボット製作を対比していることである。芸術は一般に、秘私的側面を有している。ある絵
画作品はある一人の画家によってでしか描けないということになっている。そのことが芸術作品に
独特の価値を与える一方で、その作品が内包している認識はそれを生み出した芸術家だけが獲得し
えたものであるとの考え方に、私たちは囚われがちになってしまう。再現性によって、そうした秘
私性から私たちは解放されるというのである。

もう一つ、この発言で石黒が示しているのは、「説明で再現性を与えるんじゃなくてできあがっ
たもので説明性を担保する」というこの方法の特徴であり、そこには体験をひらく力の存在が含意
されている。石黒のロボットは、石黒がそれを抱きかかえようとするときに、それがありもしない

「におい」を感知させた。こうした出来事を与える力、またそれが引き出す体験から認識を引き出
す力が「構成論的アプローチ」には含まれている。

複雑系と進化論を構成論的アプローチで研究する橋本敬の次のような指摘は、この方法の別の可
能性を指し示している。「「作ることにより理解する」という構成論的手法には、一見すると矛盾が
あるように思える。それは「何かを構成するためには設計図が必要であり、設計図を書くためには
その対象を分析し、よく理解しなくてはならない、よって、分析・記述が困難な対象に対しては構
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成的理解も不可能である」という指摘である。しかし、実際はそうではない。〔…〕そして、現在
の状況が実現し得る条件を知ることができるし、条件や初期状態を変えることで、あり得た現在、
あり得る未来について知ることも可能である。」17）ここで強調されているのも、やってみないとわ
からないことを重視する研究のスタイルである。構成論的アプローチでは、モデルを作ることで、
本体ではできなかった条件や初期状態の変更が可能になる。それは、たんに再現の対象（本体）を
知ることができるだけではなく、再現の対象が別の条件、別の初期状態であれば、引き起こしてい
たかもしれない別の可能性を知ることができるわけである。

構成論的アプローチと今回の「再現」との比較
以上のように整理した構成論的アプローチの特徴と本プロジェクトが試みようとする「再現」と

はどのように重なり合い、またどのような違いが見出しうるのであろう。違いに関して言えば―先
に触れたように石黒の考察と関連することだが―、構成論的アプローチは、主として「人間」を知
るための研究方法であるのに対して、「ダンス史に残るマスターピース」を再現する本プロジェク
トは「個別的な作家の才能から生まれ出たダンス」を知ることをひとつ大きな目的としている。「人
間」が再現されることと「ある作家のダンス」が再現されることは、その的の大きさが大きく異な
る。「人間」の再現の場合でも、いざ「人間とは何を指すのか」とカテゴリーを厳密に考えてゆけ
ばゆくほどその特定は困難になることだろう。そこでは「障害」と呼ばれるようなマイナーな身体
は排除され、コモンセンスに訴える「普通の身体」が設定されることになるだろう。他方、私たち
が本研究で試みるのは、特殊性の再現である。ロイ・フラーは多くの模倣者を生んだ。多くの模倣
者とは異なるフラーに固有のもの（フラーらしさ）は一体何であったのか、求められるのはそのよ
うな問いに応答する再現である。そして、この特殊性の再現は、先に身体というメディアの特徴を
検討しながら述べたように、独特の困難さを含んでいる。

両者の重なり合うのは、「再現」を通して体験を引き出し、体験からえたもので研究を進めよう
とする点であろう。見てみなければ気づけないことを重視することであり、ゆえに「再現」された
ものを体験する身体のなかで起こることこそ、他の何にも増して研究の資源になる。

2 ．「再現」がひらく体験
この「体験」という側面にもう少しこだわってみたい。構成論的アプローチと呼ぶに足るような

厳密な研究方法とは言えないものであるとしても、自分の身体を通して自分とは異なる存在になっ
てみることで、自分とは異なる存在を知り、また自分という存在を知る顕著な試みに、本プロジェ
クトにとっての先駆的試みとして捉え、目を向けてみよう。

例えば、トーマス・トウェイツは『人間をお休みしてヤギになってみた結果』でヤギになってみ
た。トウェイツは専門的な研究者ではない。彼は、ヤギになるためにシャーマンに会い、ヤギ行動
学のエキスパートに会い、神経科学者に会い、動物の身体構造の専門家に会い、義肢装具士に会う。
人間がヤギになることは（何をどこまで厳密に考えて再現とよぶかによるが）不可能である。しか
し、その不可能性に突き当たりながら、ヤギという存在をめぐる多様な専門家の視点に触れ、そこ
からヤギとはどんな存在であるのかを浮き彫りにすることには価値がある。こうした実践者に専門
知へのアクセスを促し、体験を与える再現という方法は、研究のみならず教育に大きな力を与える
ことになるであろう。ヤギを山地で育てている農家に協力してもらい、四つ脚になってヤギととも
に時間を過ごした後、トウェイツはヤギなべをご馳走になる。「僕はカニバリズムを楽しんだわけ
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だ。ちょっとつらいけれど、草以外なにも食べずに 1 日を過ごした後で、そのシチューは本当にお
いしかった。つらい。でもおいしい。ああでも、本当につらい。でも、ほんとうに、本当においし
い。」18）こうしたジレンマに遭遇することは、教育において非常に重要な機会となるに違いない。

クリスチャン・ザイデルは『女装して一年間暮らしてみました』（サンマーク出版、2015年、原
書初版2013年）で女装して暮らした日々を研究対象にした。これも、自分の身体を通して「女性」
を作り（再現し）、女性らしさと男性らしさを理解する試みである。ザイデルはまず自分に女装を
施す。そして女装した自分を見て人がどう反応するのかを観察し、そこに人々が囚われている「男
性らしさ」「女性らしさ」の実相を見出してゆく。「私は、男性がもつ女性らしさ、つまり『男のな
かに潜む女』について“論じる”だけでなく、自分の体で“体験”してみようと思ったのです。」19）

「初めてのストッキング」「初めてのおっぱい」「初めての化粧」「初めてのハイヒール」という本
書の最初の方の章に付けられたタイトルから明らかなように、ザイデルは自分が女性らしいと思わ
れているアイテムを身につけてみる「体験」に着目し、そのときに自分が何をどう感じたのかを
次々とレポートしてゆく。「テストを兼ねて、ストッキングをはいたまま、もう一度川へ向かって
みた。まさに筆舌に尽くしがたい体験だった。寒さをまったく感じない。それは人生で最高の散歩
となった。〔…〕なんと実用的なんだろう。〔…〕それだけではない。精神的にも、それまで感じた
ことがないようなやさしく満ち足りた気分になっていた。壊れやすい強さとでも言おうか―そう、
僕は女性らしい感覚に包まれていた。」20）自分の身体を通して「女性」を「再現」してみること、
それはこのような未知の体験を被験者にひらくことである。このような体験の可能性をひらくこと
が、「再現」が持つ固有の力であると考えられる。

3 ．アダプテーションと「再現」
近年、日本では人文的な作品研究の分野でアダプテーションという概念が積極的に議論の対象に

なっている。本プロジェクトは、必ずしもアダプテーションの議論の圏域と一致しているわけでは
ないものの、とくに教育や作品創造という側面に関わろうとする際に、アダプテーションの傾向を
持った再現の取り組みは、有意義な成果を生み出せるのではないかと予想する。

アダプテーション概念の今日的展開で興味深いのは、かつては再現における「忠実性」が重視さ
れていた従来のアダプテーション批評に対して、近年の傾向は創造的な解釈や翻訳の方法としてア
ダプテーションを捉えるところがあるという点である21）。そこには、忠実性は究極的には不可能で
はないのかという認識と、忠実性を重視する際の一種の原作信仰から創造的活動を解放するという
狙いがあると考えられる。例えば、大橋洋一は「古典の一字一句間違えぬ『引用』であっても、そ
の『引用』は、読者の力によって、同時代文学に変容をとげる。『引用』というものはありません。
あるいはアダプテーションされない生のテクストというものもありません。すべて変成作用を受け
る、アダプテーション作品となるということです」22）と述べ、「生のテキスト」や一点の曇りなき
透明な「引用」というものは存在せず、「引用」されれば原作と同一のテキストであっても、とく
に受容（ないし読書行為）という側面を重視するとき、古典とその引用は、それがそのままの引用
であっても異なったものであり、引用に生じる「変換作用」を読者は無視することができないとし
た。こうした立場には、ロラン・バルトの考えた「作品」から「テキスト」への思考の転換が大き
く作用している。それ自体として自律したものと捉えられる作品とは異なり、テキストは読まれる
ことによってその意味が特定されるものである。そこには読者の読みが介在する。そして、テキス
トは読みの翻案的あるいは翻訳的な解釈行為にさらされていることが明らかになる。
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大橋は、そうした出来事を無視した「忠実性」が存在するとの考えは一種の信仰的な振る舞いで
あるとみなす。大橋は、演劇実践を例にあげ、そこには「神学構造」と「脱神学構造」という二つ
の再現（上演）が存在するとみる。演劇実践における「神学構造」とは、再現（上演）に際して神
たる劇作家の言葉を忠実に具現化しなければならないと考える志向である。それとは異なる再現

（上演）の「脱神学構造」について、大橋はこう捉える。「しかし同時に、演劇ほど、たとえ原作者
がどれほど細かな指示を残していようが、あるいはト書きの指示が少なく演技者の解釈あるいは観
客の想像力に完成が委ねられていればなおさらのことですが、最終的完成が、作者の側ではなくて
受容者の側にゆだねられ、演出者・演技者そして観客の自由な会社に開かれていることが可視化さ
れているジャンルはほかにありません。」23）

リンダ・ハッチオンは『アダプテーションの理論』を「人間の想像力の働きにおいて、アダプテー
ションは典型的なものであり、例外ではない」24）との一文で締めくくっている。真正性や忠実性で
はなく、想像力が縦横無尽に発揮されることこそ望ましいと考える立場が、アダプテーション概念
を積極的に志向しているのである。

本プロジェクトはその一部に、再現を通した研究を元手として、各研究者による発展的再創造の
機会を準備している。そこではフラーやレイナーのダンスを再現する「忠実性」のベクトルは異な
り、もしこのような条件が変わったらフラーやレイナーに基づくもののそれとは異なるオルタナ
ティヴなダンスが生まれるのかという探究を行う。その場合には、このアダプテーションの積極的
な理解は、本プロジェクトにとって刺激的な手がかりを与えてくれるだろう。

4 ．「トレース」の先行事例から学ぶこと
近年、日本のいわゆるコンテンポラリー・ダンスと言われる分野における顕著な試みの一つに、

「トレース」がある。これは、振付家・手塚夏子が2000年代に「プライベートトレース」という呼
称で始めた一連の活動、またパフォーマーの川口隆夫が『大野一雄について』というタイトルの作
品で行ってきたこと、また舞踏家・向雲太郎が土方巽や室伏鴻に対して行ったアプローチ、こうし
たものを代表的な試みとしてあげられるような、興味深いトライアルを指している。

彼らの「トレース」の取り組みを理解することで、私は「再現」という方法が持っている可能性
と同時に困難さを知ることができると考えている。

以前、私は BONUS の活動のなかで上記した三人を招聘して、イベントを行ったことがある。
2016年 9 月12日に「手塚夏子の三夜」というイベントの一環で「トレースをめぐって」というタイ
トルのトーク・イベントであった25）。私は、冒頭で「トレース」がダンスやパフォーマンス・アー
トに与える意味を次のように三点に整理した。

a.	 徹底的に非主観的な実践であること
b.	 他者を受け取る・継承する作業であること
c.	 「アーカイヴ」と関わるものであること

まずこの三点を通して、「トレース」がもたらす再現の可能性を掘り下げておきたい。

徹底的に非主観的な実践であること（a.）
「トレース」は、振付家ないしダンサーの個性や主観性を一旦キャンセルし、徹底的にトレース
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の対象に自分の身体動作の原因を限定することである。例えば、手塚夏子は、 3 分程度のごく短い
家族の会話をビデオカメラで記録し、そこに映った夫の身体の状態（動画は低速ではなく 1 ／ 2 倍
速）をトレースする作品の上演をしたことがある。手塚夏子はそのとき、徹底的に夫の身体の時々
刻々と変化するポスチャーを自分の身体で演じる。いや、ここで「演じる」とはあまりこの試みを
説明するためにはふさわしくない言い回しであり、だからここに「トレース」という言葉を用いる
必要が出てくるのである。そこには「自分らしい表現」といった意図性やそこに含まれる個や主観
をさし挟む余地があらかじめない。むしろそうした要素はトレースにとって、余計なノイズであり、
少なくともさしあたってはずは消去されるべきものとなる。手塚は「ダンサーの一人は途中で逃げ
たりしました。こんな動きを気持ちよくやれるはずはないので。苦行でしかない。『五ミリ違う』
とかいうことを言われ続けるのですから。」（手塚　9:25）と、最初期にダンサー三人にトレースを
実践させたときのことを振り返った。

川口隆夫もまた慎重に自分という存在を外そうとした。大野一雄の踊りの方法論とは相入れない
ものであるとしても、自分という存在が介在してしまうことを「いけない」ことと考えるような「ト
レース」の倫理のごときものに川口は従ったというだろう。「大野の魂をコピーするのに形から入っ
ていって、大野さんが感じていたであろう『胎児』とか『宇宙』とか『お母さん』とか『死者とと
もに踊る』ということとかイマジネーションの部分は保留にしたんです。そうしないと、どうも気
持ちを先に入れてしまうと、気持ちが自分の体の形になって出てきてしまう。それが一番いけない
ことかなと〔思っていた〕。それは極力捨てて、形だけを真似ようとした。」（川口　49:00）

他者を受け取る・継承する作業であること（b.）
「トレース」という言葉は、「形跡」「痕跡」などを意味し、動詞で用いられる際には「たどる」「写

す」という意味を持つ。写真におけるフィルムが対象の痕跡を写し取るように、「トレース」を行
おうとするダンサーは写す対象の痕跡を探し、それをたどることになる。それは徹底的に他者にな
ろうとすることである。手塚夏子は夫をトレースすることで、夫の心の悩みに向き合うことになり、
その悩みが内在化してしまったと話してくれたことがある。手塚が行ったことはあくまでも映像に
記録された夫の外観の模倣に過ぎないのであるが、それを行うことは、彼の内面にアクセスするこ
とでもあったというわけである。

多くの場合、舞台芸術や芸能が身体を通して行うのは「習うより慣れよ」と言われるような修得
であり、外側にある規則を内側に宿すことである。このトレースの狙いは、自分のものにする、体
得することとは対極の思考であり、徹底的に慣れないこと（自分のものにしないこと）を志向する
ことになる。身体に他者性が温存し続ける。その上でそれは、単に他者に自分の身体が出会ったと
いうことではなく、他者に出会うことを通して自分の身体を観察し（なぜこの身体のポーズを取っ
たのか、このポーズを取ったときに内臓はどんな状態になるのか、それはどんな心の状態を表して
いるのかなど）、そうして自分の身体を発見することにもなったと、手塚は言う。

「アーカイヴ」と関わるものであること（c.）
ダンサーの身体は、それ自体がアーカイヴ的な性格を有している。映像や舞踊譜によって記録す

ることだけではなく、ダンサーは自分の身体によって、自分の身体が過去に生み出した踊りを再現
することができる。本人が創作した作品を、本人が踊る場合、本人にしかわからない作品の細部を
めぐる情報がその再現には含まれていることであろう。本人の癖や独特の身体感覚がそこに情報と
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して現れる。このことには、それ自体として重要な価値がある。ただし、先述してきているように、
再現には、個人の枠を超える側面があり、この超越が生む損失は無視できないとしても、それに
よって得られるものに価値を見出す必要もある。身体を通して、他者の身体が引き起こした出来事
をアーカイヴしてゆくこと。それは、あるダンスの共有化を社会の中で実現する一つのやり方とし
て、とらえかえすべきことであろう。

さて、その方法をめぐって手塚は興味深い発言をしている。「形は言葉で指示をする感じで、そ
れを全部楽譜みたいに文字起こししたものを見ながら、読みながら、やりました。〔三人でユニゾ
ンで踊るには〕速度を揃えなくてはならない。出演した山縣太一くんが考案してくれたのが、歌に
することでした。歌といってもメロディーはないんだけれど、節がある言葉とかで『シュワッチ』
とか、覚えやすく、言葉に従えばこうなるといったもので、タイミングを作っていった。」（手塚　
11:57）どうすれば、「トレース」のレヴェルで動きを身体のうちに記録＝記憶することができるの
か、それはとても困難で過酷なことである。川口も先述のように、大野の動きの習得に徹底して、
大野のイマジネーションの動きは意図的に無視したとのことだが、そうした記録＝記憶をめぐる変
容それ自体が、芸術創作やその共有という点に注意を向けるのに、重要な示唆を与えてくれるに違
いない。

「トレース」という方法がもたらすもの
彼ら三者が「トレース」に取り組んでいるのは、それによって新たな作品を創作するためである。

それは私たちが「再現」を通して行おうとしていることとは必ずしも一致しない。ただし、そこに
は示唆的な点が多く、彼らの発言を通して、「トレース」の可能性をさらに追及しておきたい。
「トレース」は、新しいタイプの舞台創作を可能にする。「〔初演時の観客からの〕感想としてた

くさんいただいたのが、当然すごい〔大野一雄と〕違う、似ているなんてものではないのは心では
分かっているんだけれども、でも川口隆夫が踊っていると途中から大野一雄の像に錯覚で見えたり
して、大野一雄の記憶と今見ている川口隆夫の動いている様が交錯する感じになってくる。その頭
の中で起ることがすごく面白いなあというのが、やってみてこの作品のエッセンスになるのかなあ
と思っていることです。」（川口　46:00）大野一雄の踊りを記憶している人たちは、川口のパフォー
マンスをトリガーにして、大野を見た記憶を呼び覚ましてゆく。川口のパフォーマンスが「再現」
に程遠いと思いながらも、そうした記憶の呼び覚ましが生じるところに、この試みの興味深い点が
ある。このことが生じるのは、大野のダンスを肉眼で見たことのある人たちと言うべきであろう

（もちろん、映像でしか見たことのない人でも微弱にはそうしたことが起こるのかもしれない）。す
ると、見た経験のある人は、自分の身体のうちに「大野一雄」をアーカイヴしており、その記録＝
記憶が利用された作品ということになるのであろう。しかし、その記録＝記憶が検索され、手元に
呼び出されるためには川口の身体動作という「トリガー」が必要であり、川口の身体動作が「トレー
ス」と言えるほどの精確さを有している限り、そのパフォーマンスは「トリガー」としての力を帯
びることになる。

「偶像破壊」という側面（ダンス受容への刺激）
川口の身体動作によって、大野一雄の記憶が喚起されてしまうという事実は、冒涜的な側面を

持っていると言えるかもしれない。「あと『大野一雄について』というタイトルを思いついたとき、
しめしめと思った。それは、偶像破壊、大野一雄という伝説的な神話がダンス界、舞踏界に広がっ
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ていて、それを突っついてみたら面白いんじゃないかということがあった。」（川口　44:00）これ
は「偶像破壊」であるのみならず、大野という偶像で遊ぶ言わば「偶像遊戯」である。向雲太郎は

「憑依させる対象というのはなんでもよいはずなのに、それはやっちゃいけないっていうようなタ
ブーというのはおかしい話」（向　1:12:00）と発言している。向は大駱駝艦に所属していた舞踏家
である。それだからこそ、舞踏が持っていく特殊な力をよく認知している。彼によれば、舞踏は憑
依をその方法として持つ踊りである。「自分の体をメディア（媒体、媒介、媒介物）にして見せる。
それは何かを憑依させる。それはまさに舞踏の手法。」（向　1:10:00）そう考えると、舞踏はその方
法の中にすでに「トレース」のアイディアが含まれているのである。見る者の心の中にあるイメー
ジにアクセスし、しかもそれを解体するのが舞踏という踊りの特性である。彼が土方巽をトレース
して踊ったとき、客席から靴が投げ込まれたという伝説的な逸話がある。客席の怒りは、舞踏がそ
もそも有している怒りかもしれず、それはそもそも舞踏が有している「トレース」的性格が引き出
すものと言うことができるであろう。

もう一点は、「トレース」は研究を促すという特徴についてである。「70分の映像をトレースする
ということにして、それを二ヶ月弱でやらざるを得ず、いっぱい取りこぼしながら、思い込みも
いっぱいあって、またチェックするシステムを持っていなかった、つまり、誰かに見てもらってと
いうのもできず、一人ぼっちの作業でなかなか厳しかったんですけれど、で、それが2013年の 8 月
で、何回か再演をし、今年から来年にかけてツアーができるようになった。やるたびやるたびに更
新して、練習していって、そうすると精度をあげていかなくちゃならない。すると、細かく細かく
見るようになる。今まで見えていなかったものが「こんなことしていたんだ！」って発見が毎回す
ごくあって。今まで何見ていたんだろうってことがいっぱい出てくるんですよね。」（川口　37:00）
トレースは、単にある振り付けが踊れるという次元を超えて―「トレース」という視点を媒介して
しまうと、ただ踊れるというのは、踊れているように見えるという慣習的で錯覚的な次元に成立し
ていると見るべきかもしれない―、より客観的なものへとアクセスする試みである。このことが、
新しい研究の方法のみならず、新しい創作の方法を生み出す可能性を無視することはできない。向
も臆見を排除することになる「トレース」の側面を、こう述べている。「振りを起こす作業をやっ
てみると面白いのは、土方巽は形の人で内面があまりないと言いますけれど、感情とか入れないと
か、映像をじっくり観察していると、笑みがこぼれていたりとか、結構表情豊かなところがあって
すごく不思議な、面白いなあと思って。〔…〕『突っ立った死体』とか言うけれども、理想はそうな
んだろうけれども、どこかで生々しさがあったりとか、発見だし。面白かったし。」（向　1:16:00）
「トレース」という試みは、研究においても創作においても発見をもたらす創発的なものである

ということが、以上の分析から明らかになった。本研究が試みた再現と、彼らが実践した「トレー
ス」とは正確に一致するものではない。ただし、「トレース」の可能性をあらかじめ開いておくこ
とで、再現が持ちうる可能性の地平を示しておきたかった。
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第二部　実践編

第三章　ロイ・フラー「サーペンタイン・ダンス」再現プロジェクト
1 ．プロジェクトの経緯
動機

第二部では2016年度のロイ・フラーの「サーペンタイン・ダンス」の再現プロジェクトと2017年
度のイヴォンヌ・レイナーの『トリオ A』の再現プロジェクトの経緯を明らかにする。

まず、本章では、ロイ・フラーのプロジェクトの過程と成果を振り返り、考察を行ってみたい。
なぜロイ・フラーを最初の「再現」で実践してみたいと考えたのかと言えば、フラーのダンスこ

そ肉眼視したときに初めてわかることがあるように思われたからである。フラーのキャリアはモダ
ンダンスの黎明期に位置し、その舞台はダンス芸術の世界のみならず、多くの他の分野の芸術家に
大きな影響を与え、彼らがフラーを鑑賞した際の感想が後に見るように多数残されている。そこに
刻印されている数々の感動は、想像を絶するところがあり、なぜ彼らがそれほどまでにフラーに誘
惑されてしまうのかは非常に謎めいている。

またフラーを肉眼視してみたいもうひとつの点は、当時は非常に画期的であった、また今日にお
いては現代的な要素とも言えるテクノロジーと組み合わされたダンスを生み出したというところに
ある。フラー本人は、自分のダンスについてこう整理している。

私が創造した新しい何か、光と色と音楽とダンスで構成された何か、とくに光とダンスとで構
成された何かが徐々に認められてきたときに、私が思ったのは、逸話に満ちてピクチャレスク
でもある観点から、私が創造したものを考えると、いくつかのよりまじめな言葉でもって、私
の考えが私の芸術と相関しているものだけを説明し、そしてどのように私が自分の芸術を考え
ているのかを単独にまた他の諸芸術と関係づけて説明するのがふさわしい、ということです。
あまりに生真面目すぎると見えたら、あらかじめ謝っておきます。26）

「光と色」とあるのは、当時としては先端の科学技術と言っても良いであろう照明技術が可能にし
たものである。それがたっぷりのドレープを携えた衣装のうねりに投げかけられる。今日であれば、
プロジェクション・マッピングと呼ばれる技術を用いた、例えば、Perfume の2013年にカンヌラ
イオンズ国際クリエイティヴィティ・フェスティバルで披露されたパフォーマンスは、フラーと連
続する試みの一つと言えるであろう。このテクノロジーと肉体の運動（ダンス）とが重なり合った
ときに、それはどんな刺激を見る者に与えるのか。以下に見るように、ダンカンはフラーのダンス
に自然を連想している。先端のテクノロジーが喚起するものが自然であるということに、端的に驚
いてしまう。Perfume のパフォーマンスを見ても、自然を連想することは、私にはない。なぜ、
フラーの場合、そのようなことが起こるのか。これはそれを肉眼視したときに初めてわかることで
あるのかもしれない。
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ロイ・フラーのダンスの美学的焦点
さて、以上のような動機を説明したので、かつてロイ・フラーのダンスが観客にどのような感性

的な体験を与えるものであったのか、次はこの点を、フラーの自伝での記述とともに当時の観客が
見た印象を彼らのテキストを頼りにしながら、明らかにしておこう。あらかじめ私は、以下の 3 点
に、その特徴があると指摘しておきたい。

・催眠的性格
・光（色彩）による身体（衣装）の変容
・テクノロジーとダンサー（＝身体＋衣装）の掛け合わせ

第一の「催眠的性格」であるが、彼女が後の創作に関わる布のアイディアに思い至ったきっかけ
に、「催眠」というモチーフがあった。1891年、フラーは『クワック M.D.』という演劇作品に出演
することになる。フラーの自伝から稽古場でのやりとりを見ておこう。

私たちが作業を始めると、劇作家が芝居にひとつのシーンを加えるアイディアを思いついた。
それは、クワック医師が若い未亡人を催眠術にかけるというシーンだった。その頃、催眠術は
ニューヨークでとても人気になっていた。そのシーンに大きな効果を与えるのに、彼は非常に
甘美な音楽とぼんやりした照明を求めた。私たちは舞台の電気技師に、抑制された雰囲気を演
出するため、フットライトとオーケストラのリーダーのあたりに緑色のランプを灯すようにお
願いした。次の大きな問題が私の身に着ける衣裳だった。私は新しい衣裳を購入する余裕がな
かった。〔…〕小さな宝石入れから私は、蜘蛛の巣に似た、軽いシルク素材の布を取り出した。
それはスカートだった。27）

ここですでに、衣装のこと、照明のこと、音楽のことなど、フラーのダンスにとって不可欠の要素
が思案されていることがわかる。フラーは、劇作家の思いつきで小さな役をえて、次のような形で
出演を果たしたという。

　彼〔医者〕が腕を上げた。〔それに応じて〕私は自分の腕を上げた。暗示の影響のもと、彼
が行う光景にうっとり（少なくともそう見えた）として、私は彼のあらゆる動作に追随した。
私の衣服はとても長くて、絶えずそれを踏みつけてしまったほどで、また機械的に私は衣服を
両手でつかみあげて、自分の腕を宙へ浮かせた、そうしている間中、翼のはえた精霊のごとく、
私は舞台の周りをふらふらと飛び回った。
　観客から突拍子のない叫び声が聞こえた。「蝶蝶だ、蝶蝶だ！」私は歩みを進めて、舞台の
端から端へと走った。すると、二度目の叫び声が聞こえた。「ランの花だ！」
　驚いたことに、絶えまない拍手喝采が溢れはじめた。医者はずっと、足早な歩みで、舞台の
周りを静かに動き回り、私はより一層足早になって、彼に付き従った。
　遂に、恍惚とした状態で立ちすくむと、私は自分の身を彼の足元に倒して、完全に光の塊の
なかに包まれた。28）

これは発端であり、またフラー本人の演出の中で行われた上演ではない。とはいえ、多くの興味深
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い出来事がここですでに生じている。衣装を掴んで腕を振り上げたとき、観客がそれを蝶やランの
花への変貌として見たことは、後に論じよう。その前に、ここにはある種の催眠の状態が漂ってい
た。舞台上で医師が患者に施した催眠はもとより、それを見る者の中にも催眠的な作用が生じてい
たことだろう。それなしには、変容も十分な効果をもたらさないことだろう。

次にその変容に関して考察してみよう。当時の反応の一事例として、ジャン・コクトーのテキス
トに注目してみたい。「私が万博で覚えているのはただひとつ鮮やかなイメージだ〔…〕ロイ・フ
ラー〔…〕太っていて醜いアメリカ人女性がガラス張りの台座の上に立ってしなやかなシルクの大
きな波立ちを操っていた〔…〕翻したり、掲げたり、消滅させたり、振り回したり、浮かばせたり
などしながら、光と布の無数のランの花々を創造した。私たちは皆でこのダンサーを歓迎しようで
はありませんか、彼女は時代のファントムを創造したのです。」29）さらに、同時代に活躍したイサ
ドラ・ダンカンは、フラーのダンスをこう述懐している。「私たちの目の前で、彼女は色とりどり
の輝くらんの花になり、波間に揺れて流れてゆくいそぎんちゃくとなり、最後はらせん形のゆりの
花へと変身していった。まさに、マーリン（アーサー王伝説のなかの魔法使い）の魔術であり、光
と色と揺れ動く動作の魔術師だった。なんというすばらしい天才なのだろう！　ロイ・フラーをい
くらまねしても、彼女の才能のほんの一片でも表現することはできないだろう。私は我を忘れてい
たが、これは二度と繰り返すことができない自然な動きの噴出であることに気がついた。彼女は自
分自身を観客の目の前で何千もの色彩豊かな幻影に変えたのだった。」30）ダンカンが伝えてくれる
のは、フラーのダンスが変容を繰り返すさまである。「らん」から「いそぎんちゃく」へ、そして
さらに「ゆり」へ。これを、ダンカンは「魔術」と呼んだ。

ダンカンはこれを比喩的な意味合いで述べたのかもしれないが、事実、フラーが試みたことは文
字通り「マジック」として受け取られていた。アルバート・A・ホプキンスの『マジック　トリッ
ク写真を含めた舞台イリュージョンと科学的転用』（1901）には、第 3 巻「劇場における科学」の
第 4 章「劇場の秘密」の中に「スカート・ダンス」と題された項目がある。この章には他にも、電
気じかけのトーチや「電気的宝石」と称されたオブジェが紹介されている。図には「電気的宝石」
が頭上や胸のあたりに施された衣装を身につけてポーズをとるダンサーが描かれている。そうした
中で「スカート・ダンス」を論じたホプキンスは「このダンスはミス・ロイ・フラーによって有名
になったものであり、彼女の名声は今や世界規模である」31）とした。フラーは当時、多くの模倣者
に悩まされた。ダンカンも指摘するようにフラーは傑出した存在であるかもしれず、彼らと同類に
扱われることをフラーは決して望まなかった。とはいえ、「スカート・ダンス」とひとくくりにさ
れたとき、その形容はこれまで私たちが見て来たフラーのありさまと大きな変わりはない。「〔ダン
サーの身につけた〕薄もやのような（filmy）ベールは純白である。しかし、ダンサーが舞台床に
続く通路を進んでゆくと、そのベールは炎のような赤へと変わり、その火炎は、まるで風が吹き付
けているかのように、揺らめく。」32）さて、当時のマジックの一傾向として、タイトルにもあるよ
うに科学の転用があっただろう。「スカート・ダンス」はダンスの問題であるだけではなく、同時
に技術の問題でもあった。「技量のしっかりしたオペレイターがこのプロジェクターには絶対に不
可欠である」33）と、ホプキンスは技術者の重要性を指摘している。フラーのダンスには、ダンサー
の身体だけではなく、その身につける衣装、またその衣装に映写する光と色といった複数の要素が
不可欠であり、またそれらの要素が十分に力を発揮するためには、複数の優れたクリエイターの存
在が必要だということが見えてくる。

未来派もまた、フラーが芸術にテクノロジーを導入したことに注目した。「われわれ未来派の徒
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はロイ・フラーや、黒人たちのケイク・ウォークの方をむしろ選ぶ（電燈の光や機械性の利用）」（未
来派的ダンスの宣言）。なかでもジーノ・セヴェリーニという画家は、直接的にフラーを自らの絵
画の主題にしたことで知られている。例えば、『蛇の踊り（Danza Serpentina）』（1914）には、円
の形状が多用されるところにフラーらしさを感じるとともに「TTATTATTA」などの文字があち
こちに散りばめられている。これは銃撃の様子をオノマトペにしたものであり、とてもにぎやかな
作品である。戦争を賛美した未来派らしい連想であるとして、注目したいのはこのフラーのダンス
＝戦争として両者を「等号」を付加する仕方で理解しようとする姿勢である。これは、セヴェリー
ニの絵画理論にとってとても重要なポイントになっている。『海＝ダンサー』（1914）という作品で
は、ダンス（ダンサー）は海と「等号」で結ばれている。この「等号」をめぐって、セヴェリーニ
は「造形的等価物（plastic equivalent）」という概念を通して思考を展開している。彼はそこに「感
情を喚起する諸形態（要するに感情や直観から生じる諸形態）の同時的な表現」と「心に抱かれた
諸形態（要するに画家自身の記憶が現象を理解するのに付与する衝撃から引きだされた諸形態）の
同時的な表現」34）という、 2 つの形態の同時的な表現を想定しており、何かが同時に別の何かと等
価な造形的力を有しているというあり方に、絵画で迫ろうとした。

もしこれがフラーのパフォーマンスによって動機付けられているのであるとすれば、フラーがパ
フォーマンスの中で示す変容の絵画的応用と見ることもできるだろう。

セヴェリーニはもうひとつ、興味深い考察を残している。彼の『ザ・イエロー・ダンサーズ（The 
Yellow Dancers）』（1911-1912）に端的に示されているように、セヴェリーニはダンスにおける照
明の効果を探求している。この絵画で彼は、ダンサーの身体（が表象されているところを見るとこ
のダンスはフラーのものとは言い難い）がカラフルな光に輝き、それによって元の身体のフォルム
が奪われて、身体が断片化してしまっているところに着目している。セヴェリニーはそこに光によ
るものの脱物質化を見ている。「光がここではものや人びとを脱物質化させるために用いられてい
るのは明らかである（X 線の発見はそれと直接的に関係する）。」35）フラーのダンスには独特の「脱
物質化」の仕掛けがあるように思われる。それはひとつに、衣装の運動が引き起こす脱物質化であ
る。ただし、そこにもうひとつの光による脱物質化が伴ってはじめてそれは作用する（そう今書い
たが、こう書けるのは、本プロジェクトを終えて、この脱物質化の過程を実際に体験できたからで
あると断言できる）。

フラーもまた独自な視点からこの光による脱物質化を考察している。ひとつは、明確に脱物質化
に言及しているわけではないが、ノートルダム大聖堂を訪れた際の、光とそれに照らされた布のエ
ピソードである。大聖堂の中に施された数々の建築物や装飾物に感動したことに触れた後、フラー
はこう続ける。

しかし、他の何よりも私を魅了したのは、側面の薔薇窓の壮麗なガラスでしたし、それ以上に
魅力的だったのは、これらの豪華な窓を通過した結果として、教会のなかで多様な方向に強烈
な色彩を放ち揺らめいていた太陽光線でした。私は自分がどこにいるのかすっかり忘れてしま
いました。ポケットからハンカチ、白いハンカチを取り出すと、色鮮やかな光のビームたちの
なかでそれを振ってみました。それはまるで夕方に、シルクで出来たものを反射鏡の光線のな
かで振ったときみたいなことでした。36）

これがいつの出来事であったのか、自伝には明記されていない。しかし、このような経験の積み重
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ねが、あのような表現を生み出したことは想像できる。もうひとつは、『クワック M.D.』が上演さ
れた時期のこととして記されている自宅の部屋でのエピソードである。

窓と丁度向かい合うように鏡がおかれていた。長い黄色のカーテンが垂れ下がっていて、その
カーテン越しに、太陽は琥珀色の光を部屋に落としていた。その光は私を完全に包み込み、半
透明の効果を与えつつ、私のガウンを明るくした。黄金色の反射がきらきら光るシルクの襞を
演出し、この光のなかで、私の体はぼんやりとした輪郭線で曖昧にあらわされた。37）

彼女はこれを「偉大な発見」38）と述懐している。なるほど「半透明の効果（a translucent effect）」
を知ることなしに、フラーのダンスは実現しなかったのだろう。太陽光、それが差し込む窓の黄色
いカーテン、さらに窓に向かい合う（太陽を反射させる）鏡、これらが合わさり、光がフラーを包
み込む。それは、フラーの身体を曖昧にあらわすのに貢献した。

以上、フラーの試みを「催眠的性格」「変容」「テクノロジー」の観点から見てきた。それらは複
雑に絡まり合いながら、極めて個性的な新しいダンスとなって当時の人々を魅了した。ただし、私
たちの多くはこのダンスを肉眼で見たことがない。以上の考察はあくまでも、残されたテキストか
ら類推される感覚を予想したものでしかない。そうは言うものの、実際にはどう感じるのか、この
問いとそれを満足させるための探究がダンスの美学的研究には必要である。

もしこのダンスを肉眼で見るとしたら、どのような条件が必要となるのだろうか。それを具体的
に考え、またその条件を満たして、このダンスを肉眼で見ること、それを中核において、本プロジェ
クトを企画した。

2 ．プロジェクトの構成と過程
プロジェクト・メンバーについて

プロジェクトのメンバーは、ダンサーに柊アリス、劇場空間の研究のために日本女子大学の宮晶
子、またダンス研究の分野から日本女子体育大学の高野美和子（と同分野の研究者として日本女子
大学の木村覚）を中心に構成した。後に衣装製作の協力者として池田木綿子（Luna Luz）氏に加
わっていただいた。照明にはコンテンポラリーダンスの舞台などで活躍している宇野敦子氏に協力
をお願いした。当時東京藝術大学の大学院生であった木村絵里子氏にも参加してもらった。木村氏
には、フラーのダンスを今日の芸術創作に応用するための方途を探ってもらうよう依頼した。また、
この研究を教育の観点からも考察したく、日本女子体育大学の学部学生に研究会に参加してもら
い、再現プロジェクトが教育に与える効果を検討できるようにした。

そもそもこのプロジェクトの発端は、柊アリスとの出会いであった。2014年の年末に漠然と私は
BONUS のイベントの中で、フラーをテーマとするクリエイションのプロジェクトに着手すると公
言した。それに反応して、柊アリスが私にメールをくださった。柊アリスはすでにロイ・フラーを
模した衣装を自作しており、振り付けの点では忠実な再現とまでは言えないにしても、本人の「ス
ピンドル・ダンス」（旋回のダンス）への興味を盛り込んだ、独自のダンスに取り組んでいた。彼
女の存在は、フラーが試みたことを今日に活かしたいというモチーフに具体的なイメージを与えて
くれた。

2015年度にはすでに、本プロジェクトの準備段階となる研究会を、柊アリスを日本女子体育大学
の高野研究室に招くという形でスタートしていた。そこでは、自作した衣装を持参してもらい、彼
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女に目の前で踊ってもらったり、衣装を学部学生数人に身につけてもらい、踊ってみてもらったり
した。すでにその時に、柊アリス製作の衣装がもたらすインパクトはとても大きなものであった。
布の波打つ運動は、今まで「ダンス」と呼ばれた運動の中では見たことのない質を伴っていた。布
が運動するという以外に大きな変化はない。しかし、その運動にはいつまでも見ていたいと思わせ
る感じがあった。それは陶酔感とか催眠性と呼べる気がした。また、そのいつまでも見ていたい感
じというのは、自然の景観に向き合うときの感覚と似ているように思われた。具体的には、見ると
もなく見てしまう、満ち引きを繰り返す波の運動に似ていた。フラーを見るということはこうした
感覚を得ることなのではないか、という予感があった。フラーを再現する意義や現実性が生まれた
瞬間であった。

プロジェクトのプログラム
このプロジェクトは「BONUS 超連結クリエイション vol. 4 テクノロジー×ダンス× X（社会的

課題）」というイベントでの成果発表をゴールに設定し、進めるものとした。私は BONUS という
「ダンスを作るためのプラットフォーム」という活動を行っており、そこではアーティストたちと
一緒にダンスの更新を目指して、多種多様な活動を進めている（その活動の主たるプロジェクトを

「連結クリエイション」と、その成果発表会を「超連結クリエイション」と呼んでいる）。2016年度
は、ダンスを社会的課題やテクノロジーと連関させることでダンスの更新が果たせないかと考え
た。具体的には、振付家の手塚夏子と砂連尾理、美術作家の山内祥太に協力を仰ぎ、彼らのアイディ
アから触発されて、若い作家たちや一般の人たちが自分のダンス・クリエイションを展開していっ
た。

本プロジェクトは「ロイ・フラー再現プロジェクト」という呼び名で、このイベントにて発表す
ることとなった。そのために、2016年の 7 月ごろから研究会の活動がおよそ月に一回程度のペース
で進められた。

衣装・振付・照明・楽曲について
衣装について

衣装はこのダンスにとって非常に重要な要素である。プロジェクトのかなめとなる衣装を再現す
るにあたり、私たちはかつて NHK が放送した『ダンスの世紀』に登場するフラーの映像を参照し
た。私たちはこの映像が正統なものと見なしてプロジェクトを進めた。また、1890年代のものと想
定される初期の衣装に注目した。フラーの衣装は、次第に巨大になる。巨大な衣装の製作は、私た
ちには予算面でもプロジェクトの規模という点でも難しい（https://www.youtube.com/watch?fea
ture=share&v=w502rRWCJSI&app=desktop）。

2016年 8 月には舞台芸術の分野で衣装製作に従事している池田木綿子氏に協力を仰ぎ、柊アリ
ス、宮晶子も加わった衣装のための研究会を実施した。そこで衣装のサイズや布の質に関して議論
を行った。

振付について
11月28日の研究会にて、池田さん製作のテスト版の衣装が届いた。これを身につけて踊る柊の姿

に驚いた。「これは、フラーのダンスだ」と思わされた。これまで柊が自作した衣装では現れ出て
こない何かがあった。それはひとつに、棒をつけた衣装を操作する際に生まれるフォルムのあり方
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だ。これまでの衣装だと素材の軽さ、形状の不十分さがあって、なんとなくフラーらしい形が浮き
出てきたとしても（ただし、先述したことだが、2015年にはじめてその動きを見たときに、波立つ
衣装の運動が、とても自然なもののように思え、例えば、海原の運動のように思えて、いつまでも
見てしまう訴求力があったことは忘れていない）、いま目の前に現れた動きには到底及ばないもの
だった。

この段階に至ってはじめてはっきりとわかったことがもうひとつあった。それはフラーのダンス
には振付があるということだ。当たり前のようだが、衣装をどうコントロールするかで浮き上がっ
てくるフォルムが変わる。そこにはヴァリエーションがあり、ひとつひとつを生むのに全身の運動
が伴っている。また、振付であるということは、技量が求められるということでもある。11月のこ
の日は、振付の存在に柊と気づくことで精一杯だったのだが、その後の研究会では、柊は衣装を身
につけたレッスンを積み重ねてきており、日が進むにつれて、技量が上がっていった。

照明について
またこの日の研究会には、照明の宇野氏にも参加してもらっていた。先述したテスト版の衣装に

照明を当ててみた。照明という側面は、2015年度の研究会では試さなかったものであり、この日、
研究会メンバーが初めて体験する事柄であった。それは目の覚める光景であった。うねりを伴う衣
装の動きに、色のついた光が当てられることで、それはより鮮烈で、幻想的なものとなった。白い
衣装が持つ、スクリーンの性格ということにも思いが及んだ。昨今、プロジェクション・マッピン
グが舞台芸術に積極的に用いられている。その中でも、先述したように、真鍋大度が Perfume と
コラボレーションしたパフォーマンスの中に、 3 人の衣装に映像を映写するものがある。あの様な
発想のルーツにあるのが、ロイ・フラーの試みなのではないか。そうした連想は、この日により強
化された。衣装の運動のみならず、照明の色彩によっても、フラーらしい「変容」が生み出されて
いるのではないか、そのことが体験として実感できた。

楽曲について
さて、この再現を目指すパフォーマンスに際して、どの様な楽曲を用いるのかということは課題

として残っていた。カジノ劇場の興行人であるルドルフ・アーロンソンは、フラーの試演を見ると、
彼女のパフォーマンスに「サーペンタイン・ダンス」という名を与え、その踊りに相応しい曲とし
て“Au Loin du Bal”という大衆に人気の曲をあてがったと言われている（18919-92年の冬季に彼
らはこの踊りを演芸ショーの一演目に組み入れて、フィラデルフィア、ブルックリン、ボストン、
ニューヨークをめぐった）39）。私たちは、この楽曲に注目した。

「サーペンタイン・ダンス」の上演
成果発表の場となる「超連結クリエイション vol. 4」にて、まず私たちは、ロイ・フラーの再現

を目指したパフォーマンスを上演した（図 1 　参考動画 https://youtu.be/XDGSHQjrOdk）。 5 分
弱のパフォーマンスの中で、柊アリスは池田氏製作の衣装で踊った。カラフルな照明を衣装の上に
当てると、衣装の運動はその表情を様々に変貌させていった。衣装が動けば、風が巻き起こる。衣
装の存在感は圧倒的なものであった。ダンカンやコクトーがフラーを評した際の「変容」がいかな
るものであったのかを実感できた。
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再現から何を生み出すか
成果発表の後半では端的に再現を目指した上演の他に「柊アリスの解釈に基づいたダンス」「観

客を巻き込んだ実験」「木村絵里子が解釈するフラーのアイディア」という三演目も披露された。
このプロジェクトでは「再現」とその再現から研究と創作を展開する道筋を見出すこととをねらい
としていた。成果発表のこのパートは、後者のねらいのために行われた。
「柊アリスの解釈に基づいたダンス」では、衣装はそのままに、踊りや演出のアイディアは柊ア

リスの個性が反映されたものとなった（図 2 　参考動画 https://youtu.be/RiqZ77vCTWU）。とく
にスピンドル・ダンスを自称する通りの旋回するダンスは、フラーにはないがこの衣装の可能性を
引き出すアイディアであった。

そ の 次 に「 観 客 を 巻 き 込 ん だ 実 験 」 も 行 わ れ た（ 図 3 　 参 考 動 画 https://youtu.be/
Gpp6Z1Byfys）。このパートでは、有志の観客にパフォーマンスの付近に来てもらい、100円ショッ
プで販売されている懐中電灯にカラーフィルムを巻いて、これを観客に渡すと、観客に好きなよう
に衣装に当ててください、と依頼した。衣装が色のついた光に当たるということはどういうことな

図 1

図 2
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のかを、観客に研究してもらいたかったのである。またこのパートは、スマートフォンでの撮影を
可とした。その上で、自由に SNS でアップデートすることをこちらから提案した。

さらに「木村絵里子が解釈するフラーのアイディア」では、美術作家でダンスも踊る木村絵里子
のフラー解釈に基づくパフォーマンスを披露してもらった（図 4 　参考動画 https://youtu.be/
PCBwS12xP6M）。木村のアイディアは一貫して、映像とダンスの関係性を研究するところにあっ
た。初期に木村は、光る衣装を着たダンサーが暗闇で踊り、それを静止画で撮影したり、動画で撮
影したりすることで、映像の中でのみ存在する独特のダンスが記録されるという実験を行なってい
た。最終的に、この日の木村は、あるダンサーが踊る際に体に装着したビデオカメラの映像を用意
し、その動画を別のダンサーが iPhone で見ながら、その動画を見ることによって首を中心とした
身体全体が動かされることに注目した。また、さらに別のダンサーはヘッドマウントを装着して同
じ動画を見て、その動画に促されて動く体をより丁寧に観客に見せようとした。木村の試みのユ
ニークな点は、観客の見る対象となっているのが、動画を見ている体であるというところにある。
動画を見ている体は、一般的には見られる対象ではない。しかし、普段は見過ごされているそうし

図 3

図 4
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た身体性もまたときに見どころのある身体になりうる（ビデオゲームに夢中になっているプレイ
ヤーの身体の動作がときに見どころのある身体であるように）。木村の着眼点は、フラーから逸脱
ながらも、フラーのテクノロジー×ダンスの関連から、こうした見る者を見るというアイディアへ
と行き着いた。

3 ．成果の分析
ロイ・フラーのダンスを再現することの困難
『ザ・ダンサー』という映画が2017年に日本で上映されることになった。これは、ステファニー・

ディ・ジューストという女性映画監督によるロイ・フラーを主人公にした映画である。私たちも、
この映画の存在を2016年の夏には知っていた。カンヌ映画祭で話題になったということがニュース
になっていたのである。DVD の購入は、私たちのプロジェクトには間に合わなかったものの、私
たちの活動をセテラ・インターナショナルという映画プロモーション会社が知り、プロモーション
の一環で「ロイ・フラーをめぐる研究の集い　『ザ・ダンサー』と「ロイ・フラー再現プロジェクト」
の交流会」と題されて、学外者にも門戸を開いたイベントが 4 月11日に新泉山館で開催された。ゲ
ストに上記した映画監督、主演女優のソーコ、私たちのプロジェクト・メンバーも登壇し、なかで
も柊アリスには私たちが BONUS のイベントで披露したパフォーマンスをここで行ってもらうこと
になった。
『ザ・ダンサー』には、いくつかのダンスの再現が含まれていた。
このとき、ジュースト監督から、ひとつの疑義が提示された。それは、おおよそ次のような内容

であった。私たちの再現プロジェクトは動画をベースにしたものらしいが、写真はあるにしてもフ
ラーの動画というものは存在しない、だから動画から再現を試みた私たちのプロジェクトは出発点
が間違っているのではないか。

この疑義に対して、私たちなりに見解を明確にする必要を感じた。またその探究を進めるなかで、
再現をめぐるより根本的な問いに突き当たることになった。まずは、フラーの動画の存在をめぐっ
て、現時点での私の立場を示しておきたい。
『映画とビデオで思い描くダンス　カメラに向いたダンス』（2002）という研究書には、多くの著

者が参加してダンスと映像との関係の歴史が網羅的にまとめられている。その冒頭に年表が付いて
いる。ここでは、リュミエール兄弟の一人、弟のルイ・リュミエールが1906年に、フラーの「Fire 
Dance」をフィルムに収めたとある。私はこの記述を信じて、動画を通してフラーを研究すること
にした。もちろん、YouTube にアップロードされているフラーの動画とクレジットされているも
ののすべてが、真正のフラーの動画だとは思っておらず、怪しいものも多くあるだろうとは思って
いた。私たちが頼りにした動画の一つは NHK で放送された「ダンスの世紀」という20世紀のダン
スをまとめた複数回のシリーズ番組の一部であった。それは信頼を寄せるにたるものだという思い
があった。

これに対して、フラーの動画記録の存在を否定する立場がある。ジョバンニ・リスタは、論考「ロ
イ・フラーと彼女のサーペンタイン・ダンス」において、多くのフラーに関するものとされている
動画を検証して、そこにはフラー本人が写っているものはない、と判断している。また同論考にお
いて、フラーの回想録にも動画に収められることを拒んだことが言及されているとリスタは付言し
ている。リスタの立場は、フラーは写真に撮られることは許可したが、動画に収められることは拒
んだというもので、この論考ではそれはなぜなのかと問うている。「事実、彼女の目には、映画の
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持つイメージはライブの舞台上演のリアリティを代わりになることはあり得なかった」40）と捉えて
いる。

現在では、このリスタの説は看過できないものとされているようである。ただし、それは結論と
してまだ断定できないものでもあるようだ。エリン・ブラニガンが『ダンスフィルム　振り付けと
運動するイメージ』（2011）の中でこう述べているのはその状況を示唆している。「ジョバンニ・リ
スタは〔…〕今日までに、パフォーマンス中のフラーを取り上げたどんなフィルムも見つけられな
かったと信じている。『ダンサー人生の15年』〔…〕という伝記では、フラーはフィルムに撮られた
とする発言を残していない。」41）。以上のことを注で触れた上で、ブラニガンは本文でこう記してい
る。「メリエスによるコーラス・ダンサーの起用や、フラーとパリのリュミエール兄弟が実施した
見込みのあるコラボレーションと並んで、映画初期の時代におけるダンスと映画の根本的な協同的
実践の計画があった事実を支持するさらにいくつかの事例を私たちは例証することができる。」42）

ブラニガンの立場は、リスタの研究を尊重しつつ、また伝記では撮影されたとの言及がないという
事実も示しつつ、同時に、リスタはそう「信じている」と表現することで、フラーのパフォーマン
スが撮影されていないと断定することを留保している。だからこそ「実施していた見込みのあるコ
ラボレーション（possible collaboration）」という表現で、フラーとリュミエールの「コラボレー
ション」の可能性を残している。

このフラー動画の真贋に関しては、今後も調査を続けたい。その上で、この件を検討する中で考
察したことがある。もしフラーの動画が存在しないとすれば、フラーのダンスの再現は、その真正
性や忠実性を大事にしようとすればするほど不可能になる。いや、しかし、これがフラーのダンス
だと証明された動画が一本出て来たとしよう。それにしても、私たちはそれが唯一のフラーのダン
スでないことは容易に想像できる。映像に残されていない数多くのダンスには決してアクセス出来
ない。とはいえ、それもまた彼女のダンスであったはずである。このことを、フラーから少し離れ
て、今日のクリエイションの現場に置き換えて考えてみよう。あるダンサーに関して、映像に残さ
れた数回分の上演があったとしよう。上演は、動き出しのタイミングや、音楽に対する応答の仕方
など、よく見ると微妙に毎回異なっている。どれを決定版と考えれば良いのかわからない。回答が
欲しくて当のダンサーにどれを決定版とするのか聞くことも出来るだろう。しかし、それはあくま
でもダンサー本人が決めたということに過ぎない、ということも出来る。そこにいた観客ならばど
うであろう。いや、だが多くの場合、観客は一つの上演を一回しか見ない。すると、観客にとって
自分が見た上演がその上演なのである。初日と千秋楽では、ダンサーの作品理解に多くの変化が起
きているものである。演出上の、また振り付けに対しての改変がなされることもしばしばである。

私はダンス上演の批評を20年ほど行って来た。その際に、どの日のどの回の上演を見ての批評な
のか、明記出来るときには明記して来た。どうしても、同じ作品でも、日が異なると内容に微妙な
変化が起こる。上演にはムラが生じるものである。そう考えると、何が本当のこの作品の上演なの
か、真面目に問えば問うほど、わからなくなる。カメラで喩えれば、ピントを厳しく合わせようと
すればするほど、どこに合わせるべき対象があるのかわからなくなってしまう、そのような問題が
ここにはある。

あるいは、もし一本の動画を正典としたとしよう。それを極めて厳密に、 1 秒ごとの変化を忠実
に模倣することで、そこに記録されたダンスを再現するとしてみよう。それは可能なのか。先述し
たように私はこの問題を「トレース」をキーワードにテーマ化したことがある。このプロジェクト
と並行して進めていた振付家・手塚夏子との研究である（参考動画 http://www.bonus.dance/
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creation/45/）。
「再現」とは、何を再現するとそれが可能なのか。再現とは、その厳密性を求めれば求めるほど、

不可能になる。それを回避しようとすれば、曖昧なところをある程度許容することが必要であり、
どこをどう許容したのかは明確にしておくとしても、再現の目的のためには曖昧さを許す勇気が必
要になる。

先に触れたように映画『ザ・ダンサー』には、フラーの動画は存在しないという立場からなされ
たダンスの再現が収められている。その代わりに、残された写真やポスター、いくつかの図などに
依拠したのだろう。ただし、写真や図像には運動が表象されていない。ダンスの運動はどこに依拠
したのだろうか。動画が存在しないということは、このダンスの再現という点では決定的に重要な

「運動」の点で頼りになるものがないということになる。もちろん、具体的には、あの衣装で「ラン」
や「蝶々」や「イソギンチャク」と呼ばれたフォルムが生まれる運動はどうしたら出現するのか、
手探りでやってみるしかない。『ザ・ダンサー』もそうしたのだろう。それは私たちもそうだった。
実際は、運動に関しては、動画を頼りにしたというよりは、衣装からどんな動きが生まれるのかを
柊アリスに託して、彼女自身が衣装を操作するなかで、研究してもらったのだった。何れにしても、
動画という決定打がないままの再現という点で、同じ地平に立っていた。

私たちは、ロイ・フラーの再現を目指して行った研究会や成果発表において、再現を目指さなけ
れば得られなかった多くの体験をえた。

再現を通した研究と創作
厳密に考えれば考えるほど「再現」には限界がある。しかし、その限界を理解した上で、フラー

が試みたことに私たちが迫り、その要素を取り出して、そこにある感性的な質を問うことは可能な
のではないだろうか。その際、フラーのダンスという全体にはアクセスできないとしても、その部
分を切り出して考察することはできるのではないか。大きな布が衣服の形を部分的にとりながらダ
ンサーの身体の一部を消し去るそのありさま、それが波状の運動を作るそのありさま、またそこに
光が当たり、色がついて、白い布が別の何かへと変容するさまなど、ひとつひとつの要素は絡まっ
ているけれども、それぞれを一旦切り取りその質を考察することが私たちにはできる。またそれら
を「衣装と身体の関係」「身体の運動と衣装の運動の関係」「身体運動と照明（プロジェクション）
の関係」などと抽象化することで、フラーを再現しようとの試みからえた感覚を、ダンスあるいは
舞台芸術一般へと敷衍し、テーマ化することができる。

それは「ダンスとは何か」を問う研究的な姿勢だけではなく、「ダンスとは何でありうるか」を
問う創造的姿勢にも有益であろう。本研究に協力してくれた木村絵里子のアイディアは、その一例
であった。直接にはロイ・フラーから出てきたものとは言い難い彼女の発想は、しかし、フラーを
基礎においた研究活動の中から出てきたものであり、そうした発展的で応用的な展開もまた再現の
試みをベースに生まれうるもののである。再現を創作に活かすには、どのようにしたら良いのか、
その方法的探究に関しては、2016年度ではまだ端緒に就いたに過ぎず、翌年度に実施したレイナー

『トリオ A』の再現プロジェクトにて、さらに掘り下げることとなった。
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第四章　イヴォンヌ・レイナー『トリオ A』再現プロジェクト

1 ．プロジェクトの経緯
動機

ダンス史に残るマスターピースを「再現」するこのプロジェクトの 2 年目は、イヴォンヌ・レイ
ナーの『トリオ A』（1966）に取り組むことにした。本作は、ポスト・モダンダンス（モダンダン
ス以降の前衛的傾向を持ったダンス）の代表作としばしば見なされる作品であり、すでにポスト・
モダンダンス（のとくにジャドソン・ダンス・シアターの芸術性）に関する論文を書いていたこと
もあって、この作品の研究を「作ることで理解する」研究方法で進められたら、と計画を始めた。
また、ジャドソン・ダンス・シアターのアプローチには、バレエやモダンダンスといった彼ら以前
のダンスの多くがそうであるように、ダンサーに高度な技量を求めたり、身体的なエリート性を要
求したりということがなく、むしろ日常性の導入とでも言える側面がある。この側面は「作ること
で理解する」という研究方法に多くの人間が参加できる余地を与えてくれるのではないか、と想像
したことも、本作を選択する理由のひとつにあった。

フラーのダンスには、多くのフォローがあらわれ、彼女はそのことに大いに悩まされた。けれど
も、別の角度から見れば、フラーのダンスは多くの人が模倣する余地を与えてくれるものであった
と言えるかもしれない。これを可能にしているのは、身体の大部分を衣装が隠すという点であろう。
すでに見たように、衣装を踊らせることにはもちろん技量が必要になる。しかし、通常身体を踊ら
せるときに身体の能力差がその出来不出来を大きく左右してしまうことと比べると、フラーのダン
スは身体の能力の差から人間を解放する側面があると言える。フラーのこうした特徴は同時代では
例外的であり、当時台頭したモダンダンス（ドイツではノイエタンツとも言う）は、身体の訓練が
必要であり、そのことが踊れる人間と踊れない人間とを隔ててしまう。

ポスト・モダンダンスは、モダンダンスがバレエと同様に有していた身体エリート的性格に対し
て批判的な態度をとった。彼らのダンスを通して観客は、特別な身体を有した優れたダンサーの妙
技を見る代わりに、特別な個性を持たない誰とも交換可能な中立的な「人間」を表す身体動作を見
ることになった。

こうした特徴は一般の参加者とともに「作ることによって理解すること」を促進するのではない
かと想像した。そして、そのことは彼らがワークショップを志向するものたちであったこととも関
連するのではないかとも想像した。レイナーの先輩格の作家にアナ・ハルプリンがいる。ハルプリ
ンは、夫のローレンス・ハルプリンともに、ダンスの分野に積極的にワークショップの概念を導入
した。ポスト・モダンダンスの作家たちは、その活動の初期にハルプリンの元を訪れ、彼女のワー
クショップに参加した。彼女のワークショップは、シンプルなタスクを参加者に渡すことによって、
しばしば時を進めて行った。共通のダンスを遂行しながら、しかし、参加者たちは自分の問いをそ
こで見出し、それを探究していった。ダンスにおける「作ることによって理解する」という取り組
みに多くの者が参加できるためには、身体のエリート主義から離れること、その上で、質の高い経
験が獲得できることが求められるはずである。『トリオ A』を研究の中心に置きながら、そうした
取り組みの方途を見いだすことが、 2 年目の本研究の中心課題となった。
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『トリオ A』の美学的焦点
『トリオ A』は、ニューヨークのジャドソン教会で1966年に『心は筋肉（Mind is a Muscle）、第

一部』のなかで初演された。そのときこれを踊ったのは、作者のイヴォンヌ・レイナー、スティー
ヴ・パクストン、デヴィッド・ゴードンの三人だった（ちなみに決まったコースを走ったり歩いた
りする『トリオ B』という作品も存在し、それとの関連でタイトルに「A」が添えられていると考
えられる）。三人は同時に踊った。しかし、それはユニゾンではなかった。最初に、ゴードンに見
せたとき、この振り付けを適切な様式でやりきるのは困難なのではないかとゴードンは言ったとい
う。そのときを振り返った後、レイナーは「今や、誰でもあるいはほぼ誰でもその様式をマスター
できると私は言っている」と言葉を続ける。後に、レイナーは1978年にダンス研究者として知られ
るサリー・ベインズのプロデュースで16ミリフィルム用のカメラの前で、一人でこれを踊った。私
たちが、最も簡単にこの作品に触れようとすれば、この映像を頼りにすることになろう。なるほど、
このダンスは、バレエやモダンダンスに比べると、一見した限りでは、身体にあらかじめベースと
なるテクニックを叩き込まなくても踊れそうに見える。

『トリオ A』の特徴
1966年に書かれた論考43）では、同時代のミニマル・アートと比較しながら、レイナーは自分と

仲間とが模索しているダンスのあり方を分析している。とくにその中心に据え置かれているのが
『トリオ A』である。レイナーはここで、『トリオ A』のいくつかの特徴を整理している。私はそ
れを四点にまとめておきたい。

ひとつは、日常の動作エネルギーと同量のエネルギーで踊ることである。レイナーらジャドソ
ン・ダンス・シアターの集団があらわれる前のダンスは、そのほとんどがイリュージョンを観客に
見せるためのものであった。現実の肉体を隠して、ダンサーたちは、例えばバレエであれば「妖精」
や「可憐な乙女」を具現化するために身体を動かす。またそのイリュージョンのために特別な訓練
を施した身体による特別な技術が用いられる。ここに身体のエリート主義がダンスに要請される理
由がある。そして、それを回避するのがこの特徴である。当時（1960年代）のミニマル・アートが
そうであったように、彼らは現実の物質（絵の具やキャンバス）を見せる代わりに別の物質（描か
れたもの）を見せようとする旧来型の美術のあり方をやめて、物質そのものを観客に呈示する途を
選択した。この傾向に応答するようにレイナーは新しいダンスを構想する。「ダンサーたちは、パ
フォーマンスにおける物理的な存在のより事実に即した、より具体的で、よりありふれた質を許容
するオルタナティヴな文脈を探し求めるよう駆り立てられていた。それは、そこで人々が身体に関
してこれまでよりもスペクタクルを要求せずまた技量が求められにくい行動や運動に従事している
といった文脈である。」44）

さて、踊る身体を別の何かを見せる代わりに用いないようにするために、レイナーが考えたのは
日常の動作と同程度のエネルギー量で踊る（身体を動かす）というやり方であった。レイナーはそ
うした自分のダンスを「タスクとしての運動」「オブジェクトとしての運動」45）と形容する。「タス
ク」とは作業を意味する言葉だが、ここでは日常の極めてシンプルな動作を一切劇的な作為を込め
ないで、またあるタスクの演技でもなく、ただ遂行することを指す。具体的に彼らが試みたのは「歩
く」「走る」「床を掃く」などである。またレイナーはこうした運動を「オブジェクトとしての運
動」46）とも呼んだ。「オブジェクト」（客体物）と称するのは、それがありふれたどこにでもある運
動であることを明示するためであり、レイナーはまたこうした動作を「ファウンド・ムーヴメント
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（見出された運動）」とも呼んだ。この「見出された」には、自分の手で作ったものではなく、すで
に誰かによって作られたものであること（デュシャンのレディメイドのアイディアはここに影響を
与えている）が意味されている。『トリオ A』には「歩く」「走る」と言った典型的なタスクの要
素はないものの、タスクの持つ日常レヴェルの運動という性格は共有している。

またひとつの特徴は、短い動きが数珠繋ぎになっているということである。そこには、序盤、中
盤、終盤といった展開がない。どこまでも、同じ質の異なる短い動きが続いてゆく。その点にも関
わるのだが、またひとつの特徴は同じ動きを反復しないということがある。同じ動きの反復は、リ
ズムを作り、観客に次の動きを予想するきっかけを与える。『トリオ A』には、そうした観客の予
測可能性を排除する傾向がある。「『トリオ A』は、反復しない身振りの細部を継起的かつ不断に
あらわにすることによって「見ること」の困難さを取り扱い、それによって物質を簡単に包囲する
ことはできないという事実に焦点を当てるのである。」47）

同じように観客に見ることの困難さを自覚させる仕掛けとして、ダンサーが観客に顔を向けない
というものがある。「〔パフォーマーの〕眼差しは〔観客の目から〕逸らされ、〔パフォーマーの〕
頭部は運動に従事した。その望まれる効果は、展示のような（exhibitionlike）プレゼンテーション
というよりも、労働のような（worklike）プレゼンテーションであった。」48）パフォーマーは、自
分の課せられた役目を見事に素晴らしく遂行したいと願うものである。そのことによって、パ
フォーマーの運動はこれ見よがしになり、技量の誇示になる。こうした側面の排除することに、レ
イナーの狙いのひとつはある。もうひとつの狙いは、観客へ向けられている。「ダンスは見るのが
難しい（Dance is hard to see.）」49）このことを、レイナーは観客に気づかせようとする。パフォー
マーの顔というのは、私たちが何かを察し、理解し、解釈してしまう要素である。これはイリュー
ジョニズムの表現にとっては重要な道具になることだろう。ただし、イリュージョンを排除して、
身体の動きを立ち上がらせようとする際には、余計なものになる。イリュージョンは観客の読みを
促すが、それが消し去られた身体運動は、観客を苦しめる。ただし、その苦しさがまさしくダンス
を見るという状況へと観客を導くのである。

観客とパフォーマーがえる体験の性格
『トリオ A』にレイナーが施した仕掛けの多くは、観客にこれまでの鑑賞体験とは異なる体験を

獲得するように誘うものである。以上のまとめは、当時レイナー自身の見解に依拠したものである
が、実際に『トリオ A』を見た人は、彼女の狙い通りの体験をしたのだろうか。「再現」を通して、
こうした点を確認したり、自分たちなりの体験の質が生まれたりするのならば、それを記述してお
きたいところである。

もう一点、『プレッシャーを受けるトリオ A（Trio A Pressured）』（1999）について触れておこう。
これは『トリオA』をデュエット作品にする試みである。ただし、同じ振り付けを踊るといったデュ
オではなく、「『トリオ A』を踊るパフォーマー」と「それを見る観客」という異なる役割をそれ
ぞれが遂行するものとなっていた。ラムゼイ・バートは次のようにこれを説明している。「この新
しいデュエットは、観客とのアイコンタクトを回避することに関して、ダンサーの眼差しが振り付
けられる仕方にひとつのねじれを与えている。ビーティ〔レイナーと踊る「観客役」のパフォー
マー〕は訓練を受けたダンサーではなく映画作家である。彼のタスクは、レイナーの周りを動くこ
とで、『トリオ A』のなかでねじれたりターンしたりすることで彼女の眼差しを演出していたそう
したどの場面においても、彼女と常にアイコンタクトすることにあった。」50）そしてこうバートは
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この作品の性格を解釈する。「そうすることで、このデュエットはこのゲームの特殊なルールをめ
ぐる、意図的で共犯的な観客とパフォーマーの関係性を創造した。」51）

この新しいヴァージョンが非常にユニークなアイディアであるのは間違いない。想像するに、
バートの著作に付された写真の二人を見ていると、正しく振り付けを遂行したいパフォーマーと見
る欲望を満たしたい観客という両者の異なる欲求を誇張的に示すことで、劇場的関係性を批評する
ものとなっていたのではないかという予想が立つし、あるいはそうした舞台芸術やダンス一般のあ
り方が象徴的に示されるものというよりも、『トリオ A』の理念を直接批評するような作品として
見えそうな気もする。ただし「作ることで理解する」研究に踏み込まないままでは、そうした予想
はいつまでも予想の範疇を超えない。是非とも「再現」を通して、本作を体験してみたいと促され
る事例である。

また『トリオ A』には、パフォーマーの可能性を広げる側面があることにも目を向けておきたい。
レイナーは、『トリオ A』を踊りたい人には「技量のある人、技量のない人、プロの人、太ってい
る人、高齢の人、病気の人、アマチュアの人」52）の誰にでも教えたという。本作がいかに踊る人を
選ばない作品であるかを物語るエピソードであると同時に、誰にでもシェアする意思というものが
作者にあったということも確認しておきたい。そのとき「私は自分自身をポスト・モダンダンスの
巡回説教者としてイメージしていた」53）とレイナーは振り返っている。最後には第五世代のヴァー
ジョンを見て、好きではないと思うほど（「私は目を疑った」）、変貌していたとも話している。

2 ．プロジェクトの構成と過程
プロジェクト・メンバーについて

この計画には、それが「再現」と関連する限り、ダンサーが必要である。理想的には、レイナー
に振り付けを施してもらえれば、「再現」はオーソライズすることができる。しかし、それが容易
には可能ではないとしても、神村恵であれば、以前に個人で再現の取り組みを実施していた経験が
あり、とても貴重な候補者である。委嘱したところ、神村は協力を受諾してくれた。

神村恵は、2007年「山脈」上演の辺りから、頭角を現したダンス作家である。あからさまではな
いとしても、神村の作品には当初から、ポスト・モダンダンスの作家たちが共有していた概念との
相関性を感じさせるところがあった。例えば「山脈」は、 5 人ほどのダンサーが舞台で列をなして
しゃがんでいるところ、 1 人が立ち上がると、他のダンサーたちの身体の上を登って降りてゆく。
これをダンサーたちが入れ替わり、繰り返す。その発想は、振り付けというよりもタスクに近いと
解釈できるものであった。近年は、言葉と身体との関係を丁寧に探る試みなど、日本のコンテンポ
ラリー・ダンスの分野の作家たちの中で、極めて知的で方法的な意識の高い作家である。

プロジェクトのプログラム
『トリオ A』の再現を通しての研究は、2017年12月23、24日に日本女子大学新泉山館を会場に開

催された「超連結クリエイション vol. 5 in Tokyo サバイバー／媒介者／誘惑者を作るためのトー
ク & ワークショップ「トリオ A」と「ワークショップ」を研究して次の世界を生きる」というタ
イトルで、BONUS のイベントの一部として実施された。

これは「ワークショップ」を研究し、今日求められているワークショップを開発するという目的
で計画された一年間のプロジェクトの一環としての発表会であった。翌月の2018年 1 月には京都造
形芸術大学での最終的な発表会となるワークショップのイベントを控えており、その準備も兼ねた
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ものであった。これは京都造形芸術大学の「舞台芸術作品の創造・受容のための領域横断的・実践
的研究拠点　共同研究プロジェクトの公募事業」に申請し、助成を受けたプログラムであった。私
は、研究課題名「「ダンス2.0」の環境構築を通して今日的教育という課題へとダンスをつなぐ試み」
とした申請書類に「研究目的」を、次のように記した。

来年度〔実施年度〕は、米国のポスト・モダンダンスとして括られる芸術運動のとくに「タス
ク」また「ワークショップ」というコンセプトをめぐって学術的かつ実践的な研究を進める。
それを核とした上で〈ダンスを教え学ぶ仕組み〉〈創作に集団的に参加する仕組み〉に今日的
な方途を探すことが本研究の主たる目的である。つまりそれは、身体を扱うダンス表現の場で、
踊り手（専門家や一般市民）を今日の社会的課題へと向き合わせ、その課題とダンスを掛け合
わせる方法の探究へ主体的に取り組むよう促す教育の場を創造することである。中心となるの
は砂連尾理、神村恵、篠田千明の三人の作家である。彼らに三者三様の仕方でこの研究に取り
組んでもらい、実際にワークショップを実施したり研究の成果をプレゼンテーションの形で発
表したりしてもらう。

「再現」に基づく本プロジェクトと一部重なるとはいえ異なる枠組みとして実施されたものであり、
このプロジェクトについての詳細は省くが、ここで「ワークショップ」の可能性を考えることが、
上記したような「創作に集団的に参加する仕組み」を実践する場に再現プロジェクトを据えたいと
いう気持ちがあったことは明示しておきたい。フラーのダンスを再現するプロジェクトは、高野先
生と宮先生、また私の学生とが研究に参加する場面はあったものの、クローズドの研究会の形に
なっており、多くの有志参加者を募る形は取れなかった。また、先に述べたように市民に公開する
イベントは実施したものの、そこでは研究会の成果発表会というものに留まり、光と衣装の関係を
観客に懐中電灯を渡して実践してもらうなど若干の試みはしてみたけれども、本格的に「再現」に
基づいた研究を社会にひらいていくあり方について考えるに至らなかった。そうした反省を踏まえ

「ワークショップ」というテーマと関連させることで、ダンスの研究・教育に多くの人が参加する
枠組みを研究できるのではないかと想像し、この企画を発想したのである。

また、そうしたベクトルで研究・教育の構想をしていくと、参加者が『トリオ A』というダン
スを訓練し、踊れるようになるというのは、望ましい形式ではないのではないかという議論が、神
村との打ち合わせのなかで出てきた。そもそも、後に言及するように、『トリオ A』のダンスは全
体で五分ほどとはいえ簡単ではなく、一度、自分で再現に取り組んだことがある神村でも苦心する
ほどのものであった。短い時間で、振り付けの一部に取り組むよりも、別の形で、この作品のエッ
センスを取り出し、研究・教育に生かしていく方途を探していくことが賢明なのではないか、その
ような考えで計画を進めていった。

また、もうひとつの観点があった。すでに論じてきたことたが、フラーの再現を通して、「再現」
概念について考えさせられ、また再現というものの困難さに向き合うこととなった。そのことを踏
まえて「再現の目的」を検討した。総合研究所に2018年 3 月に提出した「2017年度研究課題研究経
過報告書」では、私は次のように書いている。

何かを再現すると言うことは、根本を問えば、そもそも不可能なことである。フラーが現に存
在しない限り、フラーのダンスは、どこまでも再現を拒む。再現はいつでも、その不可能性を
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前提にした上での近似値に過ぎない。その近似値を極限まで追い求めることもひとつのやり方
ではある。しかし、そこに拘泥することよりも、レイナーのダンスの再現という今年度の試み
の中では再現の目的を設定し、その目的にとって必要となる仕方で、再現を実施していく、と
いう方針をとることにした。
 再現の目的を、次のように設定した。ワークショップを開催し、そこに集う一般の参加者た
ちが創造的な活動をする触媒として『トリオ A』を捉え、今回ダンスの実施者として協力を
依頼している客員研究員の神村恵さんと一般参加者とがともに『トリオ A』を研究しながら、
その研究成果から、自分の『トリオ A』を創作してゆくことである。（「研究経過概要」「2017
年度研究課題研究経過報告書」より抜粋。文責は研究代表者）

すなわち、神村が再現に取り組んだ『トリオ A』が、ワークショップにおいて参加者が創造的活
動を行う際の「触媒」として機能すること、そして参加者が自分の『トリオ A』を創作すること、
ここにプロジェクトの目的を据えたわけである。

どうすれば『トリオ A』が「触媒」の役割を果たすことになるのか。この点については、神村
と相談し、後に触れるように「未知のダンスの創造」というテーマを設定して、それをベースに進
めることになった。

12月のイベントは、神村のワークショップを含め、四つのワークショップやトークのパートが行
われた。23日は神村のワークショップの前に、「映像にはダンスの何が写っている／いないのか？」
というタイトルで、映像に写されたときダンスはどのような変容を起こすのか、また肉眼でダンス
を見ているときのような感覚をダンスの映像は引き起こすことができるのかといった問いをめぐっ
て、議論を交わした。ゲストは映画監督の濱口竜介氏、また濱口氏の映画に協力してきた砂連尾理、
本学教員の川崎公平がスピーカーとなった（また、木村が司会を務めた）。このときの濱口氏の発
表内容は、「ユリイカ」の2018年 9 月号に掲載された54）。また、本論考の付録として、濱口、砂連尾、
川崎による座談会の内容を掲載したので、内容に関して述べることは、ここでは割愛する。

イベントの二日目となる24日には、中野民夫氏を招聘して「中野民夫さんと観客×ワークショッ
プの可能性を考えてみよう」というタイトルで、中野氏の短いプレゼンテーションと中野氏が考案
した「えんたくん」（円形のダンボール製商品であり、四人程度の人たちが膝を突き合わせ、実り
多い対話を引き出すための円卓である）を用いながら、ワークショップを参加者とともに実際に
行った。その後、来月の京都でのイベントのために、参加者といくつかのワークを実施し、その感
想を募った。

神村のワークショップについては、後に論じることにし、ここでは二日に渡ったこのイベントに
ついて回顧しておきたい。このイベントのタイトルは「サバイバー／媒介者／誘惑者を作るための」
という文言を含んでいる。それは、ワークショップやトークの参加者が単にダンスや映画といった
芸術への理解を深めることだけではなく、芸術への理解を通して社会のなかで生きる力を参加者に
培って欲しいと考えたからである。「3.11」以後の日本社会において、コミュニティを構築し育む
力の必要性を誰もが思うようになった。芸術は、その状況において何ができるのだろうか。非常に
大きなテーマである。他方、芸術は芸術それ自体として価値があれば良いのであって、むしろ芸術
が芸術それ自体ではなく何か別のものの役に立つということは、ましてや役に立つよう模索するな
どということは、その純粋性を汚すことになるではないかとの疑義も生むことだろう。私は、芸術
は純粋であるべきか否か、芸術が社会の力となるべきか否かという二者択一的に問いに直接答える
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ことは避けて、いずれであったとしても、どちらかの可能性も探究することで、芸術というものが
どのような力を有しているのかを明らかにしたいと望んでいる。さて、参加者が芸術への理解を通
して、社会のなかで生きる力を獲得する―とくに「サバイバー」「媒介者」「誘惑者」となる力を獲
得する―には、芸術のどのような力を引き出せば良いのか思案しなければならない。

3 ．成果の分析
「トリオ A」の上演の研究

神村は、京都造形芸術大学で開催された中島那奈子主催のイベントで、「トリオ A」の稽古に参
加し、実際本作の上演にダンサーとして関わった。私は、その時のことを、批評文に残している。

ダンス研究者の中島那奈子が代表者を務める研究プロジェクトのイベント「イヴォンヌ・レイ
ナーを巡るパフォーマティヴ・エクシビジョン」（10/11-15）のなかのショーイングのプログラ
ムを見た。レイナーを軸としてポストモダンダンスを回顧するとともに、そこに「老い」とい
うテーマを盛り込んだ意欲的な研究企画であり、とくにこれまでの類似のイベントと異なるの
は、レイナーと活動を共にしている Emmanuéle Phuon 氏を招聘して、レイナー直伝の振り付
けが日本在住のダンサーたちに施されたことだ。『Trio A』は、 6 人のダンサーが舞台に登場し
た。 5 分強の振り付けは、最初はデュオで、次には一人は踊りもう一人はその踊り手の目を見
つめる形で、その次は最初に二人が踊ると、残りのメンバーがそこに加わるという構成で、踊
られた。 5 日間という短期間の猛特訓の末、実施されたパフォーマンスは、『Trio A』がきわめ
て緻密に構成された振り付け作品であることを強烈に印象づけた。ポスト・モダンダンスとい
うと「ノン・ダンス」や「日常性の導入」といった先入観があるけれども、目前で展開された

『Trio A』はいかにダンサーの肉体と精神を酷使する「ダンス」であるかを知らしめた。ダンサー
の一人、神村恵に聞いたことをベースに筆者なりに説明すると、ひとつのフレーズごとに様式
の違う動きを連ねながら（例えば、「モダンダンス」→「バレエ」→「日常の動作（足踏み）」
を 3 秒ごとに切り替えながら）、同時にそれぞれの様式のもつ審美性をしっかりキャンセルして
いく。それによって「モノトーン」の「流れ」を生み出す。そうすると「非ダンスのダンス」
が立ち上がる、というわけだ。短期間の特訓では、100％それが実現できてはいなかったかもし
れないけれども、どんなダンスを実現せんとしているのかは、見ていて掴むことができた。上
演された『Chair/Pillow』は、タイトル通り、椅子と枕を使って 8 人ほどのダンサーがユニゾン
で踊る作品。アップテンポの曲をバックに踊るので、ミュージカルのダンスとしてみれば見え
なくもない。これも基本的には、いかにグルーヴ（つい踊ってしまう身体）をキャンセルする
かが、振り付け指導の要点だったようだけれど、これが随分と難しかったようで、どこまでレ
イナー固有のダンスが実現されていたのかは、不確かなところがある。駅前留学的な「短期速
習」で生まれた「ポスト・モダンダンス」は、それでも、十分に興味深いものだった。50年前
のアメリカ合衆国の前衛作家たちの試みから、私たちが何を継承し、何を置いてゆくか、それ
は50年前のアメリカの状況といまの日本の状況とがどう異なるかを参加したダンサーたちが自
分の身体を通して問い、また彼らがその相違や違和感から何を発見するかにかかっていること
だろう。「非ダンスのダンス」というひねくれが今日、どんな活用可能性を秘めたものであるの
か。このプロジェクトのインパクトが、じわじわと今後の日本のダンス・クリエイションに影
響を与えていくことを期待する。（木村覚「中島那奈子「トリオ A」「Chair / Pillow」ショーイ



105

ダンス史に残るマスターピース再現プロジェクト　「再現」を媒介したダンスの美学的研究の可能性

ング」批評、Artscape、2017年10月、http://artscape.jp/report/review/10140616_1735.html）

この批評文には、このショーイングを通して私が考えたことがいくつか記録されている。ひとつは、
再現することの難しさについてである。今回、このプロジェクトでは、神村恵とともに数名のダン
サーがこの再現に挑戦した。神村含めキャリアのあるダンサーたちが、五日間という短期の稽古で
成果発表を迎えることにかなりの苦労を感じたと聞いた。『トリオ A』は、五分ほどの作品である。
また、批評文に触れたように、日常性を導入し、いわゆるダンスと比べるとダンスらしくないとも
考えられてきた作品である。しかし、いざそれを身につけ踊るのに、この作品はダンサーたちを苦
しめた。神村は、振り付けをしたレイナーの生理には合っているかも知れないし、そのレイナーに
はさほど苦もなく踊られるものかも知れないが、その整理を共有していない他者（である自分）に
とって、とても難しいものであったと話してくれた。このような点こそ、「作ることで理解する」
この「再現」による研究の実りではないだろうか。これはとくに言えば、ダンサー（見られる者）
の側の体験から生まれたものである。

もうひとつの実りは、ショーイングで見た神村の踊りとそれについての神村の感想にある。先に
引用したように、私は批評文で「ひとつのフレーズごとに様式の違う動きを連ねながら（例えば、

「モダンダンス」→「バレエ」→「日常の動作（足踏み）」を 3 秒ごとに切り替えながら）、同時に
それぞれの様式のもつ審美性をしっかりキャンセルしていく。それによって「モノトーン」の「流
れ」を生み出す。そうすると「非ダンスのダンス」が立ち上がる、というわけだ」とまとめた。こ
のなかには、神村のコメントから刺激をえてまとめたことも含まれているが、パフォーマンスを見
ながら「キャンセル」という語と「モノトーン」という語が心に浮かんで来たことを覚えている。

『トリオ A』の、短い振り付けが数珠繋ぎになってゆくダンスを見ていると、ある振り（例えば A
と呼ぼう）とその直後に続く振り（B と呼ぼう）との関係性に興味が湧いてくる。A は続く B に
自分の余韻を残さない。両者の間には一種の切断がある。とはいえ、A と B との間に時間的な切
断はほとんどなく、その意味では滑らかにつながっている。これを「非ダンスのダンス」と名づけ
てみたが、「非ダンス」の語に含まれる「ダンス」とは、既存のダンスを指し、これをキャンセル
しつつつなげることで、独特の「モノトーン」の「流れ」ができており、これを非ダンスの「ダン
ス」として捉えたのである。この実りはとくに言えば、観察者（見る者）の側の体験から生まれた
ものである。

再現を創作のために用いること
神村恵のワークショップ「「トリオ A」を研究してあなたのダンスを創作してみよう」が、2017

年の12月23日に実施された。再現をめぐるプログラムとしては、このイベントの中核をなすパート
である。詳細は、講師を務めた神村恵による振り返りのテキスト（付録 1 ）を参照してもらうとし
て、ここでは、このワークショップでサポーターも務めた木村によって、このワークショップの考
察を行っておきたい（図 5 　参考動画 http://www.bonus.dance/creation/49/）。

前もって記しておくべき重要な点は、このワークショップでは、ロイ・フラーと異なり、研究対
象となった『トリオ A』の再現それ自体は実施していないということである。その理由として振
り付けの著作権の問題が生じてしまったことは事実であるとしても、再現とその研究を手段とし
て、代わりに神村や私の中で、創作を動機づけ、それによって創作ならびに研究を促進するという
狙いがあった。
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そもそも、ワークショップとは何であろうか。中野氏を招いて考察したように、ワークショップ
はその場を創造的なものにするための仕掛けであり、ある仮説的な場を設定することで、参加者の
創造的な力を引き出すための場である。その意味で、時にそう誤解されているように、ワーク
ショップは単なる講師の知恵を、身体を通してただ受身的に実践するだけの「お稽古」のようなも
のではない。

さて、そのようなその名にふさわしい意味でのワークショップは、ただ受講者が活発であるだけ
でも、ただ受講者が受け身の状態であるだけでもその意義を十分に果たすことができない。受講者
が自分の意思を活発に働かせるだけではなく、そこにこのワークショップでないと提供することの
できない課題や方法的提案があることで、その意思は単なる個人的な意欲の循環を超えて飛躍しう
ることであろう。だからと言って、課題や方法的提案に受け身のまま迫っている状態ではなく、誰
もが思いつかなかった地平へと至ることを目標として進める必要があるだろう。

そうであるならば、ワークショップで重要なことは、受講者をある程度課題の前に拘束しながら、
課題提供者が個人の想像力の範疇で予想していたことを超えた状態に受講者を導くことである。課
題や方法的提案は、そこでは、回答ではなく問いとして機能しなくてはならない。

そこで「再現」を通しての「作ることで理解する」試みは、単にダンスを肉眼で見られるように
「作る」こと以上に、そのダンスが内包しているコンセプトや課題意識を掘り下げることであり、
そのために「作る」＝実際に体を使って試演するのでなければならない。ゆえにそこで「理解する」
内容は、単に振り付けである以上に、そこに込められたダンスをめぐる思考でなければならない。

神村恵がこのワークショップに置いた課題は、レイナーの『トリオ A』から学びつつ、同時に『ト
リオ A』を否定することである。レイナーには有名な「ノー」をめぐるマニュフェストがある。

スペクタクルにノーを
超絶技巧にノーを
変身と魔法と見せかけにノーを

〔…〕

図 5
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こうして、既存の舞台芸術が意識的あるいは無意識的に有してしまっているあり方に対して「否
定」をもって対峙することで、レイナーは未知のダンスを構想していった。『トリオ A』の中にそ
うした「否定」の要素が濃厚に入っていることを、この日、神村は受講者たちに紹介した。その上
で神村は、この「否定」の方法を積極的に活用し、しかも、その「否定」を今度は『トリオ A』に
振り向けたらどんなことが起こるのか、という問いを参加者のために設定した。これは、レイナー
から学びつつ、レイナーを否定することであり、否定の実践をもって否定を内包した作品を理解し
ようとする試みである。

この日の受講者にとって重要なことは、最終的に『トリオ A』を凌駕する「否定」によって生
まれたダンス作品を創作することでは必ずしもなかったという点は、注意すべきである。この日の
ワークショップは、ワークショップについて考え、可能であれば、ワークショップを創作すること
に向けて考察するためのものであった。両日のイベント全体につけられたタイトルには「サバイ
バー／媒介者／誘惑者を作るためのトーク & ワークショップ」と副題をつけた。参加者はただ踊
れるようになることでも、ただダンス作品が作れるようになることでもなく、「サバイバー」や「媒
介者」や「誘惑者」になることを、このワークショップでは求められている。そのために、このワー
クショップでは主体的で反省的であることが、一般的なワークショップ以上に参加者には期待され
ている。その意味で、この日のワークショップは、二重のメタ的な側面が含まれていたと言えよう。
ひとつは、ワークショップという一過性のプロジェクトがそれ自体として持つメタ性である。ワー
クショップはそれ自体が課題を仮設し、その課題にその場は仮に乗って見るという試行的・ゲーム
的な側面をもっている。そして、ここではもうひとつさらに、そうした「ワークショップ」という
ものを各人が考察するワークショップという側面も含まれていた。仮説的な課題というものが人を
どう動かし、そこから人が何を得るのか、それは舞台上演を鑑賞したり、舞台上演を創造したりす
ることとどう異なり、その可能性をどう捉えれば良いのか、そうした問いが薄くこの場に漂ってい
た。

別の言い方をすれば、このワークショップは、受講内容（『トリオ A』研究）を遂行しながら、
受講形式（ワークショップ）を反省するものとしてあった。

とはいえ、正直なところ、どこまでこの二重のメタ的な側面を生真面目に受講者たちが受け止め
ていたのかは判然としない。おそらく、ある程度の理解は共有しながらも、どの受講者も各人思い
思いの目的を抱えながら、ここに集ってくれたのだろう。

受講内容に励みながらも、受講形式に思いを馳せることは、今自分はどんなことを感じているの
かを意識しながら、今自分はどんな場に居てそれを感じているのかを意識することでもある。

その反省意識は、このワークショップの受講者に広く生じており、その場できちんと機能してい
たと信じている。

神村恵はまず、「未知」という事柄をテーマに考察を参加者に促した。「未知」のものの事例を参
加者にあげてもらい、さらに「未知」の定義を言葉にしてもらった。次に、『トリオ A』の映像を
見ながら、この作品が「未知」のダンスを目指したものであったこと、そして「未知」なるダンス
であるために、レイナーが具体的に、既存のダンス（芸術）の特徴を指摘しつつ、それを反転（否
定）する特徴をさらにあげ、その特徴を有した作品として『トリオ A』を創作したと神村は説明
を続けた。また神村が『トリオ A』を踊る際に、どんな思考を得たのかについて参加者とその考
えをシェアした。

こうしたプロセスを経た後、 5 人一組のグループごとに分かれて、最終的に 1 - 2 分の短い発表
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を行う前提で、クリエイションが行われた。この日の 4 グループの中で、アイディアが重なるもの
はなかったということは、ワークショップというものを考える上でとても興味深い。あるグループ
は、レイナーが「ヒューマンスケール」に注目した点に反省を傾けた。レイナー以前のダンス（モ
ダンダンスやバレエ）では、人間（ダンサー）が人間ではなくなる（白鳥になったり、魔女になっ
たりする）ことを理想とした。それに対してレイナーはあえて「ヒューマンスケール」のダンスを
構想した。さて、この「否定」をさらに「否定」してみたのが、このグループである。 5 人が横に
並んで手を繋ぎ「上下左右の振幅ある動き」をする。最初はとても小さい動きで、それを最後の五
番になると最大の振幅になるようにする。別のグループは、観客やグループ内のメンバーがした動
きを真似るというルールで、基本的に時間が進行していく。これは『トリオ A』が小さな動作の
連続でありながら、同じ動作を一度も行わない、つまりレイナーは一般的なダンスならば頻繁に行
われる「反復」を否定したわけだけれども、さらにそれを「否定」したアイディアということにな
る。

側で経過を観察しながら考えていたのは、これらの取り組みは、必ずしもダンス上演というもの
を前提にしていないからこそ出てくるアイディアである、つまり、観客が見て楽しさを感じるとい
うことの要請に応えないからこそのものであり、しかし、通常の劇場的関係であれば「観客」であ
るところの参加者は、このダンス創作に嬉々として取り組んでいるということの不思議さである。
参加者の中に垣間見えた興奮は、「否定」を再度「否定」したら何が実際生まれるのかという知的
な問いが喚起するものであり、しかも、その知的な問いを自分の身体を通過させながら進めている
という身体的理解が喚起するものでもあったに違いない。参加者は、自分の身体を動かしながら、
同時にそれを観察し、そこから反省し、その内容を半ば演者として、半ば観客として受容するとい
う、大変豊かな状況の中にあった。今日の舞台には、優れたダンサーの優れたダンスは登場してい
ない。けれども、どの参加者も、自分の身体動作を内側から味わい、他者の身体動作を外側から味
わい、その味わいに満足を得ているようであった。このことが、ワークショップの考察という点で、
また「再現」をベースにした創作という課題を探求する点でも、非常に大きな示唆を与えられるも
のとなった。

集まった参加者の多くは、実際専門的な活動をしているダンサー・振付家や美術作家もいた。そ
うした理解力の高い参加者に恵まれたことも幸いしていることであろう。しかし、そうではない非
専門的な参加者もいたし、その中には 7 歳の小学生も混じっていた。専門的な活動をしている者も
この「否定」の「否定」に取り組む際には、その力をそのまま使うことはできず、その意味では、
全員が同じ地平で、課題と向き合うことができたと言えるであろう。

最後に整理しておきたい。今回のワークショップで、神村は自分が参加した『トリオ A』の稽
古と上演によって収穫をえて、その上で『トリオ A』からその本質を抽出し、そこから「否定」の

「否定」を通して「未知」のダンスの創作に向かうことで、参加者がそこから別の何かを生み出し、
『トリオ A』が提示したものを各自が「作ることで理解する」こととなった。フラーで試みたこと
とは異なり、ダンスそれ自体の再現はしなかった分―私のプロジェクトではない別のプロジェクト
に関わるという仕方では実施したとしても―、別の仕方での「作ることで理解する」ことの試みを
実現することができた。
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付録 1

『トリオ A』を研究してあなたのダンスを創作してみよう…
ワークショップを振り返って

神村　　恵

実施日　2017年12月23日
会　場　日本女子大学新泉山館
参加者　約20名
参加費　無料

ファシリテーター　神村　恵
サポーター　　　　木村　覚

概要
50年以上前に生まれたポストモダンダンスは、ダンス史の決定的な更新を引き起こしました。と

はいえ、その可能性をぼくたちはまだ十分に使いこなしていないかもしれません。これは、ポスト
モダンダンスの代表作『トリオ A』を研究し、それを触媒にして、未知のダンスをあなた自身が
創作してみるためのワークショップです。きっと誰でも「未来のダンス」を創作できます。

―

「『トリオ A』を研究してあなたのダンスを創作してみよう」というタイトルのもと、ポストモ
ダンダンスの代表的な振付家、イヴォンヌ・レイナーのソロダンス作品『トリオ A』を題材として、
神村恵をファシリテーター、木村覚をサポーターとしてワークショップを行った。ダンサー、俳優、
研究者、美術家、など多様なバックグラウンドの参加者とともに、 2 時間の中で、「未知」という
概念の共有、『トリオ A』についての短いレクチャー、グループ創作、発表を行った。

このワークショップのファシリテーターである神村恵は、2017年10月に京都造形芸術大学におい
て、『トリオ A』の再演に、ダンサーの一人として出演した。レイナー氏の代理として来日したエ
マニュエル・プウン氏による 5 日間の指導・リハーサルを経て、京都造形芸術大学 春秋座におい
て 2 回の公演を行った。

そのプロセスにおいて、『トリオ A』の振付の細かさ、コンセプトに収まらない個々の動きのフォ
ルムや質へのこだわりに驚かされた経験から、実際の振付のディテールを参加者と共有しながら
ワークショップを進めることも考えられたが、『トリオ A』を振付家の許可なく上演・指導などを
することは不可能であるため、作品の振付そのものを実際に踊ってみるというプロセスは組み込め
なかった。

代わりに、『トリオ A』が生まれた60年代当時のアメリカの時代背景をふまえて、レイナーたち
ポストモダンダンスの作家たちが基本としていた創作態度に着目し、その態度や思考の枠組みを形
を変えて反復することから、創作の糸口を見つけられないかと考えた。



110

現在では「既知」なものとして消費されつくした感さえあるこの作品から、発表当時は見る者に
衝撃を与えたその「未知性」を、再び見つけ出す試みである。

ここから、実際のワークショップ内容を振り返っていきたい。

1 ．「未知」とは何か？
全員でうろうろ歩き回りながら、参加者に、最近見たものや経験したことの中から「未知」とい

う言葉に当てはまる何かを思い出してもらう。

挙がったキーワードの例：
宇宙　未来　オリンピック　意外に声が高い人だった　店の酒の菌が見える　無意識にしていた行
動（意識的かもしれない）　パンダの触り心地　水と鉱物の混合物　何百回もする筋トレ　80万円
の罰金があるのに風紀ルールを破る同僚　パートナーの毛抜きの多いこと　知らない食感（プニプ
ニしたデザート）　やりたいことがやりたくないことに気づいた（好きなことがなかった）　『トリ
オ A』の手をピラピラする動き　100万円の羽毛布団　いろんな所から来られるんだ！　読みかけ
の本の先　etc...

議論された「未知」の定義：
解釈を更新しないといけないもの　知っていても意識しないと未知である　全く知らないという状
態はない　「信じているもの」が裏返ること　既知からずれていること　知らないことを「知らな
い」と知ること　未知と既知の境目はどこに？　etc...

2 ．『トリオ A』映像の上映
1978年に撮影された、イヴォンヌ・レイナー自身が踊る『トリオ A』記録映像を見る。
初演から12年後に記録用として撮影されたものであること、レイナーが退院後すぐで体調の悪い

時だったため、レイナー自身はこのパフォーマンスに満足していないこと、などを紹介する。（ダ
ンス作品が映像として残されていると、見る側はその映像の中のパフォーマンスを完成形と見なし
てしまうが、振付家やダンサーにとってはあくまでそれは一回のパフォーマンスの記録であり、作
品としての「完成形」は別のところにありうる。）

3 ．『トリオ A』をめぐるミニレクチャー
『トリオ A』について
1966年、“The Mind is a Muscle, Part 1”という作品の一部として、イヴォンヌ・レイナー、ス

ティーブ・パクストン、デヴィッド・ゴードンの三人が同時にソロを演じるという形で初演された。
当時の NY タイムスのバーンズによる評では、“total nothingness”だと酷評されるが、現在では
レイナーそしてポストモダンダンスの代表的な作品の一つとして知られている。レイナー自身そし
て多数の振付家により、何度も再演・再解釈されている。

レイナーの理論家としての側面を紹介。

―
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イヴォンヌ・レイナー　“ノー・マニフェスト”（1965）

スペクタクルにノーを
超絶技巧にノーを
変身と魔法と見せかけにノーを
スターのイメージが持つ魅力と超越性にノーを
ヒーロー的なるものにノーを
アンチ・ヒーロー的なるものにノーを
ガラクタのイメージにノーを
観客やパフォーマーの関与にノーを
スタイルにノーを
キャンプにノーを
パフォーマーの策略による観客の魅了にノーを
奇抜さにノーを
動くこと、あるいは動かされることにノーを
―

1960年代アメリカの時代背景を見ると、公民権運動、ベトナム戦争、女性解放運動、宇宙開発戦
争など、それまで当然のものと見なされてきた価値観がひっくり返されるような変動が続く時代
だった。

芸術においてもその動きは同様で、アーティストたちは、既存の価値観を壊し、新しいかたちの
作品を次々つくり出していった。そしてそれは、それら新しい芸術を評価する自分たちの価値観や
ものの考え方自体を新たに作りかえようとする試みでもあった。

新しいものを作り出すとは、古いもの、既知のものを否定するということと必ずセットである。
つまり「未知」を「未知」として認識するには、「既知」のものからのずれや、その否定形として
認識することが必要である。

そのことから、「既知」の反転・逸脱が「未知」だと仮に定義すると、発表当時、『トリオ A』で
は何が実際に反転されているのだろうか。

例：
＜バレエ・モダンダンス＞	 ＜トリオ A ＞
観客を見る	 観客を見ない
ダンスシューズや裸足	 スニーカー
動きの繰り返し	 繰り返しがない
展開の中にクライマックスがある	 クライマックスがない
動きに強弱がある	 すべて均等なエネルギーで行う
ダンサーの特権的な身体	 日常の身体（※）
統一された動きのスタイル	 複数のテクニック、スタイルのコラージュ
※実際は、かなり緻密な身体コントロールが必要とされる。
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『トリオ A』が既存のダンスの価値観を反転させて、そのアンチとして作られたように、『トリ
オ A』で採用されている方法を、さらに反転させてみると、それはさらなる未知を生み出すだろ
うか。既知の何かに戻るのだろうか。

4 ．グループごとに分かれて作業
・ノーマニフェスト
・美術との比較チャート
・『トリオ A』自体
以上 3 つのどれかをもとに、それらの中で否定されている項目を確認し、そのうちのいくつか

（全部でもよい）をさらに否定する。それらの条件をもとに、グループで 5 分以内のパフォーマン
スをつくる。

5 ．発表
5 人程度のグループごとに発表・鑑賞する

グループ A
手をつないで、端の人から腕を介して隣の人に動きを伝えていく。上下左右の振幅のある動き。
動きの大きさを、段々小さくしたり大きくしたり、変換しながら端の人まで伝えたら、端の人は
反対側に回り、新たに端になった人から次の動きを行う。ローテーションが一周したら終了。
コンセプト：ヒューマンスケールを拡大して、何人か連結して身体を拡大。盛り上がりをつくる。

グループ B
椅子を中心に置いて、それをあがめるような動きを行い、観客を引きずりこみ、最後に大げさな
ポーズを決める。
コンセプト：場の中心をつくる、観客と関わる、盛り上がりを作るなど、『トリオ A』で否定さ
れた要素を、全部をひっくり返した。

グループ C
観客を中心に集め、部屋の四方でそれぞれ動きを行う。
寝ているところから起き上がり、徐々に動きが展開し、部屋の外に出ていくまでを、それぞれの
ペースで進める。
動きの種類は、日常動作でも、ジェスチャーでも、ダンスでも、自身の判断と責任で行う
コンセプト：舞台の正面性をなくし、なるべく引き延ばした時間でクライマックスを作る。

グループ D
ロビーにて行い、観客は立って鑑賞。
観客やグループの誰かが行った動きをコピーする。
途中静止する場面をつくる。動きながら徐々に隅の廊下の方に消えていく。目を合わす。
コンセプト：劇場的な客席をつくらない。「静止」という盛り上がりをつくる。パフォーマー同
志や観客と目を合わせる。
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―

総括・反省
短い作業時間の中で、グループごとに活発なやり取りが行われ、それぞれ異なる視点から、バリ

エーション豊かな作品が生まれたことに驚かされた。「未知」というキーワードは参加者のバック
グラウンドに関係なく取り組めるものであったため、ダンス経験者もそうでない人も、平等に作品
制作に取り組める条件・入口を設定できたのではないか。

これらの試作品を見た参加者はどう評価するのか、おもしろいと思うならそれはなぜなのか、な
どの自分たちの美的判断についての議論を行う時間もあればよかった。

また、価値の反転の反転、ということを考えるとき、最初の反転において想定されていた関係と
は別の、複数の反転の仕方が考えられる。

＜反転の反転の例＞
赤い→黒い→白い
黒い→白い→水玉模様
白い→黒い→透明
速い→遅い→静止
女性→男性→鉱物

このように、反転を繰り返すことで、最初の反転において想定されていた関係とは別の関係を作
り出すことで、作品について考える際、さらに思考を飛躍させることもできたかもしれない。
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付録 2

「映像にはダンスの何が写っている／いないのか？…
濱口竜介と考える映像とダンスの関係・映像／身体を媒体に生まれる社会の形」…
座談会の記録

木村　　覚（文責）

2017年12月23日に、日本女子大学目白キャンパス（新泉山館）にて、「サバイバー／媒介者／誘
惑者を作るためのトーク & ワークショップ『トリオ A』と「ワークショップ」を研究して次の世
界を生きる」と題するイベントの 1 日目が開催された。以下のテキストは、その際の Part 1 「映
像にはダンスの何が写っている／いないのか？ 濱口竜介と考える映像とダンスの関係・映像／身
体を媒体に生まれる社会の形」の記録の一部である。

ここに収録したのは、このセッションの後半にあたる部分である。前半では映画監督濱口竜介が
単独で同テーマに関する講演を行い、その内容は、雑誌「ユリイカ」（2018年 9 月号）に掲載され
たので、ここでは割愛する。

このセッションは、ダンスを再現するという本研究において、映像というものが非常に重要なポ
イントを有していることに端を発している。これまで映像は、ダンスを再現するに際して大きな貢
献を果たしてきた。その一方で、映像ではダンスは記録されないという意見が、根強く主張され続
けているのも事実である。とくに舞台芸術分野の専門家たち（振付家、ダンサー、ダンス批評家、
ダンス研究者など）はそのような否定的見解を持つ者が多く、積極的に映像を自分たちのダンスの
分析や創作に用いる者は多いとは言えない。結果的にダンスの分野では、映像を純粋に記録物とし
て、上演を肉眼で見た者に劣る、二次的なものとして理解している場合が多い。とはいえ、私たち
が映像文化の只中に生きているのも事実である。そして、ダンスの瞬間は、しばしば映像に残され
てきたし、私たちはそれを肉眼で見たことがなくとも、十分にそのダンスのエッセンスを感受した
という思いに至る。数々の映画の中でのフレッド・アステアのダンスはその一例であろう。

では、映像によるダンスの再現においては、何が写り、何が写らないのか。いや、この問いでは
不十分だろう。なぜある映像ではダンスは不十分にしか写らず（ダンスがここに写っているとは思
えず）、別のある映像ではダンスが写っていることに人が疑いを挟まない、ということが起こるの
であろうか。

濱口は短い講演の中で、場の成立という点からこの問いに答えていった。映画館や講演の場では、
人々が集まり一つの出来事に集中する。そこには多数の意識が織りなす関係性の束が生じる。濱口
はこの関係性の束を「場」と呼び、この場は日常のどこにでも生まれうるものであり、ダンサーと
は極めて濃密な場を立ち上げることのできる者であると定義した上で、重要なのはこの場が記録さ
れるかどうかにかかっているのではないか、と指摘した。映像にダンスは映るのかという問いは、
映像にその場を写す力はあるのかという問いと言い換えられる。もちろん、その場自体をカメラが
写すことはできない。カメラはその場の経験の主体（観客の誰か）そのものではなく、一つのボディ
を持つ一存在である。そう断った上で、濱口は映像には素朴にその場が映っているわけではないと
しても、映像に映ったダンスがあらためて場を立ち上げるということは起こりうると述べた。
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濱口がポイントにしたのは「呼応」である。砂連尾のダンスを写した『Dance with OJ』（濱口
竜介）を見た後で、ダンスが写っていると感じる映像には、共通に「呼応」を感じると濱口は指摘
する。彼はそれを「呼応のダンス」と呼んだ。何かと踊っているタイプのダンス、寄せては返す波
のような、アステアとロジャースのダンスはそれ自体が呼応のダンスである。二人の間に感情の交
流というものが感じられる。互いが互いから受け取ったものを表現している。そのとき、彼らの間
に「場」が生じているというのである。大野一雄の場合、大野の肩が揺れると鳥が飛び立つといっ
た大野と世界との呼応とでも言えるようなことが起きている。そのような呼応が記録されている場
合に、映像のダンスは見る者にダンスを感じさせる力を有すると言うのが濱口の見解であった。

以下は、こうした短い講演の後に引き続いて行われた座談会の記録である。登壇者には、濱口の
ほか、振付家・ダンサーの砂連尾理、本学教員の川崎公平が加わった。

木村覚　濱口さん、ありがとうございました。濱口さんから「呼応のダンス」という言葉が出まし
たが、濱口さんと砂連尾さんとの関係という話もそこに含まれているんだと思います。少しここか
ら砂連尾さんに、映像のことでも良いですし、それ以外のことでも構いませんので、お話いただけ
たらと思います。

砂連尾理　僕と濱口さんは2011年の震災の年に仙台で、『東北記録映画三部作』の『なみのこえ』
を撮っている時に初めてお会いしました。その当時、私は全く彼のことを知らなかったんです。彼
は映画を撮るためにマンションを借りていて、僕もそこのマンションを共同で借りていた人のとこ
ろにちょうど泊めてもらっていました。そこで濱口さんと酒井耕さんという方に初めてお会いし
て、ちょうどその時テレビで『トトロ（となりのトトロ）』が流れていたものですから、トトロに
出てくる大きな人と似ているなという印象を受けました。

まず、僕自身がダンスを始めたことに触れたいと思います。僕は19の時にダンスを始めたのです
が、実際ダンスをやりたくてダンスをやったというよりは、自分の満たされない何か、その当時は
違う言葉で思い浮かんでいたかもしれないのですが、「体のリアリティ」を感じるために、今まで
自分が一番アクセスしようと思わないことにアクセスすればなんとか手がかりが得られるんじゃな
いかということでダンスを始めました。つまり、自分が踊りたくて始めたわけではなかったという
ことが、僕のダンスのスタート地点です。なので自分がダンスをやる上で、ダンスを成立させるた
めには一体どうしたら良いのか。自分自身が踊らされる関係を考えないではダンスというものがで
きなかった、ということがあったと思います。その時に最初に一緒にダンスユニットを組んだ方が、
寺田みさこさんというバレエ出身のダンサーでした。彼女は非常に優れたクラシックバレエのダン
サーで、僕は小さい頃からダンスをやっていたわけではないですから、全く身体のコンテクストが
違う人間同士がどういう風に関わることによってダンスが成立するか、ということを考えながら彼
女と16年も活動を行なっていました。

彼女との活動のプロセスの中で自分がどうやって、何を表現するかと同じくらい、ほとんど無意
識的にどのように関わっていけば良いか、ということを考えていたのだと思います。それが後々に
ダンス以外のことをやろうと思うことに繋がり、実際に行ったのが合気道でした。やはり何か関係
性の中から自分の身体というものの位置付けや意味付けをしていくということは、僕にとっては普
通になっていったということだと思います。先ほどの佐々木大喜さんとのダンスに関して言うと、
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彼は震災後ほとんど眠れなくなっていると、大喜さんのお母さんから聞いていたものですから、非
常にその時も繊細に関わらざるを得なかった。僕が何か意図的なことをすると彼は動きを止めてし
まうんですね。自分が彼の何に引っかかってしまうのかは分からないんですよ。その彼との中で関
係を継続させていくために、あまり彼を見ていなかったような気がするんですよね。踊っているん
ですけど、彼を見ているというよりも彼の周辺の空気のピリピリ感と寄り添いつつも離れ過ぎず。
離れ過ぎても彼の動きが止まるので、そこを越えても止まってしまうという部分を探りながら彼と
関わり続けた。濱口さんと映像を撮る時に言われたことは「100年後の自分に向けて踊ってくださ
い。ハハハ〜」と言われたことは覚えています。もちろん濱口さんの目も気にするんですけど、カ
メラマンである北川喜雄さんの視線、彼の意識、息遣いというものが、敢えて言うと、自分とは違
うコンテクストとして気になりました。その北川さんとダウン症の大喜さんがどのようにしてしま
うと止まってしまうか、ということを探りながら踊ってました。つまり「踊ってください」と言わ
れて自分だけが踊るということはあまりしなかったような気がします。僕と濱口さんとの出会いか
らここに至るまでの経緯をお話しさせてもらいました。

木村　濱口さんから何かコメントありますか？

濱口竜介　砂連尾さんが言っているダンスは映像を見ても場を立ち上げるようなダンスだと僕は
思っています。それを撮るこちら側がどうしたらそれが映るのか、ということを考えると、抽象的
ですが、カメラと直接関係を結んでもらう、カメラと踊ってもらうということです。北川喜雄くん
は『ハッピーアワー』という映画に砂連尾さんにも関わっていただいた作品のカメラマンでもあっ
たので、北川喜雄くんと砂連尾さんは知った仲。砂連尾さんは受け入れてくれているし、僕も喜雄
くんも尊敬とか信頼というものを砂連尾さんのダンスに対して抱いている。そういう関係性の中
で、踊っている。その場を記録するということがあるとすれば、カメラと被写体がどのような関係
性を結んでいるかということは、これは間違いなく記録をされてしまう。時にはそこに齟齬があっ
たり、こいつの前では踊れない、というようなものがあったとしたら、先ほども言った記録の力と
いうものによって、恐らくは場が立ち上がっていないということ自体が記録されるのではないだろ
うか。ダンスが映らないパターンとして、そのことがとても多いのではないだろうか。カメラとダ
ンサーとの関係性が出来上がっていない時、おそらくダンスが映らない。ダンスというか場ですね。
先ほどの話で言うと、場そのもの、カメラとの関係性との間で場が生じていないということが映っ
てしまうという感じなのではないかと思います。

木村　ありがとうございます。今登壇している 4 人で打ち合わせをスカイプ使って二週間くらい前
にした時、この話題が出て、とても興味深い話だと思ったんですね。と言いますのは、私は比較的
映像の側というよりはダンスの側で今の話を聞いているんですけど、振付家やダンサーの方が映像
に自分のダンスを残す際に、この「カメラマンとの関係」ということを意識して創作するというこ
とが、あまりないかもしれないなと思うからです。彼らがダンスを映像に残す場合、公演の記録と
して固定カメラで引き気味のショットで収めることとが多いですよね。そうすると、それは純然た
る記録となり、三脚にカメラが置いてある状態なのでカメラマンの存在自体がほとんど意味を成し
ていなかったりする。しかし、意味を成していないことがいっぱい意味を派生させていて、映像の
中にダンスを発生させない原因にもなっているかもしれないわけですね。そういうところは具体的
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なヒントとして、考えられることかなと思います。
砂連尾さんが先ほど大通りの真ん中で踊っている時に、カメラマンというものはどういう風に砂

連尾さんの中に意識化されていたりするのですか。またはあまり意識されずに踊っていたのです
か。せっかくみんなで見た映像なので、今の映像に絡めて何かありましたら、聞かせていただきた
いです。

砂連尾　カメラマンの北川くんの存在はかなり意識して、何と表現したら良いのか分からないので
すが、本当に目線が愛おしくて。そういうことを言ったらロマンチックな言い方になっちゃうな。
僕が舞台人として弱いところかもしれませんが、「では、今からダンス踊ります。はい、見てくだ
さい。」という感じよりは、大阪の人間でもあるので、「今日はみなさんほんまにね〜、暑いな〜。
東京暑いな〜。」みたいな感じで、こういう空気を作った中で、今日はどんな空気なのかなという
前提がないと、どうも踊れない。僕はどちらかというとエージェンシー的に振る舞ってしまうとい
うか、自分の中でそれは非常に意識的にあったと思います。アイデンティティをこの場によって立
ち上げるというよりは、何か代理人みたく、エージェンシーとしてこの場で誰かと誰かを繋いだり、
ということの方にどうしても意識が向いてしまう。あの映像のダンスでは、僕が喜雄さんを見てい
ますが、上から見たら僕と喜雄さんとの距離はこんな感じなのかな、そんな感じのことを往復しな
がら、あの場にいたような気がしますね。

木村　ありがとうございます。ダンスを見る時に、僕はそこに発生している関係性を見ているよう
な気がいつもしているんです。それだから、関係性がないがしろにされていると辛くなってくるん
ですね。退屈になったり、眠くなることまではないのですが、見ていることがすごく苦痛になって
いったりします。もう亡くなってしまったダンサー、室伏鴻さんという舞踏から派生したダンサー
の方がいて、例えば彼は突然背で倒れるようなことをやったりします。そうした瞬間に床と彼、音
と彼の関係が突然発生したりするんですね。あるいは突然すごい集中していたかと思えば、観客に
向けて喋り始めたりするんですね。そうすると、彼の存在と言葉、音声との関係が発生し、同時に
観客との関係も発生したりする。彼は何かと自分との関係を不断に発生させながら、空間をどんど
ん変化させていくというダンサーだったと思うんですよね。ダンスというと運動と直結してしまう
から、振り付けの形とか躍動とか、すぐにそういう話になりがちなんだけど、関係が各所に発生し、
そこに緊張が生まれる。そこにリズムが起きているような気がするし、そうなると見逃せなくなり、
見るということが止められなくなってしまう状態になるわけです。僕にとって肉眼視する対象とい
うものはすべからくそうした関係性なので、映像の中にそういうことが発生した時に見逃せなく
なってくるんだろうなと、濱口さん、砂連尾さんのお話で改めて感じました。では、川崎公平さん
からもここで自由な立場でお話いただきたいです。

川崎公平　僕はダンスは完全に素人なので、映像しか見ない立場から、率直に考えたことを言いた
いと思います。最初に濱口さんが「呼応しているのを感じた時にダンスが起こっている。場が起
こっている」とそういう言い方をされたのですが、これはまさに濱口さんの映画の話だと思うんで
すね。濱口さんの映画というのは、まさに人間関係でもいかに呼応し合っているかということを、
フィクションにしろ、ドキュメンタリーにしろ、撮っていて、しかもそこにカメラが介入した時に
どういう変化が起こるかということを色々やってこられた映画作家だと言えると思います。なので
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ダンスと映像との関係に対する考え方というのは、濱口さんの映画の色々な関係と関わりあってい
るのだろうと思いました。

濱口さんの映画から今の映像と話を繋げたいと思います。濱口さんの映画は色々な映画があるの
ですが、登場人物たちがどうでも良いことを喋っていることが多いんですね。砂連尾さんと関わり
始める前までは、濱口さんの映画は本当に言葉の映画で、語り合うこと、喋ることが映画の中心に
ありました。しょうもないことを喋っている映像をずっと見せられ、そのうちいつの間にか関係性
が変化していて、登場人物の一人が怪物みたいに、信じられない突拍子もないことを起こしてしま
う。それまでの喋り合いを見ているから、ありえないようなことだと思うのですが、起こるかもな
という気もするんですよね。濱口さんの映画を見た方はお分かりになると思うのですが、そういう
ところがあるわけですね。

先ほどの映像は初めて見たのですが、ずっと同じカメラポジションでワンショットの持続ですよ
ね。完全に主観的な感覚ですけど、砂連尾さんが消えていくような、空間の中に溶けていってしま
うような気がしました。ちょっと寄り道しながら話すようになりますが、ライブ、生でダンスを見
る場合は、ステージの有限化はあるのかもしれないですけど、空間が広がっているからこそ、ダン
サーばかりを見てしまうということが、数えるくらいしか生のダンスを見てない私の個人的な感覚
であります。有限化されていないからこそ対象ばかりを見てしまう。人間の視線の不平等性、自分
の関心のあるものばかりを見てしまうということが、生だからこそ起こるということがあると思い
ます。逆に映像の方はフレーミングして有限化すると共にその中のものを全て等しく映しとる。映
画の研究の中でいろんな形で言われてきたことですけど、だからこそ対象以外のものも、浮き上
がってきてしまう。背景にあるようなものや、木の枝のひとつに鳥が止まっているところにすごく
目がいってしまったりすることが起こる。フレーミングしてあるいは現実から切り離されて観客と
いう切り離された側から見て、だからこそこの空間の中での関係性というものを改めて受け取るこ
とができるということが起こるのかなと思います。先ほどの映像を見ていると、だんだん全てが平
等になっていく感じがする。そういう持続の仕方なのかなと思いました。

あと、これも私の個人的な感覚なのですが、音楽がかかり始めた時に、私は集中力が途切れてし
まって、砂連尾さんの踊りをうまく見れなくなってしまったんです。その辺りから画面全体がふわ
ふわして、その後音楽が途切れますけど、さーっとふわーっと消えていく感覚になったんです。作
り手にそういう意図を聞くことは、つまらない感じがするんですけど、あの音楽ってどういう感覚
で付ける気になったのですか？

濱口　この音楽と音楽が消えるということに関して言いますと、僕も同じことを感じました。この
映像は 8 分なのですが、砂連尾さんには22分踊ってもらっていました。22分ずーっと見て居られて、
それをずっと流していたいと思うくらいでした。実際にあの場面のカラ画も撮っていて、砂連尾さ
んを消してみるということもしたんですね。砂連尾さんが踊っているのと砂連尾さんが十分遠くに
行った時にディゾルブをかけて砂連尾さんを実際にフワーッと消えたようにしてみました。 8 分と
いう長さにする時に、何がしかその22分に自分が感じていた強烈な感触を移植したいということが
ありました。フィクションとしてどうやって凝縮していくかということを考えていました。そのよ
うに砂連尾さんを一回消してみたこともあったのですが、それでは場が起こらなくて、自分が感じ
ていたことが無くなってしまうと感じました。

音楽をかけたのは 2 つ要因があって、ひとつは22分の中で音楽が聞こえてくるような気がしたん
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です。音楽がかかった方が見易いという方もいると思うんですよね。映像の中で砂連尾さんがいた
のがビビットに動くというわけではないので、見辛いと感じる方もいるかもしれない。そして音楽
がかかったときに急に見易く感じる人もいるかもしれない。ただその音楽は 3 分くらいしかないの
で、途中で終わってしまうんですけど、その時に砂連尾さんのダンスを見辛いと思っていた観客に
とって見易いものに変わっていると良いなと。その間にこの映像の見方をある種学ぶというか、凝
縮したような形でこの映像との接し方を見つける時間になれば良いなということでやっていまし
た。なので僕自身も砂連尾さんが風景と溶けていくような感触というのは強く持ちながらやってい
ました。

もうひとつはたまたまこの音楽はこの撮影をするために公園に向かうタクシーでラジオがかかっ
ていて、良い曲だなと思ったんですよね。インターネットでその曲を購入し、映像にはめてみたら
バッチリ合った気がしたということがあってですね、そのことに縁を感じてやってみました。ある
種フィクションとしての胡散臭さが加わるなことも肯定的に感じました。

木村　音楽のリズムとかが入ってくると砂連尾さんの動きのある、断片 2 秒 3 秒くらいにまさに呼
応関係というか、この音楽で踊っているかのように見えてしまう部分とか、あるいはそういう風に
見えたから監督があるいは誰か制作する側がこの音楽を採用したのかな、など色々思惑を広げるこ
とができるんですよね。そういうのも含めての「胡散臭さ」なのかもしれないですけど。川崎さん
いかがですか。

川崎　そうですね、そういうことだと思います。胡散臭さというのは重要ですよね。濱口さんの映
画もすごくドキュメンタリー的だと言われることもあると思うのですが、胡散臭いですよね。作り
手がやはり介入するということに対してすごく意識的な人なので、その場にカメラがあるというこ
とが、ダンサーであればダンスにどういう影響を与えるかということをものすごく考えながら作っ
ているのだろうと思います。あのカメラポジションも、空間の中に溶け込まそうと思っているポジ
ションだと思うんですよね。手前に草が揺れている中で踊らせようという。

今砂連尾さんのお話を聞いてすごいなと思ったのが、「カメラが愛おしい」と仰っていたことで
す。これは珍しいですよね、普通に考えたら。これももしかしたら生と映像との違いの話になるか
もしれないですけど、カメラがあるってやはり恐ろしいことで、普通は愛おしいなんて絶対に思わ
ないですよね。例えば似たようなことを研究者的立場で言うと、ベンヤミンが「舞台と違い、映画
の方はカメラと作り手の目がある種試験官の目となって、俳優はそれに向けて演技をする」という
ような言い方をしていました。ある意味で言うと、作り手の側に自分のダンスが決定されてしまう
ということもあると思うんです。だからこそ、ダンスと映像との微妙な関係が生まれたりもすると
思うんですよね。そういうことを砂連尾さんは感じないんですか。

砂連尾　濱口くんの話を聞いていて、消えたらと言う言葉は綺麗ですけど、殺しに来てますよね。
殺しに来ているのであれば、どうぞ殺してください。どうせ殺すのであれば、徹底的に殺してくだ
さいと思ってます。そういうことを徹底的にやってくれるので愛おしく感じます。それは僕が合気
道をやっているかもしれないです。合気道で手を相手の頭に振り落として、それを紙一重で躱すと
言う技があるんですけど、怖がると頭に当てられないですよ。正中線を狙えないと言いますか。こ
れは一番良い練習ではなくて、どうせやるのであれば、頭に命中させて良い、殺してくださいと言
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うくらいの練習でないと良い練習にならない訳ですね。彼がそういう目線で僕に殺しにかからなけ
れば、僕はそこに存在できないだろうという感じは強く思ってしまう。そこで中途半端に関わられ
たら、また違った表現になります。相手との関係で僕はそう突きつけられるからこそ突き返せる。
そういうことがあった時に、殺しに来てくれているのか、と愛おしさを感じました。ちょっと変態
チックだとは思いますけど。

濱口　大野一雄を撮ったダニエル・シュミットという監督がインタビューで「カメラというのは吸
血鬼みたいなもの。血を吸って自らの力にしてしまう。」という話をしていて、「でも中には喜んで
血を差し出す変わった奴もいるけどね。」ということを言っていて、砂連尾さんはそういうことな
のかなと。砂連尾さんにはよく「濱口くんはまるで泥棒だよね。」ということを言われるんですけ
ど、それは間違いではないというか、北川喜雄という優れたカメラマンと砂連尾理という優れたダ
ンサーがコラボレーションしたものをなぜが自分の署名を付けて出すということにおいては、本当
に泥棒のようなことをしているなと思いながらやっています。

木村　場を立ち上げるということを発端にして投げられた話題なので、なんとなく穏やかな話に
なってしまうのかなと、仲良くするとか、空気を保つとか。しかしそういう簡単なことではなくて、
殺し合いだったり盗み合いだったり、そういうダイナミズムが背後にあるという話に至りました。
もうちょっとこのベクトルで話してみたい気もしますが、映画の問題としては、十分お話を聞けた
ようにも思っています。例えば砂連尾さんのダンスの映像って見ようによっては僕は「踊ってみた」
の映像にすごく近いと思っています。「踊ってみた」の映像の僕が思う一つの特徴は、公園とかで
よく撮っているんだけど、シンメトリーを強調するんですよね、どこでも良い場所なんだけど、そ
こに舞台を設定するためなんだろうが、シンメトリカルなカメラ配置をして、そうするとギュッと
空間が引き締まり、真ん中に見る者の視線が集中する。そういう作りを一瞬感じてしまったりしま
した。濱口さんがそんな単純な細工をしているとは思わないんだけど、ニコニコ動画などでダンス
動画を配信する「踊ってみた」の人たちも比較的ワンショットが多いし、そういうシンメトリー構
造を強調した映像でダンスが記録されていたりする。さらに別の角度の話で言うと、こういうワン
ショットではない、切り刻んだようなダンスの映像というのはいっぱいあるわけですよね。マイケ
ル・ジャクソンのミュージックビデオなどはそういうものの一つの発端だと思いますが、切り刻ま
れた映像も私たちにとってはダンス映像だったりしますよね。持続という話とかそこから消えると
いう話とか、そういうものが持っているワンショットの力みたいな話としてはかなり面白くまとま
りつつもあるのですが、あえて違う角度のそういう点について話してみようと思います。殺しにか
かるという話で言うと、本当に大胆に殺していくみたいなそういう作業だと思うのですが、その辺
りの映像とかについて濱口さんの思うことがあったら聞かせて欲しいです。

濱口　これは本当に難しい問題です。僕は必ずしもダンスを撮る人間ではないので、普段はカット
を割って撮っていくのですが。この原稿を考えている時、基本的にはお見せしたいショットはワン
ショットでした。それは選んだ訳ではないんですけど、結果的にそうだった。そういう風にして優
れたダンサーのもの、そして砂連尾さんのものもワンショットだったりして、そういうものに結果
的に偏ってしまった。ただ、いたずらにカットを割ってしまう、例えば『シカゴ（Chicago）』と
かミュージカル映画を見ていると結構カットを割っている。昔のミュージカル映画のようではなく
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て、カッティングのリズムによってある種のダンス感みたいなものを、言い方が悪いですが、捏造
しているように見える。実際に起こっているダンスは必ずしも大したものか、そうでないかも分か
らないのですが、大したものではないのではないか、だからこうしているのではないかと感じてし
まう。そのようなカッティングになっていて、僕個人の感覚としては、少なくともダンスを映すな
らカットを割る、ある素晴らしいダンスが立ち上がっていて、カットを割る理由があるとすれば、
そのダンスが見えないから割るというモチベーションだけはありえると思います。高速的なカッ
ティングみたいなものと、ダンスそのものを伝えるために写す、ということは両立しないのではな
いかという気がしています。結局カメラがひとつの時空に対して複数あるということは観客の体が
引き裂かれていくような体験になると思うので、ダンスを映すならカットはよほどの理由がない限
り割らない方が良いのではないか、という感覚を私は持っています。カットを割ることは一切否定
をしないのだけど、何か場を再構成したり、ダンス的なものを与えるために、カットを割ることは
問題ないのだけど、優れたダンスを撮ることが目的ならばカットは割らない方が良いのではない
か、と僕個人が現場で何か実践するときは判断すると思います。

木村　ありがとうございます。この流れで川崎さん、砂連尾さんにもこの質問をしてみたいです。
さっきベンヤミンの名が出てきましたが、アウラの喪失みたいな話は、カットなど「切断」という
ことがとても大きいと思うんですよね。ダンスに限らないかもしれないのですが、映像が躍動する
というか、そういうこととカットの関連など、そういことについて聞いてみたいです。

川崎　一般化して語ることは難しいことかもしれないですね。編集が入っていてもこれは良いと思
うものも当然あると思いますし、これではダンスが消えているなと思わされることも当然ありま
す。ある種の普通の価値を普通じゃなくエクストラオーディナリーなものする。そのエクストラな
部分がどこにあるのか、という問題な気がします。編集によって、生のダンスと映像のダンスは当
然違うのだから、映像のその特性を利用してダンスというものを拡張しましょう、という表現はた
くさんあります。例えばスクリーンダンスみたいなもの。ショットとショットを繋げていけば、新
たな価値みたいなものが生まれるでしょうというような。これはエイゼンシュテイン的だと言って
もいいかもしれないですけど、一方にはそのような考え方がありうる。もう一方で濱口さん的な考
えで言うと、元々のダンスがすごくてエクストラオーディナリーなのであれば、そのエクストラな
ものを記録するためには映像によるエクストラな価値付けは不要、余計ではないのか。それこそダ
ンスのエクストラな部分が映らないんじゃないのか、という感じかなという気がしますね。

濱口　今思い出したのはゴダールです。砂連尾さんとも平倉圭さんの『ゴダール的方法』という本
の読書会を行ったりしたました。僕は読書会をやりながら、ゴダールはある種のダンサーだったの
かなという結論に達しました。ゴダールの映画において、非常に細かいカッティングが成され、た
だ同一の対象を捉えているわけではなく、そこに全く関係のない音楽を付けたりして、構成をして
いく。そうした時に、動いていない静止体がまるで動いているかのように、生命力みたいなものも
感じたりします。それこそエクストラのようなものかもしれないのですが、編集によって映像制作
者自体がダンサブルに振る舞うことは大いにあるような気がするんです。それがダンスとうまく融
合するのか、というイメージが中々掴めない。むしろたくさん流通しているのはそちらだったりす
るので。
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木村　ゴダールの話になっても良いのですが、ゴダールに限らず、映像が踊っているというか、映
像を踊らせるという話もあります。舞台でダンスを見たり踊ったりしている人たちが、中々持てな
い感覚というのが、映像を踊らせる。つまり自分が踊らない、踊り手は人間としていないかもしれ
ない。でも映像が踊っているという状態をダンスとして捉え、自分のコレオグラフィーとして発想
するというクリエイションがもっと起きても良いですよね。実際は起きているんだけど、とりわけ
舞台芸術から発信するものについては及び腰になっているなという気がします。例えば、ジン
ジャー・ロジャースのダンスもステップの足音がどこまで生なのか付け加えているのか、ダニエ
ル・シュミットの水の音の話とか、やはり音楽のことであるとか。かなり加えたり減らしたり、そ
こで起きることっていうのはたくさんあるわけですよね。単なる場の再生ではなくて場の立ち上げ
直しなんだ、というお話はすごく創発的なところがあるなと思って、そういうことを僕らはもっと
考えたいなと思っているんですけど。

ちょっとひとつ手前に戻って砂連尾さんに聞きたいです。映像に自分の講演を残したりしますよ
ね。例えば『とつとつダンス』のフルレングスでかなりのボリュームの映像を私は見せてもらいま
した。砂連尾さん、あのような時に、自分の公演を映像化する際気をつけていることはあります
か？先ほどはカットが多くなっていくとダンスが消える可能性があるよね、という話が出てきたり
もしてましたが、自分が踊ったものが映像になって編集されるという時に何か気づくこととか、そ
ういった類のことをお話いただけますか。

砂連尾　僕がベルリンから帰ってきてからの『とつとつダンス』、『猿とモルターレ』という最近の
作品を木村さんには見ていただきました。『劇団ティクバ + 循環プロジェクト』に関して言うと、
その記録映像をその日に来た観客に舞台上に上がって撮ってもらうという撮り方をしました。プロ
のカメラマンは居なくて、できるだけ子供を狙って撮ってもらうような撮り方をしました。あるい
は、『とつとつダンス』で言うとひとつのダンスに関してそのプログラムと並走してくれる人に最
終的に映像を撮ってもらう。先ほど濱口くんが言っていたような、舞台と見ている人との断絶して
いないような、あるいは初見だけどついつい全部撮りきれないけど撮ることを必死に追おうとする
身体性を持つような人に撮ってもらうようなことを意識していたかなと思います。ではなぜ、舞台
をやりながら映像に対してそういうことをやるかと言うと、もうひとつ嘘をつきたいんじゃないか
なという気はします。僕は舞台に出てるが故にだと思うのですが、客席に座って全てを演出してい
るわけではないので、関わっているみんながある種のフィクションを作りあう関係、共犯関係にい
る時に舞台というものに何か可能性があるんじゃないかなと思います。その嘘をいっぱい作りあう
ような関係に作品の可能性を感じているのかもしれません。そのために映像というものを僕自身が
利用しているのかもしれないですね。

濱口　自分が言ったことの訂正ではないのですが、ダンスのカットを割る割らないの話に戻らせて
ください。ワンカットでやると何が良いかと言うと、本当にすごかったという証拠として強い、と
いうことだと思うんです。単純に全くカットされていなくて、本当にこれはすごいダンサーなん
だっていう証拠として一番強いというだけであって、感じる感情とか高揚みたいなところは実のと
ころはカッティングを重ねていったり、音楽を加えていったりすることによって、遥かに増幅でき
るのかもしれない、嘘をつけるのかもしれない。ただ、それがダンサー、ダンスとして優れている
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という証拠映像として成立しづらいということだと思います。だから嘘を一緒に作っていきましょ
うというダンサーがいればもっと面白くなるのかもしれないですけど。

木村　何があったのかということを証言してくれる映像としてのベクトルを重視するのか、一緒に
嘘をもう一回つきたいという砂連尾さんの先ほどの発言は面白いのですけど、そのもう一回をどう
いう風に再構成していくのか。明日まで続くこの BONUS のプログラムは、社会の形を作ることと、
ダンスを作ることが何やら関連しているはずだし、そのことを掘り下げることがワークショップと
いうものを考えたり公演というものを考える上で非常に重要なんじゃないかということが発端にあ
るんですよね。今話に出てきたことでいうと、作り事とかフィクションとか立ち上げ直しというと
ころにある、社会作りというか、 3 人集まれば 3 人の作る社会があるだろうし、でも 3 人の社会が
場を温めてしまうと、そこに新たに入る人はその社会に阻害されますよね。さらにそういう人も巻
き込んでいって、リビルドしていく運動体と言えばいいのかな。そういうものが人々の中にイメー
ジとしてあることがすごく重要なのかなと、今色々と考えました。もう一言ずつくらい何かあれば
お話し聞かせてください。

川崎　ダンスを撮る側と撮られる側の色々な関係性や共犯性みたいなものが社会を作るということ
と結びつくという話について、私の立場からすると、その社会にダンスの映像を見ている人はどう
参入できるんだろうということが新たに出てくる問いかなと思います。

木村　すごく重要なポイントなんですよね。観客ってじゃあ何者なのか、という話だったりして、
コミュニティで何かを作っている時、どんどんその場が盛り上がるかもしれないけれど、観客って
ある意味で一番置いてきぼりになっていて、最後にその場にちょっとに立ち会う人。だいたいおい
しいものは映像に残ってなかったりするじゃないですか。映像の外ですごい大事な話やセッション
が本当はあったりして、僕は公演を見る時はすごくそういうことを思うんですよね。リハーサル見
ていた時にあんなに面白かったと思っても、本番を見る時にはリハーサルの10分の 1 みたいなもの
を見ているような気がするとか。日常的にダンスと付き合う時には、ある意味では疎外感を感じる
時もあるります。私が BONUS をやっている理由でもあるんですけど、もっと作家の人と接したい
とか、本番だけが上演だけと思いたくなとかあったりします。

ちょっと話がずれてもいるので、残りの時間を少し開いた形にしたいなと思っております。最初
に話した通り、今年度の BONUS のプログラムは砂連尾理さんと、神村恵さんと、篠田千明さんの
3 人に協力者になってもらっています。神村さん篠田さん何か今話している話にコメントとか質問
とかあったら聞かせてもらえますか？

篠田55）　カットを割らないという話で OK Go のミュージックビデオをどう思っているのかなと気
になります。OK Go はカットを割らないことですごい練習しているんだな、とこちらも共有でき
るじゃないですか。あれはどうお考えなのかなと思います。

濱口　OK Go は何度かしか見たことがないのですが、ワンショットで驚くようなものが映ってい
るということがどういうことかと言うと、練習しなくてはそこまで絶対にできない。例えばそのワ
ンショットが 5 分であったりするのかもしれないですけど、 5 分の中にもしかすると何ヶ月くらい



124

の時間が凝縮されているということなんだと思うんです。カットを割るとかワンショットでやると
か色々やり方はあると思いますが、基本的にワンショットみたいなものが繰り返し見られるのは、
それが何度も見る価値として誰にとっても分かりやすいのだと思います。 5 分という私たちが見る
時間が実は何ヶ月とか、もしかしたらその人が生きていた何十年とか、何人も重なっているとか、
そういう時間が重なったものとして、どうやって提示するか、ということがすごく大事だなと思い
ます。だから砂連尾さんを撮った 8 分の映像の中にも実は砂連尾さんの何十年が映っているんじゃ
ないかと思います。だからある種の厚みを持つのではないのかなという気はします。

川崎　OK Go のミュージックビデオに関して言うと、そのとおりだと思います。ワンショットが
長くあって、しかもそのワンショットがすごく複雑であるという場合は、まずは努力を感じますよ
ね。色々なことが積み重ねられて、ちょっとでも失敗してしまえば、何分間の映像の最初からやり
直さなければいけないという緊迫感の中でこのワンショットを記録し、実現したのだという、厚み
ですね。とても心理的な厚みかもしれないですけど。

木村　そうなんですよね。でも、世の中はダンスとはそういうものだと思っているところもある
じゃないですか。すごい早い運動の振り付けを覚えて演じられたということが、良いダンスの基準
みたいに、舞台芸術系の人はそう思っていないかもしれないですけど、一般の人たちは案外そう
思っていたりする。Youtube で今年一番見られた動画というのが女子高校生がジュリアナ東京み
たいな格好をして早くて強い運動をして荻野目洋子の曲で踊るという登美丘高校の『バブリーダン
ス』。例えばあのようなものが良いとなっている状況の中で、あの映像もすごく映像的だと思うん
ですよ。つまりビジュアル的にビビットである、目に付いて面白い。そういう中でダンスというも
のがそのように読み取られる状況がある中で、私たちはダンスをどういう風に作り、社会の中に配
信して行ったら良いのか、ということは結構差し迫った問いとしてあるような気が僕はしていま
す。それとどう向き合おうかというは結論はないのですが、一緒に考えられたらなと思います。
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Ⅰ　研究の概要

塩崎　尚美

1 ．研究の目的と背景
総合研究所は、その沿革を HP でみてみると、児童研究所（1928年開設）、農家生活研究所（1952

年開設）、女子教育研究所（1964年開設）が母体になった、とある。つまり、「児童」の研究は、本
学において最も歴史と伝統のある研究、ということになる。21世紀は脳科学と遺伝子の時代である
が、この新しい時代の文脈に、本学伝統のキーワードである「児童」を位置づけることが、新しい
時代の女子大学には求められるだろう。これが本研究課題の原点である。また、2021年のキャンパ
ス統合を見据えて、学部の枠を越える学際的研究と実践活動の可能性を探ることは、キャンパス統
合後の本学の発展に寄与することにつながるのではないかと考えられる。

そこで本研究は、「子どもの育ちの総合的研究と支援」を目的として、子どもの育ちに関わる研
究や実践を行っている教員が心理学科、教育学科、児童学科、住居学科から集まり、それぞれの専
門性を生かした研究を行いながら、それらを統合することを目指してきた。その議論を通して見出
されたのは「創造的主体としての子どもの育ちを考える」というテーマである。今日「子育て支援」
は大学の地域貢献活動として、各大学が積極的に実践を行っている。そこで我々は他大学の「子育
て支援」活動の見学とヒアリング調査を行い、大学が＜子どもの育ち支援＞に何ができるのかを検
討することとした。また、以前北海道大学教育学部において＜乳幼児発達臨床センター＞の運営に
携わっておられた、陳　省仁先生、氏家達夫先生にご講演いただき、「大学が子どもの育ち支援に
できること」についてともに検討する機会を持った。これらの研究を通して、かつて本学にあった

『児童研究所』のような、多様な視点から子どもの育ちを研究し、支援する事業拠点を開く可能性
を探っていきたい。

2 ．研究経過
1 ）2016年度

各研究員のこれまでの研究成果を共有し、そこから共通のテーマを抽出することを目的として数
回の研究会を開催した。各研究員の研究成果の発表と議論を通して、「創造的主体としての子ども
の育ち」を共通テーマとすることとなり、各自このテーマに沿った研究を進めることとした。その
結果を 3 月24日の公開研究会で発表した。その概要は以下の通りである。詳細は、各研究員の報告
に述べられている。

瀬尾：「自ら学べる」子どもを育てることを目的とした、自己調整学習支援プログラムの小学校
での実践研究
子どもが話し合いを通して自らに適した意味理解の方略を発見すると正答率が大幅に上昇するこ
とを明らかにした。その報告から、主体的に学ぶ子どもを育てるためには、自分に合った意味理
解の方法を発見できるように話し合いをサポートすることが重要であることが議論された。
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請川：「子どもの育ちのために大人は何ができるのか」
幼稚園での帰りの会において、クラスの皆が話題に主体的に参加できるようにするために、ベテ
ランの教諭がどのような工夫をしているのかを観察した結果、相互作用を活性化するために、大
人も主体的に関わることの重要性、特定の子どもだけでなく多くの子どもの参加を促すことと、
他児の発言に耳を傾けることも、自己内部でのアクティブな関わりであり、どちらも大切にしな
がら相互作用に働きかけることに意味があるのではないかということが議論された。
川﨑：「子どもの主体性の育ちと父子関係の支援」
父親参加の子育て支援グループの活動実践研究の報告から、《段ボールロボット制作》のような、
父親の仕事や社会経験を生かせる活動を通して、父親同士のコミュニケーションを活性化し、父
親が自信を持って主体的に関わることが子どもの主体性の育ちにつながるのでないかということ
が議論された。
塩崎：母子、父子の自由遊び場面と、家族課題解決場面の観察研究
子どもの主体性には、親の応答性や励まし、家族の柔軟性と個別性が関連していることが明らか
になり、このような親子や家族内の関わりによって育てられた主体性が、集団活動での主体性に
どのようにつながっていくのかを検討することが今後の課題として議論された。
金沢：赤ちゃんの認知に関する研究
乳児は言語を獲得する以前から概念を獲得していることや、ヒトの顔に積極的に反応し主体的に
世界と関わっていること、発達障害の子どもの脳活動の特性が報告され、このような認知的な特
性を踏まえて子どもの主体性を育むためにどのようなことができるのかを検討することが大切で
あることが議論された。
青木：「語りの中に現れる主体性と家族」
生きる意味を創造する主体としての子どもと、「子どもの主体性」を見守る主体としての親につ
いての考察を報告し、見守ることは放置することではなく、親が主体的に子どもを「見守る」こ
とであり、その本質を探っていくことの重要性が議論された。
宮：「創造的主体として生きるための《半開きの空間》」
閉ざされた壁ではなく開かれた壁や柱を用いた空間で、自分で距離を測りつつ主体的に生活で
き、気配を感じつつ一人になれる半開きの空間で主体性が育まれる可能性を報告した。そこから、

「間主観性」がそれぞれに共有されることが、主体性と何らかの関連をもっているのではないか
ということが議論された。

以上の議論を通して、子どもを創造的主体として育むためには、以下のことが重要であることが
示唆された。

①　大人も主体性を持ち、子どもの個としての存在を認め、子どもの力を信頼して見守ること、
②　子ども同士が生きたコミュニケーションを取り、相互に主体的な関わりを持つことが子ども

の主体性を育てること、大人はそのコミュニケーションをどのように活性化するのかを考え
て関わる必要があること、

③　子どもの主体性を育てるために大人が見守ることは、大人と子ども間の間主観的な相互作用
が機能しているのではないか、

これを踏まえて、乳幼児期からの親子の縦断的な研究とその支援の方向性を探り、それを子ども
の育ちを支援する事業拠点の立ち上げにつなげていく可能性を検討した。金沢の乳児の認知の基礎
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的研究および塩崎の親子関係の観察研究を踏まえ、乳児の認知的特性や親子の関係性の特性を生か
した関わりや遊びを展開する子育て支援を行うこと、そこに請川の幼稚園教諭と子どものコミュケ
―ションの研究に関する研究を生かしたプログラムを導入し、集団の中での主体性や社会性の育ち
を支援することにつなげていく可能性が見出された。

また、川﨑の父親支援の実践研究からは、子育て支援の中で、父親の持ち味を生かした支援は何
かということを検討するとともに、父親も含めた家族支援を通して、父親の主体的な関わりが子ど
もの発達や家族の成長にどのように生かされていくのかについても検討することとした。実践の効
果を測定する方法については、臨床実践の効果研究を重ねてきている青木を中心として、その効果
評定法を開発する。

さらに、瀬尾の小学生から中学生にかけての主体的な学習者を育てるためのプログラムの知見か
ら、そうした学習方略が遊びの中でどのように身についていくのか、乳幼児期から主体的な学習者
として成長するために、どのような経験が必要なのかを検討することとした。

加えて、宮の保育施設の建設経験から、創造的主体として生きるための場、家族や集団の中で、
主体的に身を隠したり呈したりしながら、他者と関わりを持つことができるような空間としての、

「半開きの空間」の提案がなされた。そうした半開きの空間の中で、おとながどのように子どもに
関わり、どのような遊びが提供されるのかを検討していくことは、他の研究者の研究知見を実践に
つなげていくうえで、重要なキーワードとなることが議論された。

以上のことから、「子どもの創造的主体としての育ちを研究し支援すること」を本研究の中心テー
マとして次年度以降につなげていくこととした。

2 ）2017年度
本学に子どもの育ちを支援する事業拠点を立ち上げるためのより具体的な方向性を探るために、

改めて「子どもの育ち」について多角的、重層的にとらえることを目的として、北海道大学教育学
部附属乳幼児発達臨床センターの運営に携わっておられた陳　省仁先生と、同じ時期にセンター運
営に関わり、親としての発達や親子関係の研究を行っている氏家達夫先生をお招きして、『これか
らの日本における子どもの育ちを考える―大学は「子育て」「子育ち」にいかに貢献できるかー』
と題した講演会を開催した（10月28日　目白キャンパス新泉山館 1 階　大会議室）。

陳先生には、『十年樹木百年樹人』という演題で、現代の日本社会の子育ての諸問題を多角的な
視点から検討した後に、「養育性形成不全の仮説」が提起され、子どもと大人が暮らす社会の中で
の子どもの育ち支援の可能性について示唆に富んだ講演をしていただいた。大学の役割として「教
材の研究・開発」「実体験プログラムの企画・実施」「そのプログラムを実施するコーディネーター
の養成」が提案された。氏家先生には、『科学は親子関係をどう変えるか？』という演題でのご講
演をいただき、狩猟採取社会から現在までの親子・家族の在り方の変遷を提示していただいた後に、

「子育て・子育ち」への大学の貢献は科学のメスを入れること、「科学者としてリスクの予測や知見
を提供すること」であると同時に、科学や知識のリスクも理解した上で、現場に役立つ情報・知識
をどのように伝えていくか、研究者と現場をつなぐ仕掛けが必要であることが提起された。両先生
のご講演を受けて、参加者とともに大学が「子どもの育ち」のためにできる実践と研究活動とは何
かについて議論が交わされた（日本女子大学総合研究所研究課題65　シンポジウム報告書、2017）。

この講演会を受けて、各研究員の研究を子どもの育ちの支援にどのようにつなげていくことが可
能であるのかを議論し、「子育て支援」ではなく「子どもの育ちを支援」することの意義が改めて
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確認された。また、大学が貢献できることとして、科学的アプローチによって得られた知見を、市
民・現場目線で読み解き、市民・現場のニーズに合った形で伝えていくこと、ニーズに適合した実
践プログラム、実践の場を検討していくことが次年度に向けての課題として明確になった。

その後、各研究員がそれぞれの実践および研究の中で、この課題に関連する研究を行った。
金沢は乳児の認知発達の文化差に注目し、日本人の文化的特性に合った親子の関わりを促進する

プログラムの検討を行った。
塩崎は、幼児の親子コミュニケーションの研究の知見を、子どもの主体的な育ちにつながる親子

の関わりのプログラムに発展させることを検討した。
請川は、幼稚園の観察研究を通して、親子の関わりや子ども同士の関係の発展に大人の関わりが

どのように寄与するのかを検討した。
川﨑は、父親を含めた親子支援プログラムの実践の効果研究を重ね、親のニーズを探るとともに、

子どもが主体的に親と関わり、親子コミュニケーションが活性化するプログラムの開発を試みた。
青木は、児童期後期から思春期の親子の関わりの中で、子どもも親も主体的に個々の物語を紡ぐ

ことができる方法を探った。
宮は、子どもの育ちと親の主体性や養育性が育まれる空間について、様々な建築物の見学や文献

研究を通して検討した。
これらの研究の中間報告を12月16日の総合研究所発表会で発表した。そこでの議論は、日本人に

とっての主体性とは何か、欧米の主体性の概念をそのまま適用するのではなく、日本の文化に適し
た主体性について検討していく必要があることが確認された。これは、講演会で氏家先生が指摘し
た、「市民・現場目線で研究の読み解く」ということにもつながる重要な視点であることが研究員
の間で共有された。日本の文化に適合し、さらに、日本女子大学で行う実践プログラムであること
の独自性・特有性を探索していく必要があることが、2017年度の活動を通して明らかになった。

3 ）2018年度
2018年度は、これまでの研究成果を本学の《子どもの育ち支援》につなげていく可能性を探るた

めに、以下の大学の子育て支援事業の見学を行った。
①　名古屋芸術大学　子どもコミュニティセンター＜にこにこワークショップ＞
②　岐阜聖徳大学短期大学部　地域子育て支援センター＜くれまちす＞
③　神戸学院大学　子育て支援プログラム＜まなびー＞
④　関西学院大学　子どもセンター＜さぽさぽ＞＜うぃんぐ＞
見学を通して次のような課題が明確になった。

（ 1 ）	 運営のための組織をどのようにするか
子育て支援事業の展開にはスタッフが必要であり、人件費をどのように賄うかが課題とな
る。自治体の「子育て支援事業」の補助金をもらうと、週 3 日以上開室するなどの縛りが
生じるため、運営に関わる教員にとって負担が大きくなる。一方、大学からの運営費を出
すとなると、予算の確保が大きな課題となる。

（ 2 ）	 教育との関連をどのようにするか
学生参加はボランティアという大学と、授業の中に組み込んでいる大学がある。授業に組
み込むことのメリット、デメリットを検討する必要があるだろう。

（ 3 ）	 研究としての要素をどのように取り入れるか
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本研究では、教員の研究成果をプログラムに生かすことで、他大学にはないプログラムを
発展させることをめざしてきた。一方で、重視してきた＜主体性＞の育ちを考えると、親
子が主体的に場を形成していくことが重要であり、こちらからのプログラムの提供はそれ
を阻害する可能性もある。研究知見を活かしつつも、親子が主体的に活動できる場とする
ことを検討していく必要がある。

以上の 3 年間の研究活動を通して、本学の《子どもの育ち支援》に関わる事業拠点立ち上げに向
けての課題と可能性について検討した結果を、各研究員から報告する。

文献
日本女子大学総合研究所研究課題65「これからの日本にける子どもの育ちを考える―大学は「子育て」「子

育ち」にいかに貢献できるか―」シンポジウム報告書　2017
日本女子大学総合研究所 HP（mcm-www.jwu.ac.jp/~sogoken/seturitu.html）2019年 6 月 8 日取得
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Ⅱ　子どもの主体的育ちに注目した各研究員の研究報告

Ⅱ- 1 　子どもの自己調整学習力を育てる学習法講座…
―小学校における実践可能性に関する検討―

瀬尾美紀子

1 ．はじめに
現代のように、変化が激しく課題が山積する社会を生き抜いていくためには、その都度、自らに

必要なことを自ら学ぶ、すなわち主体的、自律的に学んでいくことが求められる。そうした主体的
に学ぶ力を育てることの必要性は国内外の教育界や社会一般にも広く認識され、これまでのわが国
の学校教育においても、自ら学ぶ子どもを育てることがめざされてきた。学習指導要領では「自ら
学び自ら考える力の育成」が主要な教育目標として繰り返し掲げられている。

しかし、子どもたちの主体的、自律的に学ぶ力は、必ずしも十分に身についているというわけで
はない。例えば、平成27年度の全国学力・学習状況調査では、「家で、自分で計画を立てて勉強し
ていますか」という質問項目に対して、「あまりしていない」「していない」と回答した児童生徒の
割合は、小学 6 年生では約37％中 3 年生では約51％となっている。特に中学生では、およそ半数の
生徒は主体的に学ぶことができていないといえる。

教育心理学の分野では、主体的、自律的な学習のことを「自己調整学習（Self-regulated 
learning）」と呼び、理論研究および実証研究が蓄積されてきている。自己調整学習理論では、自
分の学習がうまくいっているかどうか学習状態を把握する「メタ認知」、学習をどのように効果的
に行うかつまり認知心理学的に有効な学習の仕方としての「学習方略」、学習を開始して継続して
いくための「動機づけ」が、相互に関連しあいながら機能することにより、自己調整学習が成立す
るとされている（伊藤、2009、瀬尾、2014）。自己調整学習ができない子どもたちは、これらのい
ずれかあるいは複数において困難を抱えている可能性があり、自己調整学習の力を育てるために
は、メタ認知、学習方略、動機づけに働きかけていく必要性が示唆される。

メタ認知、学習方略、動機づけは、それぞれが 1 つの大きな研究領域として豊かな研究知見を有
し発展し続けている。例えば、学習方略に関しては、どのような学習の仕方が学習内容の定着や、
応用につながるかについて明らかにされている。具体的には、何度も繰り返し読んだり書いたりす
る単純反復方略よりも、学習内容を既有知識と関連付けながら意味を深く理解する意味理解方略の
方が、学習内容の記憶成績が良いことが示されている（Stein et al., 1982）。また、問題を解いた後
に、その問題のポイントを他者から示されるよりも自分でまとめておいた方が、その後の問題解決
の成績がよいことも示されている（山崎、2001）。問題のポイントや問題解決から何を学んだか教
訓として言語化する学び方は教訓帰納と呼ばれ（市川、1991）、学力上位層ほど行っていることが
明らかになっている（植阪・鈴木・市川、2012）。

しかし、こうした科学的知見を活かして、子どもたちの自己調整学習の力を育てる教育は、学校
場面ではほとんど行われていないといってよいだろう。学習の仕方に関する指導自体は「学習の手
引き」の配布や、学年や学期のはじめの授業で時間を取って教師から行われることもあるが、その
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大半は学習の規律や習慣を身につけること（例えば「家で勉強するときはテレビを消しましょう）
や、物量主義的な学習の仕方（例えば「一日に勉強する時間は「学年×10分」をめざしましょう」）
が中心になっていることが、課題として指摘されている（植阪・瀬尾・市川、2012）。

このような背景と問題意識のもと、筆者は、子どもたちが学習方略を学ぶ教育プログラムである
「学習法講座」の開発研究に参加し、中学生対象の開発を中心に行ってきた（瀬尾・植阪・市川、
2012; Seo et al., 2017; 瀬尾、2019）。意味理解方略を扱った中学校 2 年生対象の学習法講座（意味
理解講座）の実践研究では、方略使用に関する事前調査において約23％の生徒しか自発的に使用し
ていなかったが、学習法講座実施後の調査では実施前のおよそ 2 倍つまり約44％の生徒が自発的に
使用するようになったことが示された（Seo et al., 2017）。このように、学習法講座には一定の効
果があることが示されたが、残りの半数超の生徒は「繰り返し書く」「読む」などの単純反復や、「大
事な箇所に〇をつける」「線を引く」など単純な情報抽出といった浅い処理の方略の使用にとどまっ
ていた。講座実施後の質問紙調査において、意味理解方略について「とても効果がある」「効果が
ある」と回答した生徒の割合は96.9％、自分の学習に「積極的に取り入れようと思う」「多少取り
入れようと思う」と回答した生徒の割合は93.5％であったことから、学んだ学習方略が「有効だ」、

「取り入れたい」と思っても、自分のこれまでの学習法を変更して新たな学習方略を取り入れるこ
とは、中学生の場合それほど容易ではないことが示唆された。

新たな学習法を取り入れる柔軟さに関しては、発達段階の違いや個人差などが考えられるが、発
達段階が進み学習スタイルが確立されるほど困難となる可能性も考えられる。中学生よりも小学校
高学年の方が柔軟に対応できるのかもしれない。先行研究で開発されてきた学習法講座は、中学生
や高校生を対象にしたものであり（e.g., 深谷・田中、2019；瀬尾、2019）、小学校での講座は開発
されていない。そこで、中学生対象の学習法講座を小学校高学年対象に作り直し、試行的な実践に
よって小学校でも実施可能かどうか検証することとした。本稿では、まず、学習法講座の基本設計

（瀬尾、2019）を紹介する。そして、小学生向けに改変した学習法講座の概要と実践の成果及び課
題について述べる。先行して開発した中学校の意味理解講座については、必要に応じて付録を参照
してほしい。

2 ．学習法講座の基本設計
学習法講座は、「学習方略に関するデモ実験」と、「学習場面での適用練習」の 2 つのパートによっ

て構成している（表Ⅱ- 1 ）。まず、デモ実験では、学習方略が効果的であることを、体験を通して
実感することをねらっている。新しい学習方略を学んで使用する際には、学習者によってはコスト
感を感じることが指摘されている（瀬尾・植阪・市川、2008）。例えば、図を使うと問題が分かり
やすいと伝えられて理解したとしても、いざ図を描くととなると「めんどうだ」といった気持ちが
生じる場合は多い。しかし、図を実際に描いて活用し、図を描かなかった場合と比較することを通
して、図を描くコストよりも有効性を感じた場合には、自分でも図を描こうとする意欲が生まれる
だろう。またデモ実験の後には、なぜその方略が有効なのか、しくみや理由について簡潔に説明を
行う。体験したことを言葉による説明によって深く理解することで、学習方略を知識として獲得す
ることをねらっている。体験が知識へ変換されれば、場面が変わっても方略が活用される可能性が
高まるからである。

後半の方略練習では、実際の教科の学習の内容を用いて、学んだ学習方略をどのように活用でき
るか具体的に教える。そして、生徒たち自身で実際に練習する。前半のデモ実験で扱う題材は、教
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科学習とは直接的に関連しないため、実際に教科学習場面ではどのように活用できるかを教えて実
際に練習させることにより、生徒自らの学習場面においても使用できる見通しを持たせることをね
らっている。

3 ．小学生対象の意味理解講座の実践研究
3 - 1 　講座受講者

埼玉県の公立小学校 4 年生24名が意味理解講座を受講した。以下に示す講座を45分間授業で実施
した。授業は筆者とゼミ生（教育学科 4 年）によるチームティーチング体制で行った（図Ⅱ- 1 ）。
学習法講座の趣旨や期待される効果等について、事前に学校長に説明し、実施の許可を得た。

3 - 2 　意味理解講座
意味理解講座の基本的構成は、先行開発した中学生対象の意味理解講座と同じにした。一方、方

略練習で扱う教科の学習内容は、小学校の担当教師と協議を重ねて、小学校 3 年社会科で既に学習
した「地図記号」を扱うこととした。

表Ⅱ- 1 　学習法講座の基本設計（瀬尾、2019）

段階 内容 ねらいと留意点

教える

導入
学習方法の見直し

勉強に関する悩みと対応させて、学習法講座の目的を伝える。
講座の目的

デモ体験

事前テスト
事前テストと事後テストの比較を通じて、方略の有効性を実感さ
せる。
なぜ、その方略が有効なのか、背景となる理論を簡潔に説明する

方略教授
事後テスト
解説

練習
させる 方略練習

事前テスト 教科の内容を用いて、教師から具体例を示し活用方法を教える。
各自あるいはペア、小グループで練習する。事前・事後テストに
よって教科の学習でも方略が有効であることを実感させる。

教科での練習
事後テスト

まとめ まとめ 自己評価 方略の有効性、今後の活用について考えさせる。

図Ⅱ- 1 　小学校 4 年生を対象とした学習法講座
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3 - 2 - 1 　講座のねらい
ものごとの原因や理由を考える学び方（意味理解方略）の有効性を実感し、こども自身が教科学

習場面で意味理解方略を使用する態度とスキルを身につける。

3 - 2 - 2 　導入
自学ノート例（意味理解型と丸暗記型）を提示し、どちらがよさそうか問いかけた。そして、こ

れまでの自らの学習の仕方はどちらに近いか思い出させた。その後、今日の講座の目的である「覚
え方を工夫して自分の勉強方法をパワーアップしよう」ということを伝えた。

3 - 2 - 3 　デモ体験
まず、 8 つの短文を記憶する課題を行うことを説明し、提示後に内容に関する確認テスト①を行

うことを伝えた。課題は、Stein et al.（1982）が記憶場面における意味理解（精緻化）の効果を検
証する実験で用いた短文「〇〇な男が△△をしていた」を改変して作成した。例えば、「ねむい男
はタオルを持っていた」「やさしそうな男はミルクを買った」「ユニホームの男は自転車に乗ってい
た」などである。一文ずつ提示した後、確認テスト①を実施し自己採点のあと、得点結果を挙手さ
せてクラスで共有した。

次に「覚え方を工夫しよう」ということを伝え、意味理解方略について説明した（図Ⅱ- 2 ）。例
えば、「 1 ．ねむい男は、なぜタオルを持っていたか」についてその理由を考えクラス全体で共有
する。その際、理由は 1 つに定まるわけではなく、子どもたちから出てきた「顔を洗って眠気を覚
ます」や「昼寝するために体にかける」など様々に考えられることを認め、他の文についても各自
が納得できるものを取り入れればよいことを伝えた。その後、 2 回目の確認テスト②を実施し自己
採点後に、得点結果を挙手させてクラスで共有した。 1 回目の確認テスト①の結果と確認テスト②
の結果を比較させて、得点とともに、思い出しやすさ（想起）などについても振り返らせ、意味理
解方略の有効性を評価させた。

その後、理由を考えることによりなぜ覚えられるか、思い出しやすくなるかについて、情報どう
しが関連付けられることにより想起の際の検索が容易になることを、 4 年生にもわかる言葉を用い
て説明し、覚え方の工夫の 1 つとして学習場面で活用するとよいことを伝えた。

 

  

理由を考えてみよう

１．ねむい男は，タオルを持っていた。

２．３．（省略 形式は１．と同様）

４．長いかみの男は ために

ゴムを探していた。

５．６．７．８．（省略 形式は ．と同様）

図Ⅱ- 2 　デモ体験で用いたワークシート（一部抜粋）
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3 - 2 - 4 　方略練習
小学校 3 年社会科の地図記号を題材にして、意味理解方略を適用する練習を行った（図Ⅱ- 3 ）。

学習法講座を受講した 4 年生にとっては、すでに学習を終えている内容である。デモ体験の流れと
同様に、方略を使用する前の確認テスト①の実施後、例えば、「神社の地図記号はなぜこの形なの
か」「成り立ちに注目しよう」という話をして、理由や成り立ちを考えさせ意見を出させた。子ど
もたちからは「神社の入り口にある鳥居のかたち」「赤い門みたいなやつ」などの意見が出た。他
の地図記号についてもそれぞれ成り立ちについて考えさせ共有する活動を行った。その後、確認テ
スト②を実施した。各自の得点結果について「理由」「成り立ち」を考える前と、考えた後でどう
なったか比べさせた。多くの子どもが、得点が伸びたことを確認した。クラス全体でも、 2 回目の
確認テストでは得点結果を挙手させて、24名中23名の子どもが満点となったことを確認した。クラ
スの得点結果を図Ⅱ- 4 に示す。

図Ⅱ- 3 　方略練習のワークシート（一部抜粋）

 

 

  

なりたちを考えてみよう

２．３．４．（略）

７．８．（略）

 

５．

６．

図Ⅱ- 4 　確認テスト 1 回目と 2 回目のクラス全体の結果（人数）

 

 

 

回目テスト

全問正解 ～３問ミス
４問以上ミス

回目テスト

全問正解 ～３問ミス
４問以上ミス
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3 - 2 - 5 　振り返り
振り返りでは、今日の授業では、覚え方の工夫の 1 つを紹介したことと、取り入れるかどうかに

ついては、自分で考えて決めてほしいことを子どもたちに伝えた。その後、振り返りプリントに、
①今日学んだ方法のポイントに関する自由記述と、②自分の学習にどれくらい取り入れようと思っ
たかどうかについて「はい」「いいえ」で答えさせ、それぞれの理由について記述を求めた。

3 - 3 　意味理解講座の効果に関する分析
まず、学習法講座の趣旨が小学校 4 年生にどの程度伝わったか、また学んだ方略を自分の学習に

取り入れようという動機につながったかについて、振り返りプリントの記述を分析し検討した。
①今日学んだ方法のポイントに関する自由記述について分類した結果、「丸暗記よりも意味を理

解すると忘れなくなる」「意味を理解すると覚えやすい」など意味理解講座の趣旨を深く理解した
と思われる記述がみられた（ 9 名）。一方、「意味を理解する」「意味や理由を考える」など、覚え
やすさや忘れにくさへの言及を伴わない記述も多くみられた（13名）。残り 2 名はその他の記述で
あった。②の意味理解方略を今後利用するかどうかについては、23名が「はい」 1 名が「いいえ」
と回答した。「はい」と回答した子どもの理由として、21名の子どもたちが「覚えやすい」「忘れに
くい」など意味理解方略の有効性の実感に基づいた判断を行っていた。一方「いいえ」と回答した
子どもの理由として「ちょっとむずい」であった。

①の学んだポイントに「意味を理解する」と書いた子どもの中には、②で今後利用したいと回答
し、その理由として「覚えやすい」「忘れにくい」など記憶の定着と関連付けていた子どもが複数
名いた。そこで、①の学んだポイントについて、②の理由と対応づけて再度分類しなおした結果、
意味理解講座の趣旨を深く理解した子どもが18名、深く理解したとまでは言えない児童が 6 名とい
う結果になった。

以上から、今回、作成した小学生向けの意味理解講座について、小学校 4 年生の受講者の 4 分の
3 が講座の趣旨を理解できたといえる。また、 1 名を除く23名がこれから意味理解方略を使ってみ
ると回答したことから、方略を利用しようとする動機づけを高める十分な効果があったといえる。

3 - 4 　意味理解を重視した通常授業への発展
意味理解講座の実施後、学校教師が日常の授業において意味理解方略の使用を子どもたちに促す

授業を自ら発案し実施する動きにつながった。具体的には、理科の「電流」の単元の授業である。
電流の回路図に用いられる電池、モーター、豆電球などの記号を、なぜそうした記号になるかその
成り立ちや意味を学び自分たちでも説明する活動を組み込んだ授業が行われた。また、回路図の書
き方も、「＋から－方向に電流は流れる」「導線は直線で、角は直角に描く」といったポイントを伝
え、丸暗記ではなくポイントを理解して描くことに焦点を当てて指導がなされた。

このように、意味理解を重視した指導を通常授業で行うことは、ものごとの意味や理由、成り立
ち、背景といったことに注目を促し、自分で勉強する際にもそうした点に着目して学ぼうとする子
どもを育てることにつながるだろう。

4 ．まとめと今後の展望
4 - 1 　小学生対象の意味理解講座の成果と課題

本研究では、中学生対象に開発した意味理解講座を、小学生向けに改変して作成した結果、受講
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者の 4 分の 3 の子どもが講座のねらいを理解することができた。また、 9 割を超える子どもが学ん
だ方略を取り入れる意欲を示した。今回のような流れと題材を用いれば、小学生を対象に実施する
ことは十分可能であることが示されたといってよいだろう。

一方、方略使用の意欲が向上した子どもが、実際に自分の学習場面でも意味理解方略を用いるこ
とができるかという点について、今回は事例的な結果を得ている。図Ⅱ- 5 は意味理解講座を受講
した約半年後が経過した時点での、一人の子どもの自学ノート例である。算数の計算問題の解決後
に計算手続きの意味を書き加えている。手続きの意味について言葉で書くことはより深く考える必
要があり、意味を理解しようとする学び方によって、手続きの機械的な丸暗記ではない深い学習が
できたものと考えられる。半年後においてもこうした学び方ができる成果につながった背景には、
学習法講座の実施に加えて、学校教師による通常授業での働きかけの継続があったものと考えられ
る。ただし、そうした意味理解講座と通常授業の働きかけによる効果が、小学生の場合において、
どれくらいの子どもにどのような形で見られるかについては、今後、組織的な調査研究によって明
らかにする必要がある。

4 - 2 　小学校教師による学習法講座の展開可能性
埼玉県の公立小学校における研究実践は、筆者が授業者として学習法講座を実施する、いわゆる

大学教員による出張授業の形態であった。こうした形態による学習法講座の実施には、限界もある。
学校教師自身によって、科学的知見に基づいた学習法講座を実施することができれば、より多くの
子どもたちが学び方について自覚的に考え、学ぶ力をつけていくことが可能となるだろう。筆者が
行ってきた学習法講座の研究実践に関心を示し、実際に自らの学校において学習法講座の実践に取
り組む先生が小中学校で少しずつ現れてきている。

例えば、川崎市の公立小学校の教師は、小学校 5 年生32名を対象に意味理解講座を実践し、手ごた
えを感じたことを筆者に語っている。振り返りプリントの記述について分析を行ったところ、17名の
子どもが、「丸暗記より意味や成り立ちを理解して覚える方が効果がある」「意味を考えて学ぶと丸暗
記より忘れない」などの記述により、講座のねらいについて把握できていると判断できた。また、
学んだ方略を取り入れるかどうかについては、32名すべての子どもが「はい」と回答しその理由も

図Ⅱ- 5 　子どもの自学ノート例（意味理解講座の実施から約半年後）



144

記述していた。学習法講座の実施により家庭学習の取り組みに変化がみられるかどうか検討するた
めに、実施前と実施後の 2 回の漢字テスト結果を分析した。興味深いことに、振り返りプリントの
記述からは講座のねらいの理解が十分とまでは言えない子どもの方が、かえって漢字テスト成績の
向上が大きい傾向が示された。この点については、今後、詳細に検討する必要があるものの、学習
法に焦点化した指導は、そうした子どもたちの家庭学習の取り組みを促す可能性があるといえる。

学習法講座は、特に認知心理学のデモ体験が含まれているという点で、これまで学校で行われて
きた従来の学び方指導とは異なるため、有効性を認めながらも、子どもたちへの指導に躊躇される
先生方も少なからずいらっしゃるように思われる。他方、子どもたちにとっては、教科の学習から
切り離された形でのデモ体験は大変新鮮であり、方略の有効性を実感することで、自分の学習場面
でも取り組んでみようという意欲につながりやすい面もあるように思われる。

5 ．おわりに
本稿では、これまで中学校を中心に開発を行ってきた学習法講座について紹介するとともに、小

学生けに試行的に開発した学習法講座について、学校での実践結果から学習法講座を高学年対象に
実施することは十分可能であることを示した。

小学校高学年は低学年と比べて、学習内容の量が増え、内容の難しさも増すため、学習内容の習
得に関する個人差が目立ち始める時期でもある。これまでの単純反復方略では対応が困難になる時
期に、自らの学び方に自覚を促し、効果的な学習方略を知ったうえで、これからの学習にどのよう
に取り組んでいくか考えさせる学習法講座の取り組みは、主体的に学習を自己調整する力の育成に
寄与することができるだろう。また、埼玉県の公立小学校での取り組みのように、学び方（意味理
解）を重視した通常授業を組み合わせていくことが、より確実な学習方略の習得にとって必要と考
える。

今回の実践研究では、意味理解方略のみを扱ったが、高学年の小学生に身につけていってほしい
学習方略は、他にも教訓帰納方略や自己説明方略などがある。これらの学習法講座については、す
でに中学や高校でのプログラム開発実践が進んでいるが（深谷・田中、2019；瀬尾、2019）、小学
校においてどのような学習法講座が実践できるかについても、小学校教師と連携しながら開発を進
めていきたい。また、小学校や中学校で、実際に学習法講座の実践に取り組んでいる教師からは、
教育課程の中にどのように位置付けるか相談を受けることもある。そうした点についても、今後検
討を行っていくことが必要である。
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付録　中学生対象の意味理解講座の「方略練習」（Seo et al., 2017）
社会科地理分野から、 1 年生の 1 学期に学習する「世界の各地域の住居特性」を題材にして（図

Ⅱ- 6 ）、意味理解方略を適用する練習を行う。デモ実験の流れと同様に、方略を使用する前の確認
テスト①の実施後、例えば「バンコクの伝統的な住居は、なぜ高床式の住居であるか」について理
由を考えさせる。ペアやグループなどで確認させ全体でも共有する。その後、確認テスト②を実施
し確認テスト①の結果と比較させて、学習場面における意味理解方略の有効性について評価させる。
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図Ⅱ- 6 　意味理解講座の方略練習で使用する題材と確認テスト
 

次の文は世界各地の伝統的な住居について書かれた文章です。

（ ）にあてはまる言葉を下の四角の中から選んで書きなさい。

バンコクの伝統的な住居は，（ ）の住居である。

アンデスの伝統的な住居は，（ ）や石でできた住居である。

シベリアの伝統的な住居は，（ ）でできた住居である。

（以下略）
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Ⅱ- 2 　 4 、 5 歳児の親子相互作用と家族コミュニケーション…
―子どもの主体性との関連から―

塩崎　尚美

1 ．問題と目的
4 、 5 歳児の特徴

4 、 5 歳という年齢は、就学に向けての準備をする重要な時期であり、諸側面の発達においても
大きな変化が生じる時期である。例えば、「心の理論」の発達によって他者の心の理解が進み（子安、
2000）、罪悪感を経験するようになり、社会的状況に応じた道徳的規範を受け入れられるようにな
る（Kagan, 2005）。また、DCCS 課題においてルールの変化に対応できるといった抑制機能の発達
も 4 ～ 5 歳ごろであることが明らかにされている（Moriguchi, Lee & Itakura, 2007）。それに加え
て、言語面では、助動詞の使用が飛躍的に増加する（藤友、1981）ことにより、会話のスキルが上
達する。このような発達的変化は、子どもの他者との関わりに大きな変化をもたらすと考えられる。
道徳的規範を意識し、関わっている相手の心の状態を推し量りながら、自分自身の意思や行動目標
も明確になってくる中で、抑制と主張との間の調整を行いながらのコミュニケーションの経験は、
就学後の仲間関係のスキルの基盤となり、その在り方に与える影響は少なくない。

従来、幼児期後半である 4 、5 歳の時期の人間関係は、親から友人へと移行するといわれてきた。
しかし、ベネッセ教育総合研究所の調査によると、「平日に園以外で一緒に遊ぶ相手」は1995年に
は母親が55.1％、友だちが56.1％であったのに対して、2015年では母親が86.0％に増加し、友だち
が27.3％に減少していることが示されている。また、「子育てに力を入れていること」の回答では、

「親子で触れ合うこと」は20年前と変化なく高い水準を維持しているが、「友だちと一緒に遊ぶこと」
は20年前と比べて5.8ポイント減少していることが見出されている（ベネッセ教育総合研究所、
2016）。つまり、幼児期の対人関係の経験は、家庭での経験の比重が大きくなってきているといえ
る。もちろん、このデータは、保育園に通う幼児の増加や保育時間の長時間化の影響もあり、子ど
もの成長の場として幼稚園、保育園の役割の重要性を再認識させてくれるものであるが、幼児期の
集団場面における子どもの発達に関しては、これまでにも多くの知見が積み重ねられてきている。
それに比べると、幼児期の親子の相互作用に関する研究は少なく、多くの研究が 4 歳未満を対象と
したものである。しかし、前述したベネッセの調査結果にも示されているように、近年 4 、 5 歳児
であっても家庭での親子の関わりが子どもの発達に与える影響が大きくなっていることを考慮する
と、 4 、 5 歳児の親子相互作用を検討することは重要であると考えられる。

そこで筆者らは、 4 、 5 歳児の親子相互作用を母子、父子ともに観察によって捉え、その特徴を
明らかにすることを試みてきた（塩崎・安藤2016）。ここでは、どのような親子相互作用の中で、
子どもの主体性が育つのかを探るために、子どもの主体性に注目をした分析を行う。

また、 4 、 5 歳になると、相手の意図の理解や会話スキルの発達などの影響もあり、 1 対 1 の関
係性だけでなく、複数の人間同士の関わりのスキルが発達し、 1 対 1 の関係とは異なる様相を見せ
る可能性もある。家庭内でも、母子、父子それぞれの相互作用とともに、子どもが家族成員として
の役割を担いコミュニケーションをとるようになることが考えられる。この時期の子どものコミュ
ニケーションスキルや家族機能は、それまでの親子の関係性のあり方やアタッチメントタイプの影
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響を受けていると同時に、子どもの集団内での他者との関わり方や他者認知に影響を及ぼすことが
予測されるため、家族コミュニケーションについても検討の必要があると言えよう。

家族コミュニケーションの研究は、家族システム論的アプローチを中心として行われ、Olson, 
Sprenkle & Russell（1979）の円環モデルへと発展してきた。これらの研究は、家族療法における
家族システムの理解に重要な役割を果たすとともに、家族システムや家族機能を測定する尺度開発
につながった。例えば、Olson et al.（1979）が作成した家族を凝集性と適応性の 2 つの軸でとらえ
る Family Adaptability and Cohesion Evaluation Scales（FACES）や、Lasky, Buckwalter & 
White（1985）が開発した Family Dynamics Measure（FDMⅡ）などである。これらの尺度はい
ずれも、家族のシステムや機能をどのように認知しているのかをとらえるために、家族メンバーが
自分の家族について評定する質問紙であり、家族機能が適切に働いている家族には、率直なコミュ
ニケーションがみられること（Olson et al., 1979）、自由な意志表示や感情表現ができること（草田・
山田、1998）が見出されている。しかし、 4 、 5 歳の子どもに家族機能の評定は困難である。そこ
で、筆者らは、 4 、 5 歳児と家族とのコミュニケーション場面の観察を行い、その特徴を明らかに
することを試みてきた。ここでは、家族コミュニケーションの中で、子どもの主体性がどのように
どのように表れるのかに注目して再分析を行うこととする。

親子相互作用、家族コミュニケーションと関連する要因
岡野・芹澤・李・Gunning, Murray（2002）は、産後 4 カ月の時点の母子の相互作用の観察にお

いて、うつ病群の母親は、乳児の要求を敏感に察知し、的確に反応することができないこと、両者
の相互作用が円滑でなく、満足がいかないものであることを明らかにしている。また、NICHD

（1999）による母親の慢性的なうつ状態が子どもに及ぼす影響の調査では、出産時から36カ月まで
慢性的にうつ状態が続いていた母親の子どもは、認知言語機能が乏しく協調性が低いことが見出さ
れている。しかし、 4 、 5 歳以降まで同様の傾向が続くのかどうかについては明らかにされていな
い。また、Hammen, Gordon, Burge, Adrian, Jaenicke & Hiroto（1987）は、子どもの精神疾患や
問題行動の出現に対する予測力は、母親の過去の病歴よりも、同時期の抑うつ傾向の方が大きいこ
とを指摘している。そこで、本研究では、観察時点での父母の抑うつが親子相互作用や家族コミュ
ニケーションと関連があるかどうかを検討することで、4、5歳児の主体性の発達との関連を探る。

一方、親子の相互作用や家族コミュニケーションは子どもの側の要因とも関連していると思われ
る。NICHD Early Child Care Research Network（1999）による縦断的研究では、慢性的な抑うつ
状態にある母親の子どもは36カ月の時点で協調性が低く問題行動が多いことを見出している。ま
た、家族の表出性と30カ月時点での子どもの問題傾向との関連（本島、2013）や、父親の抑うつと
幼稚園児の社会情緒的問題傾向との関連（岐部、2014）などが指摘されている。このように多くの
乳児期からの縦断的研究では、早期母子相互作用の影響が幼児期になって現れるという観点から子
どもの問題行動を捉えている。しかし、菅原（1997）が指摘しているように、母親の抑うつと養育
行動の歪み、子どもの問題との関連は一方向的単純影響モデルでは捉えられず、親の抑うつの影響
を受けた養育行動は子どもの問題に影響を及ぼすと同時に、子どもの問題によって養育行動の歪み
や親の抑うつ状態が引き起こされることもある。特に近年、子どもの発達特性への関心が高まり、
発達特性に注目した親子関係の研究が行われるようになってきているが、子どもの多動傾向やこだ
わりなどの発達特性を、親の抑うつや親子相互作用との関連を検討することが求められている。そ
こで、本研究では、 4 、 5 歳児の行動傾向が親の抑うつや親子相互作用とどのように関連している
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のかを検討し、主体性を育む家庭環境を多方面から探ることを目的とする。

2 ．方法
対象者

2009年に、A 医療センター総合周産期母子医療センター産科外来での妊婦健診時に、妊娠24週
を超えた妊婦とそのパートナーに研究への協力を依頼することで開始された縦断研究（安藤・無
藤・福丸・菅沼、2013）の協力者に観察実験研究への協力を求め、参加希望の返信のあった18組を
対象とした。対象となった子どもの平均月齢は55.72か月（SD 4.28）、子どもの性別は男児 8 名、女
児10名であった。そのうち第 1 子が11名、第 2 子が 5 名、第 3 子が 2 名であった。観察時の母親の
平均年齢は42.61（SD4.74）歳、父親の平均年齢は43.22（SD5.95）歳であった。
手続き

質問紙：縦断研究の 4 年目の調査として、「職場環境」「夫婦関係」「養育態度」「育児に対する感
情 」「Strength and Difficult Questionnaire（SDQ：Goodman,1997）」「Edinburgh Postnatal 
Depression Scale（EPDS：Cox,Holden,Sagovsky,1987）」「子どもを預けることに関する意識」

「Security in the Marital Subsystem － Parent Report（SIMS － PR）」を郵送し、回答後返送して
もらった。そのうち本研究では、「育児への感情」と「SDQ」、「EPDS」を分析に用いた。「育児へ
の感情」は、荒牧・無藤（2008）が作成した「育児への負担感」「育て方 / 育ちへの不安感」「肯定
感」の 3 因子構造の尺度を参考に安藤（2013）が作成した 9 項目からなる尺度である。「まったく
あてはまらない」～「よくあてはまる」までの 5 件法で評定し、「育児肯定感」「育児負担感」「発
達不安感」の 3 つの得点が算出される。各得点範囲は 3 -12点で、高い方がそれぞれの特性を有し
ていることを表す。SDQ は、子どもの行動特性を「困難さ」だけでなく「強味」についても評定
できる尺度であり、発達障がいの簡便なスクリーニング尺度としても活用されている。 4 、 5 歳用
の日本語版が飯田・森脇他（2014）によって標準化されており、「行為」「多動・衝動性」「情緒」「仲
間関係」「向社会性」の 5 つの側面から行動特性が捉えられる。保護者による評定尺度であること
から、保護者が子どもの特性をどのようにとらえているのかを理解することができ、観察場面での
行動特徴との比較検討のうえでも有用であると考えられる。EPDS は Cox, Holden, Sagovsky（1987）
が開発し、岡野・村田他（1996）が日本語版を作成した自己評価式うつ病尺度であり、産後うつ病
のスクリーニングに用いられている。本研究は、妊娠期からの縦断研究であり、調査開始期から
EPDS を使用してその変化を比較検討しているため、子どもが 4 歳時の調査においても EPDS を
用いた。
観察手続き：

本研究では、 4 、 5 歳児の親との相互作用を観察するため、 4 、 5 歳児の発達段階に適した課題
や場面設定を検討した。自発的、積極的に物事に取り組むようになる年齢であることを考慮し、子
どもが興味を持って自発的に取り組める玩具を用いるとともに、親の手助けや助言があればより発
展するようなものを使用することを考えた。それは、この年齢の子どもにとって、親が過剰な介入
や統制をしないで子どもの意見を尊重できることが、その後の自尊感情に影響することが見出され
ていることや（眞榮城・酒井他、2014）、子どもが親に必要に応じて助言や援助を求められるかど
うかを検討することが、社会性の発達の予測につながるのではないかと考えたためである。また、
他者の意図の読み取りができるようになってきた時期の親との相互作用にはどのような特徴がある
のかを検討できるような場面設定が必要である。本研究では、言語や知的な発達よりも、親との関
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係性や対人コミュニケーションのスタイルを検討することが目的であるため、明確な課題を設定す
るのではなく、ある程度構造化された自由遊び場面を設定することとした。使用玩具は、子どもが
遊びを選択できる点で主体性が発揮できる 3 つのケースから 1 つを選択するという NICHD の方法
を参考に、画用紙・クレヨン・折り紙セット、見本写真入りブロックセット（子どもの性別によっ
て異なるもの）、ままごとセットの 3 種類を用意した。

さらに、 4 、 5 歳児が葛藤場面において親とどのようなやり取りをするのか、また、やや困難な
課題に直面した場合に親が子どもにどのように関わるのかを観察するために、自由遊びの後に片付
け場面を設定した。片付け場面の親子相互作用については、坂上・金丸・武田（2016）は 2 歳児を
対象として服従・不服従に注目した研究を行っている。しかし、 4 、 5 歳児にとっては、道徳性の
発達や他者の意図の読み取りの力が発達するため、片付け行為への反応は大きくないと予想され
る。そこで、子どもにとってやや困難な片付け課題となるよう、それぞれを別々の東袋（布製で口
を紐で縛る袋）に入れて紐をしばっておき、片付け場面では東袋にすべての玩具を戻して紐をし
ばってもらうように指示した。

観察は、 1 ）母子（父子）場面：自由遊び場面（10分）、片付け場面（ 3 分）　 2 ）父子（母子）
場面：自由遊び場面（10分）、片付け場面（ 3 分）　 3 ）父母子の問題解決場面の流れで行っ
た。 1 ）と 2 ）の手続きは対象者ごとに入れかえて実施した。 3 ）の父母子の問題解決場面は、「次
の休日、もしくは今日これから何をするのか」について話し合いをしてもらった。結論に達した時
点で終了としたが、10分経過しても結論に達しなかった場合には、10分で終了することとした。

観察場所：観察場所は協力者の希望に合わせて、実施者の大学の行動観察室（12組）、協力者宅
近くの公民館（ 2 組）、協力者の自宅（ 4 組）で行った。室内に 2 台のビデオカメラを設置し、異
なる 2 方向から撮影した。
相互作用の観察指標：

Roggman, Cook, Innocenti（2013）が作成した Parenting Interaction with Children Checklist of 
Observation Linked to Outcome（PICCOLO）を参考にして、 4 、 5 歳児の親子相互作用の評定
に適した内容に修正した観察評定を用いた。親子相互作用の観察評定尺度の中では、47カ月まで適
用可能であるため比較的 4 、 5 歳児の評定にも使用しやすい項目が多いことから、一部修正を加え
て用いることとした。

PICCOLO には、否定的な反応の評定は含まれていない。しかし、 4 、 5 歳児はある程度まとま
りのある自己概念を持つようになっており、言語や会話能力の発達においてもおとなと同等にやり
取りができるようになっているため、親の働きかけや指示を拒絶したり、不服従を示すことも多く、
相互作用の中で親が否定的な反応をすることも少なくない。そこで、NICD Early Child Care 
Research Network（1999）、Kelly, Brownwell, Cambell（2000）を参考にし、さらに 5 組の家族の
予備観察結果を基に、親の反応の否定的な側面として「侵入性」と「否定的表現」を評定する項目
を作成した。さらに、子どもの主体性を評定するために、親子相互作用における子どもの行動や反
応の評定についても、同上の文献および予備観察を参考にして、「遊びの質（遊びへの集中度、創
造性）」、「親への感情表現」「親に対する指示・命令」についての評定項目を作成した（表Ⅱ- 2 ）。

家族コミュニケーションの評定：父母子の問題解決場面における家族コミュニケーションの評定
は、質問紙による家族評定尺度である、FACES（Olson, Sprenkle, Russell, 1979）、FEQ（Family 
Expressiveness Scale: Halberstadt, 1986）などを参考にして、個別性、巻き込み、柔軟性・適応性、
親密性、批判・否定の 5 つの側面から評定する尺度を作成した。また、家族コミュニケーション場
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面における子どもコミュニケーションの質についても 3 つの観点から評定を行った（表Ⅱ- 2 ）。
父子、母子それぞれの相互作用場面の録画した観察記録を用いて、言葉、視線のやり取り、行動、

表情についてのトランスクリプションを作成した。トランスクリプションと録画した映像を見なが
ら、PICCOLO のトレーニングビデオによってトレーニングを行った 3 名が評定を行った。 1 家族
につき 2 名の評定者が評定するように割り振りをした。評定は、自由遊び、片付け場面を通して、
各評定尺度の出現頻度をカウントし、「まったくない　 0 」「 1 ～ 5 回程度　 1 」「繰り返されてい
る　 2 」の 3 段階で評定した。不一致の点は協議して評定を行った。Cohen のκ係数を算出した
ところ 2 名ずつの一致率はκ＝ .73～ .84の間であった。

評定尺度のカテゴリーごとに得点を集計し、それぞれ「応答性」「励まし」「教育」「侵入性」「否
定表現」「子どもの遊びの質」「子どもの感情表現」「子どもから親への指示命令」得点とした。「応
答性」「励まし」「教育」「侵入性」「否定表現」は親の子どもへの態度の評定であり、いずれも得点
が高いほどその傾向が強いことを示す。「子どもの遊びの質」「子どもの感情表現」「子どもから親
への指示命令」は子どもの行動と親への態度の評定である。「子どもの遊びの質」は得点が高いほ
ど遊びが主体的で創造的であることを表し、「子どもの感情表現」は得点が高いほど肯定的な感情、
否定的な感情のどちらも表現も多いことを示す。

家族の話し合い場面の評定は、家族コミュニケーションの特性について評定した（表Ⅱ- 2 ）。そ
れぞれの尺度を、「個別性」「巻きこみ」「柔軟性・適応性」「親密性」「批判・否定」の 5 つのカテ
ゴリーごとに得点を集計し、カテゴリー得点とした。いずれも得点が高いほど、その傾向が強くな
ることを示す。

3 ．結　果
親子相互作用・家族コミュニケーションの特性による分類

父子・母子の相互作用と家族コミュニケーションをその特性によって分類するために、カテゴ
リー得点を用いてコレスポンデンス分析を行った。その結果を図Ⅱ- 7 に示す。父子・母子の相互
作用の「応答性」「励まし」「教育」と、家族コミュニケーションの「柔軟性」「親密性」の周辺に
布置される父母と、父子・母子相互作用の「侵入性」、家族コミュニケーションの「巻き込み」「個
別性」の周辺に布置される父母とに分かれることが示唆された。第 1 グループには、母10名、父12
名の計22名、第 2 グループには母 8 名、父 6 名の計14名が分類された。カテゴリー得点の差につい
て両群間の中央値の差を検討するために Mann-Whitney の U 検定を行ったところ、第 1 グループ
は「励まし」（p<.05）「柔軟性」（p<.05）「親密性」（p<.01）得点が有意に高く、コレスポンデンス
分析において「励まし」「応答性」「教育」「柔軟性」の周辺に布置されている父母のグループであ
ることから、＜応答性・柔軟性＞グループとした。第 2 グループは、「侵入性」（p<.01）「否定表現」

（p<.001）「批判・敵意」（p<.01）の得点が有意に高く、コレスポンデンス分析の結果では「侵入性」
「巻き込み」の周辺に布置されている父母のグループであることから、＜侵入性・否定表現＞グルー
プとした。

親子相互作用における子どもの遊びの質や家族コミュニケーション場面における子どもの自己表
出の特徴を捉えるために、コレスポンデンス分析の座標上の位置を見ると、「子どもの遊びの質の
良さ」は＜応答性・柔軟性＞グループの周辺に布置されており、＜侵入性・否定表現＞グループの
周辺には「子どもの指示命令」（親に対して、子どもが指示や命令をすること）が布置されている
ことが分かる。



151

子どもの育ちの総合的研究と支援

表Ⅱ- 2 　親子相互作用・家族コミュニケーション評定尺度

1 子どもの遊びや感情への応答性

1 あたたかい声で話しかける　

2 子どもに笑いかける子どもに微笑みかける（必ずしも目を合わせている必要はない　微笑も含む）

3 子どもの活動や興味の変化に柔軟である。子どもが新しい遊びやおもちゃを始めたり、おもちゃをい
つもと違う使い方をしても理解を示す

4 子どもの肯定的な感情に応答する　子どもの肯定的な言葉を繰り返す

5 子どもの否定的な感情に応答する　子どもの否定的な言葉を繰り返す

6 子どもの言葉や声に応える　子どもが言ったことや出した声、子どもが言ったことを繰り返す

2 励まし

1 子どもが自分でオモチャを選んだり、選んだオモチャで遊ぶのを見守る　子どもが手助けなしに自分
でするのを見守り、どうするのかを自分で決めるのを待つ

2 子どもを助けるためにヒントを与える　子どもの遊びを邪魔せずに、どうするとうまくいくか伝える

3 子どものしていることを応援する　子どもがしていることを肯定的に述べる、手をたたく、あるいは
他の肯定的な応答をする（子どもに、頷いたり、笑いかけるなど）

3 教育　（親主導）

1 理由を説明する　「どうして」という質問に答える

2 子どものしたり見ていることの性質（　色や形、食感、動き、機能など）を話す

3 子どもに質問する　「教えて」、「みせて」、子どもが yes no で答えたり、子どもが回答ができるよう
な質問をする（侵入性と区別）

4 侵入性

1 子どもの遊びを指示する

2 子どもの遊びや言葉を遮る　

3 不適切な働きかけをする　手を切るまね

4 子どもの行動の禁止（「～しないで」「ダメ」）

5 否定的な表現

1 否定的な感情を表現する　怒り からかい 侮辱 

2 子どもの言葉を否定する

3 子どもを茶化したり、ばかにしたりする

4 子どもへの表情が冷たい、侮辱するような表情

6 子どもの特徴　遊び場面に関する評価 （子どもの遊び）

1 遊びの質がよい　創造的に遊ぶ

2 遊びの意欲が下がる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【逆転】　

3 気分を立て直して遊びを継続できる

7 子どもの感情表現

1 肯定的な感情を率直に表現できる

2 否定的な感情を率直に表現できる

8 子どもの指示命令

　 子どもが親に指示、命令する
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家族コミュニケーション評定

1 個別性

1 子どもの意見がとりあげられる　耳をかしてもらえる

2 子どもは自分が何をしたいかはっきり伝えている

2 巻き込み

1 親のどちらかが一方的に決めている　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

2 子どもの意見に親が巻き込まれている（振り回されている）　　　　　

3 柔軟性・適応性

1 話し合いをしている

2 誰かがリーダーシップを取っている

3 意見を共有している

4 お互いの意見を聞いている

5 結論に達成した

4 親密性

1 親密さ（コミュニケーション）を感じる

2 あたたかさを感じる

3 まとまりがある

5 批判・否定

1 子どもの意見を批判する

2 子どもを攻撃する（身体的なもの）

3 子どもを攻撃する（情緒的なもの）

4 子どもの意見を否定する

5 子どもに敵意を表す

6 子どものコミュニケーションの質

1 子どもは自分の意見を言っている

2 子どもは親に否定されても自分の意見を主張している

3 最後までコミュニケーションに参加できている

親の評定した SDQ、夫婦関係、抑うつ、育児感情のグループ間の比較
子どもが 4 歳の時点で親が評定した SDQ（Strength and Difficulties Questionnaire）の 5 つのサ

ブスケール「行為」「多動」「情緒」「仲間関係」「向社会性」得点、「夫婦関係」合計得点、「抑うつ」
合計得点、育児感情に関する質問の下位尺度「育児肯定感」「育児負担感」「育児不安感」の合計得
点を＜応答性・柔軟性＞、＜侵入性・否定表現＞の 2 グループ間で比較をするために、中央値の差
の検討を行った。Mann-Whitny の U 検定の結果、母親は「抑うつ」（p<.05）「育児負担感＞」（p<.01）
で有意な差が認められ、＜侵入性・否定表現＞群の方が＜応答性・柔軟性＞群よりも「抑うつ」「育
児負担感」が高いことが示された。また、「育児負担感」「育児不安感」において＜侵入性・否定表
現＞群の方が有意に高い傾向（p<.10）が認められた（表Ⅱ- 3 ）。父親については SDQ の「行為」
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得点において有意な差（p<.05）が認められ、＜侵入性・否定表現＞群の方が有意に高いことが示
された（表Ⅱ- 4 ）。

4 ．考　察
4 、 5 歳児の親子相互作用・家族とのコミュニケーションの特徴

母子、父子相互作用の場面における親の関わりの特徴と家族コミュニケーションの特徴を、作成

応答性Ｍ

励ましＭ

教育Ｍ

侵入性Ｍ

否定表現Ｍ

子遊びＭ

子感情Ｍ

子指示命令

個別性

巻き込み

柔軟性

親密性

批判・敵意

第
軸

第 軸

第 軸×第 軸

図Ⅱ- 7 　コレスポンデンス分析（親子相互作用・家族コミュニケーション・子どもの特徴）
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表Ⅱ- 3 　親子相互作用・家族コミュニケーションクラスター別 SDQ、夫婦関係、抑うつ、育児感情（母）

変数名 クラスター 1 （応答性・柔軟性）…
平均ランク（順位和）

クラスター 2 （侵入性・否定
表現）平均ランク（順位和）

Mann-Whitny
の U 有意確率

SDQ 行為 9.70（97.0） 9.25（74.0） 38.0 0.897
SDQ 多動 8.25（82.5） 11.06（88.5） 27.5 0.274
SDQ 情緒 8.35（83.5） 10.94（87.5） 28.5 0.315
SDQ 仲間関係 9.30（93.0） 9.75（78.0） 38.0 0.897
SDQ 向社会性 9.55（95.5） 9.44（75.5） 39.5 0.965
夫婦関係 8.17（73.5） 9.94（79.5） 28.5 0.481
抑うつ 6.11（55.0） 12.25（98.0） 10.0 0.011*
育児肯定感 10.94（98.5） 6.81（54.5） 18.5 0.058†
育児負担感 6.00（54.0） 12.38（99.0） 9.0 0.008**
発達不安感 7.06（63.5） 11.19（89.5） 18.5 0.083†

N ＝10 N ＝ 8
注　SDQ（Strengths and Difficulties Questionnaire）
†　p<.10　*　p<.05　**　p<.01

表Ⅱ- 4 　親子相互作用・家族コミュニケーションクラスター別 SDQ、夫婦関係、抑うつ、育児感情（父）

変数名 クラスター 1 （応答性・柔軟性）…
　平均ランク（順位和）

クラスター 2 （侵入性・否定
表現）平均ランク　（順位和）

Mann-Whitny
の U 有意確率

SDQ 行為 7.05（77.5） 12.58（75.5） 11.5 0.027*
SDQ 多動 8.42（101.0） 11.67（70.0） 23.0 0.250
SDQ 情緒 8.25（99.0） 12.0（72.0） 21.0 0.892
SDQ 仲間関係 9.38（112.5） 9.75（58.5） 34.5 0.180
SDQ 向社会性 8.63（103.5） 11.25（67.5） 25.5 0.335
夫婦関係 10.33（124.0） 7.83（47.0） 26.0 0.385
抑うつ 10.05（110.5） 7.08（42.5） 21.5 0.256
育児肯定感 9.42（113.0） 9.67（58.0） 35.0 0.964
育児負担感 10.46（125.5） 7.58（45.5） 24.5 0.291
発達不安感 10.67（128.0） 7.17（43.0） 22.0 0.213

N=12 N= 6
* p<.05

した評定尺度を用いて評定し、父母のタイプを分類するためにコレスポンデンス分析を行ったとこ
ろ、＜応答性・柔軟性＞、＜侵入性・否定表現＞の 2 つのクラスターに分けられることが示唆され
た。＜応答性・柔軟性＞群は、子どもの言動に適合した反応や、うまくできない時にヒントを与え
たり、応援をするなどの行動を特徴としている。＜侵入性・否定表現＞群は、子どもの遊びを指示
したり遮ったり、親が先取りしてしまうことや、子どもを否定するなどの行動を特徴としている。
＜応答性・柔軟性＞群に分類された母親は10名、父親は12名、＜侵入性・否定表現＞群に分類され
た母親は 8 名、父親は 6 名であった。Clark-Stewart（1986）は、生後30か月の父母子 3 者の遊び
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において、父親は子どもに指示したりほめたりすることが多く、子どもを遊びに引き入れる能力が
母親より高いと報告している。また、否定的な行動には母親の行動と父親の行動の間に有意な相関
がなく、父親が子どもを罰している場面は一度も観察されなかったことも指摘されている。本研究
において、 4 、 5 歳児の子どもとの遊び場面では父母ともに＜応答性・柔軟性＞群が＜侵入性・否
定表現＞群よりも多いものの、＜応答性・柔軟性＞群は母親よりも父親の方が多く、＜侵入性・否
定表現＞は父親の方が少なくなっている。これは、Clark-Stewart（1986）によって示された 3 歳
頃の子どもとの関わりの特徴が 4 、 5 歳になるとさらに父母の役割が分化し、子どもの遊びにおい
て父親が子どもを励まして遊びを発展させたり、遊びの中で子どもに応答的な関わりをするように
なることを示唆していると思われる。

加藤・近藤（2007）は、 3 歳児の父親と母親の遊びタイプの比較において、母親に子どもの自発
性の尊重や敏感性よりも母親主導の遊びを展開したり限界設定をするタイプが多いことを見出して
いる。これは本研究において、母親が子どもの遊びに侵入的な関わりをしたり、否定的な表現する
ことが多かったことと類似する結果であり、子どもが 4 、 5 歳になっても同様の傾向の関わりが続
いていることが示唆された。ただし、観察場面という他者の目があり、社会的な場面であることが
このような関わりを多くしているとも考えられる。母親の否定表現には、「○○しなくちゃダメな
んだよ」「ダメ、壊れちゃう」というような玩具の扱いを注意したり、「早くやらないと時間なくなっ
ちゃうよ」など時間内に完成させることを気にした発言が多くみられた。Pederson（1980/1986）は、

「実質的にひとりで責任を持つ長さ」が親の性別の違いよりも子どもとの関わりに影響することを
指摘しているが、観察場面で子どもにルールを守らせたり、やるべきことをやらせなければならな
い、という責任感が母親の＜侵入性＞や＜否定表現＞を増やした可能性もある。そのため、母親の
侵入性や否定表現が日常生活においても多くみられると結論づけることはできない。しかし、本研
究の結果は、社会的場面での適応が求められるようになる 4 、 5 歳児の母親が社会的場面で子ども
にどのように関わるのかについて示唆を与えてくれると言えるだろう。

子どもの遊びにおける主体性・自己表現と親の関わりとの関連
「子どもの遊びの質」、「感情表現」、「子どもから親への指示命令」が、親の関わりとどのような

関係にあるのかをコレスポンデンス分析の結果から検討すると、「子どもの遊びの質」が「柔軟性」
「応答性」「励まし」の周辺に布置されており、子どもが遊びに集中し、創造的な遊びができること
（子どもの遊びにおける主体性）と、親の関わりが応答的で励ましが多く、柔軟な家族コミュニケー
ションを取っていることとの関連があることが示された。眞榮城・酒井他（2014）は、 4 歳未満の
子どもとその父母との相互作用を観察し、親の統制的反応がないことと子どもの「持続力」との間
に正の相関を見出しているが、 4 歳以降になっても親が子どもに統制的な関わりをしないことが、
子どもの遊びの主体性と関連をもつと考えられる。

また、親の関わりの「侵入性」と家族コミュニケーションの「巻き込み」の周辺に子どもから親
への「指示命令」が布置されており、子どものペースや意志を理解せずに親のやり方を押しつける
ような関わりや、子どもを親の意向に巻き込んでいくような関わりが多い家族においては、子ども
は親に指示・命令をすることで親の圧力に抵抗することが多くなることが示唆される。この結果も
眞榮城・酒井他（2014）の「親の統制と子どもの言語的否定との間に正の相関が認められた」こと
と一致しており、 4 、 5 歳児にも同様の傾向が続くと考えられる。

Modry-Mandell, Gamble & Taylor（2007）が就学前児の家族においてポジティブな表出性が高
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くネガティブな表出性が低いほど、教師によって評定された社会的コンピテンスが好ましいという
結果を報告しているが、「子どもから親への指示命令」はネガティヴな表出性に近いものであり、
子ども同士の関係においても、「指示・命令」の方略を用いることにつながれば就学後の社会的コ
ンピテンスが低下することにつながるかもしれない。

親子相互作用、家族コミュニケーションのタイプによる子どもの行動傾向の差
親子相互作用や家族コミュニケーションに影響する要因として、子どもの特性を考慮する必要が

ある。そこで、親評定による SDQ（Strength and Difficult Questionnaire; Goodman, Ford, 
Simmons et al．2000）の 5 つの下位尺度得点を比較したところ、母親の評定した子どもの行動特
徴には両群間で差は認めらなかったが、父親の評定した子どもの《行為》得点において＜侵入性・
否定表現＞群（M=3.50）が＜応答性・柔軟性＞群（M=2.09）よりも有意に高いことが示された

（p<05）。SDQ の《行為》得点は、「カッとなったり、かんしゃくをおこす」「他の子とけんかした
りいじめたりする」「おとなに口答えする」などの、他者との関係における問題行動を表すもので
あり、＜侵入性・否定表現＞群の平均は、飯田・森脇・小松・神尾（2014）による日本の標準デー
タ（M=1.8）を上回っており、やや支援を必要とする程度の得点（ 3 以上）である（厚生労働省、
2019）。本研究の結果からは＜侵入性・否定表現＞が子どもの行為の問題を増やしているのか、子
どもに行為の問題があるから知親の＜侵入性・否定表現＞が多くなるのかを明らかにすることはで
きないが、父親が子どもに行為の問題傾向があると認識していることと父親の侵入的な関わりや否
定的な関わり、家族コミュニケーションにおける巻き込みの増加との関連を示唆する結果である。
加藤・近藤（2007）は 3 歳児の父子と母子の遊びタイプの比較において、「子どもの自発性の尊重」
や「敏感性」が両親ともに低く、母親の「適切な構造化と限界設定」が高い場合に子どもが集団内
でトラブルが起こった時の感情統制が低いことを指摘している。本研究の結果は、 4 、 5 歳児にお
いても同様の傾向が認められることを示しているといえよう。

親子相互作用タイプ、家族コミュニケーションタイプによる親の夫婦関係、抑うつ、育児感情の差
母親に関しては、＜侵入性・否定表現＞タイプにおいて、母親の抑うつ、育児負担感が有意に高

く、発達不安感が高い傾向、育児肯定感が低い傾向が認められた。母親は子どもとの 2 者関係にお
いては、抑うつ感情や育児負担感、育児不安感が高いと、子どもに指示をして統制しようとしたり、
否定的な表現が多くなるということである。Harnish, Dodge & Valente（1995）は、母親の抑うつ
が母子相互作用の暖かさを低減させ、子どもの問題行動発生頻度を高めることを見出している。本
研究においても母親の抑うつや育児負担感などが子どもへの過度に指示的な関わりや否定感情の表
出につながることが示唆された。父親については、それぞれの得点に両群間の差はみられなかった。
福岡・児玉・金井・村瀬（2014）は、 1 歳半の子どもとの相互作用において父親の抑うつ群と健常
群の間に有意差はみられなかったことを指摘しているが、 4 、 5 歳児の親を対象とした本研究でも
同様の傾向があることが示唆される。

以上のことから、子どもの主体性が育つための親子相互作用や家族コミュニケーションを検討す
る際には、母親の抑うつ状態や、育児負担感、父親が評定する子どもの行動特徴を考慮する必要が
あると言えよう。
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まとめと今後の課題
本研究では、 4 、 5 歳児の親子の相互作用と家族コミュニケーション場面の観察を行い、その特

徴を分析した。その結果、＜応答性・柔軟性＞タイプと＜侵入性・否定表現＞タイプに分類できた。
また、子どもの主体性と関連する親子相互作用と家族コミュニケーションを検討するために、「子
どもの遊びの質（集中度・創造性）」「子どもの感情表現」「子どもの指示・命令」との関連を分析
したところ、親の＜応答性・柔軟性＞タイプと子どもの主体性との関連が示唆された。これらの結
果からは、4 、5 歳児になっても 3 歳までとほぼ同様の傾向が親子の間に認められることが分かる。
さらに、それぞれのタイプ別に子どもの行動特徴や親の抑うつ、育児感情を比較したところ、母親
においては＜侵入性・否定表現＞タイプで母親の抑うつ、育児負担感が高いこと、父親においては
で子どもの＜行為＞の問題得点が高いことが示された。子どもの主体性の育ちを支援する上で母親
の抑うつや育児感情、子どもの問題行動を視野に入れた検討をすることが重要であるといえよう。

しかし本研究では、抑うつや育児感情、子どもの行動傾向に認められた両群間の差がどのような
因果関係や相互作用によるものかは本研究で明らかにできていない。また、 4 、 5 歳の時点で認め
られたこれらの傾向が子どもの発達にどのように影響していくのかについて、今後の縦断研究で明
らかにしていく必要がある。
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Ⅱ- 3 　子どもの育ちと家族システム

青木みのり

1 ．はじめに
成長するわが子と関わりながら、親もまた年齢を重ね、変容していく。「子育ち」を家族の視点

から考えるとき、「『子育ち』をどのように家族は眼差し、見出すのか」という連想が浮かんだ。そ
こで本稿では、「『子育ち』という視点を持ちうる家族システム」のありようについて、考察してみ
たい。

具体的には、まず子どもの成長とともに変化する家族システムのありようを「家族ライフサイク
ル」に沿って概観する。その後、家族に大きな変化のある時期として「子どもが小学校に入学する
までの時期」と「思春期青年期の子どものいる時期」を取り上げ、さらに「親への支援」について
の筆者の考えを述べる。

2 ．家族のライフサイクル
Erik.H.Erikson は精神分析学を背景とした臨床経験に基づいて、生涯発達を 8 つの発達段階に分

けた。彼はそれぞれの発達段階において達成される心理社会的な発達課題とともに、乗り越えられ
るべき危機を対として示した。この理論は学校教育や心理臨床学などで広く知られて参照されてい
るものである。

個人と同じように、家族の成長の過程もいくつかに分けられ、それぞれ発達課題があると考えら
れるようになった。子どものいる家庭の場合について、野末（2013）と平木ら（2006）を参考に筆
者がまとめたものを表Ⅱ- 3 に示す。現在のところ、7 段階に分けられることが標準である。表では、
左側のカラムに各発達段階を、中央に各段階の家族の発達課題を、そして右側には、個人のライフ
サイクルに基づく各家族成員の発達段階と課題を示した。これらの課題を順次乗り越えていくこと
で、家族成員一人一人の人格的成長や家族のシステムとしての健康的な変化が促進されるといわれ
る。

ただし個人の場合と同様、各発達課題は、必ずその段階で達成しなければならないというもので
はなく、多くの場合、後で育ちなおし、取戻しが可能な可塑性の高いものである。臨床場面でご家
族に出会うとき、この「家族の育ち直し」のテーマが大きく関係し、セラピストがそのプロセスに
立ち会うことが少なくない。

以下に、各発達段階の様相について、要点を説明する。

（ 1 ）ステージⅠ：家族からの巣立ちの時期（独身の若い成人期）
家族のライフサイクルの第一段階というと、おそらく新婚の時期を思い浮かべる方が多いのでは

ないだろうか。しかし、家族ライフサイクル論では独身の時期を想定している。これは、人々が家
庭を築くにあたって、夫と妻それぞれが個人として、成熟した人格を備えていることが重要とされ
ていることの表れといえよう。

この時期、将来夫と妻となる個人は、個人のライフサイクルの 6 段階「若い成人期」にあたって
いる。つまり重要な他者との関係に自己を投入させつつ、自己を見失わないでいられる能力を獲得
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することと、源家族からの精神的独立（自己分化）が課題となる。一方彼らの両親は、家族ライフ
サイクルⅥの「子どもの巣立ちとそれに続く時期」の課題をクリアすることになる。

（ 2 ）ステージⅡ：結婚による両家族の結合（新婚期・家族の成立期）
この時期には、互いの考え方感じ方や生活習慣を持ち寄って、夫婦としての価値観や判断基準を

新たに作り上げ、家族づくりの要になることが課題となる。
「両家族の結合」とはもちろん、家制度を重視した家同士の結合という意味ではなく、個人がそ

れぞれにもつ家族のイメージの結合というような意味である。個人が心身ともに成長し大人になる
過程では、源家族の影響を意識的無意識的に、多少なりとも必然的に受けており、価値観から雰囲
気まで、様々な事柄を内面化していると言えよう。同じ家族ではイメージを共有しやすいが、立場
や出生順位などによって違った面が見えているかもしれない。まして、異なる家族で生まれ育って
きた夫と妻であればなおさらである。そのことを意識化し、互いに認め合い、話し合って新たな
ルールを作り、夫婦としてのシステムを作り上げていくことがこの時期の課題であり、この後に続
く子育ての時期を支えるものとなる。例えば家事の分担についての話し合いなどは重要でありよく
見られる例であろう。

（ 3 ）ステージⅢ：子どもの出生から末子の小学校入学までの時期
この時期は、家族のライフサイクルの中でも、最も生命力にあふれ、同時に大きな揺らぎの生じ

やすい時期である。それまで大人だけで構成され、程度の差はあっても自分自身のケアはそれぞれ

 
  

ステージ 家族システムの発達課題 個人の発達課題 

１．家からの巣立ち（独身の若い成人期） 原家族からの自己分化 親密性 vs孤立 

職業における自己確立 

２．結婚による両家族の結合（新婚期・家族の成立

期） 

家族システムの形成／実家の親との付き合い／子供を持つ

決心 

友人関係の再編成 

３．子供の出生から末子の小学校入学までの時期 親役割への適応／養育のためのシステム作り／実家との新

しい関係の確立 

世代性 vs停滞 

第二世代 

基本的信頼感 vs 不信 

自律性 vs恥・疑惑 

自立性 vs罪悪感 

４．子供が小学校に通う時期 親役割の変化への対応／子供を包んだシステムの再調整

／成員の個性化 

第二世代 

勤勉性 vs劣等感 

５．思春期・青年期の子供がいる時期 柔軟な家族境界／中年期の課題達成／祖父母世代の世話 第二世代  

同一性達成 vs 

同一性拡散 

６．子供の巣立ちとそれに続く時期（家族の回帰期） 夫婦システムの再編成／成人した子供との関係／祖父母世

代の老化・視への対処 

第二世代 

親密性 vs 孤独（家族ライ  

フサイクルの第 1段階） 

７．老年期の家族 第二世代に中心的な役割を譲る／老人の知恵と経験を包含 統合 vs絶望 

配偶者・友人の死／自分の死への準備 

 

表Ⅱ- 3 　家族ライフサイクル（子どものいる場合）
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でできていた状態から、新しい生命が生まれることにより、大きな変化が生まれる。それは大変喜
ばしいことであると同時に、大きなストレスをもたらす可能性もある。この時期をいかに乗り切る
かについては、夫婦で協力することはもちろん、周囲を巻き込んでの養育システム作りが大きなカ
ギとなる。それは夫婦の努力で作られていく側面もあるが、拡大家族や地域社会などのコミュニ
ティ、行政の理解と協力が必須となるところでもある。この時期の課題を 2 つに整理する。
1 ）養育のためのシステムづくり

役割分担をし直し、エネルギーを再分配する。世代によって考え方や状況が異なるため、無条件
に前の世代のやり方を踏襲できない。複数の選択肢の中から、自分たちに合う道を自分たちの考え
で選ぶことが求められる。
2 ）親としての成長・発達

母性は先天的に備わっているわけではなく、また女性だけが備えているものでもない。養育性は
他者とかかわる経験を通して後天的に学習される部分が多い。親に求められる資質は、一時的にせ
よ他者を中心に据えて、他者の感情や必要性に自分をそわせる生き方に身を投じることであるが、
これらは実際の子育てを通じて開花していく。

（ 4 ）ステージⅣ：子どもが小学校に通う時期
子どもが小学校に入り人間関係が家族の外に開かれていくと、養育のためのシステムはその役割

を次第に縮減させていく。親が子に与え、親が子を守るという体制から、双方向的な関係へと変容
していく。親子が対等な独立した人間同士として意見を交わしたり、関係を楽しんだり、力を貸し
あうことができるようになる。

比較的安定しているとみられていたこのステージも、現在では発達の加速化現象や第二次性徴の
早期化など身体的発達の様相の変化に加え、メディアやデジタル機器の影響などにより、家族関係
も変容し新たな課題が生まれている。親はデジタルメディアの悪影響から子どもを守らなければな
らないが、反面子どもの方が親よりもデジタル機器の扱いに習熟していることも少なくなく、親が
自身の子ども時代の経験を活かすことも難しい。家族の外へと世界が広がるがゆえに、社会の変化
が家庭に急激に入り込んでくる最初の時期が、このステージだといえるだろう。

（ 5 ）ステージⅤ：思春期・青年期の子どものいる時期
このステージは、子ども世代は「アイデンティティ獲得」という重要な発達課題に向き合い、大

人としての心理的基礎を築く時期である。移行期の家族システムであり、外部との間の家族境界が
柔軟であることが望ましいとされる。

思春期・青年期の子どもは、第二次性徴など急激な身体的な変化も伴うため、精神的に不安定で
気分の揺れ動きも大きい。第二の個体化、心理的離乳と呼ばれる時期である。

誰にとっても、人生はいつの間にか始まっているものである。自らの意思で生まれ落ちたわけで
はなく、物心がついたら日々の生活が始まっていた。いわば両親という他者から与えられ育まれて
きた「生」を、新たに自分の意思で「人生」として引き受けていくための、土台作りの時期でもあ
る。それまでに十分な「育み」を受けた体験は、子どもが自らの「生」を価値あるものとして引き
受けることを後押しし、子どもは輝かしさだけでなく困難をも伴うこれからの道程を、自ら歩むこ
とに意味を見出していく。自ら判断し決定する力を子どもが身に着けるために、安易に親に頼らず
親の意向を気にしすぎないことが重要で、心理的離乳を果たすことが欠かせない。
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そしてこうした多感な子どもたちとの関係に、親の側も苦慮する時期である。子どもの主体性を
見守りつつも、社会経験の未熟な彼らが自らよりよい判断をできるよう、サポートすることが望ま
れる。親の側も今まで慣れ親しんだように指示したり、コントロールする気持ちを抑えて、一人の
他者として子どもを尊重しなければならない。親子の対等なつながりは、友人と同じということで
はなく、適度な心理的な距離を保つことが欠かせない。

一方で親自身も自らの中年期の課題に向き合う時期である。こうした親子それぞれの大きな変化
の中で、親離れ子離れの過程が進行する。このプロセスが比較的スムーズに移行する場合から、大
きなストレスを経て達成される場合まで、形は様々である。近年では、物質的豊かさとものわかり
よく寛大な大人が増えたことや、子ども世代の経済的自立の困難さなどにより、親離れ子離れは、
これまで以上に達成困難な課題となったといわれる。親が中年期の課題に向き合う中で抱える困難
が、子離れを一層複雑にする場合も多く見受けられる。親もまた、個人としての「生」をもう一度
引き受けなおす必要性が見えてくる時期と言えるかもしれない。

（ 6 ）ステージⅥ：子どもの巣立ちとそれに続く時期
子どもが成長し自立をしていく時期である。子どもにとっては家を出ていくことのむずかしさが

あり、親にとっては中年期のアイデンティティ再体制化に直面することになる。体力の衰えや自ら
の能力の限界に直面し、これまでの歩んできた過程を振り返ってその意味を問い、またこれからの
人生をどのように過ごすか、再度見直す時期でもある。これは、若いころに目指してきた目標をあ
る程度獲得できた場合にも、そうでない場合にも訪れる過程だと筆者は思う。家族システムとして
は、子どもの巣立ちを受け入れ、再び夫婦として 2 人システムを再編成する過程が進行する。

そして、成人した子どもと、大人同士の関係を再構築していくことになる。一方、親世代は、自
らの老親の老化・死へ対応することになり、介護の問題の比重が大きくなってくる。

この過程は、別れや死別を伴うものであるが、それとともに互いに積極的に関わることで、新た
な可能性が開けてくる時期でもある。 3 世代、 4 世代の親しい人々との関係維持と相互成長、さら
に、自己のキャリア・仕事への積極的な関与を意味する場合もある。核家族は縮小するが、親密な
関係は拡大していくと考えることができる。

（ 7 ）ステージⅦ：老年期の家族
親世代は自らの老いと死に向き合う、人生の統合の時期を迎える。家族システムとしては、高齢

者と家族との関係性が新たに構築される。親世代は、自らの人生の知恵を、子世代孫世代に伝え、
個人の枠組みを超えて次世代に存在を引き継いでいく。また、祖父母役割をとり、次世代の子育て
を支援することも少なくない。

一方介護が必要な場合、家族は介護システムを構築していくことになる。近年では認知症への対
応も大きな問題となっている。介護システムに公的サービスなど社会的資源や、拡大家族や地域コ
ミュニティの力をいかに組み込めるかが課題となるが、それが新たな家族の負担となることも考慮
されなければならない。高齢者とその家族への支援は、今後社会が取り組むべき大きな課題である。

3 ．「子育ち」を見守る家族と親の育ち
以上のような家族のライフサイクルについての理論を踏まえ、冒頭で提示した「『子育ち』をど

のように家族は眼差し、見出すのか」という連想から生じた、「『子育ち』という視点を持ちうる家
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族システム」のありようについて、考察を試みる。特に家族にとって大きな変化を迎えるステージ
Ⅲ「幼少期の子どものいる時期」と、ステージⅤ「思春期・青年期の子どものいる時期」に焦点を
当てる。

（ 1 ）幼少期の子どもの育ち：愛着の前提となる安心感
生まれたばかりのヒトの新生児は、「生理的早産」ともいわれるように、栄養の摂取から移動ま

ですべてを養育者に頼らなければならない存在である。しかしそれゆえに、養育者との間に、他の
種には見られないほどの強い情緒的なきずなである愛着が形成され、このきずなを支えとして高度
な身体的・情緒的・認知的発達を成し遂げていく。そして長じてはこの力によって他者とつながり、
社会を形成していく。また、同時に新生児は、みずみずしいオーラを放つ、生命の塊のような存在
でもある。存在するだけで我々大人に希望を与えてくれ、生命力と成長する力によって、世の中を
活性化する。

心理生理学者の Stephan W. Porges（2018）によると、人は皆、出会う相手が安全であるかどう
かを識別するニューロセプションという機能を持っているという。「知覚（パーセプション）」は、
意識的なもので大脳皮質に由来するが、このニューロセプションは無意識的なものであり、自律神
経系に由来する。そして、この萌芽は生まれつき備わっており、養育者とのかかわりを通じて育ま
れる。具体的には、主に顔面の上半分に見られる、「細めた目」に象徴される笑顔、そして抑揚の
ある高めの声が、新生児には安心感を与える。Porges は、この安心感は愛着の前提となるもので
あると、その著書「ポリヴェーガル理論入門」で論じている。

よって個人は、生まれたときから世の中が安全であるかどうかを感じ取るシステムを能動的に発
動させていることになる。そして「安全でない」と感じると、身を潜めたりその場から逃げたり、
乳児の場合は泣いて知らせたりと、自らを守る行動を選択するという。Porges によれば、「危険を
察知し、身を護る」プロセスを保証されることにより個人は、自らを守る方法を身に着け発達させ
ていくことができるとしている。さらにはこの安心感の基準には個人差があり、比較的多くのもの
に安心感を覚える場合もあれば、特定のものを危険と感じたり、危険を感じる対象が他に比較して
多い場合もあるという。

Porges 理論は綿密な生理学的データに基づいて構築されており、臨床的介入においても神経学
的なアプローチを自閉症児を対象とした支援に用いて効果を上げている。その一方で、より一般的
な対人関係にも示唆するところが大きい。それは非常に大まかにいうと、「一人一人が異なって感
受する安心感に対して、周囲がその特性に合わせて柔軟に対応できることが、個人の成長や適応を
促進する」というものである。

思い返せば私たちは無意識のうちに、幼児に話しかけるときに声が高くなったり、笑顔になって
目を細めていることが多い。我々大人の側も、幼児に「安全だよ」と知らせようとしているわけで、
ニューロセプションの響きあいがここにもみられる。

子どもが周囲の環境の安全性や危険性を感じ取り、自らを守る力を備えることは、これからの人
生を生きていくにあたって、非常に重要であろう。Porges は、「現代の社会は、『多くの人の身の
護り方がほぼ均一である』という前提のもとに作られおり、結果としてそれが、個人が自分の特性
に注意を払わず、自ら身を護る方法を学ぶ機会を逸することにつながっている」と指摘する。特に
大多数とは異なる特性を持つ個人にとっては、不適応に結びつく可能性がある。一例として聴覚過
敏のある自閉症児などが挙げられる。ニューロセプションの働きに敏感になり尊重するということ
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は、既存の社会の規範や枠組みの中にあって、個人がリアルタイムで感じとることを忠実に認める
ことであると考えられる。人生の最初期にであう家族がそれを眼差すことは、子どもが自ら育つ力
に呼応し育むことになるのではないか。

（ 2 ）思春期の子どもの育ち：意味づけの主体として立ち現れる個人
自らの意思によらないところで受けた生を、人はいつ自らのものとして引き受けるのだろうか。

そのプロセスに非常に自覚的な人もいれば、「いつの間にかそうなっていた」というように、当た
り前のこととして過ごしている場合もあるだろう。私たちがさまざまに不満や苦しさを感じながら
も生活していけるのは、それなりに恵まれた環境や周囲の人々のおかげであったり、何かしら目標
や意味を見いだせたり楽しみを感じられているからだと思う。

しかし、相談の中で出会う人の中には、親から与えられはしたものの、祝福されない生や過酷な
人生を受け取れずに、途方に暮れている人もいる。彼らのありようは、「かけがえのないものとし
て育まれた体験が、生を引き受けていくことに意味を見出すうえで、大きな力となるのだ」という
ことを、改めて気づかせてくれる。

思春期青年期の子どもたちは、今まで何気なく歩いていた道が、実は自分の人生という道であり、
これからは自分で行先を定めたり、脚を動かして歩いていかなければならないのだということに気
づくポイントにいることになる。何となく今までとは違っているように思える自分や友人に戸惑う
こともあるし、進む方向や進み方を、どうやって決めたらいいかがわからない。かといって親や大
人に提示された目標に対しては、抵抗感が生じてくる。親も、気分が急に変わったり黙り込んだり、
反抗的になったりするわが子を前に、困惑する時期である。家族が抱えきれない場合は思春期の荒
れや家族内の葛藤として、本人や家族が支援者のもとに現れることもある。

具体的でよくみられる例として、進路選択を挙げる。A 子は、両親が教師の家庭に生まれ、自
分自身も将来は同じ職業に就くと信じてきた。しかし大学受験になっても勉強に身が入らない。高
校に行くのもつらくなり、不登校ぎみになった。ここまで来て異変に気づいた両親に連れられて、
A 子はカウンセリングルームを訪れた。カウンセリングを進めるなかで、A 子は「教師になりたい」
という希望を見つめなおし、職業に誇りを持つ両親の影響が大きかったことに思い至った。一方で、
次々と課題を抱え多忙を極める教師の生活を目の当たりにして、自分がそれを続けられるかどう
か、不安に思っていたことも明かされた。そして「やっぱり子どもと関わりたい」という自らの気
持ちを確かめるに至って、自ら選択しなおし、そのための勉強を続ける生活へと戻っていった。

A 子は、それがたとえ他者（親）から与えられたものであっても、新たに自ら選びなおすこと
を通して、「意味づけの主体」としての自己の立ち現れを経験したといえる。それは、他の誰でも
ない自分自身の視点から物事をとらえ、感じ取る主体としての自分である。「人生は選択の連続で
ある」と言われる。A 子はその最初の一歩を踏み出したと言えよう。

（ 3 ）親としての育ち、個人としての育ち
子どもは生命の塊であるがゆえに、受け止める側にもそれなりの準備が必要であり、時には困難

を伴うことがある。それゆえ子どもの育ちを見守る親へのサポートが求められる。筆者が相談を受
ける際に心がけてきたことは、「親御さんが自分の人生の中で、この子の親であるということを、
どう意味づけるか」ということを絶えず意識することであった。それは、子どもが生まれるまでの

「個人のアイデンティティ」とは少し異なる、「親としてのアイデンティティ」といってよいものか
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もしれない。親が一人の主体として尊重され、自らも尊重できていることによって、子どもの主体
性の動きに目を向けることが促進されると、筆者は考える。

対人援助職に就いている身を振り返って思うことは、自らがサポートを受けていないと十分機能
できない、ということである。サポートを受けることは重要な能力の一つで、能力がないからでは
ない、とも考えている。

それは、「サポートを受けることで余裕が生まれる」ということ以上の意味があるように思う。
「自分だけが頑張れば」という自己完結的ではない、「サポートされ、サポートする」という双方向
のつながりを体感できていることが、サポートされる相手に共感するうえでも、非常に大きな助け
になると思うからである。

親になるということは、自己完結的ではない双方向の関係を、今まで以上に知ることが含まれる
と、筆者は考える。「親としてのアイデンティティ」の大きな側面を占めると思う。

上述の Porges 理論においても、セラピスト自身の状態が真に安定していることが、クライエン
トの安心感を醸成するために必須であると強調している。子どもが安心できる家族関係のために
も、親へのサポート、家族全体へのサポートはなくてはならない。

しかし一方で、他者にサポートを求めたり、サポートを実際に受けることによって自尊心の低下
を経験する場合があることが報告されている。確かに社会的に大人として生活している人であれ
ば、誰かに相談するということに対して抵抗感を持ったり、「迷惑ではないか」と懸念することも
あるだろう。こうした相談への抵抗感や被援助指向性に関する研究が近年積み重ねており、ユー
ザーにとって有意義な援助の在り方について、実践に活かされていくことが望まれる。

筆者はふとしたきっかけから、「ありがとう」という言葉を嫌う文化もあると聞き、最初は驚い
たが、その理由を知って感銘を受けた。言葉のやり取りを必要としないほど、互いに助け合うこと
が当たり前であり、むしろことさらに言葉を介在させることは、他人行儀で冷たい態度だと敬遠さ
れるというのである。施しを与えることも受けることもともに尊ぶ仏教の教え（友松、1985）にも
通じるところがあると感じ、先述の自己完結的でない双方向の在り方が端的に現れていると思っ
た。一方我が国では、「迷惑をかけない」ことを美徳とする文化がある。実は筆者自身もかなりこ
の影響を受けており、普段フォローしていただくことが多いにもかかわらず、自ら助けを求める事
には負い目を感じる方だと自覚している。子どもに「ありがとう」を言うことを礼儀とてしつけ、

「迷惑をかけてはいけない」と伝えることは、社会化という点で大切だし、他者配慮を大切にする
文化として尊重したい。同時に、こうした文化的背景がもたらす負の側面も含めて、私たちの心に
どのような影響が忍び込んでいるのか、今一度振り返りたいと思った。

文献
平木典子・中釜洋子『家族の心理：家族への理解を深めるために』（サイエンス社、2006年）、27頁。
野末武義「家族ライフサイクル」『家族療法テキストブック』（金剛出版、2013年）、56-59頁。
Stephan W. Porges The Pocket Guide to the Polyvegal Theory: The Transformative Power of Feeling 

Safe. (Norton, 2018)
友松圓諦『法句教』（講談社、1985年）。
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Ⅱ- 4 　父親に焦点をあてた子育て支援活動の試み…
――大学における子育て支援事業の一環として

川㟢　直樹

子育てにおいて父親に求められる役割は、時代と共に変遷している。例えば「日本の意識調査」
（NHK、2019）によると、女性に対して“結婚して子どもが生まれても、できるだけ職業をもち続
けたほうがよい”と回答する者は1973年では20％であったのに対し、2019年では60％と大きく増加
している。同様の傾向は、他に全国家庭動向調査（国立社会保障・人口問題研究所、2014）でも見
られている。“結婚後は、夫は外で働き、妻は主婦業に専念すべきだ”という項目に“賛成（まっ
たく賛成／どちらかといえば賛成を含む）”と回答した女性は、1993年の54.5％から、2013年では
44.9％と低下傾向にあり、特に“まったく賛成”と回答する女性は9.2％から5.4％と少数派となる
に至っている。現代においては、「男は仕事、女は家庭」といった古典的な父母観が絶対視される
ことはなくなりつつある。少子化や核家族化、経済事情の変化など、さまざまな影響を受けながら、
社会の実情に合わせた新しい父親像・家族像が模索されつつある。

こうした流れの中で、子育ての担い手としての“父親”に焦点が当たるようになっている。特に
近年では、父親の育児参加を促す取り組みが加速している。厚生労働省による委託事業「イクメン
プロジェクト」など、男性の子育て意識に働きかける活動が公的にけん引され、企業や自治体など
に向けてメッセージが発されている。民間においても NPO 法人「ファザーリング・ジャパン」な
どの活動が話題となり、“父親であることを楽しもう”といった、子育てに深く楽しく関与する父
親像が浸透しつある。

ただし父親の育児への関与は、実情ではまだまだ十分とは言いがたい。「男性の育児休暇取得率」
は、平成19年度の1.56％から微増傾向にはあるものの、平成29年度でも5.14％にとどまっている（厚
生労働省、2019a）。この間、女性の育児休暇取得率は80％～90％を維持し続けており、それに比す
ると男性の取得率は非常に低い。“2020年度までに13％”という政府の目標にも遠く及ばない数値
である。

しかしながら、男性の育児休暇取得率それ自体は微増傾向にあることも事実である。また“育児
休暇を取れなかったが、可能ならとりたい”と願う男性が2018年の調査（厚生労働省、2019b）で
は 3 割以上存在している。父親の意識や意見のレベルでは徐々に変化は起きつつあり、ささやかな
改善傾向が現在進行形で進みつつあるのも現状といえる。

日本女子大学における父親を含んだ子育て支援活動
このように“父親の子育てへの関与”が関心を集める中で、日本女子大学においても、「父親を

含んだ子育て支援活動」が試みられてきた。もともと、日本女子大学生涯学習センターでは、2015
年から、 0 歳から 3 歳の子どもを持つ母親を中心に、子育て支援グループ「こぐま」の活動が毎週
行われてきた。その活動の一部として、父親を含んだプログラムが設定された。「こぐま・パパの日」
として、2015年度から2017年度まで年 2 回、夏季と冬季にそれぞれ開催された。その詳細は報告書
として2015年度（河田他、2015）、2016年度（重枝他、2016）、2017年度（西村他、2017）に、それ
ぞれまとめられている。
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本稿では主に、それら「こぐま・パパの日」の活動を振り返り、その目的や成果を整理しながら、
父親を含んだ子育て家族への支援活動のあり方を考察することを目的とする。

従来のプログラムの検討　「こぐま・パパの日」のプログラム策定にあたって、河田他（2015）
は従来の父親対象の子育て支援プログラムの要素を表Ⅱ- 4 のようにまとめている。従来の支援の
特徴として、“父親は子育てへの関与が薄く、理解が不足している”という父親像を前提としてそ
の改善を啓発的に求めるアプローチ（表Ⅱ- 4 の③や④など）が散見される。また、父親自身の思
いを父親同士で共有するアプローチ（表Ⅱ- 4 の②など）もしばしばみられる。いずれも現実的な
ニーズに根差した有効かつ重要な視点であるが、前者は父親に反省を促して変化を求める立場に立
つため、親としての自分に対して若干の罪悪感を感じさせたり、「やったほうがよいと言われたか
らやる」といった外発的動機づけでの育児参加を促す可能性もある。後者は、父親自身が支え合い
自己形成していく上では重要であるが、実際の子育ての場である家族それ自体とは離れた場での間
接的な活動となる。父親の子育てのあり様を支援するにあたっては、これらの視点に加えて、また
違う側面からのアプローチも必要と考えられる。特に、子育てを共にする家族全体が相互に絆を確
かめ合うような活動（表Ⅱ- 4 の①など）や、すでに家族の中にあるニーズや思いに基づいてプロ
グラムを企画していくことができれば（表Ⅱ- 4 の⑤）、上記とは対照的な利点があると考えられる。

プログラムの基本指針　上記の問題意識を踏まえ、プログラム実施においては、いくつかの指針
を持たせることにした。 1 点目は「啓発より促進」である。父親に対して啓発的に関わり、反省や
変化を求めるようなアプローチは、現状の父親のありようや家族のありようを否定することにもつ
ながりうる。それよりは、いつもの父親と家族のあり方を大切にして、そこにすでにある絆を実感
したり、日ごろから伝えたかったニーズや気持ちを相互に伝えあったりする促進的な関わりを主眼
とすることとした。スタッフが指導的立場をとったり、変化の強要はしないように留意することと
した。

2 点目は、父親単独をターゲットとするのではなく、「父親を含んだ家族全体を対象」とするこ
とである。父親を家族から離して介入するのではなく、家族の中に居ながらその関係性が充実する
ことを目指すこととした。“父親に対する「点」の支援ではなく、父親だけでなく、子どもと母親
を含めた家族全体の関係性に介入する「線」の支援を目指すことで、家族機能としての「輪」の円

表Ⅱ- 4 　父親に対する育児支援の分類（河田、2015を改変して作成）

分類 ねらい
①子どもや母親との絆を深める

活動 父親、母親、子どもで一緒に活動することで絆を深めるきっかけにする。

②父親同士の交流の場 父親同士で、育児をすることの喜びや大変さを共有する。他の父親が子
どもや母親（妻）にどう関わっているのかを知るきっかけにする。

③自身の振り返り
“パパ力検定”など、子ども・母親との望ましい関わり方について考え、
父親自身のできている点、改善すべき点に気づいて、関わりを見直す
きっかけにする。

④子どもの世話の方法や発達段
階についての心理教育

子どもの年齢に応じたお世話の方法を伝えることで、母親に協力する
きっかけにしたり、発達に応じた子どもへの理解と関わりを促す。

⑤対象となる母親のニーズに基
づいたプログラム作成

プログラム参加予定の母親にニーズを尋ね、それに基づいたプログラム
を企画・提案する。
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滑化を目指す（河田他、2015）”という視点である。
3 点目は、「子ども・家族“から”楽しさを感じる」ことである。“このようにしたほうがよい”

といった社会的に望ましい父親像を伝える形では、父親の子育て関与を外発的に動機づける形と
なってしまい、それは他律的で非持続的なものとなる可能性がある。子どもと関わること自体、家
族と関わること自体の中にある楽しさに気づき、それを実感できることを目指すこととした。その
際、参加する子どもの楽しさのチャンネルに合わせられるよう、発達段階に応じた感覚遊びの要素
を入れながらプログラムを設定することとした。

なお上記に加えて、このプログラムの運営自体を大学院生中心に実施することも基本指針とし
た。大学院生が主体となって、プログラムを企画・立案し、その実施・運営までを責任を負うこと
で、将来的な子育て支援活動の担い手となるための経験を得ることを期待した。また、学生が運営
主体となることで、参加する家族の側にも「支援を受ける」という受動的構えだけではなく、「一
緒に場を作る」「子育てを支える人材を育てる」という主体的な関与が生じることも期待した。参
加する家族にもプログラムへの要望を尋ねたりしながら、企画を進めた。教員スタッフ（筆者）の
役割はそれらの企画・運営の場を提供することや、目的の確認をすることなど、側面的な援助や助
言を中心とした。

実施プログラムの内容
父親を含む子育て支援プログラム「こぐま・ぱぱの日」は、日本女子大学生涯学習センターによ

る子育て支援事業である「こぐま」の活動の一部として実施された。「こぐま」は 0 歳児から 3 歳
児の子どもを持つ家族を対象としており、参加登録家族はおおよそ 6 家族程度である。教員の指導
を受けながら、大学院生が中心となって運営されている。「こぐま」の通常回は母子を中心にして、
大学院生をファシリテーターとしながら子育てに関するトピックを話し合ったりする。子どもが大
学院生と遊んだりしながら教員も交えて子育てや発達にまつわる話をするなどの活動も行う。 1 回
の活動は 1 時間程度とし、日本女子大学生涯学習センター（西生田）の心理相談室のプレイルーム
やホールを使用して行われた。

その中で「こぐま・パパの日」の活動は2015年度から2017年度まで年 2 回、夏季と冬季にそれぞ
れ開催された。参加者は「こぐま」に参加している母親と子どもに加えて、父親や子どもの兄弟（ 4
歳以上の「こぐま」の卒業生を含む）である。企画された活動は表Ⅱ- 5 のとおりである。

おおよそ、乳幼児や子どもでも楽しめる感覚遊びを家族全体で行う回（表Ⅱ- 5 の②、④、⑥）と、
父母のコミュニケーションを中心にする回（表Ⅱ- 5 の①、③、⑤）を交互に設定した。主担当と
なる大学院生スタッフを学年間で移行させながら実施した。

実施結果とその考察
各活動の実施後に得られた感想アンケートについて、自由記述とプログラム全体に対する感想の

評定（“とても良かった”から“とても悪かった”の 5 件法）の集計結果を、各報告書（河田他、
2015；重枝他、2016；西村他、2017）から抽出し表Ⅱ- 5 に加えた。ここから読み取れることは下
記の 3 点にまとめることができる。

まず第 1 に、プログラムの指針に挙げていた「子ども・家族“から”楽しさを感じる」という点
については、父親や母親はある程度体験をしていることが見受けられた。父母のやりとりを主眼と
する活動においても、子どもが楽しめる感覚遊びの要素を入れること（例：ママクイズのお題は紙
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風船の中に入れて子どもがそれを破る、すごろくでお題をこなすとシールが貼れる、など）などで、
親子でチャンネルが違えども家族みんなが「楽しい」という場の感覚を共有できるよう配慮したこ
とが奏功したかもしれない。一方で、企画側が目的を複数立てて、ある種の「凝りすぎ」「欲張り」
状態となってしまい、活動内容が複雑化する傾向があった。こうした点は改善すべき課題である。

第 2 に、活動に「のる」ことが難しいケースが散見されことである。「シーツ遊びは怖がっていた」
といったように、子どもによって反応は異なる。特に本活動のように年齢層をあまり統一せずに行
う活動では、全ての子どもにちょうどよい活動を用意することは難しい。参加者の多様性を踏まえ
て、「自由遊び」という枠をあえて設けるなど、全ての参加者が同じように活動するよう求める圧
力を減らす工夫が求められると言えよう。

第 3 に、父親・母親間の意見交流を促す活動に対しては、一定の両価的な反応が見られたことで
ある。意見交換を行うことを有効だと回答する声も少なからず聞こえたが、その活動には同時に一
定の緊張感やスリルを伴う。この点は、家族がちょうどよく楽しめるレベルの課題を見極めたり、
話す内容や強度を家族の側が主体的に選べるようにしたり、参加者グループ自体の成熟を図ったり
など、多面的な工夫が必要であると言える。

表Ⅱ- 5 　プログラムの内容と感想アンケート

 

内容 感想の自由記述（一部抜粋）

と

て

も

良

か

っ
た

良

か

っ
た

普

通

悪

か

っ
た

か

な

り

悪

か

っ
た

欠

損

値

①2015年 6月 父親

母親

② 2015年 12月 父親

母親

③ 2016年 7月 父親

母親

④ 2016年11月

⑤ 2017年 7月

⑥2018年1月

「手遊び」：音楽に合わせて手遊びをする

「遊具を使った室内活動」：キャラクターを助けるというストー

リーで室内の遊具や課題を家族で順にめぐる

（データなし）

表Ⅱ－５ 　プログラムの内容と感想アンケート

「親子体操」：親子で動物のマネをして体を動かす

「パパが答えるママクイズ」：あらかじめ母親に家族や自分

のことを尋ねておき（「子どもの好きな食べ物」や「ママが欲

しいもの」など）、それを当日クイズとして父親に回答してもら

う。

「親子体操」：動物のマネで体を動かす。

「紙で雪合戦」：紙を雪に見立て、父親が引くソリに投げ入

れる。

「雪だるま作り」：毛糸やモールを用いて家族で紙面に雪だ

るまを作る

「シーツリレー」：シーツをハンモック状にして子どもを乗せ

てリレー

「ファミリーすごろく」：止まったコマのお題に答えながら家族

で進むすごろく

「親子体操」：音楽に合わせて手足を動かす

「小麦粉ねんどづくり」：父親を中心に小麦粉粘土をつくり、

家族で遊んでもらう。

父母合

算

家でも子供と一緒にできそう／妻が思っていることを知

れて貴重な体験／分かっているつもりでも分かってい

ない部分があることに気づけた

 動物の動きを子どもが自分で考えてマネするのが見て

て楽しかった／パパと参加できる楽しさが良かった／毛

色・モールなどの制作は家でやれないので楽しかった

シーツは怖かったよう／少し気恥ずかしい質問ありしど

ろもどろになりつつそれはそれで楽しめた／（自由遊び

で）子どもがボールを投げるのを見て成長を感じた

粘土遊びを初めて体験できた／自然のおもちゃ作りは

自宅でも手軽／子どもには理解できずイマイチ

注）a 「とても良かった」と「良かった」を合わせて集計された。b.父親と母親を合算して集計された。ｃ.この回のみ”子どもは楽しめていたか”で尋ねている。

プログラム全体への評価

「自由遊び」：自由な時間を設けながら、模造紙や風船など

を使って遊びや交流を促す。

「母親・父親グループの話し合い」：”子どもの登園しぶり”の

場面での気持ちや対応を父親グループ、母親グループで

話し合い、最後に相互シェアする。

（データなし）

父母合

算

 普段聞けないパパの意見を聞けて良かった／ 幼稚園

がテーマだと未就学児の方が分かりにくいかな／皆の

意見が参考になった
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父親を含めた子育て支援プログラムの要点と課題
以上、父親を含めた家族を対象にした子育て支援プログラムの実施概要を端的に振り返ってき

た。これらを基に考えると、「父親を含めた家族」を支援の対象とするにあたって重要となる点や
課題となる点として、以下の数点をあげることができる。
（ 1 ）	「父親像・家族像」の模索の支援　本活動では、基本的に「父親」に特定の役割を求めた

りせずに、家族の一構成員として関係を楽しんでもらうことに主眼を置いた。その点についての一
定の成果はあったかもしれないが、「父親」に特化したプログラム構成とは必ずしもなっていない。
現代的な「父親」のあり方が変化・多様化する中で、父親はどのようにあればよいのか、家庭はど
のようにあればよいのかは、それぞれの家族が模索をし、最適解を見出すことが求められる。本活
動の中では、父と母の意識のずれが顕在化することもしばしばあった。そうした瞬間、一瞬の緊張
感が生じながらも、そのズレを「楽しい」と捉えた感想を述べる家庭も多かった。父親と母親はお
互いに、社会の中でも家庭の中でも異なる文脈を生きている。父母同志の意識の「統一」を焦りす
ぎるのではなく、「ズレ」を自然なものとして認め、お互いの主観的世界に興味を持ちながら、各
家庭の実情に見合った「家庭像」や「父親像」を主体的に構築していく、そのプロセスの援助が今
後の大きな課題であるように思われた。
（ 2 ）	 活動のゆるやかな構造化　各回の活動をどの程度構造化するのかは、毎回の悩ましい点で

あった。「こぐま・ぱぱの日」では、 0 歳から 3 歳を対象としていることに加え、年長のきょうだ
いの参加もあるため、子どもの発達水準に合わせた活動を設定することには難しさがあった。また
同年代であっても、子どもの気分によっても個性によっても、家族の体験は大きく異なってくる。
プログラムの構造化を強めて「凝った」内容とすると、それに「乗れない」子どもが目立ちやすく
なってしまう。回を重ねるごとによりシンプルな構造で、感覚遊びに焦点化した活動を中心にした。
その際、活動に乗れても乗れなくても自由にその場で遊んでいられるような、「ゆるやかな構造」
が望ましいことが明らかとなってきた。そのような場や時間を共有することで、子どもや父親の側
の主体性がより発揮されやすい面もあると思われる。
（ 3 ）	 企画者―参加者相互のエンパワー　本活動は大学を活動の場としており、企画・運営は学

生を主体としている。心理学専攻の学生には保育や幼児教育などの専門知識はなく、またほとんど
の者には子育て経験がないため、子育て家庭の実情や親の心情などを必ずしも想像しきれない部分
が残る。プログラムの内容にも、いくらかの配慮不足や瑕疵が露呈した面もあったと思われる。し
かしそうした不十分さを、参加者である家族の側が許容しながら活動が展開していたのが実情であ
ると思われる。学生は企画者・援助者の役割を一時的に担う一方で、同時に地域によって育まれる
発展途上の人材でもある。子どもに純粋な関心を持った学生との出会いが家族にとっては新鮮な刺
激となるであろうし、学生にとっては子育ての支援者の役割を「とらせてもらう」という貴重な体
験を積むことができる。子どもに対する素朴で純粋な思いを軸として、学生と家族がお互いにエン
パワーされるような循環が生じていたと言える。

そうした好循環をより強固に持続的に形成していけるよう、検討と工夫を続けていくことが、子
育て支援を大学が担うことの大きな意義であるともいえよう。
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Ⅱ- 5 　認知と脳の発達

金沢　　創

総合研のまとめとして、ここでは一貫して行ってきた 1 歳以下の乳児の実験、および 2 歳までの
共同注意の課題についてまとめていく。

私たちのグループでは、引き続き、乳児の認知と脳の発達に関する検討を行った。まずは私たち
のラボで行っている実験方法を概観し、その後論文等の成果として得られた実験データを解説しな
がら、乳児の脳の発達について考えていきたい。最終的には発達と文化の関係についても考察して
みたい。

1 ．乳児の実験方法：行動実験の方法論
乳児は言葉が通じないため、心理学において一般的な言語教示が効かない。また、動物実験で用

いられる強化子を用いたオペラント行動による実験にもなじまない。従って、言葉を用いず、また
強化子も用いない心理学実験の方法が求められる。

代表的なものとしては主に注視行動を用いた実験方法がある。乳児は、例えば顔のような図形や
抽象的な動画など、何か興味ある対象が目の前にあると、じっと注視する性質がある。この性質を
利用して、1960年代のアメリカの心理学者 Robert Fantz の提案を皮切りに、70年代にかけて一連
の乳児の実験心理学に関わっていた研究者たちは、選好注視法と馴化法と呼ばれる実験パラダイム
を確立した（Fantz, 1961）。詳細は省略するが、この方法論により、赤ちゃんの視力の発達や顔認
知の発達など、脳の発達に関する様々な能力が調べられるようになっている。

2 ．選好注視法を用いた研究事例：乳児の質感知覚の発達
選好注視法を用いて明らかになった研究事例として、乳児の質感知覚の発達に関する研究例を説

明しよう（Yang, Kanazawa, Yamaguchi & Motoyoshi, 2015）。
まずは下記の写真をご覧いただきたい（図Ⅱ- 9 ）。この左右のいずれもが、青いピカピカのポッ

トが机の上の置かれている同じ写真に見えるだろう。しかしよく見てみると、左右の写真には微妙
な違いがある。それは、ポットの映り込みの部分である。左の写真に映り込んでいるウサギの耳は、
非常に短いのに対し、右の写真に写り込んでいるウサギの耳はとても長い。指摘されなければわか
らないかもしれないが、左右のポットの映り込みという点では異なった写真であることに気づくだ
ろう。

私たちは、パッと見た表面の質感（ツルツルしている等）については、写真を見ただけで自動的
に知覚できる。一方、その質感を作り出している手掛かり（映り込みのパターン等）については、
眼からは取り込まれてはいるものの、意識には登らない。このような知覚メカニズムをもっている
からこそ、一目見ただけで、モノがざらざらしているのか、ツルツルなのか、金属なのか木なのか、
といったモノの素材に基づく質感知覚がうまく働くものだと考えられている。

では、このような質感知覚は、乳児においてはどのような過程で獲得されていくのだろうか。こ
こでは、生後 3 か月のより幼い乳児が実は大人にも見えていない画像の違いに気がついている、と
いう興味深い事例を紹介したい。
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実験では、上記の説明にある「選好注視法」が用いられる。用いる画像は上記の 3 枚の画である
（図Ⅱ-10）。左から「ハイライトつきのカタツムリ」、「ハイライトつきのカタツムリ′」、「ハイライ
トなしのカタツムリ」ということになる。

図Ⅱ-10c が他の 2 枚と違う点は明らかだろう。図Ⅱ-10a、図Ⅱ-10b のカタツムリにはある「白
いハイライトの領域」が存在しない。しかし、図Ⅱ-10a と図Ⅱ-10b の違いについてはいかがだろ
うか。ほとんど同じに見えるかもしれないが、よく見てみるとカタツムリの背中の頂点付近のハイ
ライトが、図Ⅱ-10a には存在しないことがわかる。このように、一見して違う画像セット（図Ⅱ

図Ⅱ- 8 　選好注視法の実験場面。赤ちゃんは好んで注視する図形がある。

　図Ⅱ- 9 　異なる lightfield のもとにある二つの物体の画像（Ferwada, et al., 2008）．

図Ⅱ-10c　ハイライトなし図Ⅱ-10b　ハイライトつき′図Ⅱ-10a　ハイライトつき
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-10b ←→図Ⅱ-10c）の 2 枚を、短いブランクを挟んで交互に変化させるのである。この「変化し
ている画像セット」を画面の左に、変化しない画像セット（例えば図Ⅱ-10a ←→図Ⅱ-10a）を右
に呈示し、変化している左のサイドへの注視時間を測定するのである。

この場合は、図10-Ⅱb と図10-Ⅱc の違いが大きいための、変化しているサイドに選好注視が見
られる。一方、図10-Ⅱa と図10-Ⅱb の違いはわかりにくいため、たとえ変化しているサイドがあっ
たとしても、選好注視がみられないことが予測されるだろう。

実際、生後 7 か月の赤ちゃんは、この予想通りの選好注視を見せる。すなわち、図Ⅱ-10b 図Ⅱ
-10c の違いは区別できるものの、図Ⅱ-10a 図Ⅱ-10b の違いは区別できなという結果になった。こ
れはある意味で言えば、大人の知覚と 7 か月児の知覚は似ているものである、との結論になるだろ
う。

ところが大変不思議なことに、生後 3 か月の赤ちゃんは、この大人とは全く逆の知覚世界を持っ
ていることがわかった。というのも、 7 か月児で行ったのと同じ実験手続きで 3 か月実を対象に検
討を行ったところ、私たちにとっても区別が難しい図Ⅱ-10a と図Ⅱ-10b の区別を示した一方、私
たちにとっては容易に区別できる図Ⅱ-10b と図Ⅱ-10c の区別ができなかったということが判明し
たのである。つまり、 3 か月の赤ちゃんは、表面の映りこみの微妙な変化は見えているにも関わら
ず。表面の映り込みがある／ないといった大きな変化が見えていないという、直観に反する結果が
示された。

実は何が映っているかを抜きに画像を「完全なピクセルの集まり」であると仮定してみると、図
Ⅱ-10aと図Ⅱ-10bの差分のほうが、図Ⅱ-10bと図Ⅱ-10cの違いよりも大きいことがわかっている。
そうは思われないかもしれないが、例えばピクセルの違いだけを見る機械からみれば、 3 か月児の
判断は妥当であって、私たち大人や 7 か月児の判断のほうが「機械的ではない」ということになる。
このセクションでお示しした図Ⅱ- 9 の 2 つの写真も、 3 か月の赤ちゃん（あるいは「機械の眼」）
から見れば、簡単に見分けがつくものということにもなる。発達とは、いわば、こうした「見えて
いるものが見えなくなる過程」でもあることが理解できるだろう。

もし私たちが眼に映っている世界をそのまま直接知覚しているとすると、光と線と色が、ただ交
じり合っている混乱にすぎず、世界は目の前に見えているようには見えなくなるだろうと考えられ
る。かつてアメリカの心理学者 William James は、1890年の著者「Principle of Psychology」にお
いて、乳児の主観的世界を「one great blooming, buzzing confusion（咲き誇るガヤガヤした 1 つ
の混乱）」と表現した。ここではこの「混乱」についている blooming という形容詞に注意してほ
しい。 3 か月児にとっては、この混乱は悪いばかりではなく美しく楽しい世界なのかもしれない。
いわば発達とは、この少しばかり楽しい混乱を、いかに忘れて捨てていくのか、という過程である
とも見ることができるだろう。

3 ．乳児の脳活動の計測：NIRS を用いて
現代は脳科学の時代であるが、これらの知識が得られるようになったのも、fMRI と BOLD 信号

という血流反応の発見が手掛かりになっている。これらの発見により、人間の脳活動を非侵襲的に
知ることができるようになり、私たちの日常生活レベルの精神活動を、実験室において検討できる
ようになった。しかしながら、この装置での計測は、乳児の脳活動の計測には不向きである。とい
うのも、fMRI は、頭部の位置を固定することが求められるため、「じっとしていてください」と
の言語教示が効かない乳児には用いることが難しいからである。乳児の脳活動を計測する手法はい
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くつか存在するが、その中の 1 つに NIRS（near-infrared spectroscopy：近赤外分光法）がある。
この装置では、光ファイバーが付いた「帽子」を赤ちゃんの頭にかぶせることで、その脳活動を計
測することができる。脳の表面に限定はされるが、fMRI と同様の BOLD 信号を捉えることもでき
る。軽い帽子であるため被験者に対する負担は少なく、ある程度動き回ることがきるので、乳児や
発達障害児に適した方法となっている。

4 ．NIRS を用いた研究事例：赤ちゃんの色カテゴリ
次に NIRS を用いて言語獲得前の乳児に色カテゴリが存在することを示した研究例を紹介しよう

（Yang, Kanazawa, Yamaguchi & Kuriki, 2016）。
例えば皆さんは「みどいろ」という言葉からどんな色を思い浮かべるだろうか。あるいは逆に信

号の色や森の色を見て、そのどこまでを「みどりいろ」として区別するだろうか。私たちは同じ緑
色でも青っぽいものも黄色がかったものも、広く同じ「緑色」として認識している。こうして色が
グルーピングされ「緑色」という概念を作っているが、この「色カテゴリ」とよばれるグループこ
そが「緑」という概念を作るベースになっている。では、その色カテゴリは、どのようにして学習
されたものなのだろうか。

色カテゴリは通常言語や文化の影響を強く受けていると考えられてきた。しかし本研究では、 5
から 7 か月の赤ちゃんが色カテゴリに対してすでに脳活動の基盤をもつことが確認されたのであ
る。

実験では、色の距離としては等距離にある緑 1 、緑 2 、青、の 3 つの色を用意し、色がカテゴリ
内で変化する場合（緑 1 と緑 2 ）と、カテゴリをまたいで変化する場合（緑 2 と青）をそれぞれ見
せたときの赤ちゃんの側頭部の脳活動を計測した（図Ⅱ-12参照）。

その結果、図Ⅱ-12のキャプションにも示したように、between 条件よりも、within 条件にて、
赤ちゃんの脳活動はより活発であったことが明らかになったのである。

この結果は、例えば「みどいろ」がどのようなグループのカテゴリであるのかということは、日
本語という言語によって規定されるのではなく、色知覚のメカニズムの発達に由来するより深い基
礎をもつものであることを意味している。もちろん後の言語獲得により、色カテゴリが若干修正さ
れることはあるだろう。だからこそ、日本文化独自の「みどり」があり、それは他の言語とは異なっ
たものとなる。しかし、その基礎には、より初期からある色を見る脳の仕組みが関わっていること
が示されたのである。

図Ⅱ-11a　NIRS の実験場面 図Ⅱ-11b　NIRS の帽子
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5 ．眼球運動測定装置を用いた研究事例：表情認知の際の眼球運動
私たちのグループは、表情を観察している際の乳児の眼球運動を測定し、その統計的な分布を計

算した。実験では生後 8 ヶ月齢の日本で育った赤ちゃんとイギリスで育った赤ちゃんの注視行動を
測定した。実験の結果、図Ⅱ-13の一番右側の図にあるように、日本で育った赤ちゃん（EA: East 
Asia　青色の領域）は目と目の間の中心をより注視し、イギリスで育った赤ちゃん（WC: Western 
Culture　黄色の領域）は口元をより注視するという傾向が得られた。

この結果は、わずか 8 か月間の経験により、乳児においても文化差が生じるということを意味し
ている。例えば英語圏では赤ちゃんに対して「Hi baby!」といった呼びかけにもあるように、口を
はっきりと動かして言葉を話しかけるという行動がみられるのに対し、日本語には「はーい、赤
ちゃん」といった言葉もなく、どちらかというと目と目を見つめ合わせて赤ちゃんをあやす、とい
う行動が一般的である。この文化の違いが、お母さんの顔のどこに注目するのかという行動の違い
をもたらしたものと考えられる。

図Ⅱ-12　�A は刺激の呈示方法。形だけが変化するベースラインを挟んで、色カテゴリをまたいで変化する between
条件と、色カテゴリ内で変化する within 条件を設けた。その結果、between 条件で、特に右側頭部を中
心に高い脳活動が得られた。

図Ⅱ-13　�イギリスと日本の ８ ヶ月児の注視した場所と、その差分。左側の ２ つの図は黄色いほどより注視したこと
を意味する。右の図は、黄色がイギリス、青が日本の赤ちゃんが注視した場所。
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6 ．今後の展望：科学的理解に基づく実践
本研究プロジェクトでは、主に、子どもの育ちの起源としての乳児の知覚認知の発達に焦点を当

て研究を行ってきた。 1 つ 1 つの試みの詳細については、ぜひ original article に当たってほしい。
ここで強調しておきたいのは、それぞれの試みにより明らかにされた赤ちゃんの認知に関する科学
的なデータの重要性である。基礎研究と現場とをつなぐ 1 事例として最後に絵本の開発プロジェク
トについてご報告したい。

現在我々の研究グループでは、絵本をお母さんが読み聞かせしている際の赤ちゃんの行動を、発
話、指さし、表情、など総合的な行動指標により数値化し、どのような絵本のどのような読み聞か
せが母子のコミュニケーションを促進するのかを検討する試みを行っている。通常絵本といえば、
言語が十分に理解できるようになった 2 ～ 3 歳以降がターゲットだが、私たちは主に言語獲得以前
の 1 ～ 2 歳の乳児を対象に検討を行っている。

その結果、赤ちゃんが興味をもち、また母子間のコミュニケーションを促進するには、赤ちゃん
から見て認識が容易である「白黒の縞パターン」や「色」「顔」「明確な形」などが重要な手がかり
であることが明らかになってきている。従来、絵本とは文学的な観点から、主に母親からの目線で
つくられることが多かったが、私たちの研究グループでは、赤ちゃんの知覚認知のメカニズムに基
づき、より科学的な観点からみた「赤ちゃん目線の絵本」が重要であることを明らかにしたのだ。
現在、マスコミや大手出版社からの注目もあり、赤ちゃんの絵本業界は変わろうとしているが、私
たちの初期からの主張が実現している点はたいへん喜ばしいことだと考えている。今後、多くの実
践的な現場においても、本報告にあるような基礎的な研究の重要性が増していくことと考えてい
る。基礎的な研究の確実な土台の上に乗った現場の試みは、色々な意味で強さを発揮するだろう。
その意味で、現場と基礎研究とをつなげようとした本プロジェクトに、大きな意味があったと信じ
て本小論を閉じることにしたい。
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Ⅱ- 6 　保育施設における幼児の主体性の援助…
―「幼児の主体的な活動」を育てるために保育者にできることは何か―

請川　滋大

1 ．はじめに
2017年に幼稚園教育要領、保育所保育指針、幼保連携型認定こども園教育・保育要領（以下、三

法令）が改訂された。今回の改訂ではこれまでの「環境を通して行う教育」や「遊びを通しての指
導」という基本的な部分は変わらず、その点に関しては1989年改訂以降の流れを踏襲しているとい
える。しかし、小学校以降の教育とのつながりを意識しながら幼児教育の部分が検討され、小学校
以降の教育の柱を見越した「幼児期に育みたい資質・能力」（ 3 つの柱）や、「幼児期の終わりまで
に育ってほしい姿」（10の姿）が提示された。今後、2019年10月には「幼児教育・保育の無償化」
が予定されており、そうなったあかつきには、入園先を選択する保護者が保育施設を選ぶ際に幼児
教育の内容や質を問うことになるだろう。その際、過度な保育サービスの競争になるよりも、本来
重要とされる幼児教育・保育の質を高めていくことが各園には期待される。要領では、「教育活動
の質の向上」を念頭に置いた「カリキュラム・マネジメント」に努めることを求めており、また指
針では「カリキュラム」といった言葉は使われていないものの、「全体的な計画」を踏まえて職員
の研修やそれらを通しての「専門性の向上」を目指すことが述べられている。つまり、いずれの施
設においても幼児教育・保育の質の向上が今後課題になっていくということが分かる。

そこで本稿では、2017年の三法令改訂を踏まえ、今後の幼児教育・保育の質の向上に向けて各園
には何が求められているのか。とりわけ、幼児の主体性を育てるために保育施設にできることは何
かに焦点を当て、保育施設そして保育者が今後検討すべき課題についてフィールド調査を行った各
施設の様子から考察していきたい。

2 ．主体性とは何か　―主体的な活動を支える保育者の援助―
それではまず「主体性」とは何かについて考えてみたい。2017年告示の要領において「主体性」

という言葉は用いられていないが、「主体的」という言葉は複数回用いられている。今回の改訂で
は要領の中に「前文」が記されるようになり、総則の前に教育基本法の第 2 条「教育の目標」を引
用しながら、教育そして幼児教育の目標について記していくという流れとなっている。この前文、
教育基本法第 2 条 3 の部分に以下のような記述がある。

正義と責任、男女の平等、自他の敬愛と協力を重んずるとともに、公共の精神に基づき、主
0

体的
0 0

に社会の形成に参画し、その発展に寄与する態度を養うこと（傍点は引用者）

社会の形成に主体的に参画する
0 0 0 0 0 0 0 0

態度を養うために教育が重要だということを述べており、自らの
気持ちから参画する態度の涵養が大切であるということをここでは主張している。ではこの教育基
本法を土台とした幼稚園教育要領では、「主体」という言葉はどのように用いられているだろうか。
要領の総則第 1 「幼稚園教育の基本」の冒頭には以下のように記されている。
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幼児は安定した情緒の下で自己を十分に発揮することにより発達に必要な体験を得ていくも
のであることを考慮して、幼児の主体的な活動を促し

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

、幼児期にふさわしい生活が展開される
ようにすること（傍点は引用者）

ここから分かるのは、幼稚園では幼児の主体的な活動、言い換えれば、幼児が自らの気持ちから
活動を起こすことを促すことが必要であるということである。それが幼稚園教育の基本であるとい
う。幼稚園というのは教職員が集まってある目的を遂行しようとする組織体であるから、教職員そ
れぞれが、そして教職員集団が「幼児が自らの気持ちから活動を起こすことを促す」よう彼らを支
えて（援助して）いかなければならないということになる。しかし、言葉でいうのは容易でも、ど
う実現するかを考えるとそれほど簡単なことではない。自らの気持ちから活動することを誰かの指
示で行わせるのであれば、それはもはや自発的な行動ではなくなってしまう。自らの意思で行動し
ようとするには、（幼児が）ある状況に置かれた時に「これをやってみたい」「あれもやってみたい」
という気持ちになるようにしなくてはならない。この気持ちを引き出すための刺激として最も大き
なものは、その幼児を取り巻く物的な環境であろう。保育室にままごとコーナーが用意してあった
り、積み木コーナーが設定してあったりすると、それらの遊びをやってみようかなという気持ちに
なる。

一方で、物的な環境だけでなく、保育者という人的な環境も大きい。遊びを中心に保育実践を
行っている園の場合、幼児はそれぞれが思い思いの活動をしており、互いの活動が見えていない場
合も多い。保育者はクラスのメンバーがどこで何をしているか、安全という側面からも誰がどこに
いてどのような活動をしているかはおおむね理解しているはずだ。その上で、保育者には自らが捉
えた幼児の遊びを他の子に伝えるという役割が生まれてくる。園庭で遊んでいた子の活動を、保育
室に戻ってきた際にそれとなく他のメンバーに伝えるなど、子どもたちの中に遊びのメニューがイ
メージできるような関わりをすることが遊びの援助にとって重要だ。これを言葉で伝えるのが帰り
の会などの集まりの場面であり、その場の活用が遊びの援助の要となる。この場を上手に活用する
ことで、幼児同士が互いの遊びをイメージできるようになり、幼児教育の充実にとってとても有効
である。また、クラス全体で話し合いをして、民主的に物事を決めていく際にも集まり場面が重要
だ。その他、保育者が作成するドキュメンテーションなど写真を用いた記録を使って、それぞれの
子が取り組んでいる遊びや活動の様子を、子ども同士または園の保育者間で、さらには保護者と共
有するために活用している園もある。

主体的な活動を捉えるためのツールとしてドキュメンテーションは効果的だが、これらを作成す
るための時間をどう確保するかという点も非常に重要である。子どもと離れて作業する時間、いわ
ゆる「ノンコンタクト・タイム」をいかに確保するかは、幼児の主体性を支える就学前施設にとっ
て非常に重要なポイントである。保育が長時間化してきている現代において、ノンコンタクト・タ
イムをどう確保しているか。主体的な活動をいかにして支えているか、この点について具体例を紹
介したい。

3 ．主体的な活動を支える物的環境の工夫　―認定向山こども園（宮城県仙台市）―
2017年 9 月に訪問した仙台市の認定向山こども園は、1956年に創立されたキリスト教主義の幼稚

園である。2014年からは認定こども園へと移行している。こども園への移行に伴って、 1 歳から子
どもが通園できるようになり、定員は240名（2017年当時）となった。仙台市内にありながらも豊
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かな環境を有しているのが特徴で、園庭は平らなところばかりでなく緩やかな傾斜や築山もあり、
遊びの中で自然と体を使うように工夫されている。また敷地内には竹林や大きな木のある森もあ
り、子どもたちの活動場所はとても広い。そんな広い環境の中で、教員同士が子どもの情報共有を
するには工夫が必要となるのだが、向山こども園では保育者がインカムをつけて、自分がいまどこ
にいるのか、またクラスの子どもがどこにいるかの情報を互いに送受信しあっている。

向山こども園では、子どもたち自身が「自分の好きなことを見つけられる人」になることを教育
目標の一つとしており、それは普段の保育の様子にも表れている。保育の中では子どもたちが活動
を選択できるよう環境も豊かにしつつ、 1 歳から 6 歳までの子どもたちが安心して遊べるような場
を用意している。園庭は緩やかにゾーニングされており、真ん中にある大きな築山がそれとなく園
庭を区切り、小さな子どもたちも大きな子のダイナミックな動きに乱されずに遊べるようになって
いる。

また、製作活動やごっこ遊びをするのも、室内だけに限らず園庭の環境を上手に利用している。
テーブルを園庭に出し外で製作活動ができるようにすることで、子どもたちは自然素材を豊かに活
用しながら、洋服の汚れを気にせず大いに遊ぶことができている。こういった製作活動の拠点とな
る場が園庭にいくつもあることで、子どもたちは互いの遊びに刺激を受けながら作業を続けられる
という効果もある。この日は、ドングリや葉っぱを剪定された木の板に木工用ボンドで貼り付ける
遊びを熱心に行っていた。別な場所では動物の檻のようなものが作られており、何に使うのか尋ね
てみたところ、ライオンごっこに使っている檻だということが分かった。たまにライオンが逃げ出
すというのが面白い。

4 ．幼児の主体性を保障する人的環境　―文京区立湯島幼稚園（東京都文京区）―
文京区立湯島幼稚園には、2018年度より園内研究会で定期的に訪問している。JR 御茶ノ水駅か

らほど近いところにある都心型の公立幼稚園だ。幼稚園教育要領の基本である「自発的な活動とし
ての遊び」を大切にしており、「よく遊ぶ子ども」という教育目標そのままに、子どもたちは日々
自己を発揮しながら様々な遊びや活動に取り組んでいる。ここでは2018年11月に訪問した際の子ど
も会に向けての活動について紹介したい。

朝、年長 5 歳児クラスでは、この日の活動の流れについて話し合いをしていた。近々実施される
子ども会で「ブレーメンの音楽隊」を披露することになっている年長児たちは、クラス内をいくつ

図Ⅱ-14　ゾーニングされた園庭の一部 図Ⅱ-15　遊びに使える豊かな自然素材
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かに分けた小グループ毎に、どのように作業を進めていくか担任と共に話をしている。担任は一人
で作業の流れを決めることなく、子どもたちにどのように進めたいか確認しながら、その内容をホ
ワイトボードに書き出していった。このように子どもたちと共に決めたことを文字化し、子どもに
も見えるようにしておくというのは年長児の11月というこの時期にあった進め方と感じる。

5 歳児ともなると作業の進め方に個性が表れる。ウサギチームはすぐに耳を作り始めるという
が、ニワトリチームの男児は先に園庭でサッカーをしてから作業に取り掛かるという。観察してい
た筆者は、園庭に出てサッカーをしてしまうと予定の時間に戻ってこられなくなるのではないかと
危惧したが、子どもたちは園庭にある大きな時計を気にしながらサッカーをして遊び、時間になる
ときちんと戻ってきた。このように作業の見通しを持たせる保育者の援助が、子どもたち自身に時
間を管理する意識を育てていくのだろう。ホワイトボードには子ども会まで「あと11日」と書かれ
ており、 1 日の中の時間管理だけでなく、10日以上先の日に向けて作業の見通しを持たせる意識づ
けも行っていた。

ウサギの耳づくりに取り組んでいた女児数名は、最初はピンクのフェルトで作ることにしたよう
で、長い耳をハサミで切り抜いていた。しかし、ウサギのかぶり物に耳を付けてみても、思ったよ
うに耳はピンと立たない。どうしたらウサギの耳を倒れなくできるだろうか。考えた女児たちは、
フェルトの耳を台紙に貼り付けることを思い立った。担任はそのアイディアに使えるような工作用
紙をさりげなく用意することで、女児たちのやりたい気持ちを支えていた。これまでに様々な作る
活動をしてきたことが土台となっているこの活動だが、素材をさりげなく用意した保育者の援助も
ここでは重要な働きをしている。

5 ．情報共有のツールとしてのドキュメンテーション　…
―仁慈保幼園（鳥取県米子市）―

2016年に訪問した仁慈（じんじ）保幼園は、社会福祉法人仁慈保幼園が運営する歴史のある保育
所である。こちらの園の取り組みは全国的にも注目を浴びており、とりわけドキュメンテーション
やポートフォリオの作成、子どもたちの興味・関心を中心に据えた保育内容をその特徴としている。
保育者はイタリアのレッジョ・エミリア市へ研修に出かけたりしており、レッジョ・エミリアの保
育にも刺激を受けているようだ。レッジョ・エミリアの保育では、あるテーマの下、子どもたちが
探求を深めていく「プロジェクト活動」が良く知られている。仁慈保幼園ではプロジェクト活動と

図Ⅱ-16　作業の流れを書き出す担任 図Ⅱ-17　倒れないウサギの耳を作る
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は呼ばないものの、子どもたちの興味・関心を活動の中心に置きながら探求していく。その姿は
レッジョの保育を彷彿とさせる。

2018年現在、東京でも 2 園運営している仁慈保幼園だが、2016年の米子訪問時が筆者にとっての
初めて見る仁慈の保育でありとても良い刺激を受けたのを記憶している。この訪問時は特にドキュ
メンテーションの作成に興味を持って行ったので、子どもたちの活動もさることながら、ドキュメ
ンテーションの作成場面を見学させてもらったことが印象深い。

仁慈保幼園では 3 ～ 5 歳児は縦割りクラスとなり、各クラスに 2 人の保育者が入る。主担当の保
育者は朝や昼の集まりを主導しながらその日の活動について子どもたちと話し合いを進め、副担当
は主担当をサポートしながら子どもの活動を写真に収めつつ保育を援助していく。副担当は昼食後
に保育室を離れ、職員室でドキュメンテーションの作成に取り掛かり、その日の活動について効果
的に写真を用い 1 枚の記録にまとめていく。時間にして30分～40分程度の作業時間である。印刷し
たものは主任などが内容を確認し、保護者が見えるところに掲示する。そのおかげで、夕方迎えに
来た保護者はその日の活動について知ることができる。当日の帰り、ちょうど子どもと父親が一緒
にドキュメンテーションを見ながら話をしている様子を見ることができた。毎日 1 枚ずつドキュメ
ンテーションが作成されていくため、子どもたちの興味・関心をしっかりと把握し、次の日以降の
保育の進め方に大きな示唆を与えるものとなっている。仁慈の子どもたちの興味深い活動を支える
ツールとして、これらが大変有効に働いている。活動の自由さだけではなく、それらをしっかりと
捉えた記録、記録を土台にした幼児理解、そして幼児理解を基に進められる保育者の援助が重要だ。

6 ．ノンコンタクト・タイムをどう確保するか　…
―レミントン幼稚園（ニュージーランド・ハミルトン市）

前節の仁慈保幼園では、クラスに入る保育者を 2 人体制にし、昼食後の一定時間を子どもと共に
いる者と、ノンコンタクト・タイムを取る者とに分ける工夫を行っていた。一般に日本の保育所で
はノンコンタクト・タイムの確保が難しいと言われている。全国私立保育園連盟から出された「ノ
ンコンタクトタイム調査報告書」（2019）では、一日のうち子どもと離れて作業をする時間（休憩

図Ⅱ-18　毎日作成するドキュメンテーション 図Ⅱ-19　ドキュメンテーションの掲示
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時間を除く）がまったくないと答えた保育士が39.2％、20分以下と答えた保育士が21.3％、合わせ
て約60％がたった20分もノンコンタクト・タイムが取れない状況を訴えている。これでは保育の質
を向上させたいと願っても何もできないのが現実だろう。

2018年の夏にニュージーランドの保育施設を複数視察してきたが、その中の一つ、ハミルトン市
にあるレミントン幼稚園では保育者のシフト表を作り、子どもと触れる時間と休憩時間、そしてノ
ンコンタクト・タイムを色分けして表示していた。表では「NC」と記されていたのだが、NC の
意味は何か尋ねたところ予想通りノンコンタクト・タイムとのことで、妙に納得したものであった。
そもそも、日本ではまだノンコンタクト・タイムという言葉が一般的ではない。ようやく最近、保
育業界でその言葉が聞かれるようになってきたという感じである。そのため、先ほどのノンコンタ
クト・タイムの調査報告が出されたと聞いた時には、驚きと共に今後の意識改革に期待したもので
ある。

幼児の主体性を支えるためには、仁慈保幼園の例を見ても分かる通り、丁寧な活動の記録と幼児
理解、そしてそれらを基にした保育の援助が重要となってくる。幼児教育・保育の無償化を目前に
控えたいま、いかにして幼児教育・保育の質を高めていくか、しっかりと検討しておくことが必要
だ。そうしないと「悪化は良貨を駆逐する」という言葉の通り、子どもにとって望ましくない保育
が広がっていくことも想像される。子どもの育ちを支えるために保育施設、保育者、ひいては大人
にできることは何かを考えていくことが、この時代により求められていると強く感じる。

文献
公益社団法人全国私立保育園連盟調査部（編）公益社団法人全国私立保育園連盟調査部『ノンコンタクト

タイム調査報告書』（公益社団法人全国私立保育園連盟調査部、2019年）、 3 頁
厚生労働省『保育所保育指針＜平成29年告示＞』（フレーベル館、2017年）
高橋健介・請川滋大・相馬靖明（編著）『認定こども園における保育形態と保育の質』（ななみ書房、2017年）、

52-60頁
内閣府・文部科学省・厚生労働省『幼保連携型認定こども園教育・保育要領＜平成29年告示＞』（フレーベ

ル館、2017年）
文部科学省『幼稚園教育要領＜平成29年告示＞』（フレーベル館、2017年）
汐見稔幸（編）『エデュカーレ（2019年 3 月号）』（臨床育児・保育研究会、2019年） 6 -18頁
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Ⅱ- 7 　子どもの創造的主体を育む空間

宮　　晶子

1 ．はじめに
「創造的主体としての子どもの育ちを考える」というテーマにおいて筆者は、建築設計および研

究者の立場から、空間の働きとの関係における考察と事例紹介を行う。

2 ．そもそも空間とは
そもそも空間とはなんであろうか。床壁天井に囲まれ、切り取られた空隙をイメージする人も多

いと思う。しかし、実際の空間においては、心理学者の J.J.Gibson の造語である、物や環境が人間
を含む動物に対して afford（提供）するものという意味である「Affordance」という言葉を知らな
い人々も、体感的には環境からの様々な働きかけを享受している。

夏の日差しの元、木陰の下に椅子を持ち出したり、桜の花のそばに敷布を広げて宴を催したり。
待ち合わせの時に駅の柱に寄り添い、階段に腰掛け、平な手すりがあればその上に飲み物の缶をふ
と置く事もあるだろう。そのような関係が生まれているところに、創造的な人との関係をはぐくむ
空間が生まれていると筆者は考えこれまで建築物を設計してきた。

3 ．壁柱による事例

那須の山荘
壁の襞や段差が雑木林への連続性と人
の拠り所を提供する。
© Lorenzo Nencioni

JOTO model
壁柱による半開きの空間が囲われ感、開放感、そして拠り所
を同時につくるモデル。
© miya akiko architecture atelier
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4 ．柱による提案
子どもの創造的学び場の設計に際して、柱がつくる空間を考案した。林立する柱がつくる空間は、

独りになったり、誰かを見つけたり、見つけられたりする、見え隠れする場を提供する。そこは、
かくれんぼうを誘発したり、友だちとの距離感をはかって活動したりすることができる場となる。
そのため子どもたちは、個々の様々な状況に応じて関係を主体的に判断し行動を選択することがで
きる。子どもたちは様々なスケールの木柱が散りばめられた空間で、自分の身体や他者の身体を感
じながら、学び合い、成長することができる。

また、柱は子どもの身体がようやく隠れるか隠れないか、泣きたいときに拠り所となるが誰かに
見つけてもらいやすい小さなサイズから、数人で寄り添うことのできる大きなサイズまで、森の
木々のように多様なサイズでそれがつくる様々な余白をつくりだしながら存在する。

house K
林立する壁柱によって、ひとりでいる時の落ち着きと大
勢でいるときの賑わいが共存する場が生まれる。
© Shinkenchiku-sha

house I
散りばめられた L 壁が、部屋の隅のような拠り所と気配
の共有を内外につくりだす。
© Shinkenchiku-sha

柱のサイズ
さまざまなサイズの柱がいろいろな子供との関係をつ
くりだす。

柱による空間
柱とその余白がさまざまな子供の関係を調停する居場
所を提供する。
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sunsun 保育園事例
小学校跡地への計画。広々とした敷地に柱が居場所をつくっていく提案。

すべてのダイアグラム © miya akiko architecture atelier

5 ．まとめ
柱による空間の事例は、イタリアのレッジョ・エミリアにおける幼児教育の現場では円柱が一部

試みられているが、日本ではいまだ実現化されていない。
子どもの自主的な創造性を誘発する柱による空間は、保育士さんが充分に子どもを見守ることが

でき、またある程度放任することもできる場となると考えている。つまり、子どもと保育士さん両
者にとって相互に心地のいい関係の居場所を提供することを期待している。

6 ．今後にむけて
また、子どもと大人のスケールの違いを考慮して、柱に加えて床の変化や背の低い壁によって領

域に変化を与えていくことも可能性があると感じている。見通しを効かせながら、子どもの視認で
きる領域と大人のそれとが交錯しながら異なる領域を形成していく空間の創出である。また床や低
い壁を挿入することで、子どもの身体によりそう親密な空間や、活動を誘発する場をつくることも
できる。

イメージするところは、建物ではないが石上純也氏によるボタニカルガーデンの雑木林と池がま
ざりあった関係がある。
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林立する柱と、その下を縫う様に広がる床面の領域、その両者が関係しあいながらもそれぞれの
原理で立ち現れ、まじりあう空間のイメージである。そこでは、子どもにも大人にも、「主体」と
しての創造的な活動を誘発する。子どもは身体に呼応する地平の中で自由な活動、大人は子どもの
自由を許容しながら秩序づけられる奥行の中で安定した活動を行うことができる。両者の秩序と自
由が複合する新しい空間モデルの創出を目指したい。

石上純也氏　設計　ボタニカルガーデン「水庭」© http://artbiotop.jp
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Ⅲ　大学における「子どもの育ち」支援の可能性を探る…
―他大学の見学を通して―

Ⅲ- 1 　名古屋芸術大学子どもコミュニティセンターの見学から

請川　滋大

1 ．名古屋芸術大学について
名古屋芸術大学は、「東海地区唯一の総合芸術大学」として1970年に設立、50年ほどの歴史を持つ。

元々キャンパスのあった隣り合う 2 つの町、愛知県師勝（しかつ）町と西春（にしはる）町が2006
年に合併して北名古屋市となった。現在は師勝町のキャンパスを東キャンパス、西春町のキャンパ
スを西キャンパスと呼んでいる。2007年 4 月には名古屋芸術大学短期大学部を改組し、名古屋芸術
大学人間発達学部こども発達学科を開設した。こちらの学科では小学校教諭と幼稚園教諭の 1 種免
許状、保育士資格などを取得できる。2009年度より地域貢献の一環として子育て支援事業を開始し、

「にこにこワークショップ」という活動を行っている。こちらのワークショップの実施・運営が子
どもコミュニティセンターの中心的な事業となっている。

2 ．「子どもコミュニティセンター」の概要
名古屋芸術大学東キャンパス内にある子どもコミュニティセンターは、大学が地域貢献事業とし

て場を提供し、その企画・運営を行っている子育て支援施設である。センター長は大学の教員が務
めており、2018年11月当時はこども発達学科准教授の南元子氏がセンター長であった。センターで
の企画を中心的に運営する職員は 2 名おり、いずれも公立保育園の元園長である。センター長は大
学の業務もあり、常に子どもコミュニティセンターにいるわけではないので、職員の 2 人が交代で
勤務をし、どちらかが必ずセンターにいるような体制を取っている。交代で勤務する 2 名の職員に
加え、保育を共に行う職員が 1 名入り、毎日 2 人で運営できるようにしている。また保育活動には
ボランティア学生も参加し、子どもたちの遊び相手や学生自身の企画を実施したりしており、学生
たちにとっても良い学びの場となっているようだ。センターの事務に関しては大学から事務職員を
1 名配置してもらっており、大学の業務と兼務しながらセンターの事務処理を支えている。2018年
11月、日本女子大学学術研究員の加藤直子氏（専門：子育て支援・保育学）と共に名古屋芸術大学
子どもコミュニティセンターを訪問した。

センター内にはきれいな子ども用トイレが用意されている。また、夏場になると外にプールを出
し水遊びをできるようにもするので、通常の保育園と同様、シャワーや洗濯乾燥機も準備されてい
る。子連れの保護者にとっては安心できる設備である（図Ⅲ- 1 ）。

3 ．「にこにこワークショップ」について
子どもコミュニティセンターの中で中心的な企画となっているのが「にこにこワークショップ」

である。にこにこワークショップでは、人間発達学部の教員や保育担当の職員が講師となり、幼稚
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園・保育所通園前の未就園児の子どもたちとその保護者を対象に様々なテーマ遊びを行っている。
開始時間の前は、センターにあるおもちゃを使って親子で自由な遊びを楽しむこともできる。

にこにこワークショップの開催は基本的に毎週水曜日と木曜日で、午前10時から11時半までが活
動時間となっている。なお、 9 時半から入室が可能となるので、早めに来て自由に遊ぶことができ
る。事前の予約は不要で、参加費も無料となっている。 1 回のワークショップの定員は一応20名と
定めているが、最大25名くらいまでは受け入れるようにしている。ただ、あまりに参加者が多く
なっては活動しにくくなるので、一定数以上親子が集まるとそれ以降は入室制限を設けている。

通常の 1 日の流れは以下のようになっている。

  9：30　　センター開所
10：00　　好きな（自由）遊び
10：45　　お片付け
11：00　　テーマ遊び
11：30　　手遊び、絵本、紙芝居など

「テーマ遊び」では、作ったものを持ち帰れる「工作の日」の人気が高い。保護者の中には「父

図Ⅲ- 1 　センター内の子ども用トイレ 図Ⅲ- 2 　センターの受付

図Ⅲ- 3 　センター内の様子 図Ⅲ- 4 　ワークショップの一場面
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親を連れてきたい」という希望もあり、「土曜日に開室してほしい」という要望も出ているようだ。
活動の最後に行う手遊びや紙芝居などを10～15分程度行い、そこでワークショップは終了となる。
午前で終わる活動だが、参加した親子はそのまま大学に残って、学食などで昼食を食べて帰ること
もあるという。大学が地域の親子にとって安心できる居場所になっており、それが無料で活用でき
るというのは大変喜ばしいことだろう。また、ワークショップを中心に担う職員がベテランの保育
者ということで、子育てにまつわる悩みなども打ち明けやすいのではないだろうか。そういった点
も意識してのことだろうが、職員が保護者に対して積極的に言葉をかけるようにしていたのが印象
に残っている。
「にこにこワークショップ」は事前登録制ではなく、初回来訪時に登録すればよい。 1 才から就

園前までの親子が利用できることになっているが、 1 歳に満たない 0 才児の利用も多いという。 2
歳児になると北名古屋市が児童館で運営する「なかよしキッズ」というのがあり、そちらを利用す
る子が増えるため、にこにこワークショップの方には大きな子は少ない。

にこにこワークショップでは、「自分の好きな遊びを見つけてじっくり遊び込むこと」を大切に
しており、毎回行うテーマ遊びには無理に参加しなくても良いということであった。この日はキャ
ンパス内の芝生の上で体を使った親子遊びをしていたのだが、たしかにそちらの活動には入らず、
親子で遊びながらも少し離れたところにいるという母親もいた。集団での活動が苦手な、発達に課
題のある子どもも、このように活動への参加を強制されないというのがにこにこワークショップへ
参加しやすい理由の 1 つとなっているようだ。集団から離れて孤立している親子を見かけると、職
員や大学側のスタッフが積極的に話しかけるようにしている。

なかには大学の子育て支援を「敷居が高い」と感じている人もおり、こちらの子どもコミュニ
ティセンターの門を叩くまでにとても時間がかかった親子もいたそうだ。そのため、施設や活動へ
の出入りを自由にし、親子自らの意思を大切にしている。そういった配慮も親子の気楽な参加につ
ながっているのだろう。

ボランティアの学生は、初回に来た時に名札作成程度の登録をし、親子同様、「いつでも来たい
時に来室してよい」と言われている。親子の中には、担当者との間に「支援する側・される側」と
いう上下関係を感じる人もいるようだが、ボランティア学生が来ていることにより、保護者は子ど
ものことについて学生へ「教える側」になることができる。学生は母親に、「どんな化粧品を使っ
ているのか」、「母親になってから化粧の仕方が変わったか」など大学側が思いもよらない質問を投
げかけたりするようだが、そうしたやり取りによって母親はリラックスし、母親としてではなく 1
人の女性としての時間を感じることができるのではないかという。

毎週木曜日は大学でゼミがあるため、教員と学生がゼミ単位（10名程度）で来室することもある。
ゼミで教員と学生が一緒に考え、子どもを楽しませる企画をしたり、教員が母親たちにミニ講義を
したりすることもあるそうだ。また年に 2 回、高齢者と子育て世代との世代間交流も行っている。
地域にある年配の方々が所属するクラブが集団で来室してくれるので、主に高齢者と子どもたちの
楽しみの場になっているとのことだ。

4 ．「子どもコミュニティセンター」の運営
ここからは、見学当日にヒアリングした内容についてまとめていきたい。
最も聞きたかった点は運営費についてである。これほどの施設と活動内容を無料で利用できると

いうことは保護者にとって大変ありがたいことではあるが、大学側は何らかの補助金を市など行政
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から得ているのだろうか。その点について尋ねたところ、まず年間の経費は約170万円ほどかかっ
ているという。ここには利用者の事故やケガなどを想定した保険代も含まれており、すべて大学側
が負担しているとのことであった。市など行政側からの助成は受けていないということなので、す
べて大学を運営する法人側からの支出であることが分かった。

これら経費の大部分は人件費として使用している。保育を計画及び主導する保育者への支払いは
1 日につき非常勤講師 1 コマ分と同じくらいの額（約 1 万円）、副担当として入る保育者は時給制
で 1 時間 1 千円ほどであるとのこと。主担当を務める保育者の担当回数が大きく異ならないよう、
1 年間の中で調整しているという。

5 ．まとめにかえて
前節で出てきた北名古屋市が運営する「なかよしキッズ」は事前登録制で、毎週水曜日利用か木

曜日利用かを登録する。登録は前年度の 2 月末〆切のため、もしかするとこちらに登録できなかっ
た親子、または登録日ではない曜日を「にこにこワークショップ」への参加に充てているのではな
いだろうかと想像した。だがそれよりも、「なかよしキッズ」が満 2 歳以上の「親子のふれあい遊
びや、親同士の交流」なのに対し、「にこにこワークショップ」の方は満 1 歳から、場合によって
は 0 歳からでも参加できるというのが魅力になっていることが分かった。かつてよりも、低年齢の
子どもを抱えた保護者が安心できる遊び場や居場所がより求めているのだろう。北名古屋市の「な
かよしキッズ」の方は市内の児童センター「きらり」や市内にある各児童館で行っており、午前中
の活動、先着20組の親子までの利用というところも名古屋芸術大学の取り組みと重なる部分があ
る。市全体としてこれらの活動への参加者がどれくらいいるのかは分からないが、名古屋芸術大の

「にこにこワークショップ」は、市が行う「なかよしキッズ」と並置されながらも、 2 歳未満の低
年齢児がいる親子を受け入れていること、大学が行っているということによるその専門性の高さと
充実した施設という部分を保護者自らが選択して来てくれる。

子どもコミュニティセンターは子育て支援向けにリフォームされているので、職員スペースはガ
ラス張りになっており、木製の作り付け棚や大型遊具がある点などとても充実している。一方、
元々大学の教室であったため、室内が横長でコーナーが作りにくいなどの難点もある。見学当日の

「テーマ遊び」は、屋外での体を使った遊び（おんぶをして歩く、玉入れ、フラフープなど）であっ
た。活動に参加しない子どもに対して心配そうに促す母親が見られたが、副担当の保育者や学生が
さりげなくそのお母さんをフォローしていた。

外での活動の最後に、ダンスサークルの学生 3 名がダンスを披露したり、子どもが好きな体操
「エビカニクス」を一緒に踊ったりしていた。母親達は、こういった学生企画の活動を好意的に受
け止めている様子で、にこやかに子どもと学生たちの関わりを見守っていた。

主担当の保育者は、毎回、活動計画を作成するなど事前に「テーマ遊び」を考えているが、そこ
が中心課題ではなく、母子がリラックスして楽しむというところに力点を置いているようであっ
た。今後、日本女子大学が地域の親子向けに子育て支援を行う場合、母親のリフレッシュや母親の
エンパワーメントには何が必要なのか。そのためにはどういった子育て支援施設やそこでの活動が
求められているのか。今回の見学は、それらについて考える良い機会を持たせてくれたものであっ
た。
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引用・参考文献
名古屋芸術大学ホームページ（情報取得日：2019年 6 月20日）https://www.nua.ac.jp/index.html
北名古屋市ホームページ「なかよしキッズ」（情報取得日：2019年 6 月24日）http://www.city.kitanagoya.

lg.jp/jidou/1500044.php
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Ⅲ- 2 　岐阜聖徳学園大学短期大学部地域子育て支援センターの見学から

請川　滋大

1 ．岐阜聖徳学園大学短期大学部について
岐阜聖徳学園大学は、学校法人聖徳学園が運営する四年制大学である。同大学の短期大学部は、

1966（昭和41）年に開学した岐阜南女子短期大学がその前身である。開学当初より保育科があり、
保育者養成に長い歴史を持つ。開学後、聖徳学園女子短期大学へと名称変更し、1999（平成10）年
度に四年制大学が岐阜聖徳学園大学と名称変更したのに伴い、短期大学は岐阜聖徳学園大学短期大
学部となった。

2 ．地域子育て支援センター「くれまちす」の概要
岐阜聖徳学園大学短期大学部の子育て支援センター「くれまちす」は、2016（平成28）年に岐阜

市からの委託を受け、同大学岐阜キャンパスに開所した。こちらのセンターは岐阜市南部地域の子
育て支援拠点となっており、子育て関連情報の提供や子育てに関する相談・援助などを行っている。
センターで週 3 日行っている「子育て支援広場」（以下、広場）が中心的な活動となるが、その他
にも保護者を対象とした各種のプログラムがあるのでそれらについては第 4 節で具体的に紹介す
る。
「くれまちす」で行う広場の利用料は2018年度から無料としているが、2017年度までは 1 回につ

き100円を徴収していたそうである。週のうち火曜から木曜までの 3 日間が開所日で、年間150日は
開所するようにしている。開所は10時から15時までなので、保護者はその間センターを利用するこ
とができるようになっている。11時半にはいったんお片付けをするが、弁当持参で昼食を食べ、昼
食後に午後の活動に参加する人もいるという。親子にとって居心地の良い場所になっているのだろ
う。

図Ⅲ- 5 　センター入口の掲示板 図Ⅲ- 6  　センターの掲示板
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3 ．「くれまちす」の環境
2018年11月 7 日の午後、日本女子大学学術研究員の加藤直子氏と共に「くれまちす」を訪問した。

元々、大学として使用していた建物の一部を改修して子育て支援センターとして活用している。 3
つの教室を子育て支援センターとして利用できるようになっており、多様なスペースがたくさん用
意されている印象を受けた。センター来所の保護者向けには駐車場が用意されており、車で来られ
る親子が多いことも分かった。地方都市で駐車場があるかどうかということは、来所される利用者
の参加率を大きく左右するであろう。

広場での保護者と保育者とのやりとりを見ていると、保護者と保育者、保護者同士の距離がとて
も近いように感じられた。この日の保護者は女性だけであったが、担当の保育者が話しかけやすい
ような雰囲気を作り、親子が孤立しないよう心掛けている様子が垣間見えた。広場のメインルーム
として使っている大きな部屋の他にも、授乳やおむつ替えのための部屋、大きな子どもたちが体を
動かして遊べる遊び場が開放されていた。授乳用の部屋は 3 つのブースに分かれており、プライバ
シーが守られるようになっている。一方、部屋には元々の教室の雰囲気が残っており、少々無機質
な印象を受けた。これらの部屋の他に、親子が自由に食事をとれるランチルーム、保護者からの話
を聞くための相談室などの部屋がある（図Ⅲ- 7 、 8 、 9 、10）。大学側が子育て支援センターのた
めに多くの部屋を提供しているという、そのバックアップの姿勢を感じとることができた。

図Ⅲ- 9 　ランチルーム 図Ⅲ-10　相談室

図Ⅲ- 7 　体を動かす遊び場 図Ⅲ- 8 　授乳室
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4 ．訪問時の聞き取りから
センター長は短大部の教授である田中亨胤（ゆきたね）先生が務められている。センターの施設

長という立場で常勤している保育者が 1 名（高松みゆき先生）、交代で勤務する非常勤保育者が 5
名おり、毎日常勤 1 名に加えて 2 名の保育者が広場に入るようにしている。常勤の高松先生は元・
公立保育園の園長で、保育経験豊かなベテラン保育士である。当日はセンター長の田中先生の他、
短大部所属で学生と共に「くれまちす」の活動に参加している大西薫先生、施設長の高松先生、法
人側の担当課長小田嶋秀典氏から話を伺った。

まずは「くれまちす」の活動内容について、高松施設長と大西先生から聞き取りをした。先ほど
の見学の様子からも分かるように、広場ではスタッフが母親たちに積極的に関わるようにしてい
た。毎日通う幼稚園や保育所と違い、広場へ来ることは自由であり、だからこそ毎回のメンバーも
入れ替わる可能性が高い。そんな中で初めて参加した親子や人見知りの保護者が居心地の悪い思い
をしないよう、保育者は積極的に声をかけているのだろう。そのことによって保育者 - 保護者の関
係はもちろんのこと、保護者と保護者の関係も広がっていくと考えられる。

また、本施設では学生の参加も受け入れているが、 1 - 2 年の学生は教員と一緒に参加すること
が原則となっている。まだ子どもと触れ合う経験の少ない学生たちのことなので、まずは教員と一
緒に参加するという条件を課しているのだろう。前出の大西先生は小児保健を専門とする短大の教
員で、学生と共に子どもたちの身長と体重の測定を毎月行っている（「すくすくタイム」）。この活
動を通して、学生たちは乳幼児の身体測定はそれほどスムーズにいかないことに気づき、良い学び
の機会となっているとのことである。机上で人形を使って学ぶのと、実際の子どもを使って学ぶの
とでは大きく異なるということがこの語りからも垣間見える。学生たちは、母親が子どもと関わる
姿を見て学び、また上級生の子どもたちとの関わり方をモデルにしている様子も見られるという。
さらに波及的な効果として、学内での学生の態度が良くなったそうだ。学校に子連れの保護者が多
く出入りするようになり、そうした人たちに挨拶をするという日常の礼儀が自ずと身についていっ
たのかもしれない。大学教員が口うるさく指導するよりも、外部の人と普段から接するというこの
ような状況が、学生たちに社会人としての自覚を育てていくのだろう。
「くれまちす」がオープンしたのは2016年で今年 3 年目（2018年現在）となるが、こういった子

育て支援センターがあることを短大受験の志望理由にしている学生もいるときいた。また「くれま
ちす」があるからと、こちらに通いやすい場所を住居として選択した親子もあるという。子育てを
する家族にとって、そして保育者養成校を受験する高校生にとっても、大学が持つ子育て支援セン
ターというのは大変魅力的に映るようだ。
「くれまちす」には様々なプログラムがあり、基本的に毎月行う活動（マンスリープログラム）

がある。以下にそれらを紹介したい。
①　子育て支援講座

附属幼稚園の教諭や大学教員がそれぞれの専門に基づいた子育て支援に関する講座を開く。
1 回 1 時間。託児があるので、保護者はゆっくりと講座を受けられる。

②　すくすくタイム
小児保健担当講師とゼミ学生による身体測定。 1 回30分ほど。

③　親子ふれあい英語教室
ネイティブ講師による親子の英会話教室。 1 回30～40分ほど。

これらの他に、シーズンプログラムとして「親子教室」がある。こちらは、決まった時期に 4 回
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を 1 セットとして行うプログラムで、2018年度は A から D までの 4 コースを用意している。事前
申し込みが必要で、大学の教員と学生が遊びのプログラムを企画している。その内容は、手遊びや
歌遊び、身近な素材を利用したおもちゃ作り、絵本の読み聞かせ体験、体を使っての遊びなど、そ
れらを若い学生たちと共に行うので、保護者からも人気のプログラムである。その他、「くれまち
す」利用者を対象に行う親子運動会「くれまちすミニ運動会」も人気のプログラムとなっている。
また、地域子育て支援センターとしての大きな役割の一つである「子育て相談」であるが、こちら
は電話やメールでの相談を受け付けており、平日の10時から15時の間、保育者が対応するようにし
ている。

5 ．「くれまちす」の運営について
岐阜市には 6 つの子育て支援センターがあるが、大学が運営するセンターは「くれまちす」だけ

である。岐阜市から委託されて運営しているので、国及び岐阜市から補助金が年間511万円ほど支
給されている。これらの補助金を得るには、週に何日以上開所しなくてはならないという決まりが
あり、「くれまちす」は週 3 ～ 4 日開所型の年間160日オープンという条件で施設を運営している。
保育者が 3 人以上必要なため、「くれまちす」の場合は前節でも述べたように常勤 1 名、非常勤 2
名の計 3 名の体制を日々とっている。運営費の大半はこれら人件費として使用される。

6 ．まとめにかえて
広場への 1 日の参加者はおおむね20組ほどで、施設の広さから最大でも30組程度には抑えたいそ

うだ。ただ、人気のあるイベントの時には50組ほどの親子が来たこともあるという。やはり大学が
運営する子育て支援ということで人気がある。保護者は他の子育て支援センターや児童館なども選
択肢に入れながら、こちらの施設を選んでやってくる。車で来られるという点と、大学の施設が
広々と使えるというのが大きな利点と感じる。また名古屋芸術大学と同様に、大学教員のそれぞれ
の専門性を活かした「子育て支援講座」や「親子教室」が魅力的なプログラムとなっている。子育
て支援講座の際は託児があるということで、子どもと四六時中向き合っている保護者にとっては良
い息抜きの機会となるであろう。その間、経験のある保育者が子どもを見てくれているというのも
安心材料のひとつだ。

施設長の高松先生は、広場を運営するにあたり「主（ぬし）を作らないよう」心がけていると話
してくれた。古株の保護者が我が物顔で振舞うと、初めて来所した保護者が気後れしてしまうから
だ。こういった細やかな配慮が、保護者同士の和やかな関係性を維持するのだろう。本学でこう
いった子育て支援を実施するには、人件費を中心とした予算をどう確保するか、経験豊かな保育者
をどう見つけてくるかという点が課題となる。

引用・参考文献
岐阜聖徳学園大学ホームページ「くれまちす」（情報取得日：2019年 6 月24日）、http://www.shotoku.

ac.jp/regional_contribution/parenting_support/index.php
岐阜市ホームページ「地域子育て支援センター事業について」（情報取得日：2019年 6 月24日）、https://

www.city.gifu.lg.jp/13374.htm
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Ⅲ- 3 　神戸学院大学子育て支援プログラム＜まなびー＞の見学を通して

塩崎　尚美・瀬尾美紀子・請川　滋大・金沢　　創

1 ．神戸学院大学沿革
神戸学院大学は1966年に創立された総合大学であり（前身は1912年設立の森裁縫女学校）、法学

部・経済学部・経営学部・人文学部・心理学部（2018年 4 月人文学部より独立）・現代社会学部・
グルーバルコミュニケーション学部・総合リハビリテーション学部・栄養学部・薬学部がある。場
所は有瀬キャンパス（神戸市西区　明石海峡と淡路島を一望する漆山の丘の上）であるが、2007年
にポートアイランドキャンパスが設置され、本部と一部学部が移転している。

2 ．子育てサロン＜まなびー＞とは
2014年10月有瀬キャンパスに開室された。開室のきっかけは、地域に子育て支援拠点がないこと、

学内の駐車場を利用できるため、車での来校が可能であることなどの理由から、神戸市からの依頼
を受けて、市が推進する「地域子育て支援拠点づくり」事業として始められた。心理学部のある14
号館 3 階にあり、行動観察室と 2 つの教材準備室をリフォームして、 2 つのプレイルームと玩具等
の収納を兼ねた相談や授乳のために使用できる部屋が用意されている（図Ⅲ-11、12）。

対象は地域の就学前の乳幼児とその保護者（子どもだけの参加は不可）であり、プレイルームで
子どもを遊ばせながら、保護者同士の交流や情報交換ができる広場となっており、地域の子育て関
連情報の提供や交換など、保護者コミュニティとして機能している。育児や発達などに関する相談
を幼児教育や子育て支援を専門とする大学教員につなぐことも可能となっている。

開室は週 3 日（火曜、水曜、木曜）、午前10：00～12：30、午後13：00～16：00であり、12：30
～13：00は昼休みとして一度部屋を閉めている。事前登録制であり、参加費用は無料である。基本
的にはフリー参加で、開放されたプレイルームで子どもを自由に遊ばせながら、親同志が話をして
過ごしている。見守りスタッフとして常に、保育士や幼稚園教諭の資格を持つ経験者のスタッフが
2 名いる。見守りスタッフは特に子どもや親に関わりは持たず、安全に配慮した見守りを主として
いる。その他に、全体の運営に責任を持つスタッフ（保育士資格有）が 1 名いる。スタッフの人件
費は神戸市から支払われる。

火曜日の午前中と水曜日の午後は、大学院生が企画した特別プログラムが行われ、学部生や心理
学部の教員が関わる。これは学部生の実習授業としても位置づけられている。特別プログラムはす
べて事前申込制であり、人数制限を設けている。

特別プログラムには以下のようなものがある。
＜学生とあそぼう＞
発達心理学を学ぶ大学生（ 3 年次生または大学院生）たちと一緒に、運動や工作など、さまざま

な遊びを楽しむプログラム。
＜遠足＞
年 2 ～ 3 回、お芋ほりなどの体験ができる遠足を行っている。
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＜アートで遊ぼう＞
絵具などをつかいながら、大学院生が中心となってとフィンガーペインティングなどアートで遊

ぶプログラム。
＜お楽しみイベント＞
講師を招いて、「親子リトミック」（身体と頭を通して、音楽を楽しむプログラム）や人形劇、コ

ンサートなどを企画、他学部連携として、「えいごで遊ぼう」（グローバルコミュニケーション学
部）、「「ケーキ作り」（栄養学部）などを実施。

＜「ほめ上手になろう！」ママ・トレ＞
子どもの特徴を把握し、子どもをやる気にさせるほめ方を学ぶための、子育て中のお母さんを応

援するプログラム。教員が中心となって実施し大学院生、保育スタッフが運営。

以下に筆者らが見学した日の学生と遊ぼうプログラムを示す。

参加者：親子16組（子ども19人）
スタッフ：保育士： 2 名　担当：院生 7 名　学部生 3 名
内容：エプロンシアター「おおきな手袋」 ・作って遊ぼう「クリスマスケーキづくり」
①13：40～　お名前呼び（タンバリンを使って）
②13：50～　エプロンシアター「おおきな手袋」　作って遊ぼう「クリスマスケーキづくり」
③14：25～　自由遊び
④14：45～　お帰りの手遊び。

院生 2 名が中心になって「お名前呼び」や「エプロンシアター」などを運営する。子どもの興味
を引き出し、参加しているすべての子どもがプログラムに参加していると感じられるような工夫を
していることが伺えた。親子参加であるが、少しずつ子どもが親から離れて前に出ていく様子が見
られ、未就園児にとっては、親から徐々に離れて活動に参加できるようになっていくことは、幼稚
園等の集団に入る前の母子分離の体験として意味を持っていると思われた。親の中に他の院生や学
生スタッフが入っており、後方にいる子どもや、立ち歩く子どもに声をかけていた。

就園前の子どもたちが、親が側にいるという安心感を感じながら、興味のある遊びに没頭するこ

図Ⅲ-11　プレイルーム 1 内部の様子 図Ⅲ-12　 2 つの部屋をつなぐ廊下とプレイルーム 2
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とは、子どもの発達にとって重要であることを Winnicott（1965／牛島、1977）は指摘しているが、
就園に向けて子どもの発達を促進する活動となっていると思われた。

3 ．＜まなびー＞の運営体制
神戸学院大学の子育て支援プログラム＜まなびー＞の特徴は、神戸市の子育て支援事業として市

から補助を受けて運営しているという点である。そのため、神戸市と大学との間で実務的な協働が
必要となり、そのためのスタッフが大学に必要となる。見守りスタッフや運営に中心となって携わ
る保育スタッフの給与は神戸市から支払われるため大学の負担はないが、神戸市とのやり取りのた
めの実務を行う部署は、大学の社会連携部が担っている（図Ⅲ－13）。

4 ．地域の保育園との連携
もう一つの地域連携活動として、神戸学院大学では地域の保育園児（年長）と学生との交流を定

期的に行っている。これは発達心理学の授業の一貫であり、発達心理学の 3 つのゼミの学生が計30
名ほど活動に参加している。それぞれのゼミの教員も一緒に参加する。筆者らが見学をした日は、
保育園児と学生とのサッカーゲーム（試合）を行っており、学生が真剣に子どもと勝負していた。
子どもと直接関わりをもつことのできる貴重な体験となっており、継続的に関わることで子どもの
発達を理解するための生きた教材となっているようである。この活動は、保育園からの要請で始
まったとのことであり、保育園の子どもたちにとっては、親や保育士とは異なるおとなとの関わり
の機会となっていることが伺えた。特に、手加減せずに真剣に勝負する学生に対して、必死に戦う
子どもたちの様子から、子どもの主体性が育つ関わりとなっていることが伺えた。このような学生
と地域の子どもたちの関わりの機会も子どもの主体的育ちにつながる可能性があることが示唆さ
れ、こうした活動を授業に組み込むことの意義が感じられた。

図Ⅲ-13　＜まなびー＞運営体制

 

教員 
スタッフ（保育士） 

社会連携部（本部） 神戸市 
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5 ．子育て支援プログラムを大学で運営する上での課題
（ 1 ）自治体との連携・自治体からの支援（運営費）

＜まなびー＞のように自治体から委託されて行う「子育て支援事業」は、スタッフの人件費が自
治体から支払われるなど、補助金を運営費に充てられるというメリットがある。しかし一方で、週
3 日以上開室するなどの制約も生じるため、関わる教員の負担が大きくなり、 1 学科の教員だけで
は担いきれないことが予測される。神戸学院大学では、運営に関わる実習担当教員を 2 名ずつ 1 年
ごとの交代制としており、負担の公平性と軽減を工夫しているが、2018年 4 月より心理学部となり、
学部教員が22名という大所帯だからことできることともいえよう。

一方で、自治体からの補助金をもらわないで運営する場合には、運営費の問題が大きくなる。本
学の心理学科が西生田キャンパス生涯学習センターにて行っていた子育て支援事業は、参加者から
参加費を徴収して運営していたが、年々参加者が減少し活動を休止することとなった。その原因に
は、近隣の大学や子ども家庭支援センター等が行う無料の子育て支援事業が増えてきたことが影響
していたと考えられる。参加者は無料で参加でき、かつ教員に過重な負担がかからないような運営
方法を模索していく必要があるといえよう。

（ 2 ）事務を担う部署の必要性
神戸学院大学では、自治体との連携事業であることから、社会連携部が自治体とのやり取りをす

べて担っている。加えて、運営にまつわる事務作業は、運営全体に責任を持つ保育士資格を持つス
タッフとその年度の担当教員が協力しあって行っている。社会連携部は、＜まなびー＞のような地
域連携活動の他に、教育連携、大学間連携など、様々な連携に関わる業務を統括して行っており、
生涯学習センターもその中に位置づけられている。本学にも、地域貢献の活動や大学間連携活動が
さまざまな学科で実践されており、今後本学がそのような活動を通して対外的にアピールしていく
うえで、事務局とも協働して取り組んでいくことが必要ではないかと思われる。

（ 3 ）授業にどう位置付けるか
神戸学院大学の活動は、＜まなびー＞や保育園との連携など、実習の授業としてカリキュラム化

されている。それによって、すべての学生に関わりを持つ機会が与えられているというメリットも
あるが、興味のない学生も参加しなければならないため、教員の働きかけや教育的配慮が必要にな
ることもあると思われる。

必修にしなければ、興味のある学生が実習の授業を履修することになるため、そのような問題は
ある程度軽減されるが、年度によって履修者が変動し、履修者が少ない年度は活動の運営が困難に
なることもあり得る。

このような活動は、うまく機能すれば、子どもや保護者と学生双方にとって有益な学びとなり得
るが、そのためには、どのようなシステムで授業に組み込んでいくのか検討が必要となると思われ
る。

（ 4 ）学科連携、学部連携
また本学では、心理学や幼児教育、親子関係などを専門とする教員が心理学科、児童学科、教育

学科等にそれぞれ複数いる。2021年のキャンパス統合後に、これらの学科が連携・協働して本学な
らではの＜子どもの育ち＞支援を実践できるよう、工夫していくことが求められる。専門領域の異
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なる教員がそれぞれの専門性を生かした支援の方向性を探り、他の大学や、公的施設では行うこと
のできない＜子どもの育ち＞支援になることをめざしたい。

さらに、建築学科の宮先生が本研究メンバーにおられたことで、《空間》の中で子どもがどのよ
うに育つのかを考えるきっかけとなったように、文学部、理学部、家政学部の教員との連携協働に
よってさらに広がりを持った支援活動となることを期待したい。

（ 5 ）大学で行うことの意義
従来多くの子育て支援活動は、＜まなびー＞と同様に、就園、就学に向けての母子分離や他児と

の関わりを目的として行われている。しかし、＜子育て支援＞であり、どちらかというと子どもを
育てる親の負担を軽減することに重きが置かれてきた。我々は、本研究を通して＜子どもの育ち＞
支援の重要性に気づき、＜子どもの主体性をどのように育てていくのか＞を検討してきた。

子どもが主体的に育っていくこととはどのようなことなのかについて、それぞれの教員が専門的
に検討し、科学的な研究の知見を活かした＜子どもの育ち＞支援を行うことこそが、大学で行う子
どもの育ち支援の意義であると思われる。

もう 1 つの意義は、学生が支援活動に関わることで、子どもの体験の幅が広がり、また学生に
とっても子どもと関わりを持つ貴重な経験となることである。大学生の時代に子どもと関わること
は、学生の養護性の発達を促進することも指摘されている（伊藤・塚本、2015）。将来親となる可
能性のある学生に子どもと関わりを通して体験的に学ぶ機会を提供できることは、日本の将来の＜
子どもの育ち支援＞にもなると思われる。

引用文献
伊藤　篤・塚本美由紀「子育て広場における青少年の養護性育成を目指した体験学習の意義―「 0 歳児ふ

れあい体験」と「赤ちゃん人形プログラムの比較」―」『神戸大学大学院人間発達環境学研究科研究紀
要』第 9 巻 1 号、2015、57-71頁

Winnicott, D.W. “Maturational Processes and the Facilitating Environment.” London: Hogarth Press and 
the Inst., 1965（牛島定信訳『情緒発達の精神分析理論―自我の芽ばえと母なるもの』（岩崎学術出版社、
1977年）、21-31頁

神戸学院大学ホームページ ttps://www.kobegakuin.ac.jp/social_contribution/kosodate/（2019年 6 月26日
取得）
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Ⅲ- 4 　関西学院大学子どもセンターの見学から

川﨑　直樹・青木みのり・塩崎　尚美・金沢　　創

関西学院子どもセンターは、2010年に関西学院大学、聖和短期大学を基盤として、「子どもの育
ちと子育てへの社会貢献」と「両学の乳幼児保育・教育に関する教育活動に寄与すること」を目的
として設立された（同センター HP より）。同子どもセンターにおいては、主に 3 つの事業が行わ
れている。（ 1 ）地域の子ども・子育て支援事業、（ 2 ）発達支援事業、（ 3 ）おもちゃとえほんの
へや事業である。今回は主に、（ 1 ）と（ 2 ）について見学を行ったため、これらを中心に報告する。

1 ．地域の子ども・子育て支援事業について
1 - 1 ．事業概要について（HP による）

同事業は＜さぽさぽ＞という名称で実施されている。その目的は以下の 3 点である（同センター
HP より）。

（ 1 ）地域の子育て支援の拠点として：地域の子ども・子育て家庭の交流の場となり、子育て
相談や情報の提供をおこなう。また子育て支援に関わる活動団体をサポートするための交
流の場や活動の機会を提供する。

（ 2 ）教育・研究の拠点として：学生や研究者、子育て支援者の教育・研究活動への協力をお
こなう。また、実習やボランティアを通じて学生の学習の場を提供する。

（ 3 ）拠点事業の促進のために：学院の各学部、付設の機関、学外の専門機関、NPO 等との協
働により、地域の子どもや子育て家庭を支援する取り組みを促進する。

この事業では、西宮市の補助金事業「地域子育て支援拠点事業」として、常設の「ひろば」が開
設されている。 0 ～ 2 歳と、 3 歳（未就園）の子どもを持つ親と子をサポートする活動を展開して
いる。

同事業に活用される部屋には、おもに 1 ～ 2 歳、 3 歳（未就園）の子どもとその保護者の利用を
想定した「おやこのひろば」、主に 0 歳児とその保護者の利用を想定した「あかちゃんひろば」を
設置している。「おやこのひろば」には、様々な遊具や絵本、マットが置かれ、見学当日も親子が
自由にそれぞれのペースで遊んだり、保護者同士がおしゃべりをしている姿が見受けられた。「あ
かちゃんひろば」では、クッション性のある床の上に大型のシンプルな遊具（木製の低いすべりだ
いなど）が置かれ、一画にはベビーベッドや授乳室などのスペースが設置されている。 2 つの「ひ
ろば」の間には、「カフェ」として自由に飲食ができるスペースが設置されている。

1 - 2 ．活動の特徴について
同事業の活動について、運営スタッフによる説明と見学などから見出された特徴を大きく「特色

①：利用者目線に立った居やすさ」と「特色②：利用者主体のセンター運用」の 2 点にわけて、そ
れぞれ述べていく。
特色①：利用者目線に立った居やすさ

（a）適度に分割された空間配置：二つの「ひろば」は部屋としては大きなつくりであるが、低い棚
やソファなどを用いて、小規模に区切られたスペースが複数設けられていた。家族ごとにまと
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まって居ることができる一方で、スペースの区切り方はゆるやかであいまいであるため、部屋全
体としての雰囲気も共有できるような開放性もあるつくりとなっていた（図Ⅲ-14、15）。

（b）子育て以外の時間の提供：ソファ席の横には種々の本や雑誌が置かれているが、そこには子
育て情報だけではなく、大人として読める趣味やファッションの雑誌が配架されていた。これは
運営スタッフが意識的に選んでおり、親自身が自分の趣味趣向を楽しめるようにと配慮されたも
のであるとのことであった。

（c）日常性に配慮した設備：「カフェ」ゾーンには、必要に応じて利用できる電子レンジ、冷蔵庫・
キッチンなどが設置されていた。見学当日（土曜日）も、お昼時には持ち込みの食事を食べてい
る家族や、父親が近隣の店舗で買ったであろう食事を子どもたちと食べている姿も見られた。＜
さぽさぽ＞という呼称には、「さんぽ」のニュアンスが込められているが、大学が所有する閉鎖
的・専門的な機関としてではなく、利用者が「自分たちの地域の施設」として気軽に使用してい
る姿が印象的であった。

特色②：利用者主体のセンター運用
（a）利用者企画によるプログラム運営：同センターでは、運営スタッフ側が主導してプログラムを

提供するスタイルをとっておらず、利用者が自らの得意なことでプログラムを提供する、という
形がとられていた。これは“このゆびとまれプロジェクト”と呼ばれており、これは我々が訪問
した12月の例であれば、リースづくり、アイシングクッキーやマカロンなどのお菓子づくり、美
肌レッスン等のプログラムが提供されていた。それらは利用者によって企画されたものであっ
た。各プログラムは、参加者 5 名程度の小規模開催となっており、センター内のカフェにある掲
示等でアナウンスされていた。なお見学当日には、センター側の提供プログラムとして、年度末
の「大掃除大作戦」が実施されていたが、それはスタッフが柔らかく声掛けをして、いつも利用
しているセンターを自分たちできれいにする、と言うものであった。強制感のない雰囲気の中で、
親や子どもがセンターの窓を拭くなどしており、この部屋が自分たちのものである、と言う感覚
が育まれている印象を受けた。

（b）利用者によるセンター内の情報・装飾の設置：センター内には、子育て世帯に向けた種々の
情報が提供されていた。例えば地域の地図上に、遊びに行きやすい公園や施設などを印で示した
り、その詳細について手作りのファイルで紹介されていた。その中には、引っ越してきた新家族

図Ⅲ-14　あかちゃんひろば 図Ⅲ-15　ソファで区切られたスペース
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への情報提供や交流機会の紹介なども含まれており、子育ての当事者ならではの細やかで実用的
な情報提供がなされていた。

1 - 3 ．子育て支援事業における大学の役割
同事業が、特色①のように利用者が“居やすく”、特色②のように利用者が“主体”性を発揮で

きる場として構築できているのは、大学による専門的な指針やビジョンが提供されていたことによ
ることが、運営スタッフや創設に関わった大学教員らの話から、うかがい知ることができた。具体
的な点を以下に記す。
指針①：「ノン・プログラム」

同センター設立時の指針の一つに、「ノン・プログラム」という指針があったとのことである。
これは、センター側からはプログラムを（あまり）提供しないというスタンスをとり、常駐スタッ
フもまた相談や援助を強く勧めるよりは、家族のありようをそのまま見守り、必要に応じた声かけ
をするスタンスをとる、ということであった。一般に、専門家が行う子育て支援においては、自ら
の専門性を発揮しようとする意気込みの強さから、知識や支援を一方的に提供する形をとろうとす
るケースは少なくないと思われる。しかし、子どもと家族が自ら成長し、またそれを包含する地域
自体が成長することを促すためには、大学が主導権を握ることは必ずしも適切とは言えないであろ
う。

なおセンター開設時には、利用者主体のプログラムが当初から活発に動き出したわけではなく、
初期はスタッフたちが一定の主導権のもとでプログラムを提供したりもしていたとのことである。
指針に機械的に沿うというのではなく、現状を見極めながら、大学と地域がお互いに適度な主体性
を発揮しながら活動を創出していくプロセスが重要と言えよう。
指針②：「親としてではなく、人として」

これは、ソファ横の雑誌について運営スタッフと話しているときに話された言葉である。親は、
数十年かけて自らのライフスタイルを構築してきたのちに、子の誕生によって、否応なくそのライ
フスタイルの変容を迫られる。それは、自己のありようを拡張する成長的な変化であると同時に、
それまでの自己感覚が失われる混乱や喪失の感覚をももたらしうる。同センターでは、親に対して

「親役割を求めない」ことを一つの指針としている。「子育て支援」の機関の雑誌棚に、子育てに関
係のないファッションや趣味の雑誌が置かれているのを目にしたとき、自らが子どもの親である以
前に一人の人間であり、子育て以外にも多面的な希望や欲求を持った主体であることを認めてくれ
るような感覚を覚える親もいるかもしれない。

また、「このゆびとまれプロジェクト」についても、その内容は「子ども」に焦点化されたもの
ばかりではない。人として、趣味人として、女性としてなど多様な自己感覚を刺激されるものが多
いのが特徴である。そして特に、親として子どもをケアするばかりの役割を離れ、自らの持つ能力
を対等な大人同士の関係の中で発揮できることは、親の主体の感覚を力づけ、自尊心を呼び起すこ
とにもつながるであろう。
大学の役割：大学教員・支援専門職らによる指針の構想と運営支援

こうした指針①や指針②などは、大学側の検討によって構想され実現されたものである。教育／
福祉／幼児教育などの多様な専門性を持った大学スタッフがかかわっており、その中には特に地域
支援を専門とする教員もいたと聞いている。抽象度の高い理念を現実化し、コミュニティや組織を
立ち上げていく際には、また異なる実践的な知恵が必要なのであろう。様々な資質を備えたスタッ
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フの存在が、支援を円滑に進めるためには重要と思われる。
なお子育て支援事業においては、運営の開始後も種々の課題は日常的に生じるし、中長期的な活

動の見直しなども求められる。同センターでは大学教員らによる継続的なスーパービジョンを実施
しており、問題の共有や活動の振り返りなどを行う体制も構築されているとのことであった。持続
可能な運営体制の構築もまた、不可欠であろう。

2 ．発達支援事業＜うぃんぐ＞
子どもセンターのもう一つの活動として、発達支援事業＜うぃんぐ＞がある。同事業では発達上

の配慮や支援を要する子どもに対し、アセスメントや発達支援プログラムの提供を行っている。“子
どもたち一人ひとりに合わせた発達支援”を目的としている。

2 - 1 ．事業の特徴
療育活動として、個別のプレイセッションや療育セッション、未就園から小学生までのグループ

セッションなどを実施している。そのほか、外来の精神科医師による診察、心理士による発達相談
や発達検査などを実施している。いずれも専門家によって行われる活動であり、基本的には予約制
の有料の活動である。見学の中で見ることができた主要な特徴を以下に述べる。
特色①：子どもの発達的特性に合わせた全体的な環境整備

室内の設備は、子どもの特性に合わせた配慮が随所になされていた。例えば遊具をしまう室内の
棚などは、基本的には内容が見えないようにフタがされているが、開けるのにはコツがいる仕組み
となっていた。子どもの注意の転動や衝動的な接近を必要以上に誘発しない配慮がなされている。
また、セッションの残り時間を測る時計が、針や数字ではなく扇形の面積で時間を示す時計となっ
ていたり、何かを投げるゲームをするときの立ち位置がテープで明示されていたり、遊具をしまう
棚や箱ごとにそこにしまうべきモノの写真が貼ってあったり、様々な配慮があった。いずれも、何
かの課題にとりくむ上で、刺激や情報が整理されており、子どもが主体的に活動に取り組むことが
できるように配慮がなされていたものと言える。そうした設備・設計には、発達支援の経験・見識
のあるスタッフによる意見が反映されているとのことであった（図Ⅲ-16）。
特色②：個々の子どもに合わせた環境整備の柔軟性

また、そうした全般的な配慮に加えて、個々の子どもに合わせた環境整備ができる工夫が随所に
見られた。子どもの好みやニーズにあわせ、部屋を仕切れるように棚が移動式となっていたり、遊
具や教材などは専用の教材庫の中に整理して配置されていた。特に教材などについては、必要なも
のを手作りしている場合も多かった。
特色③：開かれた運営・連携

そうした手作りの教材の一部は、同大学の卒業生らによるものであった。年長の年代の卒業生ら
が、学生にボランティアで手作りの仕方を教えたり、スタッフの要請を受けて教材を作成したりし
ているとのことであった（図Ⅲ-17）。また、活動の合間には、保護者にも教材づくりに協力しても
らうなど、単なるサービスの提供をするわけはなく、ここでも利用者や関係者の主体性を自然に促
進するような配慮がなされていた。

また活動は個別の領域だけに限定されておらず、多方面にわたっていた。例えば、発達障害に関
する専門家の講演会の開催を定期的に行っていた。また、体育系の大学生と協働して、“バスケッ
トをどうすればうまくできるか”についてのワークショップを開催したりしていた。その他、保護
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者の会を行い、相互交流の機会も設けていた。
さらに当事者間だけではなく、援助職者間の連携も試みられていた。保育園、幼稚園、小学校ら

の教員、援助職らとの事例検討会を開催し、児童の理解や援助法に関する議論が行われる機会もあ
るとのことであった。

3 ．大学と子育て支援・発達支援事業のあり方
以下では、大学として事業を行うにあたり、重要と考えられる点について、見学から得られたこ

とをもとに考察する。

3 - 1 ．自治体との協働
まず、これら事業は自治体との連携、そして補助の元で行われている点が重要である。＜さぽさ

ぽ＞は、西宮市の「地域子育て支援拠点事業」として補助金を受けて実施されており、それは施設
の維持やスタッフの雇用など、活動の根幹をささえている。自治体側からすると、子育て支援と地
域のニーズへの対応の仕方を模索しており、また大学側としては自らの専門性を現場で実現したい
というニーズがある。そうした両者が地域内で出会い、連携していくことが基本となるであろう。

3 - 2 ．教育・研究の場として
ここまでは地域のニーズを中心に論じてきたが、大学は次世代の子育て支援や発達支援の担い手

を育む場でもある。同センターは、キャンパスの入り口付近に設置されており、その目の前の広場
には附属幼稚園や保育所の子どもたちも散歩に来たりする。大学生も日ごろから行き来しており、
手を振りあう等の交流は日常的にあるようである。こうした日常的なふれあいや交流があること
は、風土や文化を育む上では重要であろう。

また、同センターの活動は大学生のボランティアや実習の場としても機能している。同大学で保
育や教育を学ぶ学生にとっては、実際に子どもや家族と接する経験を積める場であり、心理系の大
学院生にとっても発達支援を実習的に学ぶことができる。

そうした活動は、大学院生や教員らの研究活動とも直結しており、様々な知見が地域を超えて活
用可能なものとして創出され発信されていく可能性も秘めている。

図Ⅲ-16　プレイルーム 図Ⅲ-17　手作りの教材など
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4 ．まとめ
以上、関西学院大学子どもセンターの見学調査の結果を報告してきた。こうした活動から見えて

くることは、大学の管轄する設備や機関であっても、それを地域の人の日常の中にある「場」とし
て機能させることの重要性である。地域の子どもと親、家族が、主体的に往来し、滞在し、活動す
る場となるよう、大学は地域のニーズを見立て、自らの事業のあり方を考える必要性があると言え
よう。

引用・参考文献
関西学院大学子どもセンターホームページ https://www.kwansei.ac.jp/c_child/（参照2019年 6 月24日）
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Ⅲ- 5 　他大学見学についてのまとめ

金沢　　創

本研究グループとしては、名古屋芸術大学、岐阜聖徳大学、神戸学院大学、関西学院大学の各大
学における、それぞれの「子どもの育ちにかかわる取り組み」を見学した。各大学の取り組みに関
する報告は、プロジェクトのメンバーが各自分担して行っているため、その具体的な内容について
は各研究員のご報告を一読されたい。ここでは全体を通した印象と今後の展望を述べることで、本
プロジェクトの報告全体のまとめとしたい。ただし、本まとめも、私自身が訪問した神戸学院大学
と関西学院大学の取り組みを中心にしたものである点を一応付け加えておく。

まず、いずれの取り組みにおいても重要なのは、「地域」という視点だろう。どのような大学で
あろうと、なんらかの場所に立地しており、その場所の文脈というものを持っている。大学の周辺
は住宅地であるのか、住宅地であればどのような家族が住んでいるのか。子育て支援に関係する以
上、子どもとその養育者に来ていただかなくてはならない。いずれの大学においても、成功し継続
されているプロジェクトは、自分たちの大学がどのような場所に立地し周辺地域にどのように認知
されているのかを熟知しているように見えた。つまり「己を知っている」ように見えたのである。
この点をまずは強調したい。

次に当然であるが、きていただく家族、養育者の方の視点である。子育て支援というと、どうし
ても中心である子どもに焦点が行きがちであるが、子どもが一人で施設を訪れるわけではない。親
御さんたちが気軽に、それこそ楽しみに来るような施設の空気感が重要だろうし、楽しんできてい
ただけるからこそ、そこに親どうしのネットワークが生まれコミュニティが発生する。そして一旦
コミュニティができてしまうと、運営も多くの部分を親御さんたちが担うようになる。こうした理
想的なサイクルが、例えば関西学院大学には見られた。

そして忘れてはならないのは学生たちの存在である。いずれのプロジェクトにおいても、主要な
スタッフとしては、常勤・非常勤のスタッフが活躍はしていたが、その合間に、大学院生・学部生
が、これも欠かせない存在として活躍していた。子どもがいれば、学生たちの眼は自然と輝き姿勢
も大人びたものになる。配置はシンプルなボランティアという形ではなく、授業に組み込むなど、
うまくシステム化されていたように思う。いかに学生たちを巻きこんで事業を展開していくかも、
大学としては欠かせない視点であるように思う。

最後に「子どもの育ち」という本プロジェクトとして、「子どもたち」自身の存在にも言及して
おきたい。当然であるが、すべての子育て支援の取り組みには、何らかの形で子どもたちが参加し
ていた。そこでは、乳児の場合もあり、地域の小学生という場合もあった。また直接見学したわけ
ではないが、いわゆる発達障害児に対する取り組みも行われているようである。いずれにせよ、対
象となる子どもたちの発達段階を慎重に検討し、どのような場所と道具を用意していくのかが、各
施設の腕の見せ所となっていた。それを支えていたのは経験豊富なスタッフの存在であり、そうし
たスタッフを選定した専任教員ということになる。子育て支援プログラムの成功のためには、発達
に関する深い理解が必要ということになるだろう。

本学は本邦において、女子教育をリードしてきた歴史と伝統がある。その文脈の中で本学の特徴
を考えてみるに、「子ども」を「地域」の中で「学生」たちの参加のもとその主体性を考えていく
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ことは、本学の使命ともマッチするものだろう。「主体性」とは、環境と子どもたちが相互作用し
あう、ある種の力学的な場において生じてくるものである。いかなる環境が、子どもたちの主体性
を育むのか。この「環境の特性」を考えることに、本研究報告書が小さくともしかし確実に貢献で
きていることを信じて最後のまとめとしたい。



〔編集後記〕
　「日本女子大学総合研究所紀要」第22号をお届けします。総合研究所では、専門領域
の異なる本学の専任教職員が協同して、（ 1 ）創立者成瀬仁蔵に関する研究、（ 2 ）日本
女子大学一貫教育に関する研究、（ 3 ）女子教育に関する研究、（ 4 ）日本女子大学を拠
点とする学際的な研究を実施しています。今年度は、これらの中から、2018年度に研究
を終了した以下の 3 件の研究成果を掲載しています。ご高覧の上、ご高評賜れば幸いで
す。
　研究課題（63）「若年女性に対する効果的な健康栄養教育プログラムの開発」は、家
政学部と附属中学校、附属高等学校の教職員による共同研究です。本学の大学生と生徒
を対象に健康に関する実態調査を行い、自己実現や社会での役割を担うには早い時期に
自分自身の健康を管理する能力を身につけることが重要であるとし、その対策として、
効果的な健康栄養教育プログラムの開発を行っています。今後は、それを活用した実践
が予定され、一貫教育ならではの取り組みとして意義のある研究です。研究課題（64）

「ダンス史に残るマスターピース再現プロジェクト―「再現」を媒介したダンスの美学
的研究の可能性―」は、ダンサー、劇場空間の研究者、ダンスの研究者、衣装製作者、
照明の専門家による本学を拠点とする学際的な共同研究です。舞台芸術としてのダンス
の美学的研究ではダンスによる「再現」の意義とその課題を明らかにし、次に、「再現」
するという実践を通して作品に対する理解を深めることができることを明らかにしてい
ます。研究課題（65）「子どもの育ちの総合的研究と支援」は、「子どもの育ち」の研究
は、いろいろな専門の視点の統合が重要であるとし、心理学・教育学・児童学・住居学
の教員の連携による共同研究です。将来的には、本学独自の「子どもの育ち」を支援す
る研究拠点の形成を目指し、本研究ではその意義や課題を明らかにしています。いずれ
の研究も今後の発展が大いに期待される研究です。
　引き続き、総合研究所の活動にご支援とご協力をお願いいたします。
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